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本書はオプションを含むすべての
装備の説明をしています。
そのため、お客様の車にはない装
備の説明が記載されている場合が
あります。また、車の仕様変更に
より、内容がお車と一致しない場
合がありますのでご了承ください。
トヨタ販売店で取り付けられた装
備（販売店オプション）の取り扱
いについては、その商品に付属の
取扱書をお読みください。
イラストは、記載している仕様な
どの違いにより、お客様の車の装
備と一致しない場合があります。

トヨタが国土交通省に届け出を
した部品以外のものを装着する
と、不正改造になることがあり
ます。
車高を下げたり、ワイドタイヤ
を装着するなど、車の性能や機
能に適さない部品を装着すると、
故障の原因になったり、事故を
起こし、重大な傷害を受けるお
それがあり危険です。

また、このような改造は Toyota 
Safety Sense のような先進安全装備に
も影響を与え、正しく作動しない危険や
作動すべきでない場面での作動をする恐
れがあり危険です。

ハンドルの改造は絶対にしない
でください。ハンドルにはSRS 

エアバッグが内蔵されているた
め、不適切に扱うと、正常に作
動しなくなったり、誤ってふく
らみ、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。
次の場合はトヨタ販売店にご相
談ください。

･ タイヤ・ディスクホイール・ホイール
取り付けナットの交換

異なった種類や指定以外のものを使用す
ると、走行に悪影響をおよぼしたり、不
正改造になることがあります。

･ 電装品・無線機の取り付け・取りはず
し

電子機器部品に悪影響をおよぼしたり、
故障や車両火災など事故につながるおそ
れがあり危険です。

RF送信機の取り付けについては、P.8
も参照してください。

フロントウインドウガラス、お
よび運転席・助手席のドアガラ
スに着色フィルム（含む透明
フィルム）などを貼り付けない
でください。視界をさまたげる
ばかりでなく、不正改造につな
がるおそれがあります。

故障診断コネクター などに、点
検整備用の故障診断装置以外の電
装品を取り付けないでください。
電子機器に悪影響をおよぼしたり、
バッテリーがあがったりするなど、
思わぬトラブルを招くおそれがあ
ります。

知っておいていただきたい
こと

本書の内容について

不正改造について

故障診断コネクターなどへの電
装品取り付けについて

A
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本車両には、車両の制御や操作に
関するデータなどを記録するコン
ピューターが装備されており、各
機能の作動時や操作状況により、
主に次のようなデータを記録しま
す。
･ エンジン回転数／電気モーター
回転数

･ アクセルペダルの操作状況
･ ブレーキペダルの操作状況
･ 車速
･ 運転支援システムの作動状況
･ カメラの画像情報
車両には複数のカメラがついて
います。どのカメラが画像を記
録しているかは、トヨタ販売店
にお問い合わせください。

･ 駆動用電池の状態
グレード・オプション装備により
記録されるデータ項目は異なりま
す。
なお、コンピューターは会話など
の音声や車内の映像は記録しませ
ん。
データの取り扱いについて

トヨタはコンピューターに記録さ
れたデータを車両の故障診断・研
究開発・品質の向上を目的に取

得・利用することがあります。
なお、次の場合を除き、トヨタは
取得したデータを第三者へ開示ま
たは提供することはありません。
･ お車の使用者の同意（リース車は借主
の同意）がある場合

･ 警察・裁判所・政府機関などの法的強
制力のある要請に基づく場合

･ トヨタが訴訟で使用する場合
･ 統計的な処理を行う目的で、使用者や
車両が特定されないように加工した
データを研究機関などに提供する場合

記録した画像情報はトヨタ販売
店にて消去することが可能です。

また、画像情報を記録する機能を停止す
ることも可能です。ただし、機能を停止
するとシステム作動時のデータは残りま
せん。

お客様が T-Connect をご利用の
場合、記録データとその使用につ
いて、T-Connect 利用規約をご覧
ください。

お車には、イベントデータレコー
ダー（EDR）が装備されていま
す。EDRは、一定の衝突や衝突に
近い状態（SRS エアバッグの作動
および路上障害物との接触など）
が発生した時に車両システムの作
動状況に関するデータを記録しま
す。EDR は車両の動きや安全シス
テムに関するデータを短時間記録
するように作られています。ただ
し、衝突の程度と形態によっては、
データが記録されない場合があり

車両データの記録について

T-Connect によるデータの取り
扱いについて

イベントデータレコーダー
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ます。
EDR は次のようなデータを記録し
ます。
･ 車両の各システムの作動状況
･ アクセルペダルおよびブレーキ
ペダルの操作状況

･ 車速
これらのデータは、衝突や傷害が
発生した状況を把握するのに役立
ちます。
注意：EDR は衝突が発生したとき
にデータを記録します。通常走行
時にはデータは記録されません。
また、個人情報（例：氏名・性
別・年齢・衝突場所）は記録され
ません。ただし、事故調査の際に
法執行機関などの第三者が、通常
の手続きとして収集した個人を特
定できる種類のデータと EDR
データを組み合わせて使用するこ
とがあります。EDR で記録された
データを読み出すには、特別な装
置を車両または EDR へ接続する
必要があります。トヨタにくわえ、
法執行機関などの特別な装置を所
有する第三者が車両または EDR 
に接続した場合でも情報を読み出
すことができます。
EDR データの情報開示

次の場合を除き、トヨタは EDR で記録
されたデータを第三者へ開示することは
ありません。

･ お車の使用者の同意（リース車は借主
の同意）がある場合

･ 警察・裁判所・政府機関などの法的強
制力のある要請に基づく場合

･ トヨタが訴訟で使用する場合
ただし、トヨタは

･ データを車両安全性能の研究に使用す

ることがあります。
･ 使用者・車両が特定されないデータを
調査目的で第三者に開示することがあ
ります。

お車へRF 送信機を取り付けると、
次のようなシステムに影響をおよ
ぼす可能性があります。
ハイブリッドシステム
EFI コンピュータ
Toyota Safety Sense
ABS（アンチロックブレーキシ
ステム）
SRSエアバッグ
シートベルトプリテンショナー

悪影響を防ぐための措置や取り付
け方法については、必ずトヨタ販
売店にお問い合わせください。
ご希望により、RF送信機の取り付
けに関する詳しい情報（周波数帯
域・電力レベル・アンテナ位置・
取り付け条件）をトヨタ販売店に
てご提供します。

保証および点検整備については、
別冊「メンテナンスノート」に記
載していますので、併せてお読み
ください。
日常点検整備や定期点検整備は、
お客様の責任において実施してく
ださい。（法律で義務付けられてい
ます）

RF 送信機の取り付けについて

保証および点検について
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本書の見方

本書で使用している、記号につ
いて説明します。

本文の記号について

記号 意味

警告：
お守りいただかないと、
お客様自身と周囲の人々
が死亡、または重大な傷
害につながるおそれがあ
ることを説明していま
す。

注意：
お守りいただかないと、
車や装備品の故障や破損
につながるおそれがある
ことを説明しています。

操作・作業の手順を示し
ています。番号の順に
従ってください。

機能や操作方法の説明以
外で知っておいていただ
きたい、知っておくと便
利なことを説明していま
す。

イラスト上の記号について

記号 意味

押す・まわすなど、してい
ただきたい操作を示してい
ます。

フタが開くなど、操作後の
作動を示しています。

記号 意味

説明の対象となるもの・場
所を示しています。

してはいけません、このよ
うにしないでください、こ
のようなことを起こさない
でくださいという意味で
す。
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名称から探す
五十音順さくいん： P.463
アルファベット順さくい
ん： P.462

取り付け位置から探す
イラスト目次： P.12

症状や音から探す
こんなときは（症状別さくい
ん）： P.458
車から音が鳴ったときは（音さくい
ん）： P.460

タイトルから探す
目次： P.2

検索のしかた
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警告メッセージ......................................................................................... P.400

シフトレバー............................................................................................. P.190

シフトポジションの切りかえ.................................................................. P.191

けん引時の注意......................................................................................... P.389
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警告灯／表示灯............................................................................................ P.64

警告灯点灯時の対処 ................................................................................. P.394
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......................................................................................................... P.301, 309
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※別冊「ナビゲーションシステム取扱書」を参照してください。
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ドアミラースイッチ ................................................................................. P.169

ウインドウロックスイッチ...................................................................... P.174

パワーウインドウスイッチ...................................................................... P.172

ドアロックスイッチ ................................................................................. P.112

パワーバックドアスイッチ★................................................................... P.117

ステアリングヒータースイッチ★........................................................... P.316

フロントワイパーデアイサースイッチ★ .................................... P.304, 314

カメラスイッチ★※

VSC OFF スイッチ ................................................................................. P.289

アダプティブハイビームシステムスイッチ★........................................ P.204

オートマチックハイビームスイッチ★................................................... P.207
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※別冊「ナビゲーションシステム取扱書」を参照してください。

メーター操作スイッチ ........................................................................ P.76, 85
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※別冊「ナビゲーションシステム取扱書」を参照してください。
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冬季の注意................................................................................................. P.297
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ドライブモードセレクトスイッチ.......................................................... P.287
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フロントシート......................................................................................... P.133

リヤシート................................................................................................. P.134

ヘッドレスト............................................................................................. P.140

シートベルト................................................................................................ P.25

コンソールボックス ................................................................................. P.323

ロックレバー............................................................................................. P.112

カップホルダー......................................................................................... P.324

アシストグリップ..................................................................................... P.339

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J



20 イラスト目次

天井

インナーミラー★...................................................................................... P.143

デジタルインナーミラー（前後方録画機能付）★ ................................ P.144

サンバイザー※1....................................................................................... P.333

バニティミラー......................................................................................... P.333

ルームランプ※2....................................................................................... P.320

LED マップランプ.................................................................................... P.321

調光スイッチ★.......................................................................................... P.330

電動サンシェードスイッチ★................................................................... P.330

ヘルプネットボタン※3

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※1やむを得ず助手席にチャイルドシートを取り付ける場合には、チャイルドシートを
うしろ向きに取り付けないでください。重大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。（ P.39）

※2図はフロントですが、リヤにも装着されています。
※3別冊「ナビゲーションシステム取扱書」を参照してください。
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1-1. 安全にお使いいただくために

日常点検整備や定期点検整備は、
お客様の責任において実施してい
ただくことが法律で義務付けられ
ています。適切な時期に点検整備
を実施し、車に異常がないことを
確認してください。
日常点検整備や点検項目などの詳細につ
いては、別冊「メンテナンスノート」を
参照してください。
異常が見つかった場合は、トヨタ販売店
で必ず点検整備を受けてください。

専用のフロアマットを、フロア
カーペットの上にしっかりと固定
してお使いください。
1 固定フック（クリップ）にフロ
アマット取り付け穴をはめ込む

2 固定フック（クリップ）上部の
レバーをまわして、フロアマッ
トを固定する

マーク を必ず合わせてください。

固定フック（クリップ）の形状は
イラストと異なる場合があります。

運転する前に

お車を安全に運転していただく
ために、運転する前は必ず次の
ことを確認してください。

点検整備

フロアマットを固定するには

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、フロアマット
がずれて運転中に各ペダルと干渉し、
思わぬスピードが出たり車を停止しに
くくなるなど、事故の原因になり重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

運転席にフロアマットを敷くとき

トヨタ純正品であっても、他車種お
よび異なる年式のフロアマットは使
用しない

運転席専用のフロアマットを使用す
る

固定フック（クリップ）を使って、
常にしっかりと固定する

他のフロアマット類と重ねて使用し
ない

フロアマットを前後逆さまにしたり、
裏返して使用しない

A
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まっすぐ座り、運転操作時に体
が背もたれから離れないよう、
背もたれの角度を調整する
（ P.133）

ペダルがしっかりと踏み込め、
ハンドルを握ったときにひじが
少し曲がるようなシート位置に
する（ P.133）

ヘッドレストの中央が耳のいち
ばん上のあたりになるようにす
る（ P.140）

シートベルトを正しく着用する
（ P.26）

警告
運転する前に

フロアマットがすべての固定フック
（クリップ）で正しい位置にしっかり
と固定されていることを定期的に確
認し、特に洗車後は必ず確認を行う

ハイブリッドシステム停止およびシ
フトレバーがPの状態で、各ペダル
を奥まで踏み込み、フロアマットと
干渉しないことを確認する

安全なドライブのために

安全に運転するために、走行前
にシートやミラーなどを適切に
調整してください。

正しい運転姿勢をとるには

A

B

C

D
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すべての乗員は、走行前に必ず
シートベルトを正しく着用してく
ださい。（ P.26）
シートベルトを正しく着用できな
い小さなお子さまを乗せるときは、
適切なチャイルドシートをご用意
ください。（ P.37）

後方が確実に確認できるように、
インナーミラー★・デジタルイン
ナーミラー（前後方録画機能付）
★・ドアミラーを正しく調整して
ください。（ P.143, 144, 
169）
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

走行中は運転席の調整をしないでく
ださい。
運転を誤るおそれがあります。

背もたれと背のあいだにクッション
などを入れないでください。
正しい運転姿勢がとれないばかりか、
衝突したとき、シートベルトやヘッ
ドレストなどの効果が十分に発揮さ
れないおそれがあります。

フロントシートの下にものを置かな
いでください。
ものが挟まるとシートが固定されず、
思わぬ事故や調整機構の故障の原因
になります。

公道を走行するときは、法定速度や
制限速度を遵守してください。

他の車や歩行者など、周囲の状況に
常に注意を払い、安全運転を心がけ
てください。

飲酒運転は絶対にしないでください。
お酒を飲むと注意力と判断力がにぶ
り、思いがけない事故を引き起こす
おそれがあります。また、眠気をも
よおす薬を飲んだときも運転を控え
てください。

運転中に携帯電話を使用したり、装
置の調節などをしないでください。
周囲の状況などへの注意が不十分に
なり、大変危険です。ハンズフリー
以外の自動車電話や携帯電話を運転
中に使用することは法律で禁止され
ています。

長距離ドライブの際は、疲れを感じ
る前に定期的に休憩してください。
また、運転中に疲労感や眠気を感じ
たときは、無理に運転せず、すみや
かに休憩してください。

シートベルトを正しく着用する
には

ミラーを調整するには
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シートベルト

走行前にすべての乗員は必ず
シートベルトを正しく着用して
ください。

警告
急ブレーキや事故の際のけがを避ける
ため、次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

シートベルトの着用について

全員がシートベルトを着用する

シートベルトを正しく着用する

シートベルトは一組につき一人で使
用する
お子さまでも一組のベルトを複数の
人で使用しない

お子さまはリヤ席に座らせてシート
ベルトを着用させる

背もたれは必要以上に倒さず、上体
を起こし、シートに深く座る

肩部ベルトを腕の下に通して着用し
ない

腰部ベルトはできるだけ低い位置に
密着させ着用する

妊娠中の女性の場合

医師に注意事項を確認の上、必ず正し
く着用してください。（ P.26）
通常の着用のしかたと同じように、腰
部ベルトが腰骨のできるだけ低い位置
にかかるようにお腹のふくらみの下に、
肩部ベルトは確実に肩を通し、お腹の
ふくらみを避けて胸部にかかるように
着用してください。

ベルトを正しく着用していないと、衝
突したときなどに、母体だけでなく胎
児までが重大な傷害を受けたり、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

疾患のある方の場合

医師に注意事項を確認の上、必ず正し
く着用してください。

お子さまを乗せるとき

P.48

シートベルトの損傷・故障について

ベルトやプレート・バックルなどは、
シートやドアに挟むなどして損傷し
ないようにしてください。

シートベルトが損傷したときはシー
トベルトを修理するまでシートは使
用しないでください。
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肩部ベルトを肩に十分かける
首にかかったり、肩からはずれないよう
にしてください。

腰部ベルトを必ず腰骨のできる
だけ低い位置に密着させる
背もたれを調整し、上体を起こ
し、深く腰かけて座る
ねじれがないようにする

知識
お子さまのシートベルトの使い方

この車のシートベルトは、シートベルト
を装着するのに十分な、大人の体格を
持った人用に設計されています。

シートベルトが正しい位置で着用でき
ない小さなお子さまの場合は、お子さ
まの体に合ったチャイルドシートを使
用してください。（ P.37）

シートベルトが正しい位置で着用でき
るお子さまの場合は、シートベルトの
着用のしかたに従ってください。
（ P.25）

1 ベルトを固定するには、“カ
チッ”と音がするまでプレー
トをバックルに挿し込む

2 ベルトを解除するには、解除ボ
タン を押す

知識
シートベルトロックの解除方法

急停止や衝撃があったときベルトがロッ
クされます。急に体を前に倒したり、
シートベルトをすばやく引き出しても
ロックする場合があります。一度ベルト
を強く引いてからゆるめ、ゆっくり動か
せば、ベルトを引き出すことができます。

警告
プレートがバックルに確実に挿し込
まれているか、シートベルトがねじ
れていないかを確認してください。
うまく挿し込めない場合はただちに
トヨタ販売店に連絡してください。

もし重大な事故にあったときは、明
らかな損傷が見られない場合でも、
シート・シートベルトを交換してく
ださい。

プリテンショナー付きシートベルト
の取り付けや取りはずし・分解・廃
棄などは、トヨタ販売店以外でしな
いでください。
不適切に扱うと、正常に作動しなく
なるおそれがあります。

正しく着用するには

着け方・はずし方

A
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アジャスターを下げる

2 解除ボタン を押しながら、
アジャスターを上げる

“カチッ”と音がして固定されるとこ
ろまで動かしてください。

前方・側方から強い衝撃を受けた
とき、シートベルトを引き込むこ
とで適切な乗員拘束効果を確保し
ます。
前方・側方からの衝撃が弱いときや、う
しろからの衝撃、横転のときは通常は作
動しません。

知識
シートベルトプリテンショナーについ
て

シートベルトプリテンショナーは、一度
しか作動しません。玉突き衝突などで連
続して衝撃を受けた場合でも、一度作動
したあとは、その後の衝突では作動しま
せん。

予防連携機能について

プリクラッシュセーフティによって車両
との衝突の可能性が高いと判断されたと
き、シートベルトプリテンショナーの作
動準備を整えます。

シートベルトの高さ調節（フロ
ント席）

シートベルトプリテンショナー
（フロント席・リヤ外側席）

A

A 警告
プリテンショナー付きシートベルト
について

シートベルトプリテンショナーが作動
すると、SRS エアバッグ／プリテン
ショナー警告灯が点灯します。その場
合はシートベルトを再使用することが
できないため、必ずトヨタ販売店で交
換してください。お守りいただかない
と、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。
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SRS エアバッグの配置

フロントSRS エアバッグ

運転席SRS エアバッグ／助手席SRS エアバッグ
（運転者と助手席乗員の頭や胸などへの衝撃を緩和）

SRS ニーエアバッグ
（運転者の衝撃緩和を補助）
SRS サイド＆カーテンシールドエアバッグ

SRS フロントサイドエアバッグ
（フロント席乗員の胸などへの衝撃を緩和）

SRS カーテンシールドエアバッグ
（フロント席とリヤ外側席乗員の主に頭部への衝撃を緩和）

SRS エアバッグ

SRS エアバッグは乗員に重大な危害がおよぶような強い衝撃を受けた
ときにふくらみ、シートベルトが体を拘束する働きと併せて乗員への衝
撃を緩和させます。

SRS エアバッグシステム

A

B

C

D
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知識
SRS エアバッグが作動すると

SRS エアバッグは高温のガスにより非
常に速い速度でふくらむため、すり傷・
やけど・打撲などを受けることがあり
ます。

作動音と共に白いガスが発生します。

フロント席・フロントピラー・リヤピ
ラー・ルーフサイドレールの一部分な
どだけでなくエアバッグ構成部品（ハ
ンドルのハブ・エアバッグカバー・イ
ンフレーター）も数分間熱くなること
があります。エアバッグそのものも熱
くなります。

フロントウインドウガラスが破損する
ことがあります。

ハイブリッドシステムと燃料供給を停
止します。（ P.58）

すべてのドアが解錠されます。
（ P.110）

自動的にブレーキと制動灯を制御しま
す。（ P.289）

室内灯が自動で点灯します。
（ P.320）

非常点滅灯が自動で点滅します。
（ P.385）

T-Connect の契約期間内は、次の場
合、自動的に緊急通報がヘルプネット
センターに送信されます。オペレー
ターからの呼びかけに応答がない場合
は、緊急車両などを手配します。詳し
くは別冊「ナビゲーションシステム取
扱書」を参照してください。

･ SRS エアバッグが作動した
･ シートベルトプリテンショナーが作動
した

･ 後方から強い衝撃を受けた

SRS エアバッグが作動するとき（フロ
ントSRS エアバッグ）

フロント SRS エアバッグは、衝撃の強
さが設定値（移動も変形もしない固定
された壁に、車速約 20 ～ 30km/h で
正面衝突した場合の衝撃の強さに相当
する値）以上の場合に作動します。

ただし、次のような場合はエアバッグが
作動する車速は設定値より高くなります。
･ 駐車している車や標識のような衝撃に
よって移動や変形するものに衝突した
場合

･ もぐり込むような衝突の場合（例えば、
車両前部がもぐり込む、下に入り込む、
トラックの下敷きになるなど）

衝突条件によってはシートベルトプリ
テンショナーのみ作動する場合があり
ます。

SRS エアバッグが作動するとき
（SRS サイド＆カーテンシールドエア
バッグ）

SRS サイド＆カーテンシールドエア
バッグは、衝撃の強さが設定値（約
1.5t の車両が、約 20 ～ 30km/h の
速度で客室へ直角に衝突した場合の衝
撃の強さに相当する値）以上の場合に
作動します。

前面衝突時でも、特に衝撃が大きい場
合は左右の SRS カーテンシールドエア
バッグが作動する場合があります。

衝突以外で作動するとき

次のような状況で車両下部に強い衝撃を
受けたときも、フロント SRS エアバッグ
と SRSカーテンシールドエアバッグが作
動する場合があります。

縁石や歩道の端など、固いものにぶつ
かったとき

深い穴や溝に落ちたり、乗りこえたと
き

ジャンプして地面にぶつかったり、道
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路から落下したとき

SRS エアバッグが作動しないとき（フ
ロントSRS エアバッグ）

フロントSRS エアバッグは、側面や後方
からの衝撃・横転・または低速での前方
からの衝撃では、通常は作動しません。
ただし、それらの衝撃が前方への減速を
十分に引き起こす場合には、フロント
SRS エアバッグが作動することがありま
す。

側面からの衝突

後方からの衝突

横転

SRS エアバッグが作動しないとき
（SRS サイド＆カーテンシールドエア
バッグ）

斜めから衝撃を受けた場合や、客室部分
以外の側面に衝撃を受けたときには、
SRS サイド＆カーテンシールドエアバッ
グが作動しない場合があります。

客室部分以外の側面への衝撃

斜めからの衝撃

SRS サイドエアバッグは、前方や後方か
らの衝撃・横転・または低速での側面か
らの衝撃では、通常は作動しません。

前方からの衝突

後方からの衝突

横転

SRS カーテンシールドエアバッグは、後
方からの衝撃・横転・または低速での前
方や側面からの衝撃では、通常は作動し
ません。

後方からの衝突

横転

トヨタ販売店に連絡が必要な場合

次のような場合には、点検・修理が必要
になります。できるだけ早くトヨタ販売
店へご連絡ください。

いずれかの SRS エアバッグがふくらん
だとき
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フロント SRSエアバッグはふくらまな
かったが、事故で車両の前部を衝突し
たとき、または破損・変形などがある
とき

SRS サイド＆カーテンシールドエア
バッグはふくらまなかったが、事故で
ドアおよびその周辺部分を衝突したと
き、または破損・変形・穴あきなどが
あるとき

ハンドルのパッド部分・ダッシュボー
ドの助手席 SRS エアバッグ付近・イン
ストルメントパネル下部が傷付いたり、
ひび割れたり、その他の損傷を受けた
とき

SRS サイドエアバッグが内蔵されてい
るシート表面が傷付いたり、ひび割れ
たり、その他の損傷を受けたとき

SRS カーテンシールドエアバッグが内
蔵されているフロントピラー・リヤピ
ラー部・ルーフサイド部が傷付いたり、
ひび割れたり、その他の損傷を受けた
とき

警告
SRS エアバッグについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

運転者と乗員すべてがシートベルト
を正しく着用してください。
SRS エアバッグはシートベルトを補
助するためのものです。

助手席SRS エアバッグは強い力でふ
くらむため、特に乗員がエアバッグ
に近付きすぎると、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。乗員がSRS エ
アバッグのふくらむ場所に近い場合
は特に危険です。シートの背もたれ
を調整して、シートをできるだけ
SRS エアバッグから離し、まっすぐ
に座ってください。
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警告
お子さまがシートにしっかり座って
いないと、SRS エアバッグのふくら
む衝撃で重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。お子さまが小さくてシート
ベルトを使用できないときは、チャ
イルドシートでしっかり固定してく
ださい。
お子さまはリヤ席に乗せ、チャイル
ドシートまたはシートベルトを着用
させることをおすすめします。
（ P.37）

シートの縁に座ったり、ダッシュ
ボードにもたれかかったりしない

お子さまを助手席SRS エアバッグの
前に立たせたり、ひざの上に抱いた
りしない

運転者および助手席乗員は、ひざの
上に何も持たない

ドアやフロントピラー・センターピ
ラー・リヤピラー・ルーフサイド
レールへ寄りかからない

助手席では、ドアに向かってひざを
ついたり、窓から顔や手を出したり
しない

ダッシュボード・ハンドルのパッド
部分・インストルメントパネル下部
などには何も取り付けたり、置いた
りしない
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警告
ドア・フロントウインドウガラス・
ドアガラス・フロントピラーおよび
リヤピラー・ルーフサイドレール・
アシストグリップなどには何も取り
付けない
（速度制限ラベルを除く P.409）

コートフックにハンガーなどの硬い
ものをかけないでください。
SRS カーテンシールドエアバッグが
作動したときに投げ出されて重大な
傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

SRS ニーエアバッグがふくらむ場所
にビニールカバーが付いている場合
は、取り除いてください。

SRS サイドエアバッグがふくらむ場
所を覆うようなシートアクセサリー
を使用しないでください。エアバッ
グが作動する際、アクセサリーが干
渉するおそれがあります。そのよう
なアクセサリーがエアバッグが正常
に作動するのをさまたげ、システム
を不能にしたり、またはエアバッグ
が誤って作動したりして、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。

SRS エアバッグシステム構成部品の
周辺およびフロントドアの周辺は、
強くたたくなど過度の力を加えない
でください。
SRS エアバッグが正常に作動しなく
なるおそれがあります。

SRS エアバッグがふくらんだ直後
は、構成部品が熱くなっているため、
ふれないでください。

SRS エアバッグがふくらんだあと
に、もし呼吸が苦しく感じたら、ド
アやドアガラスを開けて空気を入れ
るか、安全を確認して車外に出てく
ださい。皮膚の炎症を防ぐため、残
留物はできるだけ早く洗い流してく
ださい。

SRS エアバッグが収納されている
パッド部およびフロントピラーガー
ニッシュ部に傷が付いていたり、ひ
び割れがあるときは、そのまま使用
せずトヨタ販売店で交換してくださ
い。

改造・廃棄について

トヨタ販売店への相談なしに、次の改
造・廃棄をしないでください。
SRS エアバッグが正常に作動しなく
なったり、誤ってふくらむなどして、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

SRS エアバッグの取りはずし・取り
付け・分解・修理

ハンドル・インストルメントパネ
ル・ダッシュボード・シート・シー
ト表皮・フロントピラー・センター
ピラー・リヤピラー・ルーフサイド
レール・フロントドアパネル・フロ
ントドアトリム・フロントドアス
ピーカーなどの周辺の修理・取りは
ずし・改造

フロントドアパネルの穴あけなどの
改造

フロントフェンダー・フロントバン
パー・車内側面部の修理・改造

グリルガード（ブルバー・カンガ
ルーバーなど）・除雪装置・ウィンチ
などの取り付け
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警告
サスペンションの改造

CDプレーヤー・無線機などの電化製
品の取り付け

排気ガスに対する注意

排気ガスには吸引すると人体に
有害な物質が含まれています。

警告
排気ガスには無色・無臭で有害な一酸
化炭素（CO）が含まれているため、次
のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、排気ガスが車
内に侵入し、多量の排気ガスが眠気を
招き事故の原因になるほか、重大な健
康障害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

走行中の留意事項

バックドアを閉じてください。
バックドアが閉じているのに車内で排
気ガス臭がするときは、ドアガラスを
開けて空気を入れかえ、すみやかに
トヨタ販売店で点検整備を受けてくだ
さい。

駐車するとき

車庫内など換気が悪い場所や囲まれ
た場所では、ハイブリッドシステム
を停止してください。

長時間ハイブリッドシステムが作動
したままにしないでください。
やむを得ないときは、開かれた場所
に車を停め、排気ガスが車内に入っ
てこないことを確認してください。

降雪時や雪が積もった場所では、ハ
イブリッドシステムが作動したまま
にしないでください。まわりに積
もった雪で排気ガスが滞留して、車
内に侵入するおそれがあります。
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警告
排気管について

排気管は定期的に点検する必要があり
ます。排気管等の腐食などによる穴や
亀裂、および継ぎ手部の損傷、また、
排気音の異常などに気付いた場合は、
必ずトヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。
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1-2. お子さまの安全

お子さまを乗せるときは

お子さまを乗せるときは、次の
ことをお守りください。
お子さまにも必ずシートベル
トを着用させてください。
シートベルトを正しく着用で
きない小さなお子さまを乗せ
るときは、適切なチャイルド
シートをご用意ください。
（ P.37）
運転装置にふれるのを防ぐた
め、お子さまはリヤシートに
乗せることをおすすめします。
走行中にドアを開けたり、パ
ワーウインドウを誤操作した
りしないように、チャイルド
プロテクター（ P.113）・
ウインドウロックスイッチ
（ P.174）をご使用くださ
い。
小さなお子さまには、パワー
ウインドウ・ボンネット・
バックドアやシートなど、体
を挟まれるおそれがある装備
類を操作させないでください。

警告
お子さまを乗せるとき

お子さまを車の中に残したままにし
ないでください。車内が高温になっ
て熱射病や脱水症状になり、重大な
健康障害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。
また、お子さまが車内の装置を操作
し、ドアガラスなどに挟まれたり、
発炎筒などでやけどしたり、運転装
置を動かして、思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

車にお子さまを乗せる場合は、お子
さまの安全を確保するための注意事
項やチャイルドシートの取り付け方
などをまとめた「チャイルドシート」
を参照してください。（ P.37）
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知っておいていただきたいこと：
P.37
チャイルドシートを使用するとき
は：P.38
シート位置別チャイルドシートの
適合性について：P.41
チャイルドシートの取り付け方
法：P.45
･ シートベルトで固定する：P.46

･ ISOFIXロアアンカレッジで固
定する：P.48

･ トップテザーアンカレッジを使
用する：P.49

チャイルドシートに関する注意
事項および法規について、優先
してお守りください。
お子さまが成長し、適切にシー
トベルトが着用できるようにな
るまではチャイルドシートを使
用してください。
お子さまの年齢・体格に合わせ
て、適切なチャイルドシートを
お選びください。
すべてのチャイルドシートがす
べての車両に適合するわけでは
ありません。チャイルドシート
の使用・購入の際は、あらかじ
め取り付けるシート位置との適
合性を確認してください。
（ P.41）

チャイルドシート

ここでは、お車にチャイルド
シートを取り付ける前にお守り
いただきたいことや、チャイル
ドシートの種類および取り付け
方法などを記載しています。
シートベルトを正しく着用で
きない小さなお子さまを乗せ
るときは、チャイルドシート
をお使いください。お子さま
の安全のために、チャイルド
シートはリヤシートに取り付
けてください。
取り付け方法は、商品に付属
の取扱説明書に必ず従ってく
ださい。
トヨタでは、より安全にお使
いいただくために、トヨタ純
正チャイルドシートの使用を
推奨しています。
トヨタ純正チャイルドシート
は、トヨタ車のために作られ
たチャイルドシートです。
トヨタ販売店で購入すること
ができます。

目次

知っておいていただきたいこと

警告
お子さまを乗せるときは

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

事故や急停止の際、効果的にお子さ
まを保護するために、必ず正しく取
り付けられたチャイルドシートを使
用して、しっかり体を固定してくだ
さい。お子さまに最適なチャイルド
シートについては、チャイルドシー
ト製造業者、または販売業者にご相
談ください。
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助手席にチャイルドシートを取
り付けるとき

お子さまの安全のために、チャイ
ルドシートはリヤシートに取り付
けてください。
やむを得ず助手席にチャイルド
シートを取り付ける場合には、助
手席シートを次のように調整し、
チャイルドシートを取り付けてく
ださい。
背もたれを可能な限り起こす

前向きにチャイルドシートを取り付ける
ときに、背もたれとチャイルドシートの
間にすき間がある場合は、背もたれと
チャイルドシートのすき間が少なくなる
ように背もたれを調整してください。

シートをいちばんうしろに下げ
る
ヘッドレストとチャイルドシー
トが干渉してチャイルドシート
が正しく取り付けられない場合
は、ヘッドレストを取りはずす

取りはずしができない場合は、ヘッドレ
ストをいちばん上まで上げてください。

警告
トヨタでは、お子さまの年齢や体の
大きさに合った適切なチャイルド
シートをリヤシートに取り付けるこ
とを推奨します。事故統計によると、
フロントシートよりリヤシートに適
切に取り付けるほうがより安全です。

お子さまを腕の中に抱くのはチャイ
ルドシートのかわりにはなりません。
事故の際、お子さまがフロントウイ
ンドウガラスや乗員、車内の装備に
ぶつかるおそれがあります。

チャイルドシートについて

次のことをお守りいただかないと、急
ブレーキをかけたときや衝突したとき
などに飛ばされるなどして、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

事故等で車両に強い衝撃を受けた場
合は、チャイルドシートにも目に見
えない破損があるおそれが強いため、
再使用しないでください。

チャイルドシートによっては、取り
付けができない、または取り付けが
困難な場合があります。その場合は、
車への取り付けに適したチャイルド
シートであるか確認してください
（ P.41）。本書のチャイルドシート
固定方法およびチャイルドシートに
付属の取扱説明書をよくお読みの上、
確実に取り付け、使用方法をお守り
ください。

チャイルドシートを使用しないとき
であっても、シートに適切にしっか
りと取り付けた状態にしてください。
ゆるめた状態で客室内に置くことは
避けてください。

チャイルドシートの取りはずしが必
要な場合は、車両からはずして保管
するか、ラゲージルーム内に容易に
動かないように収納してください。

チャイルドシートを使用すると
きは



39

1

1-2. お子さまの安全
安
全
・
安
心
の
た
め
に

警告
チャイルドシートを使用するとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

やむを得ず助手席にチャイルドシー
トを取り付ける場合には、チャイル
ドシートをうしろ向きに取り付けな
いでください。
うしろ向きに取り付けていると、事
故などで助手席SRSエアバッグが
ふくらんだとき、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。
助手席側のサンバイザーに、同内容
のラベルが貼られています。併せて
参照してください。
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警告

警告
やむを得ず助手席に前向きにチャイ
ルドシートを取り付ける場合には、
助手席シートをいちばんうしろに下
げて取り付けてください。
助手席 SRS エアバッグはかなりの
速度と力でふくらむので、お守りい
ただかないと、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

チャイルドシートに座らせている場
合でも、ドア・シート・フロントピ
ラー・リヤピラー・ルーフサイド
レール付近にお子さまの頭や体のど
の部分も、もたれかけないようにし
てください。SRS エアバッグがふく
らんだ場合、大変危険であり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。

ジュニアシートを使用している場合
は、肩部ベルトが常にお子さまの肩
の中心にくるようにしてください。
ベルトを首から離すと共に肩から落
ちないようにしてください。

お子さまの年齢や体の大きさに合っ
たチャイルドシートを使用して、リ
ヤシートに取り付けてください。
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シート位置別チャイルドシート
の適合性について

シート位置別チャイルドシートの
適合性（ P.42）は、使用可能な
チャイルドシートの種類や取り付
け可能な座席位置を記号で表して
います。また、お子さまに合った
推奨チャイルドシートについても
選択することができます。
推奨チャイルドシートについては、
「推奨チャイルドシートと適合性一
覧表」を確認してください。
（ P.44）
次に記載されている、「シート位置
別チャイルドシートの適合性を確
認する前に」も併せて確認してく
ださい。

シート位置別チャイルドシート
の適合性を確認する前に

1 チャイルドシートの規格を確認
する
UN（ECE）R44※1または、
UN（ECE）R129※1 に適合
したチャイルドシートを使用し
てください。
適合したチャイルドシートに
は、次の認可マークが表示され
ています。
チャイルドシートに付いている
認可マークを確認してくださ
い。

法規番号の表示例

UN（ECE）R44認可マーク
※2

対象となるお子さまの体重の範
囲が記載されています。

UN（ECE）R129 認可マーク
※2

対象となるお子さまの身長の範
囲および使用可能な体重が記載
されています。

警告
運転席とチャイルドシートが干渉し、
チャイルドシートが正しく取り付け
られない場合は、助手席側のリヤ席
に取り付けてください。

助手席シートとチャイルドシートが
干渉しないように、助手席シートを
調整してください。

シート位置別チャイルドシート
の適合性について

A

B
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2 チャイルドシートのカテゴリー
を確認する
チャイルドシートのカテゴリー
が次のどのカテゴリーに該当す
るのか、チャイルドシートの認
可マークを確認ください。
また、ご不明な場合はチャイル
ドシートに付属の取扱説明書を
確認頂くか、または販売業者へ
確認してください。

･ ユニバーサル「universal（汎
用）」

･ セミユニバーサル「semi-
universal（準汎用）」

･ リストリクティッド
「restricted（限定）」
･ ビークルスペシフィック
「vehicle specific（特定車両）」

※1UN（ECE）R44、UN（ECE）
R129は、チャイルドシートに関す
る国連法規です。

※2表示されているマークは、商品により
異なります。

シート位置別チャイルドシート
の適合性

※1, 2, 3
※4

※2, 3

※2, 3

※2, 3

車両のシートベルトで固定する
タイプのユニバーサル（汎用）
カテゴリーのチャイルドシート
に適しています。
推奨チャイルドシートと適合性
一覧表（ P.44）に記載された
チャイルドシートに適していま
す。
i-Size チャイルドシートおよび
ISOFIX チャイルドシートに適し
ています。
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※1シートをいちばんうしろに下げた状態
で取り付けてください。シートの高さ
調整ができる場合は、いちばん高い位
置に調整してください。

※2背もたれを可能な限り起こしてくださ
い。
前向きにチャイルドシートを取り付け
るときに、背もたれとチャイルドシー
トの間にすき間がある場合は、背もた
れとチャイルドシートのすき間が少な
くなるように背もたれを調整してくだ
さい。

※3ヘッドレストとチャイルドシートが干
渉してチャイルドシートが正しく取り
付けられない場合、ヘッドレストの取
りはずしが可能なときは、ヘッドレス
トを取りはずしてください。
取りはずしができない場合は、ヘッド
レストをいちばん上まで上げてくださ
い。

※4チャイルドシートを必ず、前向きで使
用してください。

チャイルドシート取り付けに関する詳細情報

ISOFIX チャイルドシートはいくつかの「治具」に分かれています。上記
の表に示す「治具」の着座位置でチャイルドシートを使用することができ

トップテザーアンカレッジが装
備されています。

やむを得ず助手席にチャイルド
シートを取り付ける場合には、
チャイルドシートをうしろ向き
に取り付けないでください。

着座位置

シート位置の番号

ユニバーサル（汎用）ベルト式
が搭載可能な着座位置（有／無）

有

前向きのみ
有 有 有

アイサイズ着座位置（有／無） 無 有 無 有

搭載可能な横向きチャイルド
シートの治具（L1 ／ L2）

搭載可能なうしろ向きチャイル
ドシートの治具（R1／ R2X
／ R2 ／ R3）

R1, R2X, 
R2, R3

R1, R2X, 
R2, R3

搭載可能な前向きチャイルド
シートの治具（F2X ／ F2／
F3）

F2X, F2, 
F3

F2X, F2, 
F3

搭載可能なジュニアシートの治
具（B2／ B3）

B2, B3 B2, B3
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ます。「治具」の種類は、次の表を確認ください。
チャイルドシートの「治具」の種類を確認するために、チャイルドシート
に付属の取扱説明書を確認してください。お手持ちのチャイルドシートに
「治具」の種類がない（または必要な情報が表の中にない）場合は、チャ
イルドシートの「車種別適合リスト」を参照するか、販売業者へお問い合
わせの上、適合性を確認してください。

推奨チャイルドシートと適合性一覧表

チャイルドシートの隣の席を使用
するときは、肩部ベルトが確実に
肩を通り、腰部ベルトが腰骨ので
きるだけ低い位置に密着すること

を確認してください。チャイルド
シートの隣の席に座ったときに、
チャイルドシートの種類によって
は、乗員の体またはシートベルト

治具 使用の向き・形状・大きさ

F3 全高前向きチャイルドシート

F2 低型前向きチャイルドシート

F2X 低型前向きチャイルドシート

R3 大型うしろ向きチャイルドシート

R2 小型うしろ向きチャイルドシート

R2X 小型うしろ向きチャイルドシート

R1 うしろ向きチャイルドシート

L1 左向き寝台式チャイルドシート

L2 右向き寝台式チャイルドシート

B2 ジュニアシート

B3 ジュニアシート

質量グループ 推奨チャイルドシート

着座位置

0, 0+
（13kg まで）

トヨタ純正NEO G-Child baby ○ ○ ○

トヨタ純正NEO G-Child ISO leg ○ ○

Ⅰ
（9 ～ 18kg）

トヨタ純正NEO G-Child baby
○

前向き
のみ

○ ○ ○

トヨタ純正NEO G-Child ISO leg ○ ○

Ⅱ , Ⅲ
（15 ～ 36kg）

トヨタ純正ジュニアシート ○ ○ ○
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がチャイルドシートと干渉するた
めシートベルトが正しく着用でき
ず、十分な効果を発揮できない場
合があります。その場合は、他の
席を使用してください。
お守りいただかないと、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。
リヤシートにチャイルドシート
を取り付けるときは、お子様や
チャイルドシートがフロント
シートと干渉しないようにフロ
ントシートを調整してください。
サポートベース付きのチャイル
ドシートを取り付けるときに、
チャイルドシートをサポート
ベースへ固定する際にチャイル
ドシートが背もたれと干渉する
場合は、チャイルドシートが干
渉しなくなるまで背もたれを調
整してください。

シートベルトのショルダーアン
カーがチャイルドシートベルト
ガイドより前にある場合は、
シートを前方に動かします。

ジュニアシートを取り付けると
きに、お子様がかなり直立した
姿勢になる場合は、背もたれの
角度を最も快適な位置に調整し
ます。また、シートベルトの
ショルダーアンカーがチャイル
ドシートベルトガイドより前に
ある場合は、シートを前方に移
動します。

チャイルドシートの取り付けについては、チャイルドシートに付属の取扱
説明書を確認してください。

チャイルドシートの取り付け方法
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シートベルトで固定する
チャイルドシートに付属の取扱説
明書に従ってチャイルドシートを
取り付けてください。
お手持ちのチャイルドシートが
「ユニバーサル」カテゴリーでない
（または必要な情報が表の中にな
い）場合は、チャイルドシート

メーカーが提供する「車種別適合
リスト」を参照するか、販売業者
へお問い合わせの上、適合性を確
認してください。（ P.41, 42）
1 やむを得ず助手席にチャイルド
シートを取り付ける場合は、助
手席シートを正しく調整してく
ださい。（ P.38）

2 背もたれを可能な限り起こす
前向きにチャイルドシートを取り付ける
ときに、背もたれとチャイルドシートの

固定方法 ページ

シートベルトで固定する P.46

ISOFIX ロアアンカレッジ
で固定する

P.48

テザーベルトを固定する P.49

チャイルドシートをシートベル
トで固定する
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あいだにすき間がある場合は、背もたれ
とチャイルドシートのすき間が少なくな
るように背もたれを調整してください。

3 ヘッドレストとチャイルドシー
トが干渉してチャイルドシート
が正しく取り付けられない場合
は、ヘッドレストを取りはずし
てください。取りはずしができ
ない場合は、ヘッドレストをい
ちばん上まで上げてください。
（ P.140）
4 チャイルドシートにシートベル
トを取り付け、プレートをバッ
クルに“カチッ”と音がする
まで挿し込む。ベルトがねじれ
ていないようにする

チャイルドシートに付属の取扱説明書に
従い、シートベルトをチャイルドシート
にしっかりと固定させてください。

5 チャイルドシートにシートベル
トの固定装置が備わっていない
場合は、ロッキングクリップ
（別売）を使用して固定する

ロッキングクリップの購入にあたっては、
トヨタ販売店にご相談ください。（ロッキ

ングクリップ品番：73119-22010）

6 取り付け後はチャイルドシート
を前後左右にゆすり、しっかり
と固定されていることを確認し
てください。（ P.48）

チャイルドシートの取りはずし
バックルの解除ボタンを押し、
シートベルトをチャイルドシート
から取りはずす
バックル解除時に、シートクッションの
反発により、チャイルドシートが跳ね上
がることがあります。
チャイルドシートを抑えながらバックル
の解除をしてください。

シートベルトは自動的に巻き取られます
ので、ゆっくりもどしてください。

警告
チャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。
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ISOFIXロアアンカレッジについ
て

この車はリヤ外側席に ISOFIX ロ
アアンカレッジが装備されていま
す。（ロアアンカレッジが装備され
ていることを示すタグがシートに
付いています）

ISOFIXロアアンカレッジで固定
する

チャイルドシートに付属の取扱説
明書に従ってチャイルドシートを
取り付けてください。
お手持ちのチャイルドシートが
「ユニバーサル」カテゴリーでない
（または必要な情報が表の中にな
い）場合は、チャイルドシート
メーカーが提供する「車種別適合
リスト」を参照するか、販売業者
へお問い合わせの上、適合性を確
認してください。（ P.41, 42）
1 背もたれを可能な限り起こす
前向きにチャイルドシートを取り付ける
ときに、背もたれとチャイルドシートの
あいだにすき間がある場合は、背もたれ
とチャイルドシートのすき間が少なくな
るように背もたれを調整してください。

2 ヘッドレストとチャイルドシー
トが干渉してチャイルドシート
が正しく取り付けられない場合
は、ヘッドレストを取りはずし
てください。取りはずしができ
ない場合は、ヘッドレストをい
ちばん上まで上げてください。
（ P.140）
3 チャイルドシートをシートに取
り付ける

チャイルドシートのコネクタ（取り付け
金具）をロアアンカレッジに取り付けま

警告
お子さまをシートベルトで遊ばせな
いでください。万一ベルトが首に巻
き付いた場合、窒息など重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。
誤ってそのような状態になってしま
い、バックルもはずせない場合は、
ハサミなどでシートベルトを切断し
てください。

シートベルトのプレートとバックル
がしっかり固定されて、ベルトがね
じれていないか確認してください。

チャイルドシートを前後左右にゆ
すって、しっかり固定されているか
確認してください。

チャイルドシートを固定したあとは、
シートを調整しないでください。

ジュニアシートを使用している場合
は、肩部ベルトが常にお子さまの肩
の中心にくるようにしてください。
ベルトを首から離すと共に肩から落
ちないようにしてください。

必ずチャイルドシートに付属の取扱
説明書をよくお読みの上、確実に取
り付け、使用方法をお守りください。

チャイルドシートを ISOFIX ロ
アアンカレッジで固定する
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す。
取り付け方法は、それぞれのチャイルド
シートに付属の取扱説明書に従ってくだ
さい。

4 取り付けたチャイルドシートを
前後左右にゆすり、固定されて
いることを確認する（ P.48）

トップテザーアンカレッジにつ
いて

この車はリヤ外側席にトップテ
ザーアンカレッジが装備されてい
ます。
テザーベルトを固定するときに使
います。

トップテザーアンカレッジ

テザーベルト

テザーベルトをトップテザーア
ンカレッジに固定する

チャイルドシートに付属の取扱説
明書に従ってチャイルドシートを
取り付けてください。
1 ヘッドレストとチャイルドシー
トが干渉してチャイルドシート
が正しく取り付けられない場合
は、ヘッドレストを取りはずし
てください。取りはずしができ
ない場合は、ヘッドレストをい

警告
チャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

チャイルドシートを固定したあとは、
シートを調整しないでください。

ISOFIXロアアンカレッジを使用する
ときは、周辺に障害物がないか、
シートベルトが挟まっていないかな
どを確認してください。

必ずチャイルドシートに付属の取扱
説明書をよくお読みの上、確実に取
り付け、使用方法をお守りください。

トップテザーアンカレッジを使
用する

A

B
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ちばん上まで上げてください
（ P.140）

2 トップテザーアンカレッジに
フックを固定し、テザーベルト
を締める

テザーベルトをピンと張り、フックが
しっかり固定されていることを確認しま
す。（ P.48）
ヘッドレストを上げた状態でチャイルド
シートを取り付けるときは、テザーベル
トは必ずヘッドレストの下へ通してくだ
さい。

フック

テザーベルト

警告
チャイルドシートを取り付けるとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

A

B

テザーベルトがしっかり固定されて、
ベルトがねじれていないか確認して
ください。

テザーベルトはトップテザーアンカ
レッジ以外にかけないでください。

チャイルドシートを固定したあとは、
シートを調整しないでください。

必ずチャイルドシートに付属の取扱
説明書をよくお読みの上、確実に取
り付け、使用方法をお守りください。

ヘッドレストを上げた状態でチャイ
ルドシートを取り付けるときは、
ヘッドレストを引き上げてトップテ
ザーアンカレッジに固定したあとに、
ヘッドレストを下げないでください。
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1-3. ハイブリッドシステム

イラストは説明のための例であり、実際とは異なります。

ガソリンエンジン

フロント電気モーター

リヤ電気モーター（4WD車）

停車時・発進時・低速走行時
停車中はガソリンエンジンを停止
※します。
発進時は電気モーターを使って発
進します。
低速走行時や下り坂走行時もガソ
リンエンジンを停止※し、電気
モーターを使って走行します。
シフトレバーがN にあるときは駆
動用電池への充電が行われません。
※駆動用電池の充電が必要なときやエン

ジン暖機中など、ガソリンエンジンが
自動停止しないことがあります。
（ P.52）

通常走行時
主にガソリンエンジンを使用して
走行します。
必要に応じて電気モーターを発電
機として動かし、駆動用電池へ充
電します。
急加速時

アクセルペダルを強く踏み込むと、

ハイブリッドシステムの特徴

ハイブリッドシステムは、電気モーターとガソリンエンジンという2 つ
のパワーのシナジー（相乗）効果により、優れた動力性能と低燃費化の
両立を高い次元で実現したシステムです。さらに、排出ガスを低減、ク
リーン化した環境に配慮した技術となっています。

システムの構成部品

A

B

C
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ガソリンエンジンに加え、駆動用
電池からも電気モーターに電力を
供給し、電気モーターの出力を上
げ、力強く加速します。
減速時・制動時（回生ブレーキ）

車輪が電気モーターを発電機とし
て動かし、駆動用電池へ充電しま
す。

知識
回生ブレーキについて

次の場合、車の運動エネルギーを電気エ
ネルギーに変換し、駆動用電池へ充電す
ると共に減速力を得ることができます。

シフトレバーがD またはS で走行中に、
アクセルペダルから足を離したとき

シフトレバーがD またはS で走行中に、
ブレーキペダルを踏んだとき

EV インジケーターについて

ガソリンエンジン停止中や、電気モー
ターの動力のみで走行しているときに、
EV インジケーターが点灯します。

EVインジケーターの作動／非作動を設定
できます。（ P.80, 90）

ガソリンエンジンの自動停止について

車両状態に応じて、ガソリンエンジンは
自動的に始動・停止します。
ただし、次の状態では自動停止しないこ
とがあります。※

ガソリンエンジン暖機中

駆動用電池充電時

駆動用電池の温度が高いとき、または
低いとき

暖房をかけているとき
※状況により、上記の他にもガソリンエ
ンジンが自動停止しない場合がありま
す。

駆動用電池の充電について

ガソリンエンジンの動力による充電や回
生ブレーキにより、駆動用電池が充電さ
れるため、車外からの充電は必要ありま
せん。しかし、車両を長時間放置すると、
少しずつ放電します。そのため少なくと
も、2 ～ 3ヶ月に一度、約 30 分間また
は 16km ほど運転してください。
万一、駆動用電池が完全に放電し、ハイ
ブリッドシステムを始動できないときは
トヨタ販売店にご連絡ください。

補機バッテリーの充電について

P.429

補機バッテリーあがり発生後や、交換
などでターミナルを脱着したとき

ガソリンエンジンの自動停止が行われな
いことがあります。
自動停止しない状態が 2 ～ 3 日続く場合
は、トヨタ販売店へご連絡ください。

ハイブリッド車特有の音と振動につい
て

ハイブリッド車は、READY インジケー
ターが点灯し、走行可能な状態でも、通
常の車のように、エンジン音や振動がな
いことがあるため、走行可能な状態であ
ることに気が付かない場合があります。
安全のため、駐車時はパーキングブレー
キをかけて、確実にシフトレバーを Pに
してください。

ハイブリッドシステム始動後は、次のよ
うな音や振動が発生する場合があります
が、異常ではありません。

エンジンルームからのモーター音
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ハイブリッドシステム始動時や停止時
に聞こえる車両後方および駆動用電池
からの音

ハイブリッドシステム始動時および停
止時に車両後方から聞こえる“コトン
”、“カチッ”などの高電圧リレーの
音

バックドアを開けたときに聞こえる作
動音

ガソリンエンジンの始動・停止時や低
速走行時、およびアイドリング中にト
ランスミッション付近から聞こえる音

急加速時のエンジン音

ブレーキペダルを踏んだときや、アク
セルペダルをゆるめたときに聞こえる
回生ブレーキの音

ガソリンエンジンの始動・停止による
振動

リヤシート下部にある吸入口から聞こ
えるファンの音

メンテナンスや修理・廃車について

お車のメンテナンスや修理・廃車の際は
必ずトヨタ販売店にご相談ください。特
に廃車する場合は、トヨタ販売店を通じ
て駆動用電池の回収を行っていますので、
ご協力ください。

ガソリンエンジンが停止した状態
での走行時、車両の接近を周囲の
人に知らせるため、車速に応じた
音階で音を鳴らします。車速が約
25km/h をこえると消音します。

知識
車両接近通報装置について

次のような場合は、周囲の人に通報音が
聞こえにくくなることがあります。

周囲の騒音が大きい場合

雨または強風の場合

また、車両接近通報装置は車両前側にあ
るので、車両前方と比較して、車両後方
は聞こえにくくなることがあります。

マルチインフォメーションディスプレ
イに「車両接近通報装置故障 販売店で
点検してください」が表示されたとき

車両接近通報装置に異常があるおそれが
あります。トヨタ販売店に連絡してくだ
さい。

※メーカーオプション

本システムは走行の状況や交通情
報をもとに作動し、優れた実燃費
に貢献する機能です。
T-Connect ナビゲーションシス
テム装着車：

先読みエコドライブの詳細については、
別冊「ナビゲーションシステム取扱書」
を参照してください。

エントリーナビキットまたは T-
Connect ナビキット装着車：

先読みエコドライブの詳細については、
別冊「ナビゲーション取扱書」 を参照し
てください。

先読み減速支援
ナビゲーションシステムに登録
された先読み減速支援地点に車
両が近づくと、マルチインフォ
メーションディスプレイ上のエ
コアクセルガイド（ P.77, 
87）の「アクセル操作の目安」
（ ）の表示が消え、余分な加
速をし続けないように支援しま

車両接近通報装置

先読みエコドライブ（ナビゲー
ションシステム装着車）※

A
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す。
4.2 インチディスプレイ装着車

7 インチディスプレイ装着車

アクセルペダルを離したあとに、
走行状況に応じてエンジンブ
レーキ力を高め、より効率的に
駆動用電池を充電します。

先読み SOC※ 制御
※SOC は駆動用電池残量です。

ナビゲーションシステムでのルー
ト案内中、電力を効率よく使用し
て走行するために、経路や交通情
報などのデータをもとに、次のよ
うな制御が働きます。
途中に長い下り坂がある場合は、
下り坂手前から駆動用電池の残
量を減らしておくことで、下り
坂走行中の回生ブレーキによる
充電容量を確保します。
渋滞が予想される場合は、渋滞
路での駆動用電池残量の低下に

より、強制的にエンジンをかけ
て充電する頻度を減らすために、
渋滞手前から駆動用電池残量を
確保しておきます。



55

1

1-3. ハイブリッドシステム
安
全
・
安
心
の
た
め
に

イラストは説明のための例であり、実際とは異なります。

ラベル

サービスプラグ

リヤ電気モーター（4WD車）

駆動用電池

高電圧ケーブル（オレンジ色）

フロント電気モーター

パワーコントロールユニット

ハイブリッドシステムの注意

ハイブリッドシステムには、駆動用電池・パワーコントロールユニッ
ト・オレンジ色の高圧ケーブル・電気モーターなどの高電圧部位（最高
約650V）や、冷却用ラジエーターなどの高温部位がありますので、ご
注意ください。 なお、高電圧部位などには、取り扱い上の注意を記載し
たラベルが貼付してありますので、ラベルの指示に従って正しい取り扱
いをしてください。

システムの構成部品

A

B

C

D

E

F

G
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エアコンコンプレッサー

知識
ガス欠になったとき

ガス欠でハイブリッドシステムが始動で
きないときは、燃料残量警告灯
（ P.399）が消灯するまで給油してから
再始動してください。少量の給油では始
動できない場合があります。（給油量の目
安は車両水平状態で約8.8L です。車両
の傾きによって給油量はかわります。傾
いているときは、少し多めに給油してく
ださい）

電磁波について

高電圧部位や高電圧配線は、電磁シー
ルド構造になっています。従来の車や
家電製品と比べて、電磁波が多いとい
うことはありません。

アマチュア無線の一部（遠距離通信）
において、受信時に雑音が混入する場
合がありますので、あらかじめご了承
ください。

駆動用電池について

駆動用電池には寿命があります。寿命は
車の使い方、走行条件により異なります。

極寒の環境での始動について

外気温の影響により駆動用電池の温度が
著しく低くなっている場合（およそ－ 30 
℃以下）、ハイブリッドシステムが始動で
きなくなることがあります。その場合は
気温の上昇を待つなど、駆動用電池の温
度が上がってから再度始動操作をしてく
ださい。

適合宣言

この車両は、ECE100（バッテリー電気
車両安全）に基づいた水素排出量に適合
しています。

H

警告
高電圧・高温について

この車は、高電圧システムを使用して
います。
次のことをお守りいただかないと、や
けどや感電など重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

高電圧部位・高電圧の配線（オレン
ジ色）およびそのコネクターの取り
はずし・分解などは絶対に行わない
でください。

走行後はハイブリッドシステムが高
温になります。車に貼ってあるラベ
ルの指示に従い、常に高電圧・高温
部位に注意してください。

サービスプラグが駆動用電池に設置
してあります。サービスプラグは絶
対にさわらないでください。サービ
スプラグは、トヨタ販売店での車両
の修理時などに、駆動用電池の高電
圧を遮断するためのものです。

事故が発生したとき

次のことをお守りいただかないと、感
電など重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

続発事故防止のため安全な場所に停
車して、パーキングブレーキをかけ、
シフトレバーをPにして、ハイブ
リッドシステムを停止する
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警告
高電圧部位・高電圧配線（オレンジ
色）などには、絶対にさわらない

車室内および車室外に、はみ出して
いる電気配線には絶対さわらない

液体の付着やもれがある場合は絶対
にさわらない
駆動用電池の電解液（炭酸エステル
を主とする有機電解液）が目や皮膚
にふれると失明や皮膚傷害のおそれ
があり危険です。万一、目や皮膚に
付着した場合はただちに多量の水で
洗い流し、早急に医師の診察を受け
てください。

駆動用電池の電解液がもれている場
合は、車両に近付かない
万一、駆動用電池が破損しても、電
池内部の構造により大量に電解液が
流出することはありませんが、流出
すると蒸気を発生します。蒸気は目
や皮膚に刺激性があり、吸引すると
急性中毒を起こすおそれがあり危険
です。

火気や高温のものを絶対に近付けな
い
電解液に引火するおそれがあり危険
です。

万一、車両火災が発生したときは、
ABC 消火器を使用して消火する
水をかける場合は、消火栓などから
大量にかけてください。

前輪（FF 車）または 4輪（4WD車）
が接地した状態でけん引しない
電気モーターから発電され、破損の
状態によっては、火災のおそれがあ
り危険です。（ P.389）

車の下の路面などを確認し、液体の
もれ（エアコンの水以外）が見つ
かった場合、燃料系統が損傷してい
る可能性があります。そのままハイ
ブリッドシステムを始動すると燃料
に引火するおそれがあり危険ですの
で、始動しないでください。
この場合は、トヨタ販売店に状況を
連絡するときに併せてお伝えくださ
い。

駆動用電池について

絶対に転売・譲渡・改造などをしな
いでください。廃車から取りはずさ
れた駆動用電池は事故防止のため、
トヨタ販売店を通じて回収を行って
いますので、ご協力ください。
適切に回収されないと、次のような
ことが起こり、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

･ 不法投棄または放置され、環境汚染
となるばかりか、第三者が高電圧部
位にふれてしまい、感電事故が発生
する

･ 装備された車両以外で駆動用電池を
使用（改造などを含む）し、感電事
故、発熱・発煙・発火・爆発事故、
電解液漏出事故などが発生する

特に、転売・譲渡などを行うと、相手
にこれらの危険性が認識されず、事故
につながるおそれがあります。

駆動用電池を取りはずさないままで
お車を廃棄された場合、高電圧部
品・ケーブル・それらのコネクター
にふれると、深刻な感電の危険があ
ります。お車を廃棄するときには、
トヨタ販売店で駆動用電池を廃棄し
てください。駆動用電池は適切に廃
棄しないと、感電を引き起こし、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。



58 1-3. ハイブリッドシステム

リヤシートの下（運転席側）には、
駆動用電池冷却用の吸入口があり
ます。吸入口がふさがれると、駆
動用電池の入出力に制限がかかる
原因になります。

事故により衝撃を受けたときなど
は、ハイブリッドシステムを停止
して高電圧を遮断します。また、
フューエルポンプ制御により燃料
供給を停止し、燃料もれを最小限
に抑えます。
この場合、ハイブリッドシステム
を再始動させることができなくな
るためトヨタ販売店へご連絡くだ
さい。

ハイブリッドシステムの異常やお
知らせしたい事項が発生すると自
動で表示されます。
警告メッセージは、マルチイン
フォメーションディスプレイに表
示されます。
表示された画面の指示に従ってください。

駆動用電池冷却用吸入口

注意
駆動用電池冷却用の吸入口について

シートカバーや荷物などで、吸入口
がふさがれないようにしてください。
吸入口がふさがれると駆動用電池の
入出力に制限がかかる原因になりま
す。

吸入口にほこりなどがたまったとき
は、目づまりしないよう掃除機など
で清掃してください。

吸入口に水や異物を入れないでくだ
さい。
駆動用電池を損傷するおそれがあり
ます。

駆動用電池周辺に多量の水をこぼさ
ないよう注意してください。
誤ってこぼしてしまったときは、
トヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。

吸入口にはフィルターが取り付けら
れています。吸入口を清掃しても
フィルターの汚れが目立つときは、
フィルターの清掃・交換をお勧めし
ます。フィルターの清掃・交換につ
いては、P.371 を参照してくださ
い。

マルチインフォメーションディスプ
レイに「駆動用電池の冷却部品のメ
ンテナンス必要 取扱書を確認」が表
示されたときは、吸入口やフィル
ターの目づまりが考えられます。
P.371を参考に吸入口の清掃を行っ
てください。

緊急停止システム

警告メッセージ
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知識
警告灯が点灯したときや、警告メッ
セージが表示されたとき、または補機
バッテリーとの接続が断たれたとき

ハイブリッドシステムを再始動できない
おそれがあります。
もう一度始動操作をしても READY イン
ジケーターが点灯しない場合はトヨタ販
売店にご連絡ください。
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1-4. 盗難防止装置

パワースイッチをOFFにすると、
システムの作動を知らせるために
セキュリティ表示灯が点滅します。
登録されたキーを携帯し、パワースイッ
チを ACCまたは ONにするとシステム
が解除され、セキュリティ表示灯が消灯
します。

知識
メンテナンスについて

イモビライザーシステムのメンテナンス
は不要です。

システムが正常に作動しないとき

キーが金属製のものに接したり、覆わ

れているとき

キーが他の車両のセキュリティシステ
ム用キー（信号発信機内蔵キー）と重
なっているときや接近しているとき

イモビライザーシステム

キーに信号発信機が内蔵してあ
り、あらかじめ登録されたキー
以外ではハイブリッドシステム
を始動できません。
車両から離れる場合は、車内に
キーを残さないでください。
このシステムは車両盗難の防止
に寄与する機能であり、すべて
の車両盗難に対する完全なセ
キュリティを保証するものでは
ありません。

システムを作動させるには

注意
イモビライザーシステムを正常に作
動させるために

システムの改造や取りはずしをしない
でください。システムが正常に作動し
ないおそれがあります。
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ドアを施錠する前の確認
オートアラームの思わぬ作動、お
よび盗難を防ぐため、次のことを
必ず確認してください。
車内に人が乗っていないか
ドアガラスが閉じているか
車内に貴重品などを放置してい
ないか
オートアラームを設定するには

ドア・ボンネットを閉め、スマー
トエントリー＆スタートシステ
ム・ワイヤレスリモコンを使って

施錠します。
30秒以上経過すると、自動的に
設定されます。
オートアラームが設定されるとセ
キュリティ表示灯は点灯から点滅
にかわります。
ボンネットが開いていても、すべ
てのドアが閉じていればオートア
ラームは設定できます。

オートアラームを解除／停止す
るには

次のいずれかを行ってください。
スマートエントリー＆スタート
システムまたはワイヤレスリモ
コンを使ってドアを解錠する
パワースイッチをACCまたは
ONにするか、ハイブリッドシ
ステムを始動する（数秒後に解
除・停止します）

知識
メンテナンスについて

オートアラームシステムのメンテナンス
は不要です。

T-Connect（ご契約のお客様のみ）

うっかり通知機能によって、施錠のし
忘れや非常点滅灯の消し忘れ、ドアガ
ラスの閉め忘れなどを、ご指定の E
メールアドレスへお知らせすることが

オートアラーム

オートアラームとは、侵入を検
知した場合に音と光で警報する
機能です。
オートアラームを設定すると、
次のような状況でオートアラー
ムが作動します。
施錠されたドアまたはバック
ドアが、スマートエントリー
＆スタートシステム・ワイヤ
レスリモコンを使わずに解錠
されたり、開けられたとき
ボンネットが開けられたとき

T-Connect をご利用のお客様へ
は、オートアラームが作動した
場合 E メールや電話でお知らせ
することができます。
詳しくは、別冊「ナビゲーショ
ンシステム取扱書」を参照して
ください。

オートアラームを設定／解除／
停止する
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できます。
うっかり通知機能は車内の電子キー検
知を使用しているため、スマートエン
トリー＆スタートシステムが正しく作
動しない場合は、うっかり通知機能が
正しく働かないことがあります。

リモート確認機能によって、ドアの開
閉や施錠の状態、非常点滅灯の点滅状
態、電子キーの車内への置き忘れなど
を携帯電話で確認できます。

詳しくは、別冊「ナビゲーションシステ
ム取扱書」を参照してください。

オートアラームの作動について

次のような場合、オートアラームが作動
することがあります。オートアラームの
設定を解除・作動を停止する操作を行っ
てください。

メカニカルキーでドアを解錠したとき

車内に残った人が、ドア・バックドア・
ボンネットを開けたり、ドアロックス
イッチで解錠したとき

施錠後、補機バッテリーあがりなどで
補機バッテリーの充電や交換をしたと
き（ P.427）

オートアラーム作動によるドアロック
機能

次のとき、自動的にドアが施錠されるこ
とがあります。

車内に残った人がドアを解錠し、オー
トアラームが作動したとき

オートアラーム作動中に車内に残った
人がドアを解錠したとき

補機バッテリーあがりなどで充電・交
換したとき

カスタマイズ機能

メカニカルキーを使って解錠したとき、
オートアラームが作動しないよう、設定
を変更することができます。（カスタマイ
ズ一覧： P.443）

注意
オートアラームを正常に作動させる
ために

システムの改造や取りはずしをしない
でください。システムが正常に作動し
ないおそれがあります。
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2-1. 計器の見方

次のイラストは、説明のためすべての警告灯／表示灯を示しています。
4.2 インチマルチインフォメーションディスプレイ装着車

7インチマルチインフォメーションディスプレイ装着車

警告灯／表示灯

メーター・ドアミラー・オーバーヘッドコンソールパネルの警告灯／表
示灯でお車の状況をお知らせします。

メーターの警告灯／表示灯
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システム異常などを警告します。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※1作動確認のためにパワースイッチを
ONにすると点灯し、数秒後またはハ
イブリッドシステムを始動すると消灯
します。点灯しない場合や点灯したま
まのときはシステム異常のおそれがあ
ります。トヨタ販売店で点検を受けて
ください。

※2メッセージと一緒にマルチインフォ
メーションディスプレイに表示されま
す。

※3クリアランスソナー機能がONのとき
は、パワースイッチをONにすると点
灯し、数秒後に消灯します。

警告灯一覧

（赤色）

ブレーキ警告灯※1

（ P.394）

（黄色）

ブレーキ警告灯※1

（ P.394）

充電警告灯※2

（ P.394）

高水温警告灯※2

（ P.394）

油圧警告灯※2

（ P.395）

エンジン警告灯※1

（ P.395）
SRS エアバッグ／プリテ
ンショナー警告灯※1

（ P.395）
ABS ＆ブレーキアシスト
警告灯※1（ P.395）

（赤色／黄色）

パワーステアリング警告
灯※1（ P.395）

（点滅または点灯）

PCS 警告灯※1

（ P.396）

（橙色）

LTA 表示灯（ P.396）

クリアランスソナーOFF
表示灯※3（ P.396）

PKSB OFF 表示灯※1

（ P.397）

RCTA OFF 表示灯★※1

（ P.397）

スリップ表示灯※1

（ P.397）
ブレーキオーバーライド
システム／ドライブス
タートコントロール／
PKSB 警告灯※2

（ P.398）

（点滅）

ブレーキホールド作動表
示灯※1（ P.398）

（点滅）

パーキングブレーキ表示
灯（ P.398）

燃料残量警告灯
（ P.399）
運転席・助手席シートベ
ルト非着用警告灯
（ P.399）
リヤ席シートベルト非着
用警告灯（ P.399）
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システムの作動状況を表示します。

警告
安全装置の警告灯が点灯しないとき

ABS や SRS エアバッグなどの安全装
置の警告灯が、パワースイッチをON
にしても点灯しない場合や点灯したま
まの場合は、事故にあったときに正し
く作動せず、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。ただちにトヨタ販売店で点検
を受けてください。

表示灯一覧

方向指示表示灯（ P.193）

尾灯表示灯（ P.200）

ハイビーム表示灯
（ P.203, 206）
オートマチックハイビーム表
示灯★（ P.207）／アダプ
ティブハイビームシステム表
示灯★（ P.204）
フロントフォグランプ表示灯
★（ P.210）

リヤフォグランプ表示灯★

（ P.210）
スマートエントリー＆スター
トシステム表示灯※1, 2

（ P.184）
スマートエントリー＆スター
トシステム表示灯※1, 3

（ P.184）

クルーズコントロール表示灯
（ P.242）

レーダークルーズコントロー
ル表示灯（ P.242）

クルーズコントロールセット
表示灯（ P.242）

LTA表示灯※4（ P.235）

クリアランスソナーOFF 表
示灯※5, 6（ P.272）

PKSB OFF 表示灯※5, 7

（ P.280）

（点滅）

スリップ表示灯※7

（ P.397）

VSC OFF 表示灯※5, 7

（ P.290）

PCS 警告灯※5, 7

（ P.223）

BSMドアミラーインジケー
ター★※7, 8（ P.263）

BSM OFF 表示灯★※5, 7

（ P.264）

RCTA OFF 表示灯★※5, 7

（ P.264）

ブレーキホールドスタンバイ
表示灯※7（ P.198）

ブレーキホールド作動表示灯
※7（ P.198）

セキュリティ表示灯※9

（ P.60, 61）

READY インジケーター
（ P.184）

低温表示灯※10（ P.70, 
74）

ITS Connect アイコン★

（ P.254）

ITS Connect アイコン★

（ P.254）
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※1メッセージと一緒にマルチインフォ
メーションディスプレイに表示されま
す。

※24.2 インチディスプレイ装着車
※37 インチディスプレイ装着車
※4システムの作動状態により、表示色と
点灯・点滅の状態が変化します。

※5システムが OFF のときに点灯します。
※6クリアランスソナー機能がONのとき
は、パワースイッチをONにすると点
灯し、数秒後に消灯します。

※7作動確認のためにパワースイッチを
ONにすると点灯し、数秒後またはハ
イブリッドシステムを始動すると消灯
します。点灯しない場合や点灯したま
まのときはシステム異常のおそれがあ
ります。トヨタ販売店で点検を受けて
ください。

※8ドアミラーに表示されます。
※9オーバーヘッドコンソールパネルに表
示されます。

※10外気温が約 3℃以下のとき、約10
秒間点滅後に点灯します。

知識
BSMドアミラーインジケーターについ
て★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

作動確認のため BSM 機能 ／ RCTA 機
能をONにしたとき（ P.264）インジ
ケーターが点灯します。

システムが正常であればインジケーター
は数秒後に消灯します。点灯しない場合
や点灯したままのときはシステム異常の
おそれがあります。トヨタ販売店で点検
を受けてください。

ITS Connect アイコン★

（ P.254）

EV インジケーター
（ P.52）

パーキングブレーキ表示灯
（ P.194）

EV ドライブモード表示灯
（ P.189）

エコドライブモード表示灯
（ P.287）

スポーツモード表示灯
（ P.287）
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ハイブリッドシステムインジケーター
ハイブリッドシステムの出力や回生レベルを示します。（ P.69）

外気温（ P.70）

時計
GPS の時刻情報（GPS 時計）を利用して、時刻を自動で調整します。詳しくは別冊
「ナビゲーションシステム取扱書」を参照してください。

マルチインフォメーションディスプレイ
走行に関するさまざまな情報を表示します。（ P.75）
車両に異常が発生したときは警告メッセージを表示します。（ P.400）

スピードメーター
車両の走行速度を示します。

燃料計
燃料残量を示します。次の場合、実際の燃料残量が正しく表示されないことがありま
す。
･ 少量給油（約 5L 以下）を行ったとき
･ 坂道など傾いた場所に停車したとき
･ 坂道やカーブを走行したとき

オドメーター／トリップメーター／メーター照度調整画面

計器類（4.2インチディスプレイ装着車）

さまざまな走行状況に関する情報がメーターに表示されます。

メーターの表示について

A

B

C

D

E

F

G
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オドメーター：
走行した総距離を表示します。
トリップメーター：
リセットしてからの走行距離を表示します。区間距離は、トリップ A／トリップB の
2 種類で使い分けることができます。
メーター照度調整画面：
メーター照明の明るさを調整できます。

シフトレンジ表示
選択されているシフトレンジを表示します。（ P.190）

水温計
エンジン冷却水の温度を示します。

知識
メーター・ディスプレイの作動条件

パワースイッチがONのとき

ハイブリッドシステムインジケーター
について

READY OFF エリア

ハイブリッドシステムが作動していない
状態を示します。

チャージエリア

回生※ブレーキ機能により、エネルギー
を回収している状態を示します。

回生した電力は、駆動用電池を充電しま

す。

ハイブリッドエコエリア

ガソリンエンジンの動力を使用しない状
況を多く含む状態を示します。

ガソリンエンジンは、各種の条件により
自動的に停止・再始動します。

エコエリア

エコ運転（環境に配慮した走行）をして
いる状態を示します。

インジケーターのバー表示をエコエリア
に保つことで、エコ運転が可能です。

パワーエリア

全開走行時など、エコ運転の範囲をこえ
ている状態を示します。
※ここでの「回生」の意味は、運動エネ
ルギーを電気エネルギーに変換するこ
とです。

次の場合、ハイブリッドシステムインジ
ケーターは作動しません。

READYインジケーターが点灯していな
いとき

シフトポジションがDまたはS以外のと
き

燃料計と航続可能距離について

燃料計と航続可能距離は連動しています。

H

I

A

B

C

D

E
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少量給油後に燃料計と航続可能距離の表
示が更新されない場合、次の操作を行う
ことで表示を更新することができます。
1 車両を平坦な場所に停車させる
2 ODO TRIP スイッチ（ P.70）を押
してオドメーター／トリップメーター
の表示をオドメーター表示に切りかえ
る

3 パワースイッチをOFF にする
4 ODO TRIP スイッチを押したまま、
パワースイッチをON にする

5 そのまま約5 秒間ODO TRIP スイッ
チを押し続け、オドメーターが点滅を
開始したら手をはなす

オドメーターが約 5 秒間点滅したあと通
常の表示にもどれば、更新は終了です。

外気温度表示について

外気温度を－ 40 ℃～ 50 ℃のあいだ
で表示します。

外気温度が約 3 ℃以下のときは、外気

温表示の横に が点滅し、そのあと点
灯します。

次の場合は、正しい外気温度が表示さ
れなかったり、温度表示の更新が遅く
なったりすることがありますが、故障
ではありません。

･ 停車しているときや、低速走行（約
20km/h 以下）のとき

･ 外気温度が急激に変化したとき（車庫・
トンネルの出入り口付近など）

“--”または“E”が表示されたときは、
システム異常のおそれがあります。
トヨタ販売店で点検を受けてください。

液晶ディスプレイについて

P.76

ODO TRIP スイッチを押すごと
に、オドメーター／トリップメー
ター A／トリップメーターB／
メーター照度調整の順に表示が切
りかわります。
トリップメーターの表示中にス
イッチを押し続けると、走行距
離が0にもどります。

警告
低温時の画面表示について

画面の温度が極めて低いときは、画面
表示の切りかえが遅れる場合がありま
すので、車室内を暖めてからご使用く
ださい。

例えばシフトレンジ表示を使用した場
合、シフト操作をしてもすぐにシフト
レンジの表示が切りかわらないことで
運転者がダウンシフトしなかったと誤
解し、再度ダウンシフトすることに
よって急激に過度のエンジンブレーキ
がかかり、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

注意
ハイブリッドシステムや構成部品へ
の損傷を防ぐために

水温計の針がHのレッドゾーンに入っ
たときや、マルチインフォメーション
ディスプレイに「エンジン冷却水高温
　安全な場所に停車して取扱書を確認
してください」が表示されたときは、
オーバーヒートのおそれがあるため、
ただちに安全な場所に停車してくださ
い。完全に冷えたあと、エンジンを確
認してください。（ P.432）

ODO TRIP スイッチの操作につ
いて
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メーター照度調整の表示中にス
イッチを押し続けると、メー
ター照明の明るさを調整できま
す。

知識
メーター照度調整について

車幅灯消灯時と点灯時それぞれの明るさ
のレベルを調節することができます。た
だし、周囲が明るいとき（昼間など）に
車幅灯を点灯しても、メーターの明るさ
は切りかわりません。

音声操作システムでのオドメーター／
トリップメーター操作について★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声操作システムを使用して、オドメー
ター・トリップメーターの表示を切りか
えることができます。音声操作システム
については、別冊「ナビゲーション取扱
書」を参照してください。
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ハイブリッドシステムインジケーター
ハイブリッドシステムの出力や回生レベルを示します。（ P.73）

マルチインフォメーションディスプレイ
走行に関するさまざまな情報を表示します。（ P.85）
車両に異常が発生したときは警告メッセージを表示します。（ P.400）

時計
GPS の時刻情報（GPS 時計）を利用して、時刻を自動で調整します。詳しくは別冊
「ナビゲーションシステム取扱書」を参照してください。

スピードメーター
車両の走行速度を示します。

燃料計
燃料残量を示します。次の場合、実際の燃料残量が正しく表示されないことがありま
す。
･ 少量給油（約 5L 以下）を行ったとき
･ 坂道など傾いた場所に停車したとき
･ 坂道やカーブを走行したとき

オドメーター／トリップメーター／メーター照度調整画面
オドメーター：

計器類（7インチディスプレイ装着車）

走行に関する各種の情報がメーターに表示されます。

メーターの表示について

A

B

C

D

E

F
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走行した総距離を表示します。
トリップメーター：
リセットしてからの走行距離を表示します。区間距離は、トリップ A／トリップB の
2 種類で使い分けることができます。
メーター照度調整画面：
メーター照明の明るさを調整できます。

シフトレンジ表示
選択されているシフトレンジを表示します。（ P.190）

外気温（ P.74）

水温計
エンジン冷却水の温度を示します。

知識
メーター・ディスプレイの作動条件

パワースイッチがONのとき

ハイブリッドシステムインジケーター
について

READY OFF エリア

ハイブリッドシステムが作動していない
状態を示します。

チャージエリア

回生※ブレーキ機能により、エネルギー
を回収している状態を示します。

回生した電力は、駆動用電池を充電しま
す。

ハイブリッドエコエリア

ガソリンエンジンの動力を使用しない状
況を多く含む状態を示します。

ガソリンエンジンは、各種の条件により
自動的に停止・再始動します。

エコエリア

エコ運転（環境に配慮した走行）をして
いる状態を示します。

インジケーターのバー表示をエコエリア
に保つことで、エコ運転が可能です。

パワーエリア

全開走行時など、エコ運転の範囲をこえ
ている状態を示します。
※ここでの「回生」の意味は、運動エネ
ルギーを電気エネルギーに変換するこ
とです。

次の場合、ハイブリッドシステムインジ
ケーターは作動しません。

READYインジケーターが点灯していな
いとき

シフトポジションがDまたはS以外のと
き

G

H

I

A

B

C

D

E
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燃料計と航続可能距離について

燃料計と航続可能距離は連動しています。
少量給油後に燃料計と航続可能距離の表
示が更新されない場合、次の操作を行う
ことで表示を更新することができます。
1 車両を平坦な場所に停車させる
2 ODO TRIP スイッチ（ P.74）を押
してオドメーター／トリップメーター
の表示をオドメーター表示に切りかえ
る

3 パワースイッチをOFF にする
4 ODO TRIP スイッチを押したまま、
パワースイッチをON にする

5 そのまま約5 秒間ODO TRIP スイッ
チを押し続け、オドメーターが点滅を
開始したら手をはなす

オドメーターが約 5 秒間点滅したあと通
常の表示にもどれば、更新は終了です。

外気温度表示について

外気温度を－ 40 ℃～ 50 ℃のあいだ
で表示します。

外気温度が約 3 ℃以下のときは、外気

温表示の横に が点滅し、そのあと点
灯します。

次の場合は、正しい外気温度が表示さ
れなかったり、温度表示の更新が遅く
なったりすることがありますが、故障
ではありません。

･ 停車しているときや、低速走行（約
20km/h 以下）のとき

･ 外気温度が急激に変化したとき（車庫・
トンネルの出入り口付近など）

“--”または“E”が表示されたときは、
システム異常のおそれがあります。
トヨタ販売店で点検を受けてください。

液晶ディスプレイについて

P.76

ODO TRIP スイッチを押すごと
に、オドメーター／トリップメー
ター A／トリップメーターB／
メーター照度調整の順に表示が切
りかわります。
トリップメーターの表示中にス
イッチを押し続けると、走行距
離が0にもどります。

警告
低温時の画面表示について

画面の温度が極めて低いときは、画面
表示の切りかえが遅れる場合がありま
すので、車室内を暖めてからご使用く
ださい。

例えばシフトレンジ表示を使用した場
合、シフト操作をしてもすぐにシフト
レンジの表示が切りかわらないことで
運転者がダウンシフトしなかったと誤
解し、再度ダウンシフトすることに
よって急激に過度のエンジンブレーキ
がかかり、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

注意
ハイブリッドシステムや構成部品へ
の損傷を防ぐために

水温計の針がHのレッドゾーンに入っ
たときや、マルチインフォメーション
ディスプレイに「エンジン冷却水高温
　安全な場所に停車して取扱書を確認
してください」が表示されたときは、
オーバーヒートのおそれがあるため、
ただちに安全な場所に停車してくださ
い。完全に冷えたあと、エンジンを確
認してください。（ P.432）

ODO TRIP スイッチの操作につ
いて
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メーター照度調整の表示中にス
イッチを押し続けると、メー
ター照明の明るさを調整できま
す。

知識
メーター照度調整について

車幅灯消灯時と点灯時それぞれの明るさ
のレベルを調節することができます。た
だし、周囲が明るいとき（昼間など）に
車幅灯を点灯しても、メーターの明るさ
は切りかわりません。

音声操作システムでのオドメーター／
トリップメーター操作について★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声操作システムを使用して、オドメー
ター・トリップメーターの表示を切りか
えることができます。音声操作システム
については、別冊「ナビゲーション取扱
書」または「ナビゲーションシステム取
扱書」を参照してください。

マルチインフォメーションディス
プレイには、次の情報が表示され
ます。

運転支援システム情報表示部
RSA（ロードサインアシスト）が作動し
ているとき、認識した標識を表示します。
（ P.239）

以外のメニューアイコンが選択さ
れている状態で、次のシステムが作動し
ているとき、各システムの作動状況を表
示します。
･ LTA（レーントレーシングアシスト）
（ P.230）
･ レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）（ P.242）

メニューアイコン（ P.76）

マルチインフォメーション
ディスプレイ（4.2インチ
ディスプレイ装着車）

マルチインフォメーションディ
スプレイは、燃費に関する情報
や、走行に関する各種の情報な
どを表示します。また、メー
ター操作スイッチの操作で、各
システムの設定などを変更する
こともできます。

画面の見方

A

B
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情報表示部
メニューアイコンを切りかえることによ
り、さまざまな情報を表示することがで
きます。
また、車両の状況に応じて、各種の注意
喚起やアドバイスなどが割り込み表示さ
れます。

知識
マルチインフォメーションディスプレ
イの作動条件

パワースイッチがONのとき

液晶ディスプレイについて

ディスプレイに小さな斑点や光点が表示
されることがあります。これは液晶ディ
スプレイ特有の現象でそのまま使用して
も問題ありません。

メーター操作スイッチを使って次
のように操作します。

画面のスクロール※・表示内容
の切りかえ※・カーソルの移動

短押し：決定
長押し：リセット・詳細項目表
示

ひとつ前の画面にもどる

電話の発着信・履歴表示

ハンズフリーシステムと連携して、発着
信の表示や操作を行うことができます。
ハンズフリーシステムに関しては別冊
「ナビゲーション取扱書」を参照してくだ
さい。
※画面のスクロールや表示の切りかえな
どが可能な画面では、スクロールバー、
または表示可能な画面数を示す丸いア
イコンが表示されます。

メーター操作スイッチを操作して
アイコンを選択することで、各ア
イコンに関連付けられた情報を表
示することができます。
項目によっては状況に応じて自動で表示
されます。

表示を切りかえるには

C

A

B

C

D

警告
走行中の警告

安全のため、メーター操作スイッチは
できるだけ走行中に操作しないでくだ
さい。メーター操作スイッチは、安全
な場所に停車して操作してください。
走行中に操作すると、ハンドル操作を
誤るなど、思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。また、走行中は画
面を見続けないでください。

メニューアイコン一覧

アイコン 表示される画面

走行情報表示画面（ P.77）

運転支援機能情報表示画面
（ P.79）

オーディオ連携画面
（ P.80）

車両情報表示画面（ P.80）
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燃費に関するさまざまな情報を表
示します。
車速表示／航続可能距離

車速表示
現在の車速を表示します。

航続可能距離
現在の燃料残量で走行可能なおよその距
離を表示します。（ P.79）

燃費グラフ

航続可能距離
現在の燃料残量で走行可能なおよその距

離を表示します。（ P.79）

瞬間燃費
現在の瞬間燃費を表示します。

平均燃費
始動後・給油後・リセット後のうち、い
ずれかの平均燃費を表示します。※1, 2, 3

画面の「燃費グラフ」で選択した燃
費が表示されます。（ P.80）
※1表示される燃費は参考として利用して
ください。

※2始動後平均燃費は、ハイブリッドシス
テムを始動するたびに、表示がリセッ
トされます。

※3リセット後平均燃費の表示中に を
押し続けると、リセットされます。

エコアクセルガイド／エコ
ジャッジ

走行状況に適したアクセル操作の
目安や、走行状況を評価して採点
結果を表示します。

エコアクセルガイド

エコジャッジ

エコアクセルガイドの見方

設定画面（ P.80）

警告メッセージ表示画面
（ P.84）

走行情報表示画面について

アイコン 表示される画面

A

B

A

B

C

A

B
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エコエリア
エコ運転（環境に配慮した走行）をして
いる状態を示します。

パワーエリア
全開走行時など、エコ運転の範囲をこえ
ている状態を示します。

現状のアクセル開度

アクセル操作の目安
発進・安定走行などの各走行状況に適し
たアクセル操作範囲の目安が、エコエリ
アの下側に青く表示されます。
エコアクセルガイドの表示は、発進・安
定走行などの走行状況に応じて変化しま
す。
アクセルペダルの操作を示す表示が、ア
クセル操作の目安をこえないように走行
することで、環境に配慮した走行が、よ
り容易に行えます。

エコジャッジの見方
なめらかな発進加速（エコ発進）・
急な加減速のない安定した走行
（安定走行）・スムーズな停車（エ
コ減速）という3 つの観点から、
走行状況をそれぞれ5 段階で評価
し、車両が停車するたびに100 
点満点で採点結果を表示します。

採点結果

エコ発進の状況

安定走行の状況

エコ減速の状況
走行中は 3つの走行状況がそれぞれのア
イコンで表示されます。
各採点項目のゲージは、それぞれ次の意
味を示しています。

未評価

評価が低い

評価が高い
発進後、車速が約20km/h をこえるま
で、エコジャッジの表示は開始されませ
ん。
エコジャッジは発進するたびにリセット
され、新たに評価が開始されます。
ハイブリッドシステムを停止すると、今
回の走行における総合的な採点結果が表
示されます。（「今回の走行」の設定
［ P.80］で「エコジャッジ」が選択さ

A

B

C

D

A

B

C

D

A

B

C
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れているときのみに表示されます）

始動後走行時間／ EV 走行比率

始動後走行時間
ハイブリッドシステムを始動してから現
在までの走行時間を表示します。※

始動後 EV 走行比率
ハイブリッドシステムを始動してから現
在までに EV 走行できた割合をグラフ表
示します。※

※ハイブリッドシステムを始動するたび
に、表示がリセットされます。

知識
航続可能距離について

運転履歴から学習した燃費と現在の燃
料残量から算出した走行可能な距離を
表示します。使用環境（気象、渋滞な
ど）や運転方法（急発進、エアコンの
使用など）に応じて燃費がかわるため、
実際に走行できる距離とは異なります。

燃料給油量が少量（約5L 以下）のと
き、表示が更新されないことがありま
す。この場合、燃料計の表示と共に更
新することができます。（ P.69）

「給油してください」と表示されたとき
は、燃料残量が少ないため、航続可能
距離の計算ができません。その場合は、
すみやかに給油してください。

エコアクセルガイド／エコジャッジの
作動条件

次の場合、エコジャッジとエコアクセル
ガイドの作動が停止します。

ハイブリッドシステムインジケーター
が作動していないとき

レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）を使用しているとき

運転支援システム連携表示
次のシステムの作動状況を表示し
ます。
LTA（レーントレーシングアシ
スト）（ P.230）
レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き）
（ P.242）
RSA（ロードサインアシスト）
（ P.239）
ITS Connect★（ P.254）

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ナビゲーションシステムと連携し
て次の情報を表示します。
目的地案内
コンパス

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

A

B

運転支援機能情報表示画面につ
いて

ナビゲーションシステム連携表
示★
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オーディオソースの選択、選曲な
どの操作を行うことができます。

ドライブインフォメーション
「ドライブインフォ項目選択」の設
定で選択した項目（平均車速・走
行距離・走行時間）を上下に2
つ、表示させることができます。
各情報の内容は、「ドライブイン
フォタイプ」の設定（始動後・リ
セット後）との組み合わせによっ
て変化します。（ P.80）
表示される情報は、参考としてご利用く
ださい。

表示できる組み合わせは次のとおりです。

始動後※

･ 平均車速：ハイブリッドシステム始動
後の平均車速を表示

･ 走行距離：ハイブリッドシステム始動
後の走行距離を表示

･ 走行時間：ハイブリッドシステム始動
後の経過時間を表示

※ハイブリッドシステムを始動するたび
に、表示がリセットされます。

リセット後※

･ 平均車速：リセット後の平均車速を表
示

･ 走行距離：リセット後の走行距離を表
示

･ 走行時間：リセット後の経過時間を表
示

※ を押し続けるとリセットされます。

エネルギーモニター
P.100

4WD作動状態表示（4WD車）

操舵表示
前輪の表示の変化により、ハンドルの操
作量と操作方向を表示します。

駆動力表示
0 ～ 5 の 6 段階で、各車輪の駆動状態
を表示します。

G 表示※

ボールの表示位置の変化により、車両に
かかるG の大きさと方向を表示します。

最大Gの軌跡※

G表示と連動して、現在までにボールが
移動した位置の軌跡が表示されます。

を押し続けるとリセットされます。

スリップ輪表示
空転しているタイヤの表示色が変化し、
点滅します。
※走行モード（ P.287）がスポーツ
モードのときのみに表示されます。

メーター操作スイッチを操作して
ご希望の項目を選択することで、
車両の設定や画面の表示内容など
を変更することができます。

オーディオ連携画面について

車両情報表示画面について

設定画面について

A

B

C

D

E
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設定変更のしかた

1 メーター操作スイッチの ま
たは を押して を選択する

2 メーター操作スイッチの ま
たは を押して、設定を変更
したい項目の位置にカーソルを
移動する

機能のON／OFF やブザー音量などを

設定する項目では、 を押すたびに機能
のON／OFF、または調整値が切りかわ
ります。

機能の作動内容を変更できる項目では、

を押し続けることで、設定画面を表
示できます。設定画面が表示されたら、
メーター操作スイッチを操作して、いず
れかの設定を選択、または時間などを希
望の値に設定します。

3 設定が完了したら、メーター操
作スイッチの を押す

LTA（レーントレーシングア
シスト）（ P.230）

次の設定を変更することができま
す。
センタートレース

車線維持支援機能の作動／非作動を変更
することができます。

操舵支援
ハンドル操舵支援の作動／非作動を変更
することができます。

警報手段
警報手段を変更することができます。

警報感度
車線逸脱警報機能の感度を変更すること
ができます。

ふらつき検知
ふらつき検知機能の作動／非作動を変更
することができます。

ふらつき検知感度
ふらつき警報機能の感度を変更すること
ができます。

PCS（プリクラッシュセー
フティ）（ P.223）

次の設定を変更することができま
す。
機能のON／OFF

プリクラッシュセーフティの作動／非作
動を変更することができます。

警報感度
衝突警報の作動タイミングを変更するこ
とができます。

BSM（ブラインドスポッ
トモニター）★（ P.263）

次の設定を変更することができま
す。
機能のON／OFF

ブラインドスポットモニターの作動／非
作動を変更することができます。

明るさ
ドアミラーインジケーター（ P.263）
の明るさを変更することができます。

警報感度
接近車両の検知を知らせるタイミングを
変更することができます。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

（クリアランスソナー）
（ P.271）

次の設定を変更することができま
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す。
機能のON／OFF

クリアランスソナーの作動／非作動を変
更することができます。

音量
クリアランスソナー作動時のブザー音量
を変更することができます。

RCTA（リヤクロストラフィッ
クアラート）★（ P.263）

次の設定を変更することができま
す。
機能のON／OFF

RCTA 機能の作動／非作動を変更するこ
とができます。

音量
RCTA 機能作動時のブザー音量を変更す
ることができます。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

PKSB（パーキングサポー
ト ブレーキ）（ P.279）

パーキングサポートブレーキの作
動／非作動を変更することができ
ます。

RSA（ロードサインアシ
スト）（ P.239）

次の設定を変更することができま
す。
機能のON／OFF

RSAの作動／非作動を変更することが
できます。

告知手段
最高速度・はみ出し通行禁止・車両進入
禁止の各標識を認識したときの告知方法
をそれぞれ変更することができます。

告知車速
最高速度標識の認識時、標識が示す制限
速度に対して告知を実施する超過速度を
変更することができます。

車両設定

先行車発進告知
（ P.252）
次の設定を変更することができます。

･ 先行車発進告知
先行車発進告知機能の作動／非作動を変
更することができます。

･ 告知距離
先行車の発進を告知するタイミングを変
更することができます。

ITS Connect★（ P.262）
ITS Connect の設定を変更することが
できます。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

クルーズ（ITS）★（ P.262）
通信利用型レーダークルーズコントロー
ルの作動／非作動を変更することができ
ます。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

リヤシートリマインダー
（ P.111）
リヤシートリマインダー機能の作動／非
作動を変更することができます。

後退速度抑制（ P.182）
後退速度の抑制制御（ドライブスタート
コントロール）の作動／非作動を変更す
ることができます。

表示設定

言語
マルチインフォメーションディスプレイ
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に表示される言語を変更することができ
ます。

単位
燃費表示の単位を変更することができま
す。

（EVインジケーター）
（ P.52）
EVインジケーターの作動／非作動を変
更することができます。

（走行情報表示画面設定）
次の設定を変更することができます。

･ HVシステムインジケーター
エコアクセルガイド（ P.77）の作動
／非作動を変更することができます。

･ 燃費グラフ
燃費グラフ（ P.77）に表示する平均
燃費の種類を変更することができます。

（オーディオ設定）

画面の表示・非表示を変更すること
ができます。

（車両情報表示画面設定）
･ 表示コンテンツ
次の設定を変更することができます。

エネルギーモニター：
エネルギーモニター（ P.100）の表
示・非表示を変更することができます。

4WD（4WD車のみ）：
4WD作動状態表示（ P.80）の表示・
非表示を変更することができます。

･ ドライブインフォタイプ
ドライブインフォメーション（ P.80）
に表示する項目の種類を「始動後」・「リ
セット後」から選択することができます。

･ ドライブインフォ項目選択
ドライブインフォメーション画面の上

段・下段に表示する項目を「平均車速」・
「走行距離」・「走行時間」から、それぞれ
選択することができます。

今回の走行
パワースイッチをOFF にしたときに表
示される情報を選択することができます。

割込表示
次の割り込み表示の表示・非表示を変更
することができます。

･ 交差点案内★

･ 電話
･ オーディオ操作
･ ボリューム操作
･ 音声認識★
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

MID消灯
マルチインフォメーションディスプレイ
を非表示にすることができます。

表示設定初期化
メーターの表示設定を初期状態にもどす
ことができます。

知識
設定画面の操作について

設定画面操作中に次の状況になると操
作が一時中断されます。

･ 警告メッセージが表示されたとき
･ 走行し始めたとき

車両に装着されていない機能の設定項
目は表示されません。

設定変更の対象となる機能がOFF に
なっているときは、関連する設定項目
も選択不可になります。
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車両に異常が発生した場合に、内
容・対処法などのメッセージを表
示します。（ P.400）

状況に応じて運転者に提案メッ
セージを表示する機能です。提案
メッセージが表示されたときに
メーター操作スイッチを操作する
ことで、提案された内容を直接操
作することができます。
ヘッドランプ点灯提案

周囲が暗いとき、車速5km/h 以
上でヘッドランプが消灯したまま
しばらく走行すると、ヘッドラン
プの点灯を提案するメッセージを
表示します。

ヘッドランプ消灯提案
パワースイッチをOFFにしたあと
にヘッドランプを点灯したままし
ばらく車内にいると、ヘッドラン
プの消灯を提案するメッセージを
表示します。
窓閉め提案（ワイパー連動）

雨が車内に入ることを防ぐために、
ドアガラスが開いている状態でワ
イパーが動き始めるとドアガラス
を閉める提案メッセージを表示し
ます。このとき「はい」 を選択す
ると、開いているすべてのドアガ
ラスが閉まります。
窓閉め提案（高速走行時）

ドアガラスが開いている状態で一
定以上の車速になると、ドアガラ
スを閉める提案メッセージを表示
します。このとき「はい」を選択
すると、開いているすべてのドア
ガラスが閉まります。

知識
カスタマイズ機能

提案サービス機能の作動／非作動を変更
できます。（カスタマイズ一
覧： P.444）

警告
ディスプレイの設定を変更するとき

ハイブリッドシステムが作動している
状態で操作を行うため、車庫内など囲
まれた場所では、十分に換気をしてく
ださい。換気をしないと、排気ガスが
充満し、排気ガスに含まれる一酸化炭
素（CO）により、重大な健康障害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

注意
ディスプレイの設定を変更するとき

補機バッテリーあがりを起こす可能性
がありますので、確実にハイブリッド
システムが作動している状態で実施し
てください。

警告メッセージ表示画面につい
て

提案サービス機能
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マルチインフォメーションディス
プレイには、次の情報が表示され
ます。

運転支援システム情報表示部
次のシステムの作動状況を表示します。
･ LTA（レーントレーシングアシスト）
（ P.230）
･ レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）（ P.242）

RSA（ロードサインアシスト）
表示（ P.239）

情報表示部
メニューアイコンを切りかえることによ
り、さまざまな情報を表示することがで
きます。
また、車両の状況に応じて、各種の注意

喚起やアドバイスなどが割り込み表示さ
れます。

メニューアイコン（ P.86）

知識
マルチインフォメーションディスプレ
イの作動条件

パワースイッチがONのとき

ノーマルモード以外の走行モードに切
りかえたとき

P.288

液晶ディスプレイについて

ディスプレイに小さな斑点や光点が表示
されることがあります。これは液晶ディ
スプレイ特有の現象でそのまま使用して
も問題ありません。

メーター操作スイッチを使って次
のように操作します。

画面のスクロール※・表示内容
の切りかえ※・カーソルの移動

短押し：決定
長押し：リセット・詳細項目表
示

ひとつ前の画面にもどる

電話の発着信・履歴表示

マルチインフォメーション
ディスプレイ（7インチ
ディスプレイ装着車）

マルチインフォメーションディ
スプレイは、燃費に関する情報
や、走行に関する各種の情報な
どを表示します。また、メー
ター操作スイッチの操作で、各
システムの設定などを変更する
こともできます。

画面の見方

A

B

C

表示を切りかえるには

D

A

B

C

D
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ハンズフリーシステムと連携して、発着
信の表示や操作を行うことができます。
ハンズフリーシステムに関しては別冊
「ナビゲーション取扱書」または「ナビ
ゲーションシステム取扱書」を参照して
ください。
※画面のスクロールや表示の切りかえな
どが可能な画面では、スクロールバー、
または表示可能な画面数を示す丸いア
イコンが表示されます。

メーター操作スイッチを操作して
アイコンを選択することで、各ア
イコンに関連付けられた情報を表
示することができます。
項目によっては状況に応じて自動で表示
されます。

燃費に関するさまざまな情報を表
示します。
燃費グラフ

瞬間燃費
現在の瞬間燃費を表示します。

平均燃費（始動後）
ハイブリッドシステム始動後の平均燃費
を表示します。※1

航続可能距離
現在の燃料残量で走行可能なおよその距
離を表示します。（ P.89）

ガジェット※2

画面の「ガジェット表示選択」でガ
ジェットに表示する項目と、「ドライブイ
ンフォタイプ」でガジェット表示の種類
を「リセット後」・「始動後」から選択で
きます。（ P.93）
･ 非表示：ガジェット表示を表示しない
･ 平均車速（始動後）：ハイブリッドシス
テム始動後の平均車速を表示

警告
走行中の警告

安全のため、メーター操作スイッチは
できるだけ走行中に操作しないでくだ
さい。メーター操作スイッチは、安全
な場所に停車して操作してください。
走行中に操作すると、ハンドル操作を
誤るなど、思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。また、走行中は画
面を見続けないでください。

メニューアイコン一覧

アイコン 表示される画面

走行情報表示画面（ P.86）

運転支援機能情報表示画面
（ P.89）

オーディオ連携画面
（ P.89）

車両情報表示画面（ P.89）

設定画面（ P.90）

警告メッセージ表示画面
（ P.94）

走行情報表示画面について

アイコン 表示される画面

A

B

C

D
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平均車速（リセット後）：リセット後の
平均車速を表示※3

･ 走行距離（始動後）：ハイブリッドシス
テム始動後の走行距離を表示
走行距離（リセット後）：リセット後の
走行距離を表示※3

･ 走行時間（始動後）：ハイブリッドシス
テム始動後の走行時間を表示
走行時間（リセット後）：リセット後の
走行時間を表示※3

車速表示
現在の車速を表示します。

平均燃費

画面の「ドライブインフォタイプ」
で燃費表示の種類を選択できます。
（ P.93）

リセット後

リセット後の平均燃費を表示※1, 3

給油後

給油後の平均燃費を表示します。※1

※1表示される燃費は参考として利用して
ください。

※2初期設定は OFF（非表示）です。

※3表示中にメーター操作スイッチの  
を押し続けると、リセットされます。

エコアクセルガイド／エコ
ジャッジ

走行状況に適したアクセル操作の
目安や、走行状況を評価して採点
結果を表示します。

エコアクセルガイド

エコジャッジ

エコアクセルガイドの見方

エコエリア
エコ運転（環境に配慮した走行）をして
いる状態を示します。

パワーエリア
全開走行時など、エコ運転の範囲をこえ
ている状態を示します。

現状のアクセル開度

アクセル操作の目安
発進・安定走行などの各走行状況に適し
たアクセル操作範囲の目安が、エコエリ
アの下側に青く表示されます。
エコアクセルガイドの表示は、発進・安
定走行などの走行状況に応じて変化しま
す。
アクセルペダルの操作を示す表示が、ア
クセル操作の目安をこえないように走行
することで、環境に配慮した走行が、よ

E

F

A

B

A

B

C

D
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り容易に行えます。

エコジャッジの見方
なめらかな発進加速（エコ発進）・
急な加減速のない安定した走行
（安定走行）・スムーズな停車（エ
コ減速）という3 つの観点から、
走行状況をそれぞれ5 段階で評価
し、車両が停車するたびに100 
点満点で採点結果を表示します。

エコ発進の状況

安定走行の状況

エコ減速の状況

採点結果
走行中は3 つの走行状況がそれぞれのア
イコンで表示されます。
各採点項目のゲージは、それぞれ次の意
味を示しています。

未評価

評価が低い

評価が高い
発進後、車速が約20km/h をこえるま
で、エコジャッジの表示は開始されませ
ん。
エコジャッジは発進するたびにリセット
され、新たに評価が開始されます。
ハイブリッドシステムを停止すると、今
回の走行における総合的な採点結果が表
示されます。

車速表示／航続可能距離

車速表示
現在の車速を表示します。

航続可能距離
現在の燃料残量で走行可能なおよその距
離を表示します。（ P.89）

始動後走行時間／ EV 走行比率

始動後走行時間
ハイブリッドシステムを始動してから現
在までの走行時間を表示します。※

始動後 EV 走行比率

A

B

C

D

A

B

C

A

B

A

B
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ハイブリッドシステムを始動してから現
在までに EV 走行できた割合をグラフ表
示します。※

※ハイブリッドシステムを始動するたび
に、表示がリセットされます。

知識
航続可能距離について

運転履歴から学習した燃費と現在の燃
料残量から算出した走行可能な距離を
表示します。使用環境（気象、渋滞な
ど）や運転方法（急発進、エアコンの
使用など）に応じて燃費がかわるため、
実際に走行できる距離とは異なります。

燃料給油量が少量（約5L 以下）のと
き、表示が更新されないことがありま
す。この場合、燃料計の表示と共に更
新することができます。（ P.74）

「給油してください」と表示されたとき
は、燃料残量が少ないため、航続可能
距離の計算ができません。その場合は、
すみやかに給油してください。

エコアクセルガイド／エコジャッジの
作動条件

次の場合、エコジャッジとエコアクセル
ガイドの作動が停止します。

ハイブリッドシステムインジケーター
が作動していないとき

レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）を使用しているとき

運転支援システム連携表示
次のシステムの作動状況を表示し
ます。
LTA（レーントレーシングアシ
スト）（ P.230）

レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き）
（ P.242）
RSA（ロードサインアシスト）
（ P.239）
ITS Connect★（ P.254）

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ナビゲーションシステムと連携し
て次の情報を表示します。
目的地案内
コンパス

オーディオソースの選択、選曲な
どの操作を行うことができます。

エネルギーモニター
P.100
4WD作動状態表示（4WD車）

操舵表示
前輪の表示の変化により、ハンドルの操

運転支援機能情報表示画面につ
いて

ナビゲーションシステム連携表
示（T-Connect ナビゲーション
システム装着車）

オーディオ連携画面について

車両情報表示画面について

A
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作量と操作方向を表示します。

駆動力表示
0 ～ 5 の 6 段階で、各車輪の駆動状態
を表示します。

G 表示※

ボールの表示位置の変化により、車両に
かかるG の大きさと方向を表示します。

最大Gの軌跡※

G表示と連動して、現在までにボールが
移動した位置の軌跡が表示されます。

を押し続けるとリセットできます。

スリップ輪表示
空転しているタイヤの表示色が変化し、
点滅します。
※走行モード（ P.287）がスポーツ
モードのときのみに表示されます。

トヨタマルチオペレーション
タッチ★で表示するには

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

1 トヨタマルチオペレーション
タッチで車両情報画面を選択す
る（ P.329）

2 サイド画面から「情報」を選択
する

全画面に表示させるには

（ P.329）

トヨタマルチオペレーション
タッチ★で最大G の軌跡をリ
セットするには

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

全画面に表示させているときに「履歴消
去」を選択することでリセットできます。

安全システムステータス
次のシステムの作動状況を表示し
ます。
PCS（プリクラッシュセーフ
ティ）（ P.223）
クリアランスソナー
（ P.271）
BSM（ブラインドスポットモニ
ター）★（ P.263）
RCTA（リヤクロストラフィッ
クアラート）★（ P.263）

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

メーター操作スイッチを操作して
ご希望の項目を選択することで、
車両の設定や画面の表示内容など
を変更することができます。
設定変更のしかた

1 メーター操作スイッチの ま
たは、 を押して を選択す
る

2 メーター操作スイッチの ま
たは を押して、設定を変更
したい項目の位置にカーソルを
移動する

機能のON／ OFF やブザー音量などを

設定する項目では、 を押すたびに機能
のON／OFF、または調整値が切りかわ
ります。

機能の作動内容を変更できる項目では、

を押し続けることで、設定画面を表
示できます。設定画面が表示されたら、
メーター操作スイッチを操作して、いず

B

C

D

E

設定画面について



91

2

2-1. 計器の見方
走
行
に
関
す
る
情
報
表
示

れかの設定を選択、または時間などを希
望の値に設定します。

3 設定が完了したら、メーター操
作スイッチの を押す

LTA（レーントレーシングア
シスト）（ P.230）

次の設定を変更することができま
す。
センタートレース

車線維持支援機能の作動／非作動を変更
することができます。

操舵支援
ハンドル操舵支援の作動／非作動を変更
することができます。

警報手段
警報手段を変更することができます。

警報感度
車線逸脱警報機能の感度を変更すること
ができます。

ふらつき検知
ふらつき検知機能の作動／非作動を変更
することができます。

ふらつき検知感度
ふらつき警報機能の感度を変更すること
ができます。

PCS（プリクラッシュセー
フティ）（ P.223）

次の設定を変更することができま
す。
機能のON／OFF

プリクラッシュセーフティの作動／非作
動を変更することができます。

警報感度
衝突警報の作動タイミングを変更するこ

とができます。

BSM（ブラインドスポッ
トモニター）★（ P.263）

次の設定を変更することができま
す。
機能のON／OFF

ブラインドスポットモニターの作動／非
作動を変更することができます。

明るさ
ドアミラーインジケーター（ P.263）
の明るさを変更することができます。

警報感度
接近車両の検知を知らせるタイミングを
変更することができます。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

（クリアランスソナー）
（ P.271）

次の設定を変更することができま
す。
機能のON／OFF

クリアランスソナーの作動／非作動を変
更することができます。

音量
クリアランスソナー作動時のブザー音量
を変更することができます。

RCTA（リヤクロストラフィッ
クアラート）★（ P.263）

次の設定を変更することができま
す。
機能のON／OFF

RCTA 機能の作動／非作動を変更するこ
とができます。

音量
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RCTA 機能作動時のブザー音量を変更す
ることができます。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

PKSB（パーキングサポー
ト ブレーキ）（ P.279）

パーキングサポートブレーキの作
動／非作動を変更することができ
ます。
HUDメイン（ヘッドアップディ
スプレイ）★（ P.96）

ヘッドアップディスプレイの設定
を変更することができます。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

RSA（ロードサインアシ
スト）（ P.239）

次の設定を変更することができま
す。
機能のON／OFF

RSAの作動／非作動を変更することが
できます。

告知手段
最高速度・はみ出し通行禁止・車両進入
禁止の各標識を認識したときの告知方法
をそれぞれ変更することができます。

告知車速
最高速度標識の認識時、標識が示す制限
速度に対して告知を実施する超過速度を
変更することができます。

車両設定

PBD（パワーバックドア）
★（ P.117）

次の設定を変更することができます。

･ 機能
パワーバックドアの作動／非作動を変更
することができます。

･ ハンズフリー★

ハンズフリーパワーバックドアの作動／
非作動を変更することができます。

･ 開位置調節
パワーバックドアが全開したときの停止
位置を変更することができます。

･ 音量
パワーバックドア作動時のブザー音量を
変更することができます。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

先行車発進告知
（ P.252）
次の設定を変更することができます。

･ 先行車発進告知
先行車発進告知機能の作動／非作動を変
更することができます。

･ 告知距離
先行車の発進を告知するタイミングを変
更することができます。

ITS Connect★（ P.262）
ITS Connect の設定を変更することが
できます。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

クルーズ（ITS）★（ P.262）
通信利用型レーダークルーズコントロー
ルの作動／非作動を変更することができ
ます。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

リヤシートリマインダー
（ P.111）
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リヤシートリマインダー機能の作動／非
作動を変更することができます。

後退速度抑制（ P.182）
後退速度の抑制制御（ドライブスタート
コントロール）の作動／非作動を変更す
ることができます。

表示設定

言語
マルチインフォメーションディスプレイ
に表示される言語を変更することができ
ます。

単位
燃費表示の単位を変更することができま
す。

（EVインジケーター）
（ P.52）
EVインジケーターの作動／非作動を変
更することができます。

デジタル車速（ P.88）
デジタル車速の表示・非表示を変更する
ことができます。

ガジェット表示選択
ガジェット表示の項目を変更することが
できます。

ドライブインフォタイプ
（ P.86）
平均燃費・ガジェット表示の種類を「リ
セット後」・「始動後」※1・「給油後」※2

から選択することができます。
※1「始動後」を選択しても、平均燃費の
表示は変更されません。

※2「給油後」を選択するとガジェットが
非表示になります。

割込表示
次の割り込み表示の表示・非表示を変更
することができます。

･ 交差点案内★

･ 電話
･ オーディオ操作
･ ボリューム操作
･ 音声認識★

･ 通信車接近通知★
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

MID消灯
マルチインフォメーションディスプレイ
を非表示にすることができます。

表示設定初期化
メーターの表示設定を初期状態にもどす
ことができます。

知識
設定画面の操作について

設定画面操作中に次の状況になると操
作が一時中断されます。

･ 警告メッセージが表示されたとき
･ 走行し始めたとき

車両に装着されていない機能の設定項
目は表示されません。

設定変更の対象となる機能がOFF に
なっているときは、関連する設定項目
も選択不可になります。

警告
ディスプレイの設定を変更するとき

ハイブリッドシステムが作動している
状態で操作を行うため、車庫内など囲
まれた場所では、十分に換気をしてく
ださい。換気をしないと、排気ガスが
充満し、排気ガスに含まれる一酸化炭
素（CO）により、重大な健康障害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。
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車両に異常が発生した場合に、内
容・対処法などのメッセージを表
示します。（ P.400）

状況に応じて運転者に提案メッ
セージを表示する機能です。提案
メッセージが表示されたときに
メーター操作スイッチを操作する
ことで、提案された内容を直接操
作することができます。
パワーバックドア★機能のON 
切り替え提案

パワーバックドアメインスイッチ
がOFF（ でパワーバックドア
の機能をOFF に設定していると
き）の状態で運転席のパワーバッ
クドアスイッチを操作したときに、
メインスイッチをON に変更する
提案メッセージを表示します。
このとき「はい」を選択すると、
メインスイッチがONに変更され
ます。
メインスイッチがONに変更されてから
再度パワーバックドアスイッチを操作す
ると、バックドアを開閉することができ
ます。
★：グレード、オプションなどにより、

装備の有無があります。

ヘッドランプ点灯提案
周囲が暗いとき、車速5km/h 以
上でヘッドランプが消灯したまま
しばらく走行すると、ヘッドラン
プの点灯を提案するメッセージを
表示します。
ヘッドランプ消灯提案

パワースイッチをOFFにしたあと
にヘッドランプを点灯したままし
ばらく車内にいると、ヘッドラン
プの消灯を提案するメッセージを
表示します。
窓閉め提案（ワイパー連動）

雨が車内に入ることを防ぐために、
ドアガラスが開いている状態でワ
イパーが動き始めるとドアガラス
を閉める提案メッセージを表示し
ます。このとき「はい」 を選択す
ると、開いているすべてのドアガ
ラスが閉まります。
窓閉め提案（高速走行時）

ドアガラスが開いている状態で一
定以上の車速になると、ドアガラ
スを閉める提案メッセージを表示
します。このとき「はい」を選択
すると、開いているすべてのドア
ガラスが閉まります。

知識
カスタマイズ機能

提案サービス機能の作動／非作動を変更
できます。（カスタマイズ一
覧： P.444）

注意
ディスプレイの設定を変更するとき

補機バッテリーあがりを起こす可能性
がありますので、確実にハイブリッド
システムが作動している状態で実施し
てください。

警告メッセージ表示画面につい
て

提案サービス機能
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

イラストは説明のための例であり、実際の表示状況とは異なります。

車速表示

シフトポジション／RSA（ロードサインアシスト）表示エリア
（ P.190, 239）

運転支援システム表示エリア（ P.97）／ナビゲーションシステム連
携表示エリア（T-Connect ナビゲーションシステム装着車）

ナビゲーションシステムと連携してルート案内などを表示します。

ハイブリッドシステムインジケーター／タコメーター／外気温表示エ
リア（ P.98）

知識
ヘッドアップディスプレイの作動条件

パワースイッチがONのとき

ヘッドアップディスプレイを使用する
ときは

サングラス（特に偏光サングラス）を着
用していると、ヘッドアップディスプレ
イの表示が見づらくなる場合があります。
表示が見づらい場合は、輝度を調整する
か、サングラスをはずしてください。

ヘッドアップディスプレイ★

ヘッドアップディスプレイは、フロントウインドウガラスに運転支援シ
ステムの作動状況や走行に関するさまざまな情報を表示することができ
ます。

システムの構成部品

A

B

C

D
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交差点名表示について

地図データに情報がない場合など、状況
によっては交差点名称が表示されない場
合があります。

レーン（車線）表示について

地図データに情報のない交差点では、
レーン表示は行われません。また、交差
点によっては、レーン表示と実際の交差
点形状が異なる場合があります。現場の
標識、道路形状に従ってください。

マルチインフォメーションディス
プレイの から「HUD メイン」
を選択します。（ P.90）

ヘッドアップディスプレイの表
示／非表示

メーター操作スイッチの を押す
ごとにヘッドアップディスプレイ
の表示／非表示を切りかえること
ができます。
ヘッドアップディスプレイの設
定変更

メーター操作スイッチの を長押
しすると次の設定を変更できます。
表示の明るさ／上下位置

表示の明るさや、上下の位置を調整する
ことができます。

タコメーター切替
次のいずれかから表示する項目を
選択することができます。
･ 表示なし
･ ハイブリッドシステムインジケーター
表示

･ タコメーター表示

次の内容の表示／非表示を設定

警告
ヘッドアップディスプレイを使用す
るときは

映像の明るさ、および表示位置は、
安全運転に支障がないよう適切な状
態に調整してください。
調整が不適切だと運転者の視界のさ
またげとなり、思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

ヘッドアップディスプレイを見続け
ないでください。前方の歩行者、障
害物などを見落とすおそれがあり危
険です。

注意
ヘッドアップディスプレイ映写部に
ついて

映写部の付近に飲み物を置かないで
ください。水やその他の液体が映写
部にかかると、装置が故障する原因
になります。

映写部の上にものを置いたり、シー
ルなどを貼り付けたりしないでくだ
さい。
ヘッドアップディスプレイの表示の
さまたげとなります。

映写部の内部にふれたり、とがった
ものを押し付けたりしないでくださ
い。
装置が故障する原因となります。

ヘッドアップディスプレイの使
い方
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することができます。

･ ナビゲーション表示※1

･ 運転支援表示※2

･ オーディオ表示
※1T-Connect ナビゲーションシステム
装着車

※2運転支援システムを使用するときは、
表示に設定してください

表示の傾き
表示の傾きを調整することができ
ます。

知識
ヘッドアップディスプレイの表示／非
表示について

ヘッドアップディスプレイを非表示にし
たときは、パワースイッチをOFF にした
あとで再度ONにしても、非表示のまま
です。

表示の明るさについて

マルチインフォメーションディスプレイ

の による明るさの調整に加えて、周囲
の明るさに応じて表示の明るさが自動で
調整されます。

ヘッドアップディスプレイ表示位置の
自動調整★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

お好みのヘッドアップディスプレイ表示
位置をポジションメモリーに登録すると、
自動で調整されます。（ P.137）

音声操作システムでのヘッドアップ
ディスプレイ操作について

音声操作システムを使用して、ヘッド
アップディスプレイの表示 / 非表示を切
りかえることができます。音声操作シス
テムについては、別冊「ナビゲーション

システム取扱書」を参照してください。

補機バッテリー端子の脱着をしたとき
は

ヘッドアップディスプレイの設定がリ
セットされます。

走行支援システム表示エリア
次のシステムの作動状況を表示し
ます。
LTA（レーントレーシングアシ
スト）（ P.230）
レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き）
（ P.242）
表示される内容はマルチインフォメー
ションディスプレイの表示と同様です。
詳しくは各システムの説明を参照してく
ださい。

警告
ヘッドアップディスプレイの設定を
変更するときは

ハイブリッドシステムが作動している
状態で操作を行う場合、車庫内など囲
まれた場所では、十分に換気をしてく
ださい。換気をしないと、排気ガスが
充満し、排気ガスに含まれる一酸化炭
素（CO）により、重大な健康障害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

注意
ヘッドアップディスプレイの設定を
変更するときは

補機バッテリーあがりを起こす可能性
がありますので、確実にハイブリッド
システムが始動している状態で実施し
てください。

運転支援システム表示エリア
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状況に応じて、次の項目が割り込
み表示されます。
運転支援システム

次のシステムの警告／注意喚起／
通知／作動状況を表示します。
PCS（プリクラッシュセーフ
ティ）（ P.223）
パーキングサポートブレーキ
（静止物）（ P.284）
ブレーキオーバーライドシステ
ム（ P.177）
ドライブスタートコントロール
（ P.182）
ITS Connect ★（ P.254）
先行車発進告知機能
（ P.252）
表示される内容はマルチインフォメー
ションディスプレイの表示と同様です。
詳しくは各システムの説明を参照してく
ださい。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

／ アイコン

マルチインフォメーションディス
プレイに警告メッセージが表示さ
れているときに表示されます。

：マスターウォーニングアイコ
ン
マルチインフォメーションディス
プレイに警告メッセージが表示さ
れているときに表示されます。
（ P.400）

：インフォメーションアイコン

マルチインフォメーションディス
プレイに提案サービス（ P.94）
や操作アドバイスなどのメッセー
ジが表示されているときに表示さ
れます。
オーディオ表示

ハンドル上のオーディオ操作ス
イッチを使用したときに表示され
ます。
ハンズフリー作動表示

ハンズフリーの作動中に表示され
ます。
警告メッセージ

一部の警告メッセージが表示され
ます。（マルチインフォメーション
ディスプレイの表示と同内容）

知識
割り込み表示について

割り込み表示される項目によっては、一
部の表示エリアが非表示になります。割
り込み表示終了後、もとの表示にもどり
ます。

ハイブリッドシステムインジ
ケーター

割り込み表示について

ハイブリッドシステムインジ
ケーター／タコメーター／外気
温表示
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チャージエリア

ハイブリッドエコエリア

エコエリア

パワーエリア
表示される内容はメーターのハイブリッ
ドシステムインジケーターと同様です。
詳しくは、P.73 を参照してください。

タコメーター
毎分のエンジン回転数を表示しま
す。
外気温表示

パワースイッチをONにしたとき、
または低温表示が点滅していると
きに表示されます。

知識
外気温表示について

外気温が約 3°C以下のとき、低温表示
灯が約10秒間点滅し、外気温が非表
示になります。
外気温が約 5°C以上になると再度外
気温が表示されます。

次の場合は、正しい外気温が表示され
なかったり、温度表示の更新が遅く
なったりすることがありますが、故障
ではありません。

･ 停車しているときや、低速走行（約
20km/h 以下）のとき

･ 外気温が急激に変化したとき（車庫・
トンネルの出入り口付近など）

“--”または“E”が表示されたときは、
システム故障のおそれがあります。
トヨタ販売店で点検を受けてください。

8インチディスプレイ装着車

マルチメディアディスプレイ

MENUスイッチ

マルチインフォメーションディ
スプレイ

メーター操作スイッチ
（ P.76）

A

B

C

D

エネルギーモニター／燃費
画面

ハイブリッドシステムの状態や
燃費に関する情報を、マルチイ
ンフォメーションディスプレイ
およびマルチメディアディスプ
レイに表示します。
エネルギーモニター、燃費画面
は、マルチメディアディスプレ
イのHome 画面にも表示するこ
とができます。（8 インチディス
プレイ装着車）

システムの構成部品

A

B

C

D
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12.3インチディスプレイ装着車

マルチメディアディスプレイ

マルチインフォメーションディ
スプレイ

メーター操作スイッチ
（ P.85）

車両の駆動状況、ハイブリッドシ
ステムの作動状況、およびエネル
ギーの回収状況を確認できます。
表示のしかた
マルチインフォメーションディ
スプレイ（4.2 インチディスプ
レイ装着車）

メーター操作スイッチの または

を押して を選択し、

または を押してエネルギー
モニターを選択する
マルチインフォメーションディ 
スプレイ（7 インチディスプレ
イ装着車）

メーター操作スイッチの または

を押して を選択し、

または を押してエネルギー
モニターを選択する
マルチメディアディスプレイ
（8インチディスプレイ装着車）
1「MENU」を押す
2「メニュー」画面の「情報」を
選択する

3「情報」画面の「エコ情報」を
選択する

エネルギーモニター画面以外が表示され
たときは、「エネルギー」を選択します。

マルチメディアディスプレイ
（12.3 インチディスプレイ装着
車）

1 トヨタマルチオペレーション
タッチで を選択する
（ P.329）
2 サイド画面から「エネルギー」
を選択する

全画面に表示させるには（ P.329）

表示について
エネルギーの流れに応じて矢印が
表示されます。エネルギーの流れ
がないときは、矢印は表示されま
せん。
矢印の色は次のように変化します。

緑：電気エネルギーを回収・充電してい
るとき

エネルギーモニターの見方

A

B

C
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黄：電気エネルギーを使用しているとき

赤：ガソリンエンジンの動力を使用して
いるとき

マルチインフォメーションディ
スプレイ

図は説明のためにすべての矢印を掲載し
ており、実際の表示内容とは異なります。

エンジン

駆動用電池

フロントタイヤ

リヤタイヤ※

※FF車は への矢印は表示されませ
ん。

マルチメディアディスプレイ
（8インチディスプレイ装着車）

図は説明のためにすべての矢印を掲載し
ており、実際の表示内容とは異なります。

エンジン

フロントモーター

リヤモーター（4WD車のみ）

駆動用電池

フロントタイヤ

リヤタイヤ※

※FF 車は への矢印は表示されませ
ん。

マルチメディアディスプレイ
（12.3 インチディスプレイ装着
車）（全画面に表示させていると
き）

図は説明のためにすべての矢印を掲載し
ており、実際の表示内容とは異なります。

エンジン

フロントモーター

リヤモーター（4WD車のみ）

駆動用電池

フロントタイヤ

リヤタイヤ※

※FF 車は への矢印は表示されませ
ん。

A

B

C

D

D

A

B

C

D

E

F

F

A

B

C

D

E

F

F
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マルチメディアディスプレイ
（12.3 インチディスプレイ装着
車）（サイド画面に表示させてい
るとき）

図は説明のためにすべての矢印を掲載し
ており、実際の表示内容とは異なります。

エンジン

駆動用電池

タイヤ

マルチメディアディスプレイ
（8 インチディスプレイ装着車）
（Home 画面の表示）

エンジン

駆動用電池

タイヤ

知識
駆動用電池の残量表示について

駆動用電池の残量に応じて、表示が8段

階に変化します。

･ 図はマルチインフォメーションディス
プレイで説明しています。

･ 表示画面については実際の状況とわず
かに異なる場合があります。

少ない

多い

駆動用電池の残量警告について

シフトレバーがN で、駆動用電池の充
電ができない状態が継続、もしくは、
駆動用電池の残量が一定未満まで低下
すると、ブザーが断続的に吹鳴します。
その後、さらに残量が低下したときは、
ブザー音が断続から連続にかわります。

マルチインフォメーションディスプレ
イのメッセージとブザー音で警告され
たときは、画面の指示に従って対処し
てください。

表示のしかた
マルチメディアディスプレイ
（8インチディスプレイ装着車）
1「MENU」を押す
2「メニュー」画面の「情報」を
選択する

3「情報」画面の「エコ情報」を
選択する

トリップインフォメーション画面以外が

A

B

C

A

B

C

トリップインフォメーション画
面の見方

A

B
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表示されたときは、「トリップインフォ
メーション」を選択します。

マルチメディアディスプレイ
（12.3 インチディスプレイ装着
車）

1 トヨタマルチオペレーション
タッチで を選択する
（ P.329）
2 サイド画面から「トリップイン
フォ」を選択する

全画面に表示させるには（ P.329）

表示について

過去15分間の1分ごとの燃費
（平均燃費）

過去15分間の1分ごとのエネ
ルギー回収量

マーク1 つが 50Wh です。

履歴消去

瞬間燃費

ハイブリッドシステム始動後平
均車速

ハイブリッドシステム始動後経
過時間

航続可能距離
平均燃費はパワースイッチをONにして
からと、前回走行時で色分けして表示さ
れます。

表示される平均燃費は、参考として利用
してください。

表示画面については実際の状況とわずか
に異なる場合があります。

表示のしかた
マルチメディアディスプレイ
（8インチディスプレイ装着車）
1「MENU」を押す
2「メニュー」画面の「情報」を
選択する

3「情報」画面の「エコ情報」を
選択する

燃費履歴画面以外が表示されたときは、
「燃費履歴」を選択します。

マルチメディアディスプレイ
（12.3 インチディスプレイ装着
車）

1 トヨタマルチオペレーション
タッチで を選択する
（ P.329）

A

B

C

燃費履歴画面の見方

D

E

F

G
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2 サイド画面から「燃費履歴」を
選択する

全画面に表示させるには（ P.329）

表示について

過去最高値表示

最新値表示

過去平均燃費表示
平均燃費は最後に更新してからの平均、
過去の平均で色分けして表示されます。

履歴消去

最新値更新
表示される平均燃費は、参考として利用
してください。

表示画面については実際の状況とわずか
に異なる場合があります。

知識
過去の区間平均燃費の記録を更新する
には

燃費履歴画面で「更新」を選択すると、
平均燃費の値とグラフが更新され、新た
に平均燃費の記録を開始します。

燃費データをリセットするには

「履歴消去」を選択すると、燃費データが
リセットされます。

航続可能距離について

現在の燃料残量で走行できるおよその距
離を示します。

表示される距離は、過去の平均燃費をも
とに算出されるため、表示される距離を
実際に走行できるとは限りません。

燃費情報について（8 インチディスプ
レイ装着車）

マルチメディアディスプレイのHome 画
面に平均燃費と航続可能距離を表示させ
ることもできます。

Home 画面の詳細については、別冊「ナ
ビゲーションシステム取扱書」を参照し
てください。

A

B

C

D

E
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3-1. キー

お客様へ次のキーをお渡しします。

電子キー
･ スマートエントリー＆スタートシステ
ムの作動（ P.127）

･ ワイヤレス機能の作動（ P.108）

メカニカルキー

キーナンバープレート

知識
航空機に乗るとき

航空機に電子キーを持ち込む場合は、航
空機内で電子キーのスイッチを押さない
でください。また、かばんなどに保管す
る場合でも、簡単にスイッチが押されな
いように保管してください。スイッチが
押されると電波が発信され、航空機の運
行に支障をおよぼすおそれがあります。

電池の消耗について

電池の標準的な寿命は 1～ 2 年です。

電池残量が少なくなると、ハイブリッ
ドシステムを停止した際に車内から警
告音が鳴り、マルチインフォメーショ
ンディスプレイにメッセージが表示さ
れます。

電子キーを長時間使用しないときは、

節電モードに設定することで、電池の
消耗を抑えることができます。
（ P.128）

電子キーは常に電波を受信しているた
め、使用していないあいだでも電池が
消耗します。次のような状態になった
ときは、電池が消耗している可能性が
あります。新しい電池に交換してくだ
さい。

･ スマートエントリー＆スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンが作動しない

･ 作動範囲が狭くなった
･ 電子キーの LEDが点灯しない

電池はお客様自身で交換することができ
ます（ P.377）が、交換の際にキーが
破損するおそれがあるため、トヨタ販売
店での交換をおすすめします。

電池の著しい消耗を防ぐため、次のよ
うな磁気を発生する電化製品の1m以
内に電子キーを保管しないでください。

･ TV
･ パソコン
･ 携帯電話やコードレス電話機、および
充電器

･ 電気スタンド
･ 電磁調理器

スマートエントリー＆スタートシステ
ムによる操作をしなくても、車両周辺
に長時間いると、電池の消耗は早くな
ります。操作をしない場合は、車両周
辺に長時間いないことをおすすめしま
す。

電池の消耗を抑えるため、車両周辺に
長時間いるときは、降車オートロック
機能を一時的に非作動にすることをお
すすめします。（ P.110）

電子キーの状態や、パワースイッチの
モードに関するメッセージが表示され
たとき

車内への電子キーの閉じ込みや、同乗者
による電子キーの持ち出し、電源の切り
忘れなどを防止するため、電子キーやパ

キー

キーの種類

A

B

C
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ワースイッチなどの状態の確認をうなが
すメッセージがマルチインフォメーショ
ンディスプレイに表示されることがあり
ます。その場合は、表示内容に従ってす
みやかに対処してください。

マルチインフォメーションディスプレ
イに「キーの電池残量が少なくなって
います 電池を交換してください」が表
示されたとき

電子キーの電池残量が少なくなっていま

す。新しい電池と交換してください。
（ P.377）

電池の交換方法

P.377

キー登録本数の確認について

車両に登録されたキーの本数を確認する
ことができます。詳しくはトヨタ販売店
へご相談ください。

電子キーの取り扱いについて

マルチインフォメーションディスプレ
イに「新しいキーが登録されました　
詳しくは販売店に問い合わせください」
と表示されたとき

追加で新しく電子キーが登録された場合、
車外から解錠して運転席ドアを開けたと
きにメッセージが表示されることが10
日ほど続きます。電子キーの登録をした
覚えがないにも関わらずメッセージが表
示されたときは、お持ちの電子キー以外
に登録されている電子キーがないかを
トヨタ販売店で確認してください。

注意
キーの故障を防ぐために

落としたり、強い衝撃を与えたり、
曲げたりしない

温度の高いところに長時間放置しな
い

ぬらしたり超音波洗浄器などで洗っ
たりしない

キーに金属製または磁気を帯びた製
品を取り付けたり、近付けたりしな
い

分解しない

電子キー表面にシールなどを貼らな
い

テレビやオーディオ・電磁調理器な
どの磁気を帯びた製品の近くに置か
ない

電気医療機器（マイクロ波治療機器
や低周波治療機器など）の近くに置
いたり、身に付けたまま治療を受け
ない

キーを携帯するとき

電源を入れた状態の電化製品とは
10cm以上離して携帯してください。
10cm以内にあると電化製品の電波と
干渉し正常に機能しない場合がありま
す。
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キーには次のワイヤレス機能が搭
載されています。

全ドアを施錠する（ P.109）

ドアガラスを閉める※

（ P.109）

全ドアを解錠する（ P.109）

ドアガラスを開く※

（ P.109）

パワーバックドア★を開閉する
（ P.117）

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※トヨタ販売店での設定変更が必要です。

メカニカルキーを取り出すには、

解除レバー をスライドさせて
キーを取り出す
メカニカルキーは挿し込み方向に指定の
ある片溝キーです。キーシリンダーに挿
し込めないときは、キー溝面の向きをか
えて挿し込んでください。

使用後はもとにもどし、電子キーと一緒
に携帯してください。電子キーの電池が
切れたときやスマートエントリー＆ス
タートシステムが正常に作動しないとき、
メカニカルキーが必要になります。
（ P.425）

知識
メカニカルキーを紛失したとき

P.424

不正キーの使用について

指定のメカニカルキー以外のキーを使用
すると、キーシリンダーが空まわりして
解錠できません。

注意
スマートエントリー＆スタートシス
テムの故障などで販売店に車両を
持っていくとき

P.425

電子キーを紛失したとき

P.424

ワイヤレス機能について

メカニカルキーを使うには

A

B

C

D

E

A
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3-2. ドアの開閉、ロックのしかた

スマートエントリー＆スタート
システムを使用する

電子キーを携帯して操作します。

1 ドアハンドルを握って解錠する
ハンドル裏面のセンサー部に確実にふれ
てください。
施錠操作後 3秒間は解錠できません。

2 ドアハンドル表面のロックセン
サー（ハンドルのくぼみ部）に
ふれ施錠する

必ず施錠されたことを確認してください。

ワイヤレス機能を使用する

1 全ドアを施錠する
必ず施錠されたことを確認してください。
押し続けるとドアガラスが閉まりま
す。※

2 全ドアを解錠する
押し続けるとドアガラスが開きます。※

※トヨタ販売店での設定が必要です。

知識

降車オートロック機能※

※トヨタ販売店での設定変更が必要です。

次の手順で車から離れることで、自動で
施錠することができます。
1 電子キーを携帯して降車し、すべての
ドアを閉める

車内に電子キーがあると施錠できません。
車内にあるすべての電子キーを携帯して
ください。
2 電子キーの作動範囲内（ P.128）
でブザーが“ピピッ”と鳴るまで待
機する

降車オートロック待機状態になります。
3 降車オートロック待機状態になった
ら、電子キーの作動範囲から離れる

すべてのドアが施錠され、作動の合図で
お知らせします。（ P.111）

約 1分間電子キーの作動範囲から離れな
かったときは、警告ブザーが鳴り、降車

ドア（フロントドア・リヤ
ドア）

スマートエントリー＆スタート
システムやワイヤレスリモコ
ン・ドアロックスイッチ・ロッ
クレバーを使って施錠・解錠で
きます。

車外から解錠／施錠するには
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オートロック待機状態が解除されます。
この場合は、ドアを開閉することで降車
オートロック待機状態にもどります。

パワーバックドア★閉作動中降車オート
ロック機能

パワーバックドア★の閉作動中※1 にも、
降車オートロック機能の手順ですべての
ドアを施錠することができます。※2

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

※1バックドアハンドルを使用したとき
は、機能は作動しません。

※2トヨタ販売店での設定変更が必要で
す。

降車オートロック機能を一時的に非作
動にするには

降車オートロック待機状態のときに電子
キーを携帯し、ブザーが“ピッピー”
と鳴るまでドアハンドルを握り続けるこ
とで、降車オートロック機能を非作動に
することができます。

降車オートロック機能を一時的に非作動
にした場合、次の操作のあとドアを開閉
することで作動可能状態にもどります。

ドアを施錠・解錠する

ハイブリッドシステムを始動する

解錠するドアを切りかえるには

ワイヤレスリモコンを使用して、スマー
トエントリー＆スタートシステムで解錠
できるドアの設定を切りかえることがで
きます。切りかえ操作は、車内または車
から約1m以内の範囲で実施してくださ
い。
1 パワースイッチをOFF にする
2 キー表面のインジケーターが消灯して

いるときに ボタンと同時に、

または （パワーバックド

ア装着車のみ）のいずれかを約 5 秒
間押し続ける

操作を行うごとに次のように設定が切り
かわります。（続けて切りかえ操作を行う
場合は、ボタンから手を離したあと 5秒
以上間隔をあけてから手順 2を行ってく
ださい）

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

オートアラームの誤作動防止のため、登
録後はいったんワイヤレスリモコンで解
錠し、ドアを開閉してください。

（ ボタンを押して30秒以内にド
アを開けなかった場合は、ドアが再び施
錠されオートアラームが設定されます）
オートアラームが作動し警報が鳴ってし
まったときは、作動を停止する操作を
行ってください。（ P.61）

衝撃感知ドアロック解除システム

車両が前後左右から強い衝撃を受けると、

マルチインフォ
メーションディス
プレイ表示／ブ

ザー音

解錠できるドア

車外：“ピピッ”
（3回）

運転席のドアハンド
ルを握ると運転席の
み解錠

助手席のドアハンド
ル・リヤドアのドア
ハンドル★を握る、
またはバックドア
オープンスイッチを
押すと全ドア解錠

車外：“ピピッ”
（2回）

フロントドアのドア
ハンドル・リヤドア
のドアハンドル★を
握る、またはバック
ドアオープンスイッ
チを押すと全ドア解
錠
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すべてのドアが解錠されます。衝撃の度
合いや事故の状況によっては作動しない
ことがあります。

作動の合図

ドアの施錠・解錠を、ブザーと非常点滅
灯の点滅で知らせます。（施錠は 1回、解
錠は 2回）

ドアガラスの開閉をブザーで知らせます。

解錠操作のセキュリティ機能

解錠操作後、約 30秒以内にドアを開け
なかったときは、盗難防止のため自動的
に施錠されます。

セキュリティ機能で施錠されたとき、電
子キーの位置によって室内の作動範囲内
に電子キーがあると検知されると、再度
解錠されることがあります。

ドアハンドル表面のロックセンサーで
施錠できないとき

ドアハンドル表面のロックセンサーに指
でふれても施錠できないときは、手のひ
らでロックセンサーにふれてください。

手袋を着用しているときは、手袋をはず
してください。

半ドア警告ブザー

次のような場合、半ドア警告ブザーが鳴
ります。すべてのドアを完全に閉めてか
ら、もう一度施錠してください。

スマートエントリー＆スタートシステ
ムで施錠操作をしたときに、施錠しよ
うとしたドア以外のドアが開いていた

ワイヤレス機能で施錠操作をしたとき
に、いずれかのドアが開いていた

オートアラームの設定制御

施錠するとオートアラームが設定されま
す。（ P.62）

スマートエントリー＆スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンが正常に働か
ないおそれのあるとき

P.129

スマートエントリー＆ スタートシステ
ムやワイヤレスリモコンが正常に作動
しないとき

メカニカルキーを使ってドアの施錠・
解錠ができます。（ P.425）

電子キーの電池が消耗しているときは、
電池を交換してください。（ P.377）

補機バッテリーがあがったとき

スマートエントリー＆スタートシステム
やワイヤレスリモコンでドアを施錠・解
錠することはできません。

メカニカルキーを使ってドアの施錠・解
錠をしてください。（ P.425）

リヤシートリマインダー機能

リヤシートへの荷物の置き忘れなどを
防止するため、次の操作を行ってから
パワースイッチをOFF にするとブザー
が鳴り、約 6秒間マルチインフォメー
ションディスプレイにメッセージが表
示されます。

･ リヤドアを開閉したあと約 10分以内
にハイブリッドシステムを始動した

･ ハイブリッドシステムが始動している
状態でリヤドアを開閉した

ただし、リヤドアを開けてから約2秒以
内にリヤドアを閉めたときは、リヤシー
トリマインダー機能は作動しません。

リヤシートリマインダー機能は、リヤ
ドアの開閉によりリヤシートに荷物な
どを載せたと判断します。そのため使
い方によっては、リヤシートに荷物な
どを置き忘れていてもリヤシートリマ
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インダー機能が作動しないなど、実際
の状況とは異なる作動をする場合があ
ります。

リヤシートリマインダー機能の作動／
非作動を設定できます。（ P.453）

カスタマイズ機能

キー操作によって解錠されるドアの設定
などを変更できます。
（カスタマイズ一覧： P.445）

ドアロックスイッチを使用する

1 全ドアを施錠する
2 全ドアを解錠する
ロックレバーを使用する

1 ドアを施錠する
2 ドアを解錠する
運転席ドアは、ロックレバーが施錠側に
なっていても、車内のドアレバーを引く
と開きます。

警告
事故を防ぐために

運転中は次のことを必ずお守りくださ
い。
お守りいただかないと、不意にドアが
開き車外に放り出されるなど、重大な
傷害におよぶか、最悪の場合死亡につ
ながるおそれがあります。

すべてのドアを確実に閉め、施錠す
る

走行中はドア内側のドアレバーを引
かない
特に、運転席はロックレバーが施錠
側になっていてもドアが開くため、
注意してください。

お子さまをリヤ席に乗せるときは、
チャイルドプロテクターを使用して
車内からドアが開かないようにする

ドアを開閉するときの留意事項

傾斜した場所・ドアと壁などのあいだ
が狭い場所・強風など、周囲の状況を
確認し、予期せぬ動きにも対処できる
よう、ドアハンドルを確実に保持して
ドアを開閉してください。

ワイヤレスリモコンを使ってドアガ
ラスを操作するとき

ドアガラスに人が挟まれるおそれがな
いことを確認してから操作してくださ
い。またお子さまには、ワイヤレスリ
モコンによる操作をさせないでくださ
い。お子さまや他の人がドアガラスに
挟まれたり巻き込まれたりするおそれ
があります。

車内から解錠／施錠するには
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知識
キーを使わずに外側からフロント席を
施錠するとき

1 ロックレバーを施錠側にする
2 ドアハンドルを引いたままドアを閉め
る

パワースイッチが ACCまたは ONのと
きや、車内に電子キーが放置されている
ときは施錠されません。ただし、キーが
正しく検知されずに施錠される場合があ
ります。

半ドア走行時警告ブザー

全ドアまたはボンネットが確実に閉まっ
ていない状態のまま、車速が約5km/h
をこえると警告ブザーが鳴り、開いてい
るドアまたはボンネットがマルチイン
フォメーションディスプレイに表示され
ます。

施錠側にすると、リヤ席ドアが車
内から開かなくなります。

1 解錠
2 施錠
お子さまが車内からリヤ席ドアを開けら

れないようにできます。両側のリヤ席ド
アを施錠側にしてください。

知識
チャイルドプロテクター使用時のドア
の開け方

ドアを解錠して車外のドアハンドルを引
くと開きます。万一、車内から開ける場
合は、ドアガラスを下げて手を出し、車
外のドアハンドルを引いてください。

次の機能を設定・解除することが
できます。
設定変更のしかたについては、P.442
を参照してください。

チャイルドプロテクター

オートドアロック・アンロック
機能

機能 作動内容

車速感応オートド
アロック

速度が約20km/h
以上になると全ド
アが施錠されます。

シフト操作連動ド
アロック

ハイブリッドシス
テム作動中にシフ
トレバーを P以外
にしたとき全ドア
が施錠されます。

シフト操作連動ア
ンロック

シフトレバーを P
にしたとき全ドア
が解錠されます。

運転席ドア開連動
アンロック

パワースイッチを
OFF にしてから約
45秒以内に運転席
ドアを開けると全
ドアが解錠されま
す。
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バックドア

バックドアは次の方法で施錠・
解錠および開閉することができ
ます。

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

走行する前に

走行前にバックドアが閉まっている
ことを確認してください。
完全に閉まっていないと走行中に突
然開き、車外のものにあたったり、
荷物が投げ出されたりして思わぬ事
故につながるおそれがあります。

ラゲージルームでお子さまを遊ばせ
ないでください。
誤って閉じ込められた場合、熱射病
などを引き起こすおそれがあります。

お子さまにはバックドアの開閉操作
をさせないでください。
不意にバックドアが開いたり、閉め
るときに手・頭・首などを挟んだり
するおそれがあります。

走行中の留意事項

走行中はバックドアを閉めてくださ
い。
開けたまま走行すると、バックドア
が車外のものにあたったり荷物が投
げ出されたりして、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

ラゲージルームには絶対に人を乗せ
ないでください。
急ブレーキ・急旋回をかけたときや
衝突したときなどに、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

バックドアの操作にあたって

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなど
して重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

バックドアを開ける前に、バックド
アに貼り付いた雪や氷などの重量物
を取り除いてください。開いたあと
に重みでバックドアが突然閉じるお
それがあります。

バックドアを開閉するときは、十分
に周囲の安全を確かめてください。

人がいるときは、安全を確認し、動
かすことを知らせる「声かけ」をし
てください。

強風時の開閉には十分注意してくだ
さい。
バックドアが風にあおられ、勢いよ
く開いたり閉じたりするおそれがあ
ります。

パワーバックドア非装着車：半開状
態で使用すると、バックドアが突然
閉じて重大な傷害を受けるおそれが
あります。
特に傾斜した場所では、平坦な場所
よりもバックドアの開閉がしにくく、
急にバックドアが開いたり閉じたり
するおそれがあります。必ずバック
ドアが全開で静止していることを確
認して使用してください。
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スマートエントリー＆スタート
システムを使用する

電子キーを携帯して操作します。

1 全ドアを解錠する
施錠操作後 3秒間は解錠できません。

2 全ドアを施錠する
必ず施錠されたことを確認してください。

ワイヤレス機能を使用する
P.109

知識
作動の合図

P.111

解錠操作のセキュリティ機能

P.111

警告
パワーバックドア装着車：傾斜が急
な場所で半開状態で使用すると、
バックドアが突然閉じて重大な傷害
を受けるおそれがあります。必ず
バックドアが静止していることを確
認して使用してください。

バックドアを閉めるときは、指など
を挟まないよう十分注意してくださ
い。

パワーバックドア非装着車：バック
ドアは必ず外から軽く押して閉めて
ください。バックドアハンドルを
持ったままバックドアを閉めると、
手や腕を挟むおそれがあります。

バックドアダンパーステー（パワー
バックドア非装着車）（ P.117）、
またはスピンドルユニット（パワー
バックドア装着車）（ P.125）を
持ってバックドアを閉めたり、ぶら
下がったりしないでください。手を
挟んだり、バックドアダンパース
テー（パワーバックドア非装着車）
またはスピンドルユニット（パワー
バックドア装着車）が破損したりし
て、思わぬ事故につながるおそれが
あります。

パワーバックドア非装着車：バック
ドアにキャリアなどの重いものを取
り付けると、開けたあとにドアが突
然閉じて、手・頭・首などを挟むお
それがあります。バックドアへのア
クセサリー用品の取り付けは、
トヨタ純正品を使用することをおす
すめします。

車外から解錠／施錠するには
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ドアロックスイッチを使用する
P.112

開ける
バックドア解錠時に、バックドア
オープンスイッチを押したまま、
バックドアを持ち上げる

閉める

バックドアハンドル を持って
バックドアを引き下げ、必ず外か
ら押して閉めてください。
引き下げるときは、バックドアハンドル

を持って、横方向に力をかけないよ
うに引き下げます。

知識
ラゲージルームランプ

バックドアを開けたとき、ラゲージ
ルームランプが点灯します。

パワースイッチがOFF の場合、ラゲー
ジルームランプが点灯したままのとき
は、約20分後に自動消灯します。

バックドアが開かないとき

バックドアのロックを内側から解除する
ことができます。
1 カバーをはずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

2 ネジをゆるめる

3 カバーをまわす

4 レバーを押す

車内から解錠／施錠するには

バックドアを開閉するには（パ
ワーバックドア非装着車）

A

A
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5 取り付けるときは、取りはずしたとき
と逆の手順で取り付ける

ワイヤレス機能を使用して開閉
する

スイッチを約1秒押し続ける
ブザーが鳴りバックドアが自動で開閉し

ます。※

※カスタマイズ機能により、施錠時から
でも作動できるように設定できます。

バックドアを解錠してから操作してくだ
さい。

開閉作動中にスイッチを押すと、作動が
停止します。作動が停止した状態から再
度スイッチを約 1秒間押し続けると、
バックドアは反転作動します。

車内からスイッチ操作で開閉す
る

スイッチを約 1 秒押し続ける
ブザーが鳴りバックドアが自動で開閉し
ます。

バックドアを解錠してから操作してくだ
さい。

開閉作動中にスイッチを押すと、作動が
停止します。作動が停止した状態から再
度スイッチを約 1秒間押し続けると、
バックドアは反転作動します。

注意
ダンパーステーについて

バックドアにはバックドアを支えるた
めのダンパーステーが取り付けられて
います。ダンパーステーの損傷や作動
不良を防ぐため次のことをお守りくだ
さい。

ビニール片・ステッカー・粘着材な
どの異物をステーのロッド部（棒部）
に付着させない

ロッド部を軍手などでふれない

バックドアにトヨタ純正品以外のア
クセサリー用品を付けない

ステーに手をかけたり、横方向に力
をかけたりしない

バックドアを開閉するには（パ
ワーバックドア装着車）
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バックドアのスイッチを使用し
て開閉する
開ける

バックドア解錠時：バックドアオープン
スイッチを押す

バックドア施錠時：電子キーを携帯して、
バックドアオープンスイッチを押し続け
る

ブザーが鳴りバックドアが自動で開きま
す。

バックドアが開く途中でスイッチを押す
と、作動が停止します。

閉じる

バックドア下部の スイッチを押す

ブザーが鳴りバックドアが自動で閉まり
ます。

バックドアが閉まる途中で スイッ

チを押すと、作動が停止します。作動が

停止した状態から再度 スイッチを

押すと、バックドアは自動で開きます。

バックドアを閉じたあと全ドア
を施錠する（クローズ＆ロック
機能）

バックドア以外のすべてのドアを閉じて、
電子キーを携帯してバックドア下部の

スイッチを押す

通常ブザーと異なるブザー音が鳴り、パ
ワーバックドアが自動で閉まります。パ
ワーバックドア以外のすべてのドアが施
錠され、パワーバックドアも閉まると同
時に施錠されます。すべてのドアが閉ま
り施錠されると、作動の合図でお知らせ
します。（ P.111）

バックドアが閉まる途中で スイッ

チを押すと、作動が停止します。作動が

停止した状態から再度 スイッチを

押すと、バックドアは自動で閉まります。
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バックドアハンドルを使用して
閉じる

バックドアハンドル を持って
バックドアを引き下げる
ブザーが鳴りバックドアクローズアシス
ト機能（ P.120）が作動し、バックド
アが自動で閉まります。

キックセンサーを使用して開閉
する（ハンズフリーパワーバッ
クドア）★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

リヤバンパー中央の下部に足を近
付けて離す動作をすることで、
バックドアを自動で開閉すること
ができます。キックセンサーを使
用して開閉するときは、パワース
イッチがOFF、かつキックセン
サーの作動がONで（ P.92）、
電子キーを携帯していることを確
認してください。
1 電子キーを携帯し、スマートエ
ントリー＆スタートシステムの
作動範囲内でリヤバンパーから

約30～ 50cm離れた位置に
立つ

キックセンサー

ハンズフリーパワーバックドア
作動検知エリア

スマートエントリー＆スタート
システム作動検知エリア
（ P.128）
2 足をリヤバンパーから約
10cmの距離になるまで近付
けて引く

足を近付けて引く動作を 1 秒以内に行っ
てください。

足先をリヤバンパーの下に入れたままで
は作動しません。

リヤバンパーに足先をあてずに非接触で
操作してください。

車室内またはラゲージルーム内に他の電
子キーがあると、作動までの時間が少し
長くなることがあります。

A

A

B

C
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キックセンサー

ハンズフリーパワーバックドア
作動検知エリア

3 足を引く動作をキックセンサー
が検知するとブザーが鳴り、そ
の後バックドアが自動で全開・
全閉します。

バックドアの開閉作動中に再度操作をす
ると、作動を停止します。

作動が停止した状態から再度操作をする
と、バックドアは反転作動します。

知識
ラゲージルームランプ

バックドアを開けたとき、ラゲージ
ルームランプが点灯します。

パワースイッチがOFFの場合、ラゲー
ジルームランプが点灯したままのとき
は、約20分後に自動消灯します。

バックドアイージークローザー

バックドアが半ドア状態になったとき、
バックドアイージークローザーが作動し、
バックドアが自動で完全に閉まります。

パワースイッチがどの状態であっても、
バックドアイージークローザーは作動し
ます。

パワーバックドアの作動条件

次の作動条件を満たしているときに作動
します。

パワーバックドアの作動がONのとき
（ P.92）

バックドアが解錠されているとき

ただし電子キーを携帯してバックドア
オープンスイッチを押し続けたときは
バックドアが施錠されていてもパワー
バックドアは作動します。（ P.118）

パワースイッチがONのとき開作動する

には、上記に加え、車速が約 3km/h
未満で次のいずれかの条件を満たす必
要があります。

･ パーキングブレーキがかかっている
･ ブレーキペダルを踏んでいる
･ シフトレバーがPの位置にある

パワーバックドアの作動について

作動開始時にブザーが鳴り、非常点滅
灯が2回点滅します。

パワーバックドアの作動がOFF のとき
は、パワーバックドアは作動しません
が手動で開閉できます。

パワーバックドアが自動で開いている
ときに、人や異物などにより異常を感
知すると、作動が停止します。

挟み込み防止機能

パワーバックドアの左右端部には、セン
サーが付いています。ドアを自動で閉め
ているときに、挟み込みなどによりセン
サーが押されると挟み込み防止機能が作
動し、その位置からドアは自動的に反対
方向に少し動き、作動が停止します。

落下防止機構

バックドアが自動で開くときに無理な力
がかかると、バックドアが急激に落下し
ないようにブレーキをかけます。

バックドアクローズアシスト機能

バックドアが開いているときに手動で
バックドアを下げると、バックドアク
ローズアシスト機能が作動し、自動で全
閉します。

A

B
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予約ドアロック機能について

パワーバックドアの自動閉作動中に、あ
らかじめ全ドアの施錠を予約する機能で
す。

次の操作をすると、パワーバックドア以
外のすべてのドアが施錠され、パワー
バックドアも閉まると同時に施錠されま
す。
1 バックドア以外のすべてのドアを閉じ
る

2 パワーバックドアの自動閉作動中にド
アハンドルのロックセンサーにふれて
スマートエントリー＆スタートシステ
ムによる施錠操作を行う
（ P.109）、またはワイヤレスリモ
コンによる施錠操作を行う
（ P.109）

すべてのドアが閉まり施錠されると、作
動の合図でお知らせします。（ P.111）

予約ドアロック機能使用時、施錠操作
をしたあとに、キーを車内にもどすと、
車内にキーが閉じ込められることがあ
ります。
予約ドアロック機能は、必ずキーを携
帯した状態で使用してください。

予約ドアロック操作をしてパワーバッ
クドアが自動閉作動中に、挟み込み防
止機能が作動するなど停止操作が行わ
れると、予約ドアロック機能が解除さ
れすべてのドアが解錠されます。

車から離れるときは、すべてのドアが
閉まり施錠されたことを確認してくだ
さい。

クローズ＆ロック機能の作動条件

次の作動条件を満たしているときに作動
します。

車内に電子キーがない

バックドア以外のドアがすべて閉じて
いる

パワースイッチがOFFのとき

クローズ＆ロック機能が正常に作動し
ない状況

クローズ＆ロック機能は、次のような状
況では作動しないことがあります。

電子キーを持った手でパワーバックド

ア下部の スイッチを押したとき

地面に置いたかばんなどに電子キーを
入れたままパワーバックドア下部の

スイッチを押したとき

パワーバックドア下部の スイッチ

から離れた位置から押したとき

ハンズフリーパワーバックドア★の作動
条件

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

次の作動条件を満たしているときに自動
で開閉できます。

キックセンサーの作動がONのとき
（ P.92）

パワースイッチがOFF のとき

電子キーが作動範囲内にあるとき
（ P.128）

足をリヤバンパー中央の下部に近付け
て離す動作をしたとき（手やひじ、ひ
ざなどでも作動します）

ハンズフリーパワーバックドア★が正常
に作動しない状況

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

ハンズフリーパワーバックドアは、次の
ような状況では作動しないことがありま
す。

足先をリヤバンパーの下に入れたまま
のとき

リヤバンパーに足先が強くあたったと
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きや、一定時間ふれたとき

リヤバンパーに一定時間ふれた場合は、
少し時間をおいてから再度操作してくだ
さい。

人がリヤバンパーに近すぎる位置で操
作したとき

電子キーと車両間の通信をさまたげる
電波があるとき（ P.129）

コインパーキング・ガソリンスタンド・
ロードヒーター・蛍光灯などキックセ
ンサーの感度をさまたげる電波やノイ
ズがある場所に駐車したとき

近くにテレビ塔や発電所・ラジオ放送
局・大型ディスプレイ・空港があるな
ど、強い電波やノイズの発生する場所
にいるとき

洗車や大雨などでリヤバンパーに大量
の水がかかっているとき

リヤバンパーの表面に泥・雪・氷など
が付着したとき

リヤバンパーに草木などの動くものが
ふれる状態が長時間続いたとき

リヤバンパーにアクセサリー用品を付
けたとき
アクセサリー用品を取り付けた場合は、
キックセンサーの作動をOFF にしてく
ださい。

ハンズフリーパワーバックドア★の誤作
動を防ぐために

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

ハンズフリーパワーバックドアは、電子
キーが作動範囲内にあるとき、次のよう
な状況で意図せず作動するおそれがあり
ます。

誤作動を防ぐために、電子キーが作動範
囲内に入らないようにするか、キックセ
ンサーの作動をOFF にしてください。
（ P.92）

洗車や大雨などでリヤバンパーに大量
の水がかかっているとき

リヤバンパーの汚れを拭き取る動作を
したとき

小動物やボールなどがリヤバンパーの
下を横切ったとき

リヤバンパーの下のものを取る動作を
したとき

リヤバンパーに腰かけて、足を動かし
たとき

リヤバンパーに足や体をふれながら車
両を横切ったとき

コインパーキング・ガソリンスタンド・
ロードヒーター・蛍光灯などキックセ
ンサーの感度をさまたげる電波やノイ
ズがある場所に駐車したとき

近くにテレビ塔や発電所・ラジオ放送
局・大型ディスプレイ・空港があるな
ど、強い電波やノイズの発生する場所
にいるとき

リヤバンパーの近くに草木などがある
場所に駐車したとき

リヤバンパーの近くで荷物などの積み
降ろしをしたとき

リヤバンパーの近くでアクセサリー用
品やカーカバーの着脱作業したとき

けん引されるとき

補機バッテリーを再接続したとき

パワーバックドアを適切に作動させるた
めに、初期設定としてバックドアを手動
で一度全閉にしてください。

バックドアが開かないとき

バックドアのロックを内側から解除する
ことができます。
1 カバーをはずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。
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2 ネジをゆるめる

3 カバーをまわす

4 レバーを押す

5 取り付けるときは、取りはずしたとき
と逆の手順で取り付ける

カスタマイズ機能

パワーバックドアの全開時の開度などを
変更できます。（カスタマイズ一覧：  
P.447）

警告
バックドアイージークローザーにつ
いて

バックドアが半ドア状態になったと
き、バックドアイージークローザー
が作動し自動で完全に閉まります。
また、作動し始めるまでに数秒かか
ります。指などを挟まないように注
意してください。骨折など重大な傷
害を受けるおそれがあります。

バックドアイージークローザーは、
パワーバックドアの作動がOFF のと
きにも作動するため、指などの挟み
込みには十分注意してください。

パワーバックドアについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなど
して重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

周辺の安全を確かめ、障害物がない
か、身のまわりの品が挟み込まれる
危険がないか確認してください。

人がいるときは、作動させる前に安
全を確認し、動かすことを知らせる
「声かけ」をしてください。

自動開閉中にパワーバックドアの作
動をOFF にすると、作動が停止し手
動操作に切りかわります。この場合、
バックドアが急に開いたり閉じたり
するおそれがあるので、十分注意し
てください。
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警告
自動開閉中に作動条件（ P.120）
を満たさなくなったときは、ブザー
が鳴り、作動が停止し手動操作に切
りかわる場合があります。
この場合、坂道などの傾斜した場所
ではバックドアが急に開いたり閉じ
たりするおそれがあるので十分注意
してください。

傾斜した場所では、開いたあとにド
アが突然閉じる場合があります。必
ずドアが静止していることを確認し
てください。

次のような場合、システムが異常と
判断して自動作動が停止し、手動操
作に切りかわることがあります。こ
の場合、バックドアが急に開いたり
閉じたりするおそれがあるので、十
分注意してください。

･ 自動作動中、障害物に干渉したとき

･ ハイブリッドシステム停止時でパ
ワーバックドアが自動作動している
ときに、パワースイッチをONにし
たりハイブリッドシステムを始動し
たりして、補機バッテリー電圧が急
に低下したとき

バックドアにキャリアなどの重いも
のを取り付けると、自動で作動でき
ずにパワーバックドアが故障したり、
開いたあとにドアが突然閉じて、
手・頭・首などを挟むおそれがあり
ます。バックドアへのアクセサリー
用品の取り付けは、トヨタ純正品を
使用することをおすすめします。

挟み込み防止機能

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなど
して重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

挟み込み防止機能を故意に作動させ
ようとして、体の一部を挟んだりし
ないでください。

挟み込み防止機能は、バックドアが
完全に閉まる直前に異物を挟むと作
動しない場合があります。指などを
挟まないように注意してください。

挟み込み防止機能は、挟まれるもの
の形状や挟まれかたによっては作動
しない場合があります。指などを挟
まないように注意してください。

ハンズフリーパワーバックドア★に
ついて

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ハンズフリーパワーバックドアを操作
するときは、次のことを必ずお守りく
ださい。お守りいただかないと、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

周辺の安全を確かめ、障害物がない
か、身のまわりの品が挟み込まれる
危険がないか確認してください。

リヤバンパー下の中央付近に足を出
し入れする際は、排気管にふれない
ように注意してください。熱くなっ
ている排気管にふれると、やけどを
するおそれがあります。

リヤバンパーの下のスペースが狭い
場合は、操作しないでください。
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注意
スピンドルユニットについて

バックドアにはバックドアを支えるた
めのスピンドルユニットが取り付けら
れています。スピンドルユニットの損
傷や作動不良を防ぐため次のことをお
守りください。

ビニール片・ステッカー・粘着材な
どの異物をスピンドルユニットに付
着させない

バックドアにトヨタ純正品以外のア
クセサリー用品を付けない

スピンドルユニットに手をかけたり、
横方向に力をかけたりしない

バックドアイージークローザーの故
障を防ぐために

バックドアイージークローザーの作動
中は無理な力をかけないでください。
無理な力をかけると、バックドアイー
ジークローザーの故障の原因になりま
す。

パワーバックドアの故障を防ぐため
に

パワーバックドアを作動させる前に、
凍結によるバックドアの貼り付きが
ないことを確認してください。バッ
クドアに無理な力がかかっている状
態で作動させると、故障の原因にな
ります。

パワーバックドアの作動中は、バッ
クドアに無理に力をかけないでくだ
さい。

パワーバックドア左右端部のセン
サー（ P.120）を刃物などの鋭利
なもので傷付けないように注意して
ください。センサーが切断されると
自動で閉めることができなくなりま
す。

クローズ＆ロック機能について

クローズ＆ロック機能でパワーバック
ドアを閉じると、通常ブザーと異なる
ブザー音が鳴り作動します。

正常に作動開始したことを確認するた
め、通常ブザーと異なるブザー音が
鳴ったことを確認してください。

またパワーバックドアが完全に閉じ施
錠されると、すべてのドアが施錠され
たことを作動の合図でお知らせします。
（ P.111）

車から離れるときは、作動の合図を確
認し、全ドアが施錠されたことを確認
してください。

ハンズフリーパワーバックドア★に
ついて

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

キックセンサーは、リヤバンパーの内
側に設置されています。ハンズフリー
パワーバックドアを正しく作動させる
ために次のことをお守りください。

リヤバンパーは常にきれいにしてお
く
リヤバンパーに汚れや着雪などがあ
る場合、キックセンサーが作動しな
くなることがあります。その場合、
汚れや雪を落としたあと、現在の位
置から車両を動かしてから作動する
か確認を行ってください。それでも
作動しない場合はトヨタ販売店にて
点検を受けてください。

リヤバンパーに親水性コーティング
などの液体を塗らない
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マルチインフォメーションディス
プレイの 画面から、「車両設定」
-「PBD」画面を表示することで、
パワーバックドアの設定を変更す
ることができます。（ P.90）
パワーバックドアの設定を変更した場合、

パワースイッチをOFF にしても設定内
容はリセットされません。設定をもとに
もどすには、再度、マルチインフォメー

ションディスプレイの 画面での設定
操作が必要です。

パワーバックドアを自動で開けた
ときに、開く位置を調整できます。
1 バックドアをお好みの位置で停
止させる（ P.117）

2 バックドア下部の スイッチ

を約 2秒間押し続ける
設定が完了するとブザーが 4回鳴りま
す。

次回パワーバックドアを開けると、その
位置でバックドアが停止します。

知識
バックドア自動開停止位置を初期状態
の位置にもどすには

バックドア下部の スイッチを約7 

秒間押し続けてください。

ブザーが 4回鳴ったあと、さらに 2回鳴
ります。次回パワーバックドアを開ける
操作をすると、初期状態の位置までバッ

注意
リヤバンパーに草木など動くものを
近付けない
リヤバンパーに草木などの動くもの
がふれる状態が長期間続いたときは、
キックセンサーが作動しなくなるこ
とがあります。その場合、現在の位
置から車両を動かしてから作動する
か確認を行ってください。それでも
作動しない場合はトヨタ販売店にて
点検を受けてください。

リヤバンパーへの強い衝撃を避ける
リヤバンパーが強い衝撃を受けると、
キックセンサーが正常に作動しなく
なるおそれがあります。次のような
場合にキックセンサーが作動しない
ときは、必ずトヨタ販売店で点検を
受けてください。

･ キックセンサーやキックセンサー周
辺に強い衝撃を受けた

･ リヤバンパーに傷や破損がある

リヤバンパーを分解しない

リヤバンパーにステッカーを貼らな
い

リヤバンパーを塗装しない

パワーバックドアに自転車キャリア
などを取り付けた場合は、キックセ
ンサーの作動をOFF にする

パワーバックドアの設定を変更
するには（パワーバックドア装
着車）

バックドア自動開停止位置調整
について（パワーバックドア装
着車）
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クドアが開きます。

カスタマイズ機能

マルチインフォメーションディスプレイ
からもパワーバックドアの自動開停止位
置の変更ができます。（ P.80, 90）

バックドア下部の スイッチまたはマ

ルチインフォメーションディスプレイの
うち、最後に設定した方の停止位置が優
先されます。

知識
アンテナの位置

車外アンテナ（フロントドア）

車外アンテナ（リヤドア）★

車外アンテナ（バックドア）

車室内アンテナ

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

スマートエントリー＆ス
タートシステム

電子キーをポケットなどに携帯
していると、次の操作が行えま
す。必ず運転者が携帯してくだ
さい。
ドアを施錠・解錠する
（ P.109）

バックドアを施錠・解錠する
（ P.115）

ハイブリッドシステムを始動
する（ P.184）

A

B

C

D
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作動範囲（電子キーの検知エリア）

ドアの施錠・解錠時

フロントドアのドアハンドル・リヤドア
のドアハンドル★・バックドアオープンス
イッチから周囲約 70cm以内で電子キー
を携帯している場合に作動します。（電子
キーを検知しているドアハンドルのみ作
動します）

ハイブリッドシステム始動時またはパ

ワースイッチ切りかえ時

車内で電子キーを携帯している場合に作
動します。
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

警告音が鳴ったり警告表示が出たりし
たとき

誤操作などによる予期せぬ事故や盗難を
防ぐため、警告音が鳴ったり、マルチイ
ンフォメーションディスプレイに警告が
表示されることがあります。警告が表示
されたときは、ディスプレイの表示をも
とに適切に対処してください。

警告音のみが鳴る場合の状況と対処方法
は次の通りです。

車外から警告音が“ピー”と5 秒鳴る

車内から“ポーン、ポーン”と鳴り続
ける

節電機能

長期駐車時に電子キーの電池と車両の補
機バッテリーあがりを防止するため、節
電機能が働きます。

次の状況では、スマートエントリー＆
スタートシステムによる解錠に時間が
かかる場合があります。

･ 車の外約 3.5m以内に電子キーを 2分
以上放置した

･ 5日間以上スマートエントリー＆ス
タートシステムを使用しなかった

14日間以上スマートエントリー＆ス
タートシステムを使用しなかった場合、
運転席以外での解錠ができなくなりま
す。この場合は、運転席のドアハンド
ルを握る、もしくは、ワイヤレス機能、
メカニカルキーで解錠してください。

電子キーを節電モードにするには

節電モードに設定すると、電子キーに
よる電波の受信待機を停止し、電子
キーの電池の消耗を抑えることができ
ます。

電子キーの を押しながら、

を 2 回押し、電子キーのインジ
ケーターが 4回光ることを確認してくだ
さい。

節電モード中は、スマートエントリー＆
スタートシステムを使用できません。節
電モードを解除するには、電子キーのい
ずれかのスイッチを押してください。

状況 対処方法

いずれかのドアが開いて
いるときにスマートエン
トリー＆スタートシステ
ムで施錠しようとした

全ドアを閉め
たあと、再度
施錠する

A

B

状況 対処方法

運転席ドアが開いている
状態でパワースイッチを
ACC にした（パワース
イッチが ACC のとき運
転席ドアを開いた）

パワースイッ
チをOFF に
したあと、運
転席ドアを閉
める
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長期間使用しない電子キーは、節電
モードにしておくことをおすすめしま
す。

電子キーの機能が停止するとき

電子キーを置いたままにするなど、一定
時間電子キーの位置に変化がなかった場
合、電池の消耗を抑えるために電子キー
の機能が停止します。
この場合は、電子キーを持ち上げるなど
して位置を動かすことで、自動的に復帰
します。

機能が正常に働かないおそれのある状
況

スマートエントリー＆スタートシステム
は微弱な電波を使用しています。次のよ
うな場合は電子キーと車両間の通信をさ
またげ、スマートエントリー＆スタート
システムやワイヤレスリモコン、イモビ
ライザーシステムが正常に作動しない場
合があります。

電子キーの電池が消耗しているとき

近くにテレビ塔や発電所・ガソリンス
タンド・放送局・大型ディスプレイ・
空港があるなど、強い電波やノイズの
発生する場所にいるとき

電子キーが、次のような金属製のもの
に接していたり、覆われたりしている
とき

･ アルミ箔などの金属の貼られたカード
･ アルミ箔を使用したタバコの箱
･ 金属製の財布やかばん
･ 小銭
･ カイロ
･ CDや DVDなどのメディア

近くで他の電波式ワイヤレスリモコン
を使用しているとき

電子キーを、次のような電波を発信す
る製品と同時に携帯しているとき

･ 無線機や携帯電話・コードレス式電話
などの無線通信機器

･ 他の車の電子キーや電波式ワイヤレス
リモコン

･ パソコンや携帯情報端末（PDAなど）
･ デジタルオーディオプレーヤー
･ ポータブルゲーム機器

リヤウインドウガラスに金属を含む
フィルムなどが貼ってあるとき

充電器など電子機器の近くに電子キー
を置いた場合

コインパーキングなど通信をさまたげ
る電波がある場所に駐車したとき

スマートエントリー＆スタートシステム
でドアを施錠・解錠できない場合は、次
の方法を試してください。

ドアハンドルに電子キーを近付けて操
作する

ワイヤレス機能を使用する

上記の方法でも施錠・解錠できない場合
は、メカニカルキーを使用してください。
（ P.108）

また、スマートエントリー＆スタートシ
ステムでハイブリッドシステムが始動で
きない場合は、P.426 を参照してくださ
い。

ご留意いただきたいこと

電子キーが作動範囲内（検知エリア内）
にあっても、次のような場合は正しく
作動しないことがあります。

･ ドアの施錠・解錠時に電子キーがドア
ガラスやドアハンドルに近付きすぎて
いる、または地面の近くや高い場所に
ある

･ ハイブリッドシステム始動時またはパ
ワースイッチの切りかえ時に、電子
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キーがインストルメントパネルやフロ
ア上・ドアポケット・またはグローブ
ボックス内などに置かれている

インストルメントパネル上面やドアポ
ケット付近に電子キーを置いたまま車
外に出ると、電波の状況によっては車
外アンテナに検知され車外から施錠で
き、電子キーが車内に閉じ込められる
おそれがあります。

電子キーが作動範囲内にあれば、電子
キーを携帯している人以外でも施錠・
解錠できます。ただし、電子キーを検
知しているドア以外では解錠できませ
ん。

車外でも電子キーがドアガラスに近付
いていると、ハイブリッドシステムを
始動できることがあります。

電子キーが作動範囲内にあるとき、洗
車や大雨などでドアハンドルに大量の
水がかかると、ドアが施錠・解錠する
ことがあります。（ドアの開閉操作がな
ければ、解錠されても約 30秒後に自
動で施錠します）

ワイヤレスリモコンなどでの施錠時に
キーが車両の近くにあると、スマート
エントリー＆スタートシステムでの解
錠ができないことがあります。（ワイヤ
レスリモコンを使用すると解錠できま
す）

手袋を着用していると施錠・解錠しな
いことがあります。

ロック操作は、連続で 2回まで有効で
す。3回目以降はロック動作しません。

電子キーを携帯したまま洗車をすると、
水がドアハンドルにかかったときに施
錠・解錠をくり返すことがあります。
その場合は次のような処置をしてくだ
さい。

･ キーを車両から約 2m以上離れた場所
に置く（盗難に注意し保管してくださ
い）

･ キーを節電モードに設定してスマート
エントリー＆スタートシステムの作動
を停止する（ P.128）

洗車機での洗車中にキーが車内にある
と、水がドアハンドルにかかったとき
に、マルチインフォメーションディス
プレイに警報が表示され車外のブザー
が吹鳴することがあります。すべての
ドアを施錠すると警報は止まります。

ロックセンサーの表面に氷や雪、泥が
付着すると、センサーが反応しないこ
とがあります。その場合は氷や雪、泥
を取り除いて再度操作してください。

すばやいドアハンドル操作や、車外ア
ンテナの作動範囲内へ入ってすぐのド
アハンドル操作では、解錠しないこと
があります。センサーにふれ解錠した
ことを確認してからドアハンドルを引
いてください。

作動範囲内に他の電子キーがあると、
解錠に時間がかかることがあります。

降車オートロック機能※1 についてご留
意いただきたいこと

※1トヨタ販売店での設定変更が必要で
す。

車内に人が乗っている場合でも、車内
に電子キーがないときは降車オート
ロック機能が作動します。施錠したく
ないときは、降車オートロック機能を
一時的に非作動にしてください。
（ P.110）
乗員を残して施錠するとオートアラー
ムが作動することがあります。

洗車機などの大きな金属物が動くよう
な場所では、電子キーの位置が正しく
検知されないおそれがあります。降車
オートロック機能の誤作動を防ぐため
に、車から離れるときは車内に電子
キーを残さないでください。

すべてのドアを閉めたあと（パワー
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バックドア★閉作動中も含む※2）に次
の操作をすると、降車オートロック機
能が解除されます。

･ ブレーキペダルを踏む
･ パワースイッチを押す
･ 降車オートロック機能以外で施錠・解
錠する

降車オートロック機能を作動させるには、
いずれかのドアを開閉（パワーバックド
ア★閉作動開始も含む※2）してくださ
い。

電子キーのスイッチを押し続けている
場合、降車オートロック機能が正常に
作動しないおそれがあります。

降車オートロック待機状態のときにい
ずれかのドアを開けると、降車オート
ロック機能が解除されます。※2

すべてのドアが閉じたときに電子キー
が作動範囲内にない場合でも、一定時
間内に電子キーが作動範囲内に入ると
降車オートロック機能が作動しま
す。※2

電池残量が少ないときは、降車オート
ロック機能が正常に作動しないおそれ
があります。

降車オートロック機能を一時的に非作
動にする（ P.110）とき、ブザーが
鳴る前に次の操作をすると、降車オー
トロック機能は非作動になりません。

･ いずれかのドアを開ける
･ ブレーキペダルを踏む
･ パワースイッチを押す

降車オートロック機能を一時的に非作動
にするには、いずれかのドアを開閉した
あと、操作をやり直してください。

降車オートロック機能を一時的に非作
動にする（ P.110）ときは、施錠さ
れていないドアのドアハンドルを握っ
てください。

降車オートロック機能を一時的に非作

動にする（ P.110）ときにブザーが
鳴らない場合は、電子キーの位置を確
認してから再度ドアハンドルを握って
ください。

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

※2パワーバックドア閉作動中降車オート
ロック機能（ P.110）の設定を有効
にしている場合は同様にご留意くださ
い。

長期間運転しないとき

盗難防止のため、電子キーを車両から
2m以上離しておいてください。

あらかじめスマートエントリー＆ス
タートシステムを非作動にすることが
できます。（ P.446）

電子キーを節電モードに設定すると、
電池の消耗を抑えることができます。
（ P.128）

システムを正しく作動させるために

電子キーを必ず携帯した上で作動させて
ください。また、車外から操作する場合
は電子キーを車両に近付けすぎないよう
にしてください。
作動時の電子キーの位置や持ち方によっ
ては、電子キーが正しく検知されず、シ
ステムが正しく作動しないことがありま
す。（誤って警報が鳴ったり、キー閉じ込
み防止機能が働かないこともあります）

電子キーが正常に働かないとき

ドアの施錠・解錠（ P.425）

ハイブリッドシステムの始動
（ P.426）

カスタマイズ機能

スマートエントリー＆スタートシステム
を非作動にするなどの変更ができます。
（カスタマイズ一覧： P.446）

カスタマイズ機能でスマートエントリー
＆スタートシステムを非作動にしたとき
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は、次の操作の説明を参照してください。

ドアの施錠・解錠：ワイヤレス機能、
またはメカニカルキーを使ってドアの
施錠・解錠ができます。（ P.109, 
425）

ハイブリッドシステムの始動・パワー
スイッチのモード切りかえ： P.426

ハイブリッドシステムの停止：P.186

警告
電波がおよぼす影響について（ス
マートエントリー＆スタートシステ
ムアンテナ）

植込み型心臓ペースメーカー、植込
み型両心室ペーシングパルスジェネ
レータまたは植込み型除細動器を装
着されている方は、アンテナ
（ P.127）から約22cm以内に近
付かないようにしてください。電波
により植込み型心臓ペースメーカー、
植込み型両心室ペーシングパルス
ジェネレータまたは植込み型除細動
器の作動に影響を与えるおそれがあ
ります。

植込み型心臓ペースメーカー、植込
み型両心室ペーシングパルスジェネ
レータまたは植込み型除細動器以外
の医療用電気機器を使用される場合
は、電波による影響について医療用
電気機器製造業者などに事前に確認
してください。電波により医療用電
気機器の動作に影響を与えるおそれ
があります。

スマートエントリー＆スタートシステ
ムを非作動にすることもできます。詳
しくはトヨタ販売店にお問い合わせく
ださい。
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3-3. シートの調整

マニュアルシート装着車

1 前後位置調整
2 リクライニング調整
3 シート全体の上下調整（運転席
のみ）

パワーシート装着車

1 前後位置調整
2 リクライニング調整
3 クッション前端の上下調整（運
転席のみ）

4 シート全体の上下調整（運転席
のみ）

5 腰部前後調整（ランバーサポー
ト）（運転席のみ）

6 腰部上下調整（ランバーサポー
ト）★（運転席のみ）

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識
シートを調整するとき

ヘッドレストが天井にあたらないよう注
意してください。

パワーイージーアクセスシステム★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

パワースイッチのモード切りかえ・運転
席シートベルトの脱着に連動して、ハン
ドルとシートが動きます。（ P.136）

フロントシート

シートの前後・上下位置などの
調整ができます。
正しい運転姿勢がとれるよう調
整してください。（ P.23）

調整するには



134 3-3. シートの調整

リクライニング調整レバー を引
いて、背もたれを調整します。

警告
シートを調整するとき

同乗者がシートにあたってけがをし
ないように注意してください。

シートの下や動いている部分に手を
近付けないでください。
指や手を挟み、重大な傷害を受ける
おそれがあり危険です。

足元のスペースを確保し足を挟まな
いように注意してください。

マニュアルシート装着車は、シート
調整後はきちんと固定されているこ
とを確認してください。

リクライニング調整について

背もたれは必要以上に倒さないでくだ
さい。
必要以上に倒しすぎると、事故のとき
に体がシートベルトの下にもぐり、腹
部などに強い圧迫を受けたり肩部ベル
トが首にかかるなどして、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

リヤシート

レバーの操作で、リクライニン
グの調整や背もたれを倒すこと
ができます。

調整するには

警告
背もたれを操作するとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、体を挟むなど
して重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

同乗者がシートにあたらないように
してください。

シートのあいだや動いている部分に
手を近付けないようにしたり、体の
一部が挟まれないようにしてくださ
い。

A
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背もたれを倒す前に
1 車を安全な場所に駐車する
パーキングブレーキをかけ（ P.194）、
シフトレバーを Pにします。
（ P.191）

2 フロントシートの位置・背もた
れの角度を調整する
（ P.133）

フロントシートの位置によっては、背も
たれが後方に倒れていると、リヤシート
の操作時にあたる場合があります。

3 リヤシートのヘッドレストを下
げる（ P.140）

4 リヤシートのアームレストを引
き出している場合は、格納する
（ P.339）

助手席側のシートのみを操作する場合、
この手順は不要です。

背もたれを倒す

リクライニング調整レバー を引
きながら、背もたれを倒す

背もたれをもとにもどす
シートベルトをシートベルトガイ
ド にかけて、シートとボデーの
あいだに挟まれないように操作し
てください。また、背もたれが
ロックされるまで確実にもどして
ください。

警告
シート調整後はきちんと固定されて
いることを確認してください。
背もたれが確実に固定されていない
ときは、レバーに赤色が見えます。
赤色が見えていないことを確認して
ください。

背もたれを倒すには

A

警告
次のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

背もたれを前倒しするときや、前倒
ししたあとは

走行中に前倒しをしない

平坦な場所でパーキングブレーキを
確実にかけ、シフトレバーをPにす
る

倒した背もたれの上やラゲージルー
ムに人を乗せて走行しない

A
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

次のすべての操作を行ったとき、
シートとハンドルが乗り降りしや
すい位置に自動で調整されます。
シフトレバーをPに入れる
パワースイッチをOFF にする

警告
お子さまがラゲージルームに入らな
いよう注意する

シートに人が乗っている状態で背も
たれを操作しない

操作中は、可動部や結合部に手足を
挟まないように注意する

お子さまに操作させない

背もたれをもとの位置にもどしたあ
とは

背もたれを前後に軽くゆさぶり、確
実に固定する
背もたれが確実に固定されていない
ときは、レバーに赤色が見えます。
赤色が見えていないことを確認して
ください。

シートベルトがねじれたり、挟み込
まれていないか確認する

パワーイージーアクセスシ
ステム★／ポジションメモ
リー★／メモリーコール機
能★

自動で運転席・ハンドル・ヘッ
ドアップディスプレイ★を動か
し、乗り降りしやすい位置に調
整したり、お好みのドライビン
グポジションに調整したりしま
す。
ドライビングポジションは、2
パターンまで登録できます。
ドライビングポジションを電子
キーに登録することで、電子
キーごとにドライビングポジ
ションを自動で呼び出すことが
できます。

運転席への乗り降りをしやすく
するには（パワーイージーアク
セスシステム）
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シートベルトをはずす
次のいずれかの操作を行ったとき、
シートとハンドルがもとの位置に
もどります。
パワースイッチをACCまたは
ONにする
シートベルトを着用する

知識
パワーイージーアクセスシステムの作
動について

降車時に、シートの位置が最後方付近に
あるなど、パワーイージーアクセスシス
テムが作動しない場合があります。

カスタマイズ機能

パワーイージーアクセスシステムによる
設定を変更できます。
（カスタマイズ一覧： P.448）

登録方法
1 シフトレバーが Pの位置にある
ことを確認する

2 パワースイッチをONにする
3 運転席・ハンドル・ヘッドアッ
プディスプレイ表示★をお好み
の位置に調整する

4 SET ボタンを押しながら、ま
たはSET ボタンを押したあと
3秒以内に 1、2のうち登録し
たいボタンをブザーが鳴るまで
押す

すでに同じボタンに登録されている場合
は、上書きされます。
★：グレード、オプションなどにより、

装備の有無があります。

呼び出し方法
1 シフトレバーがPの位置にある
ことを確認する

2 パワースイッチをONにする
3 1、2のうち呼び出したいポジ
ションのボタンをブザーが鳴る
まで押す

知識
ポジションの呼び出し作動を途中で止
めたいとき

次のいずれかの操作をします。

SETボタンを押す

1、2のボタンを押す

シート調整スイッチのいずれかを操作
する（シートのみ作動停止）

ハンドル位置調整スイッチを操作する
（ハンドルのみ作動停止）

音声操作システムでの操作について★

★：グレード、オプションなどにより、装

ドライビングポジションを登録
する／呼び出すには（ポジショ
ンメモリー）
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備の有無があります。

音声操作システムを使用して次の操作を
することができます。

ドライビングポジションの登録

ドライビングポジションの呼び出し
（シフトレバーがPの位置にあるときの
み操作可能）

音声操作システムについては、別冊「ナ
ビゲーション取扱書」または「ナビゲー
ションシステム取扱書」を参照してくだ
さい。

登録できるシート位置（ P.133）

次のシート位置が登録できます。

前後位置調整

リクライニング調整

クッション前端の上下調整

シート全体の上下調整

パワースイッチOFF 後の作動

運転席ドアを開けて180秒以内、または
運転席ドアを閉めて60秒以内に呼び出
したいポジションのボタンを押すと、
シートの位置が調整されます。

ポジションメモリーを正しくお使いい
ただくために

登録位置がシート各調整位置の最端部に
ある状態で、さらに同じ方向に操作をす
ると、呼び出し位置にずれが生じること
があります。

ポジションを呼び出すとき

ヘッドレストが天井にあたらないよう注
意してください。

登録したシート位置が呼び出せないと
き

シート位置を特定の範囲内に登録した場
合、状況によってはシート位置を呼び出
せないことがあります。詳しくはトヨタ
販売店にご相談ください。

登録方法
お好みのドライビングポジション
をあらかじめ1、2のいずれかの
ボタンに登録しておきます。
登録させたいキーのみ携帯して、
運転席ドアを閉めてください。
車内にキーが2つ以上あると、正
確に登録できません。
1 シフトレバーがPの位置にある
ことを確認する

2 パワースイッチをONにする
3 登録させたいドライビングポジ
ション（1、2）を呼び出す

4 呼び出したドライビングポジ
ションのボタンを押しながら、
ドアロックスイッチの施錠側ま
たは解錠側を“ピー”とブ
ザーが鳴るまで押す

登録できなかった場合は、約 3秒間ブ

警告
シート調整時の警告

シート調整中は、シートがリヤ席乗員
にあたったり、運転者の体がハンドル
に圧迫されたりしないよう注意してく
ださい。

電子キーにドライビングポジ
ションを登録／呼び出し／解除
するには（メモリーコール機能）
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ザーが鳴り続けます。

呼び出し方法
1 ドライビングポジションを登録
した電子キーを携帯し、運転席
ドアをスマートエントリー＆ス
タートシステムまたはワイヤレ
スリモコンで解錠してドアを開
ける

ハンドルおよびヘッドアップディスプレ
イ表示★を除くドライビングポジション
が登録された位置へ動きますが、シート
位置は乗り込みやすくするために、登録
された位置より少し後方に動きます。

ドライビングポジションがすでに登録さ
れた位置にある場合は、シートは動きま
せん。

2 パワースイッチをACCまたは
ONにするか、運転席シートベ
ルトを着用する

シート・ハンドル・ヘッドアップディス
プレイ表示★（パワースイッチをONに
したときのみ）が登録したドライビング
ポジションに動きます。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

解除方法
解除させたいキーのみ携帯して、
運転席ドアを閉めてください。
車内にキーが2つ以上あると、正
確に解除できません。

1 シフトレバーがPの位置にある
ことを確認する

2 パワースイッチをONにする
3 SETボタンを押しながら、ド
アロックスイッチの施錠側また
は解錠側を“ピッピッ”とブ
ザーが鳴るまで押す

解除できなかった場合は、約 3秒間ブ
ザーが鳴り続けます。

知識
メモリーコール機能によるドライビン
グポジションの呼び出しについて

電子キーごとにドライビングポジショ
ンを登録できるため、携帯する電子
キーによっては呼び出されるドライビ
ングポジションが異なる場合がありま
す。

運転席ドア以外のドアをスマートエン
トリー＆スタートシステムで解錠した
場合は、ドライビングポジションの呼
び出しは行われません。その場合は、
登録したドライビングポジションのボ
タンを押してください。

カスタマイズ機能

メモリーコール機能による解錠ドアの設
定などを変更できます。
（カスタマイズ一覧： P.448）
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フロント席

1 上げる
2 下げる

下げるときは、解除ボタン を押しな
がら操作します。

リヤ席

1 上げる
2 下げる

下げるときは、解除ボタン を押しな
がら操作します。

知識
ヘッドレストの高さについて（フロン
ト席）

必ずヘッドレストの中心が両耳のいちば
ん上のあたりになるよう調整してくださ
い。

リヤ席について

使用するときは、常に格納位置から一段
上げた位置にしてください。

解除ボタン を押しながらヘッド
レストを引き上げる
ヘッドレストが天井にあたって取りはず
しにくいときは、シートの高さや角度を
かえてください。（ P.133）

ヘッドレスト

ヘッドレストはすべてのシート
に装備されています。

警告
ヘッドレストについて

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

ヘッドレストは、それぞれのシート
専用のものを使用する

ヘッドレストを必ず正しい位置に調
整する

ヘッドレストを調整したあとは、
ヘッドレストを押し下げて固定され
ていることを確認する

ヘッドレストをはずしたまま走行し
ない

上下調整するには

A

ヘッドレストを取りはずすには

A

A
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ヘッドレストを取り付け穴に合わ
せて、ロック位置まで押し下げる

さらに下げるときは、解除ボタン を
押しながら操作してください。

ヘッドレストを取り付けるには

A
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3-4. ハンドル位置・ミラー

マニュアルチルト＆テレスコ
ピックステアリング

1 ハンドルを持ち、レバーを下げ
る

2 ハンドルを上下・前後に動か
し、適切な位置にする

位置が決定したら、レバーを上げてハン
ドルを固定してください。

電動チルト＆テレスコピックス
テアリング

スイッチを操作すると、ハンドル
を次の方向に動かします。

1 上方へ
2 下方へ
3 手前へ
4 前方へ

知識
電動チルト＆テレスコピックステアリ
ングの作動条件

パワースイッチがACCまたは ONのと
き※

※運転席シートベルトを装着していれば、
パワースイッチのモードにかかわらず、
ハンドルの調整ができます。

パワーイージーアクセスシステム★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

パワースイッチのモード切りかえ・運転
席シートベルトの脱着に連動して、ハン
ドルとシートが動きます。（ P.136）

ハンドル位置の自動調整★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

お好みのハンドル位置をドライビングポ
ジションメモリーに登録すると、自動で
調整されます。（ P.137）

ハンドル

調整のしかた
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ハンドルの 周辺部を押すと
ホーンが鳴ります。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

運転姿勢に合わせてインナーミ
ラーの高さを調整することができ
ます。
インナーミラー本体を持って、上
下方向に調整する

レバーを操作することで、後続車
のヘッドランプによる反射光を減
少させます。

警告
走行中の留意事項

走行中はハンドル位置の調整をしない
でください。
運転を誤り、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

ハンドル位置を調整したあとは（マ
ニュアルチルト＆テレスコピックス
テアリング装着車）

ハンドルが確実に固定されていること
を確認してください。
固定が不十分だとハンドルの位置が突
然かわり、思わぬ事故につながり、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。また、
固定が不十分だとホーンが鳴らない場
合があります。

ホーン（警音器）を使うには

インナーミラー★

後方を十分に確認できるように
ミラーの位置を調整することが
できます。

上下調整するには

警告
走行中の留意事項

走行中はミラーの調整をしないでくだ
さい。
運転を誤って、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

防眩機能を使うには
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1 通常使用時
2 防眩時

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

デジタルインナーミラー（前後方
録画機能付）で次のことができま
す。
デジタルインナーミラー
車両後方カメラの映像をミラー
内のディスプレイに表示する運
転補助装置です。ディスプレイ
スイッチを操作することで、光
学ミラーモードとデジタルイン
ナーミラーモードに切りかえる
ことができます。
ヘッドレストや荷物などで視界
をさえぎられずに後方を確認す
ることができます。また、リヤ
席を映さないことで乗員のプラ
イバシーを保護することができ
ます。
前後方録画機能
車両前後のカメラで撮影した映
像をデジタルインナーミラー内
のmicroSDカードに録画しま
す。

本機はパワースイッチがONの
あいだ常時映像を録画する装置
ですが、すべての状況において
録画することを保証したもので
はありません。 
正常に録画できなかった場合や、

デジタルインナーミラー
（前後方録画機能付）★

デジタルインナーミラー（前後
方録画機能付）の概要

お使いになる前に
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録画データが破損していた場合
による損害については、トヨタ
は一切の責任を負いません。
本機は、事故などの検証時に役
立つことを目的の一つとしてい
ますが、 証拠としての効力を保
証するものではありません。
本機は常時録画型の映像録画装
置です。
microSDカードがセットされて
いることを必ず確認してくださ
い（ P.155）。microSDカー
ドがセットされていないと、映
像が録画されません。また、
microSDカードの保存容量を
こえると、映像が上書きされま
す。必要な映像については、パ
ソコンに保存するなどして保護
してください。
本機で録画した映像は、その使
用目的や使用方法によっては、
被写体のプライバシーなどの権
利を侵害する場合がありますの
でご注意ください。いたずらな
どの目的のためには使用しない
でください。これらの場合につ
いてはトヨタは一切責任を負い
ません。
録画した映像から信号機の状態
が必ず確認できることを保証し
た装置ではありません。
環境によって信号機の状態が確
認できない場合は、前後の映像
や周辺の車両の状況からご判断
ください。信号機の状態が確認
できない場合があっても、
トヨタは一切の責任を負いませ
ん。
LED 式信号機の場合は目に見え

ない速さで点滅しているため、
点滅して録画される場合があり
ます。信号が映っていない場合
は前後の映像や周辺の車両の状
況からご判断ください。LED 式
信号機が映らない場合があって
も、トヨタは一切の責任を負い
ません。
免責事項について

お客様または第三者が、本機の誤使用、
使用中に生じた故障、その他の不具合ま
たは本機の使用によって受けられた損害
については法令上の賠償責任が認められ
る場合を除き、トヨタは一切その責任を
負いませんので、あらかじめご了承くだ
さい。

著作権について
･ 録画・撮影したものは、個人として楽
しむほかは、著作権法上、権利者に無
断で使用できません。

･ 鑑賞・興行・展示物など、個人として
楽しむ目的でも撮影を制限している場
合がありますので、ご注意ください。

知識
デジタルインナーミラー（前後方録画
機能付）の作動条件

パワースイッチがONのとき、かつ前後
方録画機能をONにしているとき
（ P.157）

いったん前後方録画機能をON ／ OFF 
すると、次回パワースイッチをONにし
たときにも、そのままの状態が続きます。

パワースイッチをON から OFF にする
と、数秒後に表示が消えますが、前後方
録画機能はパワースイッチをON から
OFF にした直後に停止します。
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ディスプレイに表示される映像が見え
にくかったり、鮮明な映像が撮影でき
なくなる状況について

ミラーの反射や汚れ、カメラに水滴や
ほこりが付いているなどでディスプレ
イに表示される映像が見えにくい場合
や、後続車のライトのちらつきや圧迫
感が気になる場合は、光学ミラーモー
ドに切りかえてください。

フロントウインドウガラスまたはリヤ
ウインドウガラスに水滴が付いている
ときや、汚れているときなどは、鮮明
な映像を表示や録画できない場合があ
ります。フロントウインドウガラスま
たはリヤウインドウガラスの外側に水
滴が付いていたり汚れているときは、
ワイパーやウォッシャー（ P.212, 
215）で水滴や汚れを取り除いてくだ
さい。

映像への不要な映り込みが発生しない
ように、フロントウインドウガラスお
よびリヤウインドウガラスのカメラ周
辺やダッシュボード上には何も取り付
けたり、貼り付けたり、置いたりしな
いで下さい。正常な映像が録画できな
いおそれがあります。

バックドアが開いているときは、デジ
タルインナーミラーの映像が正しく表
示されなかったり、映像を正しく撮影
できません。走行前に必ずバックドア
が閉まっていることを確認してくださ
い。

調光パノラマルーフ装着車：太陽光等
が反射して、ディスプレイが見えにく
い場合は、電動サンシェードを閉めて
ください。

夜間など暗いところでは、次のような
現象が発生することがありますが、異
常ではありません。

･ 映像の色と実際の色が異なって見える
･ 後続車のライトの高さなどによっては、
後続車の周囲が白くぼやけて見える

･ 周辺を明るく見せるために映像が自動
的に調整されることにより、特有のち
らつきが発生する

映像が見えにくい場合や、ちらつきが気
になる場合は、光学ミラーモードに切り
かえてください。

ご留意いただきたいこと

デジタルインナーミラー本体が発熱す
ることがありますが、異常ではありま
せん。

体調・年齢などにより、ディスプレイ
に表示される映像に焦点が合うまで時
間がかかる場合があります。焦点が合
わせづらいと感じたときは、光学ミ
ラーモードに切りかえてください。

カメラレンズの特性により、画面に映
る人や障害物は、実際の位置や距離と
異なって見えることがあります。

主に同乗者がディスプレイを凝視する
と、車酔いを起こすおそれがあります。

システムに異常が発生したとき

デジタルミラーモード時に、図で示すシ
ンボルが表示されます。シンボルの表示
は数秒後に消えます。ディスプレイス
イッチを操作し、光学ミラーモードに切
りかえて、トヨタ販売店で点検を受けて
ください。

ミラー内のディスプレイにメッセージ
が表示されたときは

P.165
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お車を手放すときや、microSDカード
を交換したときは

microSDカードに保存された録画データ
には個人情報が含まれている可能性があ
ります。

個人情報保護のため、microSDカードの
管理について次のことをおすすめします。

お車を手放すときは、本機から
microSD カードを取り出しておく

microSD カードの交換などで本機から
取り出したmicroSD カードは、お客
様自身で保管する

microSD カードが不要になった場合
は、保存されている録画データを完全
に消去、もしくは、microSDカードを
ハサミなどで切断した上で処分する

カメラインジケーター
デジタルインナーミラーシステムの作動
状態を示します。

点灯時：デジタルインナーミラーシ
ステムが正常に作動していることを示し
ます。

警告
次のことをお守りください。お守りい
ただかないと、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

デジタルインナーミラー（前後方録
画機能付）をお使いになる前に

走行前に必ずミラーの調整を行って
ください。（ P.157）

･ 光学ミラーモードに切りかえて、鏡
面を後方が正しく映る位置に調整す
る

･ デジタルミラーモードに切りかえて、
ディスプレイに表示される映像を調
整する

安全のため、デジタルインナーミ
ラー（前後方録画機能付）はできる
だけ走行中に操作しないでください。
デジタルインナーミラー（前後方録
画機能付）は、安全な場所に停車し
て操作してください。走行中に操作
すると、ハンドル操作を誤るなど、
思わぬ事故につながるおそれがあり
危険です。また、走行中はディスプ
レイを見続けないでください。

ディスプレイに表示される映像と光
学ミラーに映る範囲は異なりますの
で、あらかじめ違いを確認してくだ
さい。

故意に危険な運転をすることによっ
て、前後方録画機能の作動をテスト
しないでください。思わぬ事故につ
ながるおそれがあり危険です。

各部の名称

A
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点灯時：デジタルインナーミラーシ
ステムに異常が発生していることを示し
ます。（ P.162）

REC インジケーター
正常に録画していることを示します。

アイコン表示エリア
調整アイコン（ P.157）・調整ゲージ
が表示されます。

選択／調整スイッチ
調整項目の設定を変更します。

メニュースイッチ
調整アイコンの表示や、調整項目の移動
を行います。

ディスプレイスイッチ
デジタルミラーモードと光学ミラーモー
ドの切りかえを行います。

microSD カード挿入口
microSD カードの出し入れを行います。

ディスプレイスイッチを操作する
ことで、デジタルミラーモードと
光学ミラーモードを切りかえるこ
とができます。

1 デジタルミラーモード
車両後方の映像を表示します。

ディスプレイに が表示されます。

2 光学ミラーモード
映像が消え、光学ミラーとして使用でき
ます。

車両の前後に装着されているカメ
ラで撮影した映像がmicroSD 
カードに録画されます。本機は、
次の 4種類の録画機能を備えてい
ます。
常時録画（ P.148）

パワースイッチがON のあいだ常時録画
されます。

衝撃検知録画（ P.149）
一定以上の衝撃を検知したとき、自動的
に録画されます。

手動録画（ P.149）
手動操作により、任意のタイミングで録
画できます。

静止画撮影（ P.150）
手動操作により、任意のタイミングで静
止画の撮影ができます。

録画中はディスプレイに REC イ
ンジケーター（ P.147）が表示
されます。
常時録画

パワースイッチをONにすると、
自動的に録画が開始されます。
パワースイッチをOFFにすると、
録画が停止されます。
常時録画の録画時間は、約120
分です。
録画状態によっては、録画時間
が短くなったり長くなったりす

モードを切りかえるには

B

C

D

E

F

G

前後方録画機能について

録画するには
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る場合があります。
録画データは、前方映像と後方
映像が別ファイルとしてそれぞ
れ1ファイル約1分の長さで保
存されます。
microSD カードの録画領域が
なくなると古い日時のファイル
から順に消去され、録画が継続
されます。
録画した映像を残しておきたい
場合は、パソコンに保存してお
くなどの対応をお願いします。
必要に応じて、録画機能を停止
することもできます。
（ P.157）
衝撃検知録画

常時録画中に、一定以上の衝撃や
衝撃に近い状態（SRSエアバッグ
の作動および急ブレーキ、急ハン
ドルなど）が発生した時に録画が
開始されます。
衝撃検知録画中はディスプレイに
が表示されます。

衝撃検知録画は、衝撃検知前の
約12秒間、衝撃検知後の約8
秒間の約20秒間の映像が保存
されます。
衝撃検知のタイミングによって
は、合計録画時間が最大約 80
秒になる場合があります。
衝撃検知録画は前方映像と後方
映像が別ファイルとしてそれぞ
れ10件まで保存できます。10
件をこえると古いファイルから
順に消去され、録画が継続され
ます。録画した映像を残してお
きたい場合は、パソコンに保存
しておくなどの対応をお願いし

ます。
衝撃検知録画開始時、静止画も
同時に保存されます。
手動録画

常時録画中に選択スイッチの
を押すことで、任意のタイ

ミングで録画できます。

を押す前の約12 秒間、
押したあとの約8秒間の約20 
秒間の映像を保存します。
手動録画のタイミングによって
は、録画時間が最大約 80秒に
なる場合があります。
手動録画が終了すると、常時録
画にもどります。
手動録画中はディスプレイに
が表示されます。

衝撃検知録画中（ P.149）
は、手動での録画は行えません。
調整アイコン（ P.157）の表
示中は、手動での録画は行えま
せん。
手動録画は前方映像と後方映像
が別ファイルとしてそれぞれ
20件まで保存できます。20件
をこえると古いファイルから順
に消去され、録画が継続されま
す。録画した映像を残しておき
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たい場合は、パソコンに保存し
ておくなどの対応をお願いしま
す。
手動録画開始時、静止画も同時
に保存されます。
静止画撮影

常時録画中に選択スイッチの
を押し続けると、ディスプ

レイに が表示されます。 が
表示されているあいだに か
ら手を離すと静止画を撮影します。

衝撃検知録画中（ P.149）
は、静止画撮影は行えません。
調整アイコン（ P.157）の表
示中は、静止画撮影は行えませ
ん。
静止画は前方映像と後方映像が
別ファイルとしてそれぞれ500
枚まで保存できます。500 枚を
こえると古いファイルから順に
消去されます。撮影した静止画
を残しておきたい場合は、パソ
コンに保存しておくなどの対応
をお願いします。

録画データを再生するには
本機から取り出したmicroSD カードをパソコンに挿入し、各ファイルの
形式（ P.167）に対応した動画プレイヤーで再生できます。
動画プレイヤーの使用方法については、ご使用になる動画プレイヤーに
付属の取扱説明書をお読みください。
ご使用になる動画プレイヤーによっては、再生できない場合もありま
す。
microSDカードの取り出し方については、P.155を参照してくださ
い。
再生時の情報表示について

録画データを字幕対応の動画プレイヤーで再生すると、次の情報が表示さ
れます。

録画データについて
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ご使用になる動画プレイヤーによっては、再生時の情報表示位置が上図と異なる場合が
あります。

位置情報表示部
GPS 測位した情報から録画時の位置情報を表示します。

日付／時刻表示部
録画時の年／月／日と時刻を表示します。

車速表示部
録画時の車速を表示します。

録画データのファイル形式について

各録画データのフォルダ構成について
microSDカードに録画されたデータは、録画機能ごとのフォルダに保存
されます。ファイル名は年月日と時間が自動的に付与されます。
フォルダの構成について

･ FRONT_CAMERA：
前方カメラ（ P.159）の各種映像を保存するフォルダが構成されます。

･ REAR_CAMERA：
後方カメラ（ P.159）の各種映像を保存するフォルダが構成されます。

･ NORMAL：
常時録画（ P.148）による映像を保存します。

･ EVENT：
衝撃検知録画（ P.149）による映像を保存します。

･ MANUAL：
手動録画（ P.149）による映像を保存します。

録画データ ファイル形式

常時録画映像

MP4（MPEG-4）衝撃検知録画映像

手動録画映像

静止画 JPG

A

B

C
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･ PICTURE：
衝撃検知記録、および手動記録（ P.150）による静止画を保存します。

ファイル名の表記について
･ 常時録画により保存されたファイル

F：前方カメラ

R：後方カメラ

年

月

日

時

分

秒

通し番号

･ 衝撃検知録画により保存されたファイル

F：前方カメラ

R：後方カメラ

年

A

B

C

D

E

F

G

H

A

B
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月

日

時

分

秒

録画映像全体通し番号

EVENT録画通し番号

ファイル番号※

※1つの衝撃検知録画に対してファイルが 2つ保存される場合があります。その際に
ファイル番号が付与されます。（最大 2つまで）

･ 手動録画により保存したファイル

F：前方カメラ

R：後方カメラ

年

月

日

時

分

秒

録画映像全体通し番号

MANUAL 録画通し番号

C

D

E

F

G

H

I

J

A

B

C

D

E

F

G

H

I
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ファイル番号※

※1つの手動録画に対してファイルが 2つ保存される場合があります。その際にファ
イル番号が付与されます。（最大2つまで）

･ 静止画撮影により保存したファイル

F：前方カメラ

R：後方カメラ

年

月

日

時

分

秒

通し番号

知識
録画データについて

デジタルインナーミラー（前後方録画
機能付）は常時録画型の映像録画装置
です。microSDカードに保存された録
画データがいっぱいになると古い録画
データから削除して新しい録画データ
を上書きします。
事故などで録画データの保存が必要な
場合は、すみやかにパワースイッチを
OFF にしてからmicroSD カードを取
り出してパソコンに録画データを保存

してください。

前方カメラと後方カメラで、それぞれ
映像のサイズは異なります。
後方カメラの録画データはデジタルイ
ンナーミラーに表示される範囲を保存
します。

デジタルインナーミラー（前後方録画
機能付）を正常に作動させるために

録画したデータの日時や位置情報を定
期的に確認してください。日時がずれ
ているときや位置情報が正しくないと
きはGPS情報を正しく受信できていな
い可能性があります。トヨタ販売店に

J

A

B

C

D

E

F

G

H
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ご相談ください。

次のような場合は、録画データが保存
されていないことがあります。

･ 本体にmicroSDカードを挿入してい
ない場合やmicroSD カードを抜いた
場合

･ 古い録画データが新しい録画データに
よって上書きされてしまった場合

･ 大きな事故や水没などでデジタルイン
ナーミラー（前後方録画機能付）およ
びmicroSD カードが損傷を受けた場
合

･ 大きな事故などでデジタルインナーミ
ラー（前後方録画機能付）の電源コー
ドが断線した場合や、補機バッテリー
が損傷を受けた場合

･ フロントウインドウガラス、リヤウイ
ンドウガラスのくもりや雪などで カメ
ラの視界がふさがれた場合

･ カメラの前に撮影をさえぎるものを設
置した場合

･ REC インジケーター（ P.147）が表
示されていない場合

補機バッテリーを脱着したとき

補機バッテリーをはずしたあとは、録画
データのファイル名や位置情報でGPS情
報を正しく受信できているか確認してく
ださい。

本機からmicroSDカードを出し
入れするときは、必ずパワース
イッチをOFFにしてください。
microSDカードを取り出す

microSDカードを押して、
microSDカードが少し飛び出たら
引き抜きます。

microSDカードを入れる
microSDのロゴ面を図のように車
両後方側にして、挿入口にまっす
ぐ奥まで挿入します。

microSD カードを初期化
（フォーマット）するには
次の操作により、microSDカード
を初期化できます。（すべての録画
データが消去されますのでご注意
ください）
1 常時録画中に選択スイッチの

を約10秒以上押し続
ける

鏡面に「フォーマットしますか？」と表
示されます。

2 を押して「フォーマッ
ト」を選択する

初期化をキャンセルするときは

を押して「キャンセル」を選択
してください。

microSDカードについて
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知識
microSDカードについて

必ずデジタルインナーミラー（前後方録
画機能付）にmicroSD カードを正しく
挿入して使用してください。microSD
カードが正しく挿入されていないと録画
機能が作動しません。

microSD カードは、正しい向きで挿入
してください。（ P.155）

デジタルインナーミラー（前後方録画
機能付）に付属のmicroSDカードを
使用してください。市販のmicroSD
カードを使用すると、システムが正常
に作動しないおそれがあります。 
microSD カードの購入にあたっては、
トヨタ販売店にご相談ください。
（microSD カード品番：8780A-
48010）

本機で使用するmicroSD カードは本
機・パソコン・スマートフォン以外で
は使用しないでください。他の機器で
使用すると本機で正しく動作しなくな
るおそれがあります。

本機で録画される映像や静止画以外の
データをmicroSD カードに保存しな
いでください。映像や静止画が正しく
保存されないおそれがあります。

本機でmicroSDカードの初期化
（フォーマット）を実施する場合は、必
ず P.155 の手順で行ってください。本
機以外で初期化すると、本機で使用で
きない、または、映像や画像が正しく
保存されないおそれがあります。

新しいmicroSD カードまたは、パソコ
ンやスマートフォンで初期化した
microSD カードを挿入すると、鏡面に
「フォーマットしますか？」と表示され
る場合があります。新しいmicroSD
カードまたは、パソコンやスマート
フォンで初期化したmicroSD カード
を使用するときは、はじめに本機で

microSD カードを初期化してくださ
い。（ P.155）

警告
次のことを必ずお守りください。

お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

microSD カードの取り扱いについ
て

お子さまにさわらせないでください。
部品が小さいため、誤って飲み込む
と、のどなどにつまらせ重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

microSD カード挿入口に指などを
挟まないように注意してください。

注意
microSD カードの取り扱いについ
て

破損を防ぐために次のことをお守りく
ださい。

microSD カードが破損し、映像を録
画できなくなるおそれがあります。

microSDカードを出し入れする際
は、microSD カードを落として紛失
しないようにご注意ください。万が
一、車内の隙間に落ちた場合は、
トヨタ販売店にご相談ください。

カメラインジケーター /REC インジ
ケーター（ P.148）が表示されて
いるときにmicroSD カードを抜か
ないでください。

microSD カード挿入口に異物を入
れないでください。
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ミラー本体の上下調整
運転姿勢に合わせてインナーミ
ラーの高さを調整することができ
ます。
光学ミラーモードに切りかえて、
インナーミラー本体を持って、上
下方向に調整する

ディスプレイの調整・機能の切
りかえ
デジタルミラーモード時

デジタルミラーモードの調整、機
能のON/OFF やディスプレイ表示
言語の切りかえができます。
1 メニュースイッチを押す
調整アイコンが表示されます。

2 メニュースイッチをくり返し押
して、調整したい項目（調整ア
イコン）を選択する

3 または を押して
設定を変更する

約5秒以上スイッチを操作しない状態が
続くと、調整アイコンの表示が消えます。

調整するには

調整アイコン 設定内容

ディスプレイの明るさを
調整することができま
す。

ディスプレイの表示範囲
を上下に調整することが
できます。

ディスプレイの表示範囲
を左右に調整することが
できます。

ディスプレイの表示範囲
の傾きを調整することが
できます。

ディスプレイの表示範囲
を拡大縮小することがで
きます。

自動防眩機能のON／
OFF を切りかえること
ができます。※

ON にすることで、後続
車のヘッドランプのまぶ
しさに応じて鏡面の反射
光を自動的に低減させま
す。

パワースイッチをONに
したときは、常に自動防
眩機能がONになってい
ます。

前後方録画機能のON ／
OFF を切りかえること
ができます。

ディスプレイ表示言語を
切りかえることができま
す。
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※光学ミラーモード時の機能ですが、デ
ジタルミラーモード時にも設定できま
す。

光学ミラーモード時
光学ミラーモードの自動防眩機能、
前後方録画機能のON ／ OFF や、
ディスプレイ表示言語の切りかえ
ができます。
1 メニュースイッチを押す
調整アイコンが表示されます。

2 メニュースイッチをくり返し押
して、調整したい項目（調整ア
イコン）を選択する

3 または を押して、
設定を変更する

約5秒以上スイッチを操作しない状態が
続くと、調整アイコンの表示が消えます。 知識

ディスプレイの調整について（デジタ
ルミラーモード）

ディスプレイ表示の調整を行うと、映
像がゆがむ場合がありますが故障では
ありません。

ディスプレイ表示が明るすぎると、目
が疲れることがあります。適度な明る
さに調整してください。
目が疲れた場合には、光学ミラーモー
ドに切りかえてご使用ください。

ディスプレイ表示の明るさは、車両前
方の明るさに合わせて自動でかわりま

調整アイコン 設定内容

デジタルミラーモード時
に調整できます。
（ P.157）

デジタルミラーモード時
に調整できます。
（ P.157）

デジタルミラーモード時
に調整できます。
（ P.157）

デジタルミラーモード時
に調整できます。
（ P.157）

デジタルミラーモード時
に調整できます。
（ P.157）

自動防眩機能のON／
OFF を切りかえること
ができます。

ON にすることで、後続
車のヘッドランプのまぶ
しさに応じて鏡面の反射
光を自動的に低減させま
す。

パワースイッチをONに
したときは、常に自動防
眩機能がONになってい
ます。

前後方録画機能のON ／
OFF を切りかえること
ができます。

ディスプレイ表示言語を
切りかえることができま
す。

調整アイコン 設定内容
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す。

センサーの誤作動防止

センサーの誤作動を防ぐため、センサー
にふれたりセンサーを覆ったりしないで
ください。

デジタルインナーミラーのお手
入れについて

ミラー表面が汚れていると、映像
が見えにくくなることがあります。
あらかじめ、乾いたやわらかい布
などで汚れをふき取ってください。
カメラのお手入れについて

カメラのレンズが汚れていると、
鮮明な映像を表示および録画でき
ません。
水滴やほこりなどが付着したとき
は水で湿らせたやわらかい布でカ
メラレンズを清掃してください。
清掃しにくい場合は綿棒を使用してくだ
さい。

また、清掃する際はフロントウインドウ
ガラスまたはリヤウインドウガラスの内
側も同様に清掃してください。

知識
カメラについて

デジタルインナーミラー（前後方録画機

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

走行中の留意事項

走行中は、デジタルインナーミラー
の位置やディスプレイに表示される
映像を調整しないでください。
デジタルインナーミラーの操作ス
イッチは、安全な場所に停車して操
作してください。走行中に操作する
と、ハンドル操作を誤るなど、思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

必ず車両周辺の状況を直接確認して
ください。

デジタルミラーモード時は、ディスプ
レイ上に映る車両や障害物が実際の大
きさと異なる場合があります。後退時
は、必ず後方や周囲の安全を直接確認
しながら運転してください。また、夜
間など暗いところで後続車が接近した
ときは、周囲が暗く映る場合がありま
す。

安全にお使いいただくために

煙が出る、異臭がするなど異常な状態
で使用すると、発火の原因になります。
ただちに使用を中止してトヨタ販売店
にご相談ください。

お手入れについて
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能付）のカメラは、図の位置にあります。

前方カメラ

後方カメラ

冷却用のファンについて

デジタルインナーミラー内には、ミラー
冷却用のファンがあります。デジタルイ
ンナーミラーの使用中は、冷却用のファ
ンの音が聞こえることがあります。

検査標章（車検シール）を貼りかえる
際は

前方カメラの映像に検査標章が映り込ま
ないようにするため、図の位置に貼り付
けることをおすすめします。

85 mm

30 mm

検査標章貼り付け推奨位置

カメラの撮影範囲内

注意
デジタルインナーミラーの故障や誤
作動を防ぐために

デジタルインナーミラー（前後方録
画機能付）の取りはずし・改造・分
解・塗装などをしないでください。
システムが正常に作動しなくなるお
それがあります。

ミラーをふくときはシンナー・ベン
ジン・アルコールなどの溶剤を使用
しないでください。変色・劣化・故
障の原因になります。

ミラーの近くでは、喫煙したりマッ
チやライターなどで火を起こしたり
しないでください。故障や車両火災
につながるおそれがあり危険です。

A

B

C

D
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注意
ミラーの通風口をふさがないでくだ
さい。ミラー内部に熱がこもり、故
障や車両火災につながるおそれがあ
り危険です。

排気口

吸気口

カメラの故障や誤作動を防ぐために

カメラ部を強くたたいたり、ものを
ぶつけるなど、強い衝撃を与えない
でください。カメラの位置・取り付
け角度がずれるおそれがあります。

カメラ部は取りはずし・分解・改造
をしないでください。

有機溶剤・ワックス・油膜取り剤・
ガラスコーティング剤などが付着し
たときはすぐにふき取ってください。

カメラレンズをふくときは水で湿ら
せたやわらかい布を使用してくださ
い。
カメラレンズを強くこするとレンズ
が傷付いて、鮮明な映像の表示や録
画ができなくなるおそれがあります。

リヤウインドウガラスに着色フィル
ム（含む透明フィルム）などを貼る
場合は、カメラ前部に貼らないでく
ださい。
カメラ前部に貼り付けた場合、映像
の表示や録画が正しくできなくなる
場合があります。

A

B

カメラ部をぶつけたときは、カメラ
の故障などのおそれがあります。早
めにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。
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次のような症状で気になったときやお困りになったときは、考えられる原
因と処置を参考に、もう一度確認してください。
処置をしても直らないときは、トヨタ販売店で点検を受けてください。
デジタルミラーモードが正常に作動しないとき

故障とお考えになる前に

症状 考えられる原因 処置

ディスプレイに表
示される映像が見
にくい

ミラー表面が汚れている
乾いたやわらかい布などで汚れ
をふき取ってください。

調光パノラマルーフ★から強い
光（太陽やヘッドランプの光な
ど）がデジタルインナーミラー
にあたった

電動サンシェード★を閉めてく
ださい

･ 夜間など暗いところで使用し
た

･ テレビ塔・放送局・発電所な
ど、強い電波やノイズが発生
する場所の近くで使用した

･ カメラ付近の温度が高い、ま
たは低い

･ 外気温が低い

･ 雨天時など湿度が高い

･ 太陽やヘッドランプの光が直
接カメラのレンズにあたった

･ 蛍光灯・ナトリウム灯・水銀
灯などの照明の下で使用した

光学ミラーモードに切りかえて
ください。
（カメラおよびその周辺環境が改
善されてから、再びデジタルミ
ラーモードをご使用ください）

カメラのレンズに水滴・ほこり
などの異物や汚れが付着してい
る

水で湿らせたやわらかい布でカ
メラレンズを清掃してください。

ラゲージルームの荷物がガラス
等に反射して映り込んでいる

･ 光学ミラーモードに切りかえ
てください。

･ 荷物を映りこまない位置に移
動するか、黒い布等で覆いガ
ラスへの反射を抑えてくださ
い。
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ディスプレイに表
示される映像が見
にくい

リヤウインドウガラスが曇って
いる

光学ミラーモードに切りかえて
ください。

リヤウインドウデフォッガー
（ P.301, 309）を使用し、
曇りが取れてから再びデジタル
インナーミラーモードでご使用
ください

リヤウインドウガラスの外側が
汚れている

リヤワイパーで汚れをふき取っ
てください。

リヤウインドウガラスの内側が
汚れている

水で湿らせたやわらかい布で清
掃してください。

ディスプレイに表
示される映像がず
れている

バックドアが完全に閉まってい
ない

バックドアを閉めてください。

カメラ部に強い衝撃が与えられ
た

光学ミラーモードに切りかえて、
トヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

ディスプレイ上に

が表示され、
ディスプレイに表
示される映像が暗
くなった

システムに異常が発生した
光学ミラーモードに切りかえて、
トヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

ディスプレイ上の

が消灯した

症状 考えられる原因 処置
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

前後方録画機能が正常に作動しないとき

ディスプレイ上に

が表示された

デジタルインナーミラーの温度
が非常に高い
（徐々にディスプレイが暗くな
り、その後も温度が上がり続け
ると映像が消えます）

ミラーの温度を下げるために、
車室内の温度を下げることを推
奨します。

（ミラーの温度が下がると が
消えます）

ミラーの温度が下がっても

が消えない場合は、光学ミ
ラーモードに切りかえて、
トヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

ディスプレイス
イッチが正常に作
動しない

ディスプレイスイッチに異常が
発生した

光学ミラーモードに切りかえて、
トヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。
（メニュースイッチを約10秒間
押し続けることで、光学ミラー
モードに切りかえることができ
ます）

症状 考えられる原因 処置

手動録画・静止画
撮影ができない

･ 衝撃検知録画（ P.149）に
よる録画機能が作動している
とき（最優先動作）

･ 調整アイコンが表示されてい
るとき（ P.157）

衝撃検知録画の終了後に再度手
動録画・ 静止画撮影の操作を
行ってください。

調整アイコンの表示が消えてか
ら再度手動録画・静止画撮影の
操作を行ってください。

microSD カードを
初期化（ P.155）
できない

･ 衝撃検知録画（ P.149）に
よる録画機能が作動している
とき（最優先動作）

･ 調整アイコンが表示されてい
るとき（ P.157）

衝撃検知録画の終了後に再度
microSD カード初期化操作を
行ってください。

調整アイコンの表示が消えてか
ら再度microSDカード初期化
操作を行ってください。

デジタルインナー
ミラー（前後方録
画機能付）の電源
が入らない

システムに異常が発生している
光学ミラーモード（ P.148）
に切りかえて、トヨタ販売店で
点検を受けてください。

症状 考えられる原因 処置
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鏡面にメッセージが表示されたあと が点灯しているとき

それぞれ、次のように対処してください。

再度、メッセージを表示させたいときは を押してください。

microSD カードに
録画データが保存
できない

microSD カードが正しく挿入
されていない

microSD カードを正しく挿入
してください。（ P.155）

microSD カードに異常が発生
している

microSD カードを初期化して
ください。（ P.155）

市販のmicroSD カードを使用
している

本機に付属のmicroSD カード
を使用してください。

デジタルインナーミラー（前後
方録画機能付）の温度が非常に
高い

エアコンで車内の温度を下げて
ください。（ P.300, 307）

メッセージ 考えられる原因 処置

SDカードを挿入してくだ
さい

microSDカードが入って
いない

microSD カードを挿入し
てください。（ P.155）

ファイルシステムフォー
マット無効
フォーマットしますか？

microSDカードの読み込
みエラーが発生している

メッセージと同時に「キャ
ンセル　フォーマット」と
表示されます。

挿入したmicroSD カード
を本機で使用する場合は
「フォーマット」を選択し、
microSD カードを初期化
（フォーマット）してくださ
い。ただし、microSD
カード内にデータがある場
合は消去されます。

SDカード容量が一杯です
新しいSDカードを挿入く
ださい

microSDカードの空き容
量が不足している

microSD カードを初期化
する（ P.155）か、新し
いmicroSDカードに交換
してください。

ミラー動作温度範囲外

炎天下や極寒の環境などで、
デジタルインナーミラー
（前後方録画機能付）が作動
可能範囲外の温度になって
いる

エアコンを使用して車内の
温度を調節してください。
（ P.300, 307）

症状 考えられる原因 処置
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デジタルインナーミラー（前後方録画機能付）には、以下のソフトウェア
が含まれています。
JPEG library version 6b
============
1. We don't promise that this software works. (But if you find any 
bugs, please let us know!)
2. You can use this software for whatever you want. You don't 
have to pay us.
3. You may not pretend that you wrote this software. If you use 
it in a program, you must acknowledge somewhere in your 
documentation that you've used the IJG code.
In legalese:
The authors make NO WARRANTY or representation, either 
express or implied, with respect to this software, its quality, 
accuracy, merchantability, or fitness for a particular purpose. 
This software is provided "AS IS", and you, its user, assume the 
entire risk as to its quality and accuracy.
This software is copyright (C) 1991-1998, Thomas G. Lane. All 
Rights Reserved except as specified below.

SDカードの性能が低下し
ているため、交換してくだ
さい

microSD カードの性能が
低下している

新しいmicroSD カードに
交換してください。

SDカードのデータが壊れ
た可能性があります。再度
挿入してください

パワースイッチがONのま
まmicroSD カードを本体
から取り出した

再度microSDカードを挿
入してください。

「SD カードを取り出す時は
車両電源をOFF にしてくだ
さい」と表示されます。

車両通信エラー

システムに異常が発生して
いる

トヨタ販売店で点検を受け
てください。

フロントカメラ未接続

リアカメラ未接続

フロント・リアカメラ未接
続

オープンソースソフトウェアについて

メッセージ 考えられる原因 処置
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Permission is hereby granted to use, copy, modify, and 
distribute this software (or portions thereof) for any purpose, 
without fee, subject to these conditions:
(1) If any part of the source code for this software is distributed, 
then this README file must be included, with this copyright and 
no-warranty notice unaltered; and any additions, deletions, or 
changes to the original files must be clearly indicated in 
accompanying documentation.
(2) If only executable code is distributed, then the 
accompanying documentation must state that "this software is 
based in part on the work of the Independent JPEG Group".
(3) Permission for use of this software is granted only if the user 
accepts full responsibility for any undesirable consequences; 
the authors accept NO LIABILITY for damages of any kind.
These conditions apply to any software derived from or based on 
the IJG code, not just to the unmodified library. If you use our 
work, you ought to acknowledge us.
Permission is NOT granted for the use of any IJG author's name 
or company name in advertising or publicity relating to this 
software or products derived from it. This software may be 
referred to only as "the Independent JPEG Group's software".

録画映像の確認はパソコンで行ってください。デジタルインナーミラー
（前後方録画機能付）では録画映像を再生することができません。
録画映像はパソコンに内蔵されている一般的な動画プレイヤー（例：
Windows Media Player, QuickTime）にて再生可能です。
録画データのファイル形式は一般的なMP4/JPEGになります。
microSDカードが挿入可能な機種であれば、スマートフォンやタブ
レットのアプリからでも録画映像を再生できる場合もあります。
パソコンでmicroSDカードの初期化をする場合はexFATファイルシス
テムをサポートするOSであることをご確認ください。

次のOSが exFAT をサポートしています。

動作環境について
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※1Microsoft: https://www.microsoft.com/en-us/legal/intellectualproperty/
mtl/exfat-licensing.aspx

※2HCC Embedded: https://www.hcc-embedded.com/exfat/
※3Apple: https://support.apple.com/ja-jp/guide/disk-utility/
dsku19ed921c/16.0/mac/10.13

※4Microsoft: https://cloudblogs.microsoft.com/opensource/2019/08/28/
exfat-linux-kernel/

2020 年 6 月時点のものであり、変更される場合があります。

OS exFAT サポート

Windows Vista※1
サービスパック1以降でサポートされて
います。

Windows 7※1 サポートされています。

Windows 8※1 サポートされています。

Windows 10※1 サポートされています。

Mac OS X※2, 3
High Sierra か、それ以上を必要としま
す。

Linux※2, 4 更新用ドライバーを必要とします。
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知識
ミラーが曇ったとき

リヤウインドウデフォッガーを作動させ
ると、ミラーヒーターが同時に作動し、
曇りを取ることができます。（ P.301, 
309）

1 調整するミラーを選ぶ

左

右
2 ミラーの鏡面を調整するにはス
イッチを操作する

上

右

下

左

知識
鏡面調整の作動条件

パワースイッチがACCまたは ONのと
き

ドアミラー

安全に運転していただくために
は、運転する前に視界が確保で
きるようミラーの角度を調整し
てください。

警告
走行中の留意事項

走行中は次のことを必ずお守りくださ
い。
お守りいただかないと、運転を誤って
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

ミラーの調整をしない

ドアミラーを格納したまま走行しな
い

走行前に必ず、運転席側および助手
席側のミラーをもとの位置にもどし
て、正しく調整する

ミラーヒーターが作動しているとき

鏡面が熱くなるのでふれないでくださ
い。

調整するには

A

B

A

B

C

D
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ミラーを格納する

ミラーをもとの位置にもどす
スイッチを中立の位置（A）にすると
オート作動に切りかわり、スマートエン
トリー＆スタートシステムやワイヤレス
リモコンによるドアの施錠・解錠と連動
して作動します。

知識
寒冷時にオート作動で使用するとき

寒冷時にオート作動で使用しているとき、
ドアミラーが凍結すると、自動で格納・
復帰ができないことがあります。この場
合、ドアミラーに付着している氷や雪な
どを取り除いたあと、格納スイッチを押
すか、手で動かしてください。

カスタマイズ機能

オート作動の設定を変更できます。（カス
タマイズ一覧： P.448）

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

知識
ミラーに映るおよその範囲

身長・シートの位置により、確認できる
範囲は異なります。

ミラーの鏡面は固定式のため、鏡面を動
かして確認できる範囲の調整をすること
はできません。

ドアミラーを格納するには

警告
ミラーが動いているとき

手をふれないでください。
手を挟んでけがや、ミラーの故障など
の原因になるおそれがあります。

A

B

補助確認装置★

発進時またはごく低速時に、左
側車両側面を確認するときに役
立ちます。
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注意
補助確認装置について

補助確認装置の鏡面部に汚れが付着
しているときは、やわらかい布など
を使用して汚れをふき取ってくださ
い。

車両直前・直左部や後方の確認は、
直接確認するかインナーミラー★・
デジタルインナーミラー（前後方録
画機能付）★・ドアミラーなども併用
し十分注意して行ってください。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。
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3-5. ドアガラスの開閉

スイッチを操作し、ドアガラスを
開閉できます。

1 閉める
2 自動全閉※

3 開ける
4 自動全開※
※途中で停止するときは、スイッチを反
対側へ操作します。

知識
作動条件

パワースイッチがONのとき

ハイブリッドシステム停止後の作動

パワースイッチを ACCまたは OFF にし
たあとでも、約 45秒間はドアガラスを
開閉できます。ただし、そのあいだに運
転席ドアを開閉すると作動しなくなりま
す。

音声操作システムでの操作について★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声操作システムを使用して、ドアガラ
スを開閉することができます（ウインド
ウロックスイッチがOFF のときのみ操作
可能）。

音声操作システムについては、別冊「ナ
ビゲーション取扱書」または「ナビゲー
ションシステム取扱書」を参照してくだ
さい。

挟み込み防止機能

ドアガラスを閉めているときに、窓枠と
ドアガラスのあいだに異物が挟まると、
作動が停止し、少し開きます。

巻き込み防止機能

ドアガラスを開けているときに、異物が
ドアガラスとドアのすき間に巻き込まれ
ると、作動が停止します。

ドアガラスを開閉することができない
とき

挟み込み防止機能や巻き込み防止機能が
異常に作動してしまい、ドアガラスを開
閉することができないときは、開閉する
ことができないドアのパワーウインドウ
スイッチで、次の操作を行ってください。

車を停止し、パワースイッチをONの状
態で、挟み込み防止機能や、巻き込み
防止機能が作動したあと約 4秒以内に、
パワーウインドウスイッチを「自動全
閉」の位置で引き続ける。または、「自
動全開」の位置で押し続けることでド
アガラスを開閉することができます。

上記の操作を行ってもドアガラスが開
閉できない場合、機能の初期化を次の
手順で実施してください。

1 パワースイッチをONにする
2 パワーウインドウスイッチを「自動全
閉」の位置で引き続け、ドアガラスを
全閉にする

3 いったんパワーウインドウスイッチか
ら手を離して、再度パワーウインドウ
スイッチを「自動全閉」の位置で約6
秒以上引き続ける

4 パワーウインドウスイッチを「自動全
開」の位置で押し続け、ドアガラスを

パワーウインドウ

ドアガラスを開閉するには
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全開にしたあと、さらにスイッチを約
1秒以上押し続ける

5 いったんパワーウインドウスイッチか
ら手を離して、再度パワーウインドウ
スイッチを「自動全開」の位置で約4
秒以上押し続ける

6 再度、パワーウインドウスイッチを
「自動全閉」の位置で引き続け、ドア
ガラスを閉めたあと、さらにスイッチ
を約 1秒以上引き続ける

ドアガラス作動途中でスイッチから手を
はなすと、最初からやり直しとなります。
以上の操作を行っても反転して閉じ切ら
ない、または全開にならない場合は、
トヨタ販売店で点検を受けてください。

ドアロック連動ドアガラス開閉機能

メカニカルキーでドアガラスを開閉で

きます。※（ P.426）

ワイヤレスリモコンでドアガラスを開

閉できます。※（ P.109）

オートアラームがセットされていると
きに、ドアロック連動ドアガラス開閉
機能でドアガラスを閉めると、オート
アラームが作動することがあります。
（ P.61）
※トヨタ販売店での設定が必要です。

窓開警告機能

パワースイッチがOFFでドアガラスが開
いていると、運転席ドアを開けたときに
マルチインフォメーションディスプレイ
にメッセージが表示されます。

カスタマイズ機能

ドアロック連動ドアガラス開閉機能など
の設定を変更できます。
（カスタマイズ一覧： P.448）

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

ドアガラスを開閉するとき

運転者は、乗員の操作を含むすべて
のドアガラス開閉操作について責任
があります。特にお子さまの誤った
操作による事故を防ぐため、お子さ
まにはドアガラスの操作をさせない
でください。お子さまや他の人がド
アガラスに挟まれたり巻き込まれた
りするおそれがあります。
また、お子さまが同乗するときはウ
インドウロックスイッチを使用する
ことをおすすめします。（ P.174）

ドアガラスを開閉するときは、乗員
の手・腕・頭・首などを挟んだり巻
き込んだりしないようにしてくださ
い。特にお子さまへは手などを出さ
ないよう声かけをしてください。

ワイヤレスリモコンやメカニカル
キーを使ってドアガラスを操作する
ときは、ドアガラスに人が挟まれる
おそれがないことを確認してから操
作してください。またお子さまには、
ワイヤレスリモコンやメカニカル
キーによる操作をさせないでくださ
い。お子さまや他の人がドアガラス
に挟まれたり巻き込まれたりするお
それがあります。
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お子さまが誤ってドアガラスを開
閉することを防止できます。
スイッチを押すと、インジケー
ター が点灯し、運転席以外のド
アガラスが非作動になります。

知識
作動条件

パワースイッチがONのとき

補機バッテリーをはずしたとき

ウインドウロックスイッチがOFFになる
ため、補機バッテリーを接続したあと、
再度ウインドウロックスイッチをONに
する必要があります。

警告
車から離れるときはパワースイッチ
をOFF にし、キーを携帯してお子さ
まも一緒に車から離れてください。
いたずらなどによる誤った操作によ
り、思わぬ事故につながるおそれが
あります。

挟み込み防止機能

挟み込み防止機能を故意に作動させ
るため、乗員の手・腕・頭・首など
を挟んだりしないでください。

挟み込み防止機能は、ドアガラスが
完全に閉まる直前に異物を挟むと作
動しない場合があります。また、挟
み込み防止機能は、スイッチを引き
続けた状態では作動しません。指な
どを挟まないように注意してくださ
い。

巻き込み防止機能

巻き込み防止機能を故意に作動させ
るため、乗員の手・腕・服などを巻
き込ませたりしないでください。

巻き込み防止機能は、ドアガラスが
完全に開く直前に異物を巻き込むと
作動しない場合があります。手・
腕・服などが巻き込まないように注
意してください。

誤操作を防止するには（ウイン
ドウロックスイッチ）

A
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4-1. 運転にあたって

ハイブリッドシステムを始動す
る
P.184
発進する

1 ブレーキペダルを踏んだまま、
シフトレバーをDにする
（ P.191）
2 パーキングブレーキを解除する
（ P.194）

パーキングブレーキがオートモードのと
きは、自動でパーキングブレーキが解除
されます。（ P.195）

3 ブレーキペダルから徐々に足を
離し、アクセルペダルをゆっく
り踏み発進する
停車する

1 シフトレバーはDのまま、ブ
レーキペダルを踏む

2 必要に応じて、パーキングブ
レーキをかける（ P.194）

長時間停車する場合は、シフトレバーを
P にします。（ P.191)

駐車する
1 車を完全に停止させる
2 パーキングブレーキをかける
（ P.194）

パーキングブレーキ表示灯が点灯してい
ることを確認します。

3 シフトレバーを P にする 
( P.191)

4 パワースイッチを押してハイブ
リッドシステムを停止する

5 電子キーを携帯していることを
確認し、ドアを施錠する

坂道の途中で駐車をする場合は、必要に
応じて輪止め※を使用してください。
※輪止めはトヨタ販売店で購入すること
ができます。

上り坂で発進する
1 ブレーキペダルを踏んだまま、
シフトレバーをD にする
（ P.191）
2 パーキングブレーキスイッチを
引いて、手動でパーキングブ
レーキをかける（ P.194）

3 ブレーキペダルから徐々に足を
離し、アクセルペダルをゆっく
り踏む

4 車が動き出す感触を確認した
ら、パーキングブレーキスイッ
チを押し、パーキングブレーキ
を解除し発進する

知識
上り坂発進について

ヒルスタートアシストコントロールが作
動します。（ P.289）

燃費をよくする走り方

ハイブリッド車も急加速を控えるなど、
通常のガソリン車と同様の心がけが必要
です。（ P.294）

雨の日の運転について

雨の日は視界が悪くなり、またガラス
が曇ったり、路面がすべりやすくなっ
たりするので、慎重に走行してくださ
い。

雨の降りはじめは路面がよりすべりや
すいため、慎重に走行してください。

運転にあたって

安全運転を心がけて、手順に
従って走行してください。

安全に走行するには
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雨の日の高速走行などでは、タイヤと
路面のあいだに水膜が発生し、ハンド
ルやブレーキが効かなくなるおそれが
あるので、スピードは控えめにしてく
ださい。

エコアクセルガイド（ P.77）

エコアクセルガイドの表示を参考に走行
することで、環境に配慮した走行がより
容易に行えます。また、エコアクセルガ
イドを活用することで、エコジャッジの
評価も高くなりやすくなります。

発進時は：

エコアクセルガイドの範囲をこえないよ
うに、アクセルペダルをやさしく踏み込
み、目的の速度まで加速します。必要以
上の急加速を控えることで、エコ発進の
評価が高くなります。

走行中は：

目的の速度まで加速したらアクセルペダ
ルをもどし、エコアクセルガイドの範囲
を目安にして、安定した速度で走行しま
す。エコアクセルガイドの範囲内に収ま
るように走行し続けると、安定走行の評
価が高くなります。

停車時は：

停車時は、早めにアクセルペダルをもど
すことで、エコ減速の評価が高くなりま
す。

ハイブリッドシステム出力の抑制につ
いて（ブレーキオーバーライドシステ
ム）

アクセルペダルとブレーキペダルが同
時に踏まれたとき、ハイブリッドシス
テム出力を抑制する場合があります。

ブレーキオーバーライドシステム作動
中は、マルチインフォメーションディ
スプレイにメッセージが表示されます。

運転標識の取り付けについて

磁石式の初心運転者標識や高齢運転者標

識などを樹脂バンパーやアルミボデー部
に取り付けることはできません。

警告
次の警告をお守りください。お守りい
ただかないと重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

発進するとき

車が動き出すことによる事故を防ぐた
め、READYインジケーターが点灯し
ている状態で停車しているときは、常
にブレーキペダルを踏んでください。
クリープ現象で車が動き出すのを防ぎ
ます。

運転するとき

踏み間違いを避けるため、ブレーキ
ペダルとアクセルペダルの位置を十
分把握した上で運転してください。

･ アクセルペダルをブレーキペダルと
間違えて踏むと、車が急発進して思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

･ 後退するときは体をひねった姿勢と
なるため、ペダルの操作がしにくく
なります。ペダル操作が確実にでき
るよう注意してください。

･ 車を少し移動させるときも正しい運
転姿勢をとり、ブレーキペダルとア
クセルペダルが確実に踏めるように
してください。

･ ブレーキペダルは右足で操作してく
ださい。左足でのブレーキ操作は緊
急時の反応が遅れるなど、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。
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警告
ハイブリッド車は電気モーターでの
走行時にエンジン音がしないため、
周囲の人が車両の接近に気が付かな
い場合があります。車両接近通報装
置が作動していても、周囲の騒音な
どが大きい場合は車両の接近に気が
付かないことがありますので、十分
注意して運転してください。

枯れ葉や紙くず、布きれなどの可燃
物の上を走行したり、可燃物付近に
車を停めたりしないでください。排
気管や排気ガスは高温になり、可燃
物が近くにあると火災になるおそれ
があり危険です。

通常走行時は、走行中にハイブリッ
ドシステムを停止しないでください。
走行中にハイブリッドシステムを停
止してもハンドルやブレーキの操作
は可能ですが、補機バッテリーの残
量や使用状況によっては、車両が停
止する前にハンドルの操作力補助が
なくなり、ハンドル操作が困難にな
るおそれがあります。安全を確認し
た上で、すみやかに道路脇に停車し
てください。なお、通常の方法で車
両を停止することができないような
緊急時は、P.386 を参照してくださ
い。

急な下り坂では、エンジンブレーキ
を使用してスピードを下げてくださ
い。フットブレーキを連続して使い
すぎると、ブレーキが過熱して正常
に機能しなくなります。（ P.190）

走行中はハンドル・シート・ドアミ
ラー・インナーミラー★・デジタル
インナーミラー（前後方録画機能付）
★の調整をしないでください。運転
を誤るおそれがあります。

すべての乗員は頭や手、その他の体
の一部を車から出さないようにして
ください。

4WD車：オフロード走行をしないで
ください。本格的なオフロード走行
を目的とした4WD車ではありませ
ん。やむを得ずオフロードを走行す
るときは、慎重に運転してください。

渡河などの水中走行はしないでくだ
さい。電装品のショートやハイブ
リッドシステムの破損など、重大な
車両故障の原因になるおそれがあり
ます。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

すべりやすい路面を運転するとき

急ブレーキ・急加速・急ハンドルは
タイヤがスリップし、車両の制御が
できなくなるおそれがあります。

急激なアクセル操作、シフト操作に
よるエンジンブレーキやエンジン回
転数の変化は、車が横すべりするな
どして、思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。

水たまり走行後はブレーキペダルを
軽く踏んでブレーキが正常に働くこ
とを確認してください。ブレーキ
パッドがぬれるとブレーキの効きが
悪くなったり、ぬれていない片方だ
けが効いたりしてハンドルをとられ
るおそれがあります。

シフトレバーを操作するとき

シフトレバーを前進側のシフトポジ
ションに入れたまま惰性で後退した
り、Rに入れたまま惰性で前進する
ことは絶対にやめてください。
思わぬ事故や故障の原因になるおそ
れがあります。
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警告
車両が動いているあいだは、シフト
レバーを P に入れないでください。
トランスミッションにダメージを与
えたり、車両のコントロールができ
なくなるおそれがあります。

車両が前進しているあいだは、シフ
トレバーを Rに入れないでくださ
い。トランスミッションにダメージ
を与えたり、車両のコントロールが
できなくなるおそれがあります。

車両が後退しているあいだは、シフ
トレバーを前進側のシフトポジショ
ンに入れないでください。
トランスミッションにダメージを与
えたり、車両のコントロールができ
なくなるおそれがあります。

走行中にシフトレバーをNに入れる
と、ハイブリッドシステムの動力伝
達が解除され、エンジンブレーキが
効かなくなります。

アクセルペダルを踏み込んだまま操
作しないように気を付けてください。
シフトレバーがPまたはN以外にあ
ると、車が急発進して思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。ト
ランスミッションにダメージを与え
たり、車両のコントロールができな
くなるおそれがあります。

継続的にブレーキ付近から警告音
（キーキー音）が発生したとき

できるだけ早くトヨタ販売店で点検を
受け、ブレーキパッドを交換してくだ
さい。必要なときにパッドの交換が行
われないと、ディスクローターの損傷
につながる場合があります。

パッドやローターなどの部品は、役割
を果たすと共に摩耗していきます。摩
耗の限界をこえて走行すると故障を引
き起こすばかりでなく、事故につなが
るおそれがあります。

停車するとき

不必要にアクセルペダルを踏み込ま
ないでください。
シフトレバーがPまたは N以外にあ
ると、車が急発進して思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

車が動き出すことによる事故を防ぐ
ため、READYインジケーターが点
灯しているときは常にブレーキペダ
ルを踏み、必要に応じてパーキング
ブレーキをかけてください。

坂道で停車するときは、前後に動き
出して事故につながるのを防ぐため、
常にブレーキペダルを踏み、必要に
応じてパーキングブレーキをかけて
ください。

停車中に空ぶかしをしないでくださ
い。
排気管が過熱し、可燃物が近くにあ
ると火災につながるおそれがあり危
険です。
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警告
駐車するとき

炎天下では、メガネ・ライター・ス
プレー缶・炭酸飲料の缶などを車内
に放置しないでください。
放置したままでいると、次のような
ことが起こるおそれがあり危険です。

･ ライターやスプレー缶からガスがも
れたり、出火する

･ プラスチックレンズ・プラスチック
素材のメガネが、変形またはひび割
れを起こす

･ 炭酸飲料の缶が破裂して車内を汚し
たり、電気部品がショートする原因
になる

ライターを車内に放置したままにし
ないでください。ライターをグロー
ブボックスなどに入れておいたり、
車内に落としたままにしておくと、
荷物を押し込んだりシートを動かし
たときにライターの操作部が誤作動
し、火災につながるおそれがあり危
険です。

フロントウインドウガラスなどには
吸盤を取り付けないでください。ま
た、インストルメントパネルやダッ
シュボードの上に芳香剤などの容器
を置かないでください。
吸盤や容器がレンズの働きをして、
車両火災につながるおそれがあり危
険です。

シルバー色などの金属蒸着フィルム
を曲面ガラスに貼った場合は、ドア
やフロントドアガラス・リヤドアガ
ラスを開けたまま放置しないでくだ
さい。直射日光が曲面ガラスの内側
に反射し、レンズの働きをして火災
につながるおそれがあり危険です。

車から離れるときは、必ずシフトレ
バーをP に入れ、パーキングブレー
キをかけて、ハイブリッドシステム
を停止し、施錠してください。
READYインジケーターが点灯して
いるあいだは、車から離れないでく
ださい。
パーキングブレーキをかけずにシフ
トレバーをPにした状態では、車が
動き思わぬ事故につながるおそれが
あり危険です。

READYインジケーターが点灯して
いるとき、またはハイブリッドシス
テム停止直後は排気管にふれないで
ください。やけどをするおそれがあ
ります。

仮眠するとき

必ずハイブリッドシステムを停止して
ください。
READY インジケーターが点灯した状
態のまま仮眠すると、無意識にシフト
レバーを動かしたり、アクセルペダル
を踏み込んだりして、事故やハイブ
リッドシステムの異常過熱による火災
が発生するおそれがあります。さらに、
風通しの悪い場所に停めると、排気ガ
スが車内に侵入し、重大な健康障害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

ブレーキをかけるとき

ブレーキがぬれているときは、普段
よりも注意して走行してください。
ブレーキがぬれていると、制動距離
が長くなり、ブレーキのかかりに、
左右の違いが出るおそれがあります。
また、パーキングブレーキがしっか
りとかからないおそれもあります。
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警告
電子制御ブレーキシステムが機能し
ないときは、他の車に近付いたりし
ないでください。また、下り坂や急
カーブを避けてください。
この場合ブレーキは作動しますが、
通常よりもブレーキペダルを強く踏
む必要があります。また制動距離も
長くなります。ただちにブレーキの
修理を受けてください。

ブレーキシステムは 2つ以上の独立
したシステムで構成されており、1
つの油圧システムが故障しても、残
りは作動します。この場合、ブレー
キペダルを通常より強く踏む必要が
あり、制動距離が長くなります。た
だちにブレーキの修理を受けてくだ
さい。

万一脱輪したとき（4WD車）

いずれかのタイヤが宙に浮いていると
きは、むやみに空転させないでくださ
い。駆動系部品の損傷や、車両の飛び
出しによる思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。

注意
運転しているとき

運転中にアクセルペダルとブレーキ
ペダルを同時に踏まないでください。
アクセルペダルとブレーキペダルを
同時に踏むと、ハイブリッドシステ
ム出力を抑制する場合があります。

坂道で停車するために、アクセルペ
ダルを使ったり、アクセルペダルと
ブレーキペダルを同時に踏んだりし
ないでください。

部品の損傷を防ぐために

パワーステアリングモーターの損傷
を防ぐため、ハンドルをいっぱいに
まわした状態を長く続けないでくだ
さい。

ディスクホイールなどの損傷を防ぐ
ため、段差などを通過するときは、
できるだけゆっくり走行してくださ
い。

走行中にタイヤがパンクしたら

次のようなときはタイヤのパンクや損
傷が考えられます。ハンドルをしっか
り持って徐々にブレーキをかけ、ス
ピードを落としてください。

ハンドルがとられる

異常な音や振動がある

車両が異常に傾く

タイヤがパンクした場合の対処法は
P.404, 416 を参照してください。

冠水路走行に関する注意

大雨などで冠水した道路では、次のよ
うな重大な損傷を与えるおそれがある
ため、走行しないでください。

エンストする

電装品がショートする

水を吸い込んでのエンジン破損

万一、冠水した道路を走行し、水中に
浸かってしまったときは必ずトヨタ販
売店で次の点検をしてください。

ブレーキの効き具合

エンジン・トランスミッション・ト
ランスアクスルなどのオイルやフ
ルードの量および質の変化

各ベアリング・各ジョイント部など
の潤滑不良
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急発進の抑制制御
アクセルペダルを踏み込んだまま、
次のようにシフトポジションを切
りかえたとき、ハイブリッドシス
テム出力を抑制することがありま
す。

Rに切りかえたとき※

PまたはRから、Dなどの前進シ
フトポジションに切りかえたと
き※

この場合、マルチインフォメー
ションディスプレイにメッセージ
が表示されます。表示された画面
の指示に従ってください。
※状況によっては操作できない場合があ
ります。

後退速度の抑制制御
後退時の速度が所定以下となるよ
うにハイブリッドシステム出力を
抑制※します。
後退速度の抑制制御が作動してい
るときは、マルチインフォメー
ションディスプレイに「速度抑制
中」が表示されます。

※状況によっては所定の速度以下に抑制
できない場合があります。

知識
ドライブスタートコントロールについ
て

TRC の作動を停止（ P.290）する
と、急発進の抑制制御も停止します。
急発進の抑制制御が作動してぬかるみ
や新雪などからの脱出が困難な場合は、
TRC の作動を停止してください。
（ P.290）

タイヤがスリップ（空転）していると、
後退速度の抑制制御が作動することが
あります。

後退速度の抑制制御のON（作動）／
OFF（非作動）を切りかえることがで
きます。（ P.442）

･ パワースイッチをONにしたときは、
後退速度の抑制制御は常にON（作動）
になっています。

･ 後退速度の抑制制御をOFF（非作動）
にしても、急発進の抑制制御は作動し
ます。

注意
駐車するとき

必ずパーキングブレーキをかけ、シフ
トレバーを P にしてください。パーキ
ングブレーキをかけシフトレバーを P 
にしておかないと、車が動き出したり、
誤ってアクセルペダルを踏み込んだと
きに急発進するおそれがあります。

急発進および後退速度の抑制
（ドライブスタートコントロー
ル）
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荷物を積むときの注意

安全で快適なドライブをするた
めに、荷物を積むときは次のこ
とをお守りください。

警告
積んではいけないもの

次のようなものを積むと引火するおそ
れがあり危険です。

燃料が入った容器

スプレー缶

荷物を積むとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、ブレーキペダ
ル・アクセルペダルを正しく操作でき
なかったり、荷物が視界をさえぎった
り、荷物が乗員に衝突したりして、思
わぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

できるだけ荷物はラゲージルームに
積んでください。

シート背もたれより高いものをラ
ゲージルームに積まないでください。

後席のシート背もたれを折りたたん
で荷物を積むときは、荷物を積み重
ねないでください。

後席のシート背もたれを折りたたん
で、寸法が長い荷物を積むときは、
できるだけ前席シート背もたれの真
うしろには積まないでください。

ラゲージルームに人を乗せないでく
ださい。乗員用には設計されていま
せん。乗員は、適切にシートベルト
を着用させ、座席に座らせてくださ
い。

次の場所には荷物を積まないでくだ
さい。

･ 運転席足元

･ 助手席やリヤ席（荷物を積み重ねる
場合）

･ インストルメントパネル

･ ダッシュボード

室内に積んだ荷物はすべてしっかり
と安定させてください。

荷物の重量・荷重のかけ方について

荷物を積み過ぎないでください。

荷重を不均等にかけないようにして
ください。

これはタイヤに負担をかけるだけでな
く、ハンドル操作性やブレーキ制御の
低下により思わぬ事故につながり、重
大な傷害におよぶか、最悪の場合死亡
につながるおそれがあります。



184 4-2. 運転のしかた

4-2. 運転のしかた

1 パーキングブレーキがかかって
いることを確認するため、パー
キングブレーキスイッチを引く
（ P.194）

メーター内のパーキングブレーキ表示灯
が点灯します。

2 シフトレバーが Pの位置にある
ことを確認する

3 ブレーキペダルをしっかり踏む
マルチインフォメーションディスプレイ

に ※1／ ※2とメッセー

ジが表示されます。
表示されないと、ハイブリッドシステム
は始動しません。
※14.2 インチディスプレイ装着車
※27インチディスプレイ装着車

4 パワースイッチを短く確実に押
す

短く確実に押せば、押し続ける必要はあ
りません。

READY インジケーターが点灯すれば、
ハイブリッドシステムは正常に始動して
います。

READY インジケーターが点灯するまで
ブレーキペダルを踏み続けてください。

パワースイッチのどのモードからでもハ
イブリッドシステムを始動できます。

5 READYインジケーターが点灯
したことを確認する

READY インジケーターが点滅から点灯
にかわり、ブザーが鳴れば、ハイブリッ
ドシステムは正常に始動しています。

READYインジケーターが消灯している
状態では走行できません。

READY インジケーターが点灯していれ
ば、ガソリンエンジンが停止していても
走行できます。（車両の状態に応じて、ガ
ソリンエンジンは自動で始動・停止しま
す）

知識
パワースイッチ文字照明

状況に応じて、次のようにパワースイッ
チ文字照明が切りかわります。

運転席または助手席ドアが開いている
ときは、パワースイッチ文字照明が点
灯します。

パワースイッチがOFF のとき、電子
キーを携帯したままブレーキペダルを
踏むと、パワースイッチ文字照明が点
滅します。

パワースイッチがACCまたはONのと
きは、パワースイッチ文字照明が点灯
します。

パワースイッチをACCまたはONから
OFF にしたときは、パワースイッチ文

パワー（イグニッション）
スイッチ

電子キーを携帯して次の操作を
行うことで、ハイブリッドシス
テムの始動またはパワースイッ
チのモードを切りかえることが
できます。

ハイブリッドシステムを始動す
るには
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字照明がしばらく点灯し、その後消灯
します。

ハイブリッドシステムが始動しないと
き

イモビライザーシステムが解除されて
いない可能性があります。（ P.60）
トヨタ販売店へご連絡ください。

始動操作に関するメッセージがマルチ
インフォメーションディスプレイに表
示されている場合は、画面の指示に
従ってください。

外気温が低いとき

ハイブリッドシステム始動時にREADY
インジケーターの点滅時間が長くなる
ことがあります。READY インジケー
ターが点灯すれば走行可能になります
ので点灯するまでそのままお待ちくだ
さい。

極寒の環境などで駆動用電池の温度が
著しく低くなっている場合（およそ－
30℃以下）、ハイブリッドシステムが
始動できなくなることがあります。
その場合は気温の上昇を待つなど、駆
動用電池の温度が上がってから再度始
動操作をしてください。

ハイブリッド車特有の音と振動につい
て

P.52

補機バッテリーがあがったとき

スマートエントリー＆スタートシステム
でハイブリッドシステムを始動すること
ができません。ハイブリッドシステムを
始動するには、P.427を参照してくださ
い。

電子キーの電池の消耗について

P.106

スマートエントリー＆スタートシステ
ムが正常に働かないおそれのある状況

P.129

ご留意いただきたいこと

P.129

ステアリングロック機能

パワースイッチをOFF にしたあとにド
アを開閉すると、ステアリングロック
機能によりハンドルが固定されます。
パワースイッチを操作すると、ステア
リングロックは自動で解除されます。

ステアリングロックが解除できないと
きは、マルチインフォメーションディ
スプレイに「ハンドルを左右に回しな
がらパワースイッチを押してください」
が表示されます。シフトレバーがPの
位置にあることを確認して、ハンドル
を左右にまわしながらパワースイッチ
を短く確実に押してください。

短時間にハイブリッドシステムの始動・
停止をくり返すと、モーターのオー
バーヒート防止のために作動制限する
ことがあります。その場合は操作を控
えてください。2～ 10秒程度でもと
の状態にもどります。

スマートエントリー＆スタートシステ
ムに異常があるとき

マルチインフォメーションディスプレイ
に「スマートエントリー＆スタートシス
テム故障 取扱書を確認」が表示されたと
きは、システムに異常があるおそれがあ
ります。ただちにトヨタ販売店で点検を
受けてください。

万一、READYインジケーターが点灯し
ないとき

正しい手順で始動操作を行っても
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READY インジケーターが点灯しない場
合は、ただちにトヨタ販売店へご連絡く
ださい。

ハイブリッドシステムに異常があると
き

P.58

電子キーの電池交換

P.377

パワースイッチの操作について

スイッチを短く確実に押せていない場
合は、モードの切りかえやハイブリッ
ドシステムの始動ができない場合があ
ります。

パワースイッチOFF 後、すぐに再始動
した場合は、ハイブリッドシステムが
始動しない場合があります。パワース
イッチOFF 後の再始動は、数秒待って
から操作してください。

カスタマイズ機能

カスタマイズ機能でスマートエントリー
＆スタートシステムを非作動にしたとき
は、P.426 を参照してください。

1 車両を完全に停止させる
2 パーキングブレーキがマニュア
ルモードのときは、パーキング
ブレーキをかける（ P.194）

メーター内のパーキングブレーキ表示灯
が点灯していることを確認します。

3 シフトレバーをPの位置にする
（ P.191）
4 パワースイッチを短く確実に押
す

ハイブリッドシステムが停止し、メー
ター表示が消えます。

パワースイッチを押すときは、シフトレ
バーから手を離してください。

警告
ハイブリッドシステムを始動すると
き

必ず運転席に座って行ってください。
このとき決してアクセルペダルは踏ま
ないでください。
思わぬ事故につながり、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

走行中の警告

ハイブリッドシステムの停止などで車
両滑走状態になったときは、車両が安
全な状態で停止するまでドアを開けた
り、ロック操作をしたりしないでくだ
さい。ステアリングロック機能が作動
し、思わぬ事故につながり、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

注意
ハイブリッドシステムを始動すると
き

もしハイブリッドシステムが始動しに
くい場合は、ただちにトヨタ販売店で
点検を受けてください。

パワースイッチの操作について

パワースイッチ操作時に引っかかりな
どの違和感があるときは、故障のおそ
れがあります。すみやかにトヨタ販売
店にご連絡ください。

ハイブリッドシステムを停止す
るには
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5 ブレーキペダルから足を離して
マルチインフォメーションディ
スプレイの「アクセサリー」 や
「イグニッションON」の表示
が消灯していることを確認する

ブレーキペダルを踏まずにパワー
スイッチを押すと、モードを切り
かえることができます。（スイッチ

を押すごとにモードが切りかわり
ます）

1 OFF※

非常点滅灯が使用できます。

2 ACC
オーディオなどの電装品が使用できます。
マルチインフォメーションディスプレイ
に「アクセサリー」が表示されます。

3 ON
すべての電装品が使用できます。
マルチインフォメーションディスプレイ
に「イグニッションON」が表示されま
す。
※シフトレバーがP以外のときはONの
ままになり、OFF になりません。

知識
自動電源OFF 機能

シフトレバーがPにあるとき、約 20分
以上パワースイッチを ACC またはON
（ハイブリッドシステムが始動していな
い状態）のままにしておくと、パワー
スイッチが自動でOFF になります。

シフトレバーがPおよびパワースイッチ
がACCまたは ON（ハイブリッドシス
テムが始動していない状態）のときに

警告
緊急時のハイブリッドシステム停止
方法

走行中にハイブリッドシステムを緊
急停止したい場合には、パワース
イッチを 2秒以上押し続けるか、素
早く 3回以上連続で押してくださ
い。（ P.386）
ただし、緊急時以外は走行中にパ
ワースイッチにふれないでください。
走行中にハイブリッドシステムを停
止してもハンドルやブレーキの操作
は可能ですが、補機バッテリーの残
量や使用状況によっては、車両が停
止する前にハンドルの操作力補助が
なくなり、ハンドル操作が困難にな
るおそれがあります。安全を確認し
た上で、すみやかに道路脇に停車し
てください。

走行中にパワースイッチを操作する
と、マルチインフォメーションディ
スプレイに警告メッセージが表示さ
れ、警告ブザーが鳴ります。

走行中にハイブリッドシステムを緊
急停止したあと、走行中にハイブ
リッドシステムを再始動させる場合
は、シフトレバーをNにし、パワー
スイッチを短く確実に押してくださ
い。

パワースイッチを切りかえるに
は
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補機バッテリーの残量が少なくなると、
ブザーが鳴りマルチインフォメーショ
ンディスプレイにメッセージが表示さ
れます。そのままの状態を続けると、
パワースイッチが自動でOFF になりま
す。

ただし、自動電源OFF 機能は、補機バッ
テリーあがりを完全に防ぐものではあり
ません。ハイブリッドシステムが作動し
ていないときは、パワースイッチをACC
またはONしたまま長時間放置しないで
ください。

シフトレバーがP以外でハイブ
リッドシステムを停止させた場合、
ハイブリッドシステムは停止しま
すが、パワースイッチのモードは
OFF になりません。次の手順で
OFF にしてください。
1 パーキングブレーキがかかって
いることを確認する

2 シフトレバーを Pの位置にする

3 マルチインフォメーションディ
スプレイに「イグニッション
ON」が表示されていることを
確認し、パワースイッチを短く
確実に押す

4 マルチインフォメーションディ
スプレイの「アクセサリー」ま
たは「イグニッションON」の
表示が消灯していることを確認
する

注意
補機バッテリーあがりを防止するた
めに

ハイブリッドシステム停止中は、パ
ワースイッチをACCまたは ONに
したまま長時間放置しないでくださ
い。

ハイブリッドシステム停止中に、マ
ルチインフォメーションディスプレ
イの「アクセサリー」または「イグ
ニッションON」の表示が消灯して
いない場合、パワースイッチがOFF 
になっていません。パワースイッチ
をOFF にしてから車両を離れてくだ
さい。

シフトレバーがP以外でハイブ
リッドシステムを停止したとき

注意
補機バッテリーあがりを防止するた
めに

シフトレバーがP 以外でハイブリッド
システムを停止させないでください。
シフトレバーがP 以外でハイブリッド
システムを停止させた場合、パワース
イッチはONのままになるため、その
まま放置すると補機バッテリーあがり
の原因となります。
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EV ドライブモードスイッチを押す
EV ドライブモードになると、EV ドライ
ブモード表示灯が点灯します。

もう一度スイッチを押すと通常走行（ガ
ソリンエンジンと電気モーターによる走
行）にもどります。

知識
EV ドライブモードの切りかえについて

次のときは EVドライブモードに切りか
わらない場合があります。EVドライブ
モードに切りかわらないときはブザーが
鳴り、マルチインフォメーションディス
プレイにメッセージが表示されます。

ハイブリッドシステムが高温のとき
炎天下に駐車したあとや登降坂、高速
走行後など

ハイブリッドシステムが低温のとき
約 0℃を下まわるような低温下に長時

間駐車したあとなど

ガソリンエンジンが暖機運転中のとき

駆動用電池の充電量が低いとき
エネルギーモニターに表示される駆動
用電池の残量が少ない状態（ P.99）

車速が高いとき

アクセルペダルを大きく踏み込んだと
きや坂道など

フロントウインドウガラスの曇り取り
を使用しているとき

EVドライブモードに切りかわらないとき
は、EVドライブモードが使用できる状況
になってから使用してください。

ガソリンエンジンが冷えているときの
EV ドライブモードの切りかえについて

ガソリンエンジンが冷えているときにハ
イブリッドシステムを始動した場合、し
ばらくすると暖機運転のためガソリンエ
ンジンが自動的に始動し、EVドライブ
モードに切りかえることができなくなり
ます。
ハイブリッドシステム始動操作後、
READYインジケーターが点灯したら、
ガソリンエンジンが始動する前に EV ド
ライブモードスイッチを押してください。

EV ドライブモードの自動解除について

EV ドライブモードで走行中、次のときは
自動的に通常走行（ガソリンエンジンと
電気モーターによる走行）になることが
あります。EVドライブモードが解除され
るときは、ブザーが鳴り、EVドライブ
モード表示灯が点滅したあと消灯し、マ
ルチインフォメーションディスプレイに
メッセージが表示されます。

駆動用電池の充電量が低下したとき
エネルギーモニターに表示される駆動
用電池の残量が少ない状態（ P.99）

車速が高いとき

アクセルペダルを大きく踏み込んだと

EV ドライブモード

EV ドライブモードは、駆動用電
池から電力を供給し、電気モー
ターのみを使って走行するモー
ドです。早朝、深夜の住宅街や
屋内の駐車場などで、騒音や排
気ガスを気にすることなく走行
することができます。

EVドライブモードの切りかえ
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きや坂道など

EVドライブモードが解除されたときは、
しばらく走行してから使用してください。

EV ドライブモードの走行可能距離

EV ドライブモードの走行可能距離は数百
m から約 1km程度です。ただし、車両
の状況によっては EVドライブモードが
使用できない場合があります。（走行距離
は、駆動用電池の充電量や走行状態に
よって異なります）

燃費について

ハイブリッドシステムは、通常走行（ガ
ソリンエンジンと電気モーターによる走
行）において、最も燃費がよくなるよう
に制御されています。EVドライブモード
を多用すると、燃費が悪くなることがあ
ります。

※1燃費向上や騒音の低減のために、通常
はDを使用してください。

※2S モードではシフトレンジを選択する
ことで、加速力やエンジンブレーキ力
を切りかえることができます。

知識
リバース警告ブザー

シフトレバーを Rに入れるとブザーが鳴
り、Rにあることを運転者に知らせます。

レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）を使って走行してい
るとき

エンジンブレーキを目的に次の操作を
行っても、レーダークルーズコントロー
ル（全車速追従機能付き）が解除されな
いためエンジンブレーキは効きません。

Sモードで走行中にS5またはS4レンジ
にシフトダウンしたとき（ P.192）

Dポジションで走行中に走行モードをス

警告
走行中は

EV ドライブモードではエンジン音が
しないため、周囲の人が車両の発進や
接近に気が付かない場合があります。
車両接近通報装置が作動していても、
周囲の騒音などが大きい場合は、車両
の接近に気が付かない場合があります
ので、十分注意して運転してください。

トランスミッション

目的や状況に応じてシフトポジ
ションを選択してください。

シフトポジションの使用目的に
ついて

シフトポジ
ション

目的および状態

P
駐車またはハイブリッド

システムの始動

R 後退

N 動力が伝わらない状態

D 通常走行※1

S
S モード走行※2

（ P.192）
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ポーツモードにしたとき（ P.287）

ドライブスタートコントロールについ
て

P.182

パワースイッチがONの状

態で、ブレーキペダルを踏んだ状
態でシフトレバーのボタンを押し
ながら操作します。※

シフトレバーのボタンを押

しながら操作します。

シフトレバーのボタンを押

さずそのまま操作します。
PとDのあいだの操作は、ブレーキペダ
ルを踏み、車を完全に止めてから行って
ください。
※シフトレバーのボタンを押す前にブ
レーキペダルを踏んでください。シフ
トレバーのボタンを最初に押してもシ
フトロックは解除されません。

知識
シフトロックシステム

シフトロックシステムは、発進時のシフ
トレバーの誤操作を防ぐシステムです。

パワースイッチがONでブレーキペダル
を踏んだままシフトレバーのボタンを押
した状態でなければ、シフトレバーを P
からシフトできません。

シフトレバーをPからシフトできないと
き

ブレーキペダルを踏んでいることを確認
してください。
ブレーキペダルを踏んだままシフトレ
バーのボタンを押した状態でシフトレ
バーがシフトできない場合、シフトロッ
クシステムなどの故障が考えられます。
ただちにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

警告
すべりやすい路面を走行するとき

急なアクセル操作や、シフト操作を行
わないでください。エンジンブレーキ
力の急激な変化が横すべりやスピンの
原因になりますので注意してください。

注意
駆動用電池の充電について

シフトレバーがNでは、ガソリンエン
ジンが回転していても駆動用電池は充
電されないため、Nで長時間放置する
と駆動用電池の残量が低下し、走行不
能になるおそれがあります。

シフトレバーの動かし方
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ただし一時的な処置として、次の方法で
シフトレバーをシフトすることができま
す。

シフトロックの解除のしかた：
1 パーキングブレーキがかかっているこ
とを確認するため、パーキングブレー
キスイッチを引く（ P.194）

2 パワースイッチをOFF にする
3 ブレーキペダルを踏む
4 マイナスドライバーなどを使ってカ
バーを取りはずす
傷が付くのを防ぐため、マイナスドラ
イバーの先端に布などを巻いて保護し
てください。

5 シフトロック解除ボタンを押しながら
シフトレバーのボタンを押す
シフトロック解除ボタンを押している
あいだは、レバーをシフトできます。

P.287

シフトレバーをSポジションにす
ると、Sモードに切りかわります。
シフトレバーの操作で思いどおり
のシフトレンジを選択し、運転す
ることができます。シフトレバー
の“－”側または“＋”側の
操作でシフトレンジを選択するこ
とができます。

1 シフトアップ
2 シフトダウン
S1から S6のあいだで選択されている
シフトレンジが表示されます。

警告
シフトロック解除時の事故を防ぐた
めに

シフトロック解除ボタンを押すときは、
必ずパーキングブレーキをかけブレー
キペダルを踏んでください。

誤ってアクセルペダルを踏んでいると、
シフトロック解除ボタンを押してシフ
トレバーを操作したときに、車が急発
進して思わぬ事故につながり、重大な
傷害におよぶか最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

走行モードの選択

Sモードでのシフトレンジ選択
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S ポジションへ操作したときの初
期レンジは、車速に応じてS3ま
たは S5に設定されます。

知識
S モードについて

加速力・エンジンブレーキ力は、6段階
から選択が可能です。

シフトレンジの数字が小さい方が、加
速力・エンジンブレーキ力は大きくな
り、エンジン回転数も高くなります。

S1から S4レンジのとき、エンジン過
回転前に自動的にシフトアップします。

S4レンジ以下のとき、シフトレバーを
“＋”側へ保持するとS6レンジに設
定されます。

シフトダウン制限警告ブザー

安全や走行性能を確保するため、シフト
ダウン操作には制限があり、シフトレ
バーを操作してもシフトダウンできない
場合があります。（このときブザーが 2 回
鳴ります）

シフトレバーを S にしても、シフトポ
ジション表示に Sが表示されないとき

システム異常のおそれがあります。ただ
ちにトヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。この場合、シフトレバーをD にして
いるときと同じ制御になります。

レバー操作により、次のように運
転者の意思を表示することができ
ます。

1 左折
2 左側へ車線変更
（レバーを途中で保持）

レバーを離すまで、左側方向指示灯が点
滅します。

3 右側へ車線変更
（レバーを途中で保持）

レバーを離すまで、右側方向指示灯が点
滅します。

4 右折

知識
作動条件

パワースイッチがONのとき

方向指示レバー

操作のしかた
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表示灯の点滅が異常に速くなったとき

すべての方向指示灯が点滅しているか、
確認してください。

すべての方向指示灯が点滅しているのに
点滅が異常に速いときは、トヨタ販売店
で点検を受けてください。

マニュアルモード
手動でパーキングブレーキをかけ
る・解除することができます。

パーキングブレーキ表示灯

パーキングブレーキランプ
1 スイッチを引き、パーキングブ
レーキをかける

パーキングブレーキ表示灯とパーキング
ブレーキランプが点灯します。
緊急時、走行中にパーキングブレーキを
かける必要があるとき、スイッチを引き

電動パーキングブレーキ

自動または手動でパーキングブ
レーキをかける・解除すること
ができます。
オートモードのときは、シフト
レバーの操作に応じてパーキン
グブレーキが自動で作動します。
また、オートモードのときでも
手動でパーキングブレーキをか
ける・解除することができます。

操作のしかた

A

B
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続けてください。

2 スイッチを押し、パーキングブ
レーキを解除する

･ ブレーキペダルを踏みながら操作して
ください。

･ パーキングブレーキ自動解除機能によ
り、アクセルペダルを踏むことでパー
キングブレーキを解除することができ
ます。アクセルペダルを踏むときは
ゆっくり踏んでください。（ P.195）

解除後、パーキングブレーキ表示灯と
パーキングブレーキランプが消灯します。

パーキングブレーキ表示灯とパー
キングブレーキランプが点滅した
場合は、再度スイッチを操作して
ください。（ P.398）
オートモードをONにする

停車中に、ブザーが鳴り、マルチ
インフォメーションディスプレイ
にメッセージが出るまでスイッチ
を引き続ける

オートモードをONにすると、
パーキングブレーキが次のように
作動します。
シフトレバーをPからP以外にす
ると、パーキングブレーキが解
除され、パーキングブレーキ表
示灯とパーキングブレーキラン
プが消灯します。
シフトレバーをP以外からPにす

ると、パーキングブレーキがか
かり、パーキングブレーキ表示
灯とパーキングブレーキランプ
が点灯します。

シフトレバーは、停車した状態で
ブレーキペダルを踏みながら操作
してください。
急なシフト操作を行うと、オート
モードが作動しない場合がありま
す。その場合は、手動でパーキン
グブレーキを操作してください。
（ P.194）
オートモードをOFFにする

停車中に、ブザーが鳴り、マルチ
インフォメーションディスプレイ
にメッセージが出るまでスイッチ
を押し続ける

知識
パーキングブレーキの作動

パワースイッチがON以外では、パーキ
ングブレーキスイッチによる解除はで
きません。

パワースイッチがON以外では、オート
モード（かける・解除する）は作動し
ません。

パーキングブレーキ自動解除機能につ
いて

次の条件をすべて満たしたとき、アクセ
ルペダルを踏むことによりパーキングブ
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レーキを解除することができます。

運転席ドアが閉まっているとき

運転席シートベルトを着用していると
き

シフトレバーが前進もしくは後退の位
置にある

エンジン警告灯やブレーキ警告灯が消
灯している

アクセルペダルを踏むときはゆっくり踏
んでください。

アクセルペダルを踏んでもパーキングブ
レーキが解除しない場合、手動で解除し
てください。

オートモードではシフトレバーをPから
P以外にすると、パーキングブレーキが
自動的に解除されます。

パーキングブレーキ自動作動機能につ
いて

下記の条件をすべて満たしたとき、パー
キングブレーキが作動します。

ブレーキを踏んでいない

運転席のドアが開いている

運転席のシートベルトを装着していな
い

シフトレバーが P もしくは N 以外の位
置にある

エンジン警告灯やブレーキ警告灯が消
灯している。

マルチインフォメーションディスプレ
イに「EPB が連続で操作されました　
しばらくお待ちください」と表示され
たときは

短時間に作動をくり返すと、システムの
過熱防止のために作動制限することがあ
ります。その場合は、操作を控えてくだ
さい。1 分程度でもとの状態にもどりま
す。

マルチインフォメーションディスプレ
イに「EPB 動作が途中で停止しまし
た」または「EPB 現在使用できませ
ん」と表示されたときは

パーキングブレーキスイッチを操作して
ください。何度か操作してもメッセージ
が消えない場合は、システムに異常があ
るおそれがあります。トヨタ販売店で点
検を受けてください。

パーキングブレーキの作動音

パーキングブレーキが作動するとき、
モーターの音（“ウィーン”という音）
が聞こえることがありますが、異常では
ありません。

パーキングブレーキ表示灯とパーキン
グブレーキランプについて

パーキングブレーキをかけたとき、パ
ワースイッチのモードによって、次の
ようにパーキングブレーキ表示灯と
パーキングブレーキランプが点灯しま
す。
ON：パーキングブレーキを解除するま
で点灯します。
ON以外：約 15 秒間点灯します。

パーキングブレーキをかけた状態でパ
ワースイッチをOFF にしたとき、パー
キングブレーキ表示灯とパーキングブ
レーキランプが約15秒間点灯したま
まになりますが、異常ではありません。

パーキングブレーキスイッチが故障し
たとき

自動的にオートモードがON になります。

駐車するとき

P.176

パーキングブレーキ未解除警告ブザー

パーキングブレーキをかけたまま走行す
ると、警告ブザーが鳴り、マルチイン
フォメーションディスプレイに「EPBが
ロックされています」が表示されます。
（車速が 5km/h をこえたとき）
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転

ブレーキ警告灯が点灯したときは

 P.394

冬季のパーキングブレーキの使用につ
いて

P.297

警告
駐車するとき

お子さまだけを車の中に残したままに
しないでください。お子さまが誤って
パーキングブレーキを解除し、車が動
き出して思わぬ事故につながり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

パーキングブレーキスイッチについ
て

パーキングブレーキスイッチの周辺に
ものを置かないでください。ものとス
イッチが干渉して、思わぬパーキング
ブレーキの作動につながるおそれがあ
ります。

パーキングブレーキ自動作動機能に
ついて

パーキングブレーキ自動作動機能を日
常のパーキングブレーキ操作のかわり
には絶対に使用しないでください。本
機能は運転者のパーキングブレーキか
け忘れによって起こる事故を軽減する
ための機能です。機能に頼ったり、安
全を委ねて駐車をしたりすると、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

注意
駐車するとき

車から離れるときは、シフトレバーを
Pにし、パーキングブレーキをかけて
ください。
車が動かないことを確認してください。

システムに異常が発生したら

安全な場所に車を停め、警告メッセー
ジを確認してください。

補機バッテリーがあがったとき

パーキングブレーキシステムを作動さ
せることはできません。（ P.427）

故障などでかかったままになったと
き

パーキングブレーキがかかったまま走
行すると、ブレーキ部品が過熱し、ブ
レーキの効きが悪くなったり、早く摩
耗したりするおそれがあります。この
場合は、ただちにトヨタ販売店で点検
を受けてください。
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スイッチを押して、ブレーキホー
ルドシステムをONにする
ブレーキホールドスタンバイ表示灯

（緑）が点灯します。ブレーキ保持中

はブレーキホールド作動表示灯 （黄）
が点灯します。

知識
システムの作動条件

次のときはブレーキホールドシステムを
ONにできません。

運転席ドアが閉まっていない

運転席シートベルトを着用していない

ブレーキホールドシステムがONのとき
に上記いずれかを検出したときは、シス

テムがOFF になり、ブレーキホールドス
タンバイ表示灯（緑）が消灯します。ブ
レーキ保持中に検出した場合は、さらに
警告音と共にマルチインフォメーション
ディスプレイにメッセージが表示され、
自動的にパーキングブレーキがかかりま
す。

ブレーキ保持について

ブレーキ保持中にブレーキペダルが踏
まれていない状態が約 3分継続すると、
自動的にパーキングブレーキがかかり
ます。このときはブザーが鳴り、マル
チインフォメーションディスプレイに
メッセージが表示されます。

急坂路ではブレーキ保持できないこと
があり、その場合運転者が、ブレーキ
をかける必要があります。このときブ
ザーが鳴り、マルチインフォメーショ
ンディスプレイにメッセージが表示さ
れます。表示された画面の指示に従っ
てください。

ブレーキ保持中にシステムをOFFにす
るときは、ブレーキペダルをしっかり
踏み、もう一度スイッチを押してくだ
さい。

ブレーキ保持中にパーキングブレーキ
が自動的にかかったとき

発進時は次のいずれかの操作でパーキン
グブレーキを解除してください。

運転席シートベルトを着用した状態で
アクセルペダルを踏む

ブレーキペダルを踏みながら、パーキ
ングブレーキスイッチを操作して手動
で解除する

操作したあとパーキングブレーキ表示灯
が消灯したことを確認してください。
（ P.194）

トヨタ販売店で点検が必要なとき

ブレーキホールドシステムの作動条件を
満たしているときに、ブレーキホールド

ブレーキホールド

シフトレバーがD・SまたはN 
でブレーキホールドシステムが
ON のとき、ブレーキペダルを
踏んで停車するとブレーキがか
かったまま保持されます。シフ
トレバーがDまたはSのとき、
アクセルペダルを踏むと同時に
解除され、スムーズに発進でき
ます。

システムを作動させるには

A

B
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転

スイッチを押してもブレーキホールドス
タンバイ表示灯（緑）が点灯しないとき
はシステムの異常が考えられます。ただ
ちにトヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。

マルチインフォメーションディスプレ
イに「BrakeHold 故障 ブレーキを踏
み解除ください 販売店で点検してくだ
さい」または「BrakeHold 故障 販売
店で点検してください」と表示された
とき

システムに異常があるおそれがあります。
ただちにトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

警告メッセージ・警告ブザーについて

操作に関して注意が必要な場合や、シス
テムに異常が発生したときには、警告
メッセージ・警告ブザーで注意をうなが
します。マルチインフォメーションディ
スプレイに警告メッセージが表示された
ときは、表示された画面の指示に従って
ください。

ブレーキホールド作動表示灯（黄）が
点滅したとき

 P.398

警告
急坂路では

急坂路でブレーキホールドシステムを
使用するときは注意してください。急
坂路ではブレーキホールドシステムに
てブレーキを保持できないことがあり
ます。

すべりやすい路面では

タイヤのグリップ限界をこえて停車さ
せることはできません。すべりやすい
路面での使用は控えてください。

注意
駐車するとき

ブレーキホールドは長時間駐車するた
めの機能ではありません。ブレーキ保
持中にパワースイッチをOFFにする
と、保持が解除されて車が動き出す場
合があります。パワースイッチを操作
するときは、ブレーキペダルを踏み、
シフトレバーをPにして、パーキング
ブレーキをかけてください。
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4-3. ランプのつけ方・ ワイパーの使い方

次のように スイッチを操作すると、ランプが点灯します。

※スイッチを 3 の位置へ操作し手を離すと、自動で 2 の位置へもどります。

上記の表のスモールランプは、車幅灯・尾灯・番号灯・インストルメント
パネルランプを意味します。
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

※1操作するたびに、2 による点灯状態と 3 による点灯状態が切りかわりま
す。

※2停車中のみ点灯可能。車両を発進させると 2 による点灯状態に切りかわりま
す。

スイッチを 3 の位置で約1秒以上保持すると、次のように作
動します。

ランプスイッチ

自動または手動でヘッドランプなどを点灯・消灯できます。

点灯のしかた

点灯状態

ポジション 周囲が明るいとき 周囲が暗いとき

1 ヘッドランプ・スモールランプが点灯

2 ※1 LED デイタイムランニングランプ
★（ P.201）が点灯

ヘッドランプ・スモールランプが点
灯

3 ※1 スモールランプが点灯 スモールランプが点灯※2

消灯のしかた
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運
転

消灯中に 1 または 3 の位置へ操作すると消灯状態が解除されま
す。

※スイッチを 3 の位置へ操作し手を離すと、自動で 2 の位置へもどります。

上記の表のスモールランプは、車幅灯・尾灯・番号灯・インストルメント
パネルランプを意味します。
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※停車中のみ消灯可能。車両を発進させると消灯状態が解除されます。

知識
AUTO モードの作動条件

パワースイッチがONのとき

LED デイタイムランニングランプ★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

日中での走行時、自車が他の運転者から
見えやすくなるように、ハイブリッドシ
ステム始動後、パーキングブレーキを解

除して、ランプスイッチを にすると、
LED デイタイムランニングランプが自動
で点灯します。（車幅灯より明るく点灯し
ます）
LED デイタイムランニングランプは夜間
の使用を意図したものではありません。

自動で点灯／消灯する明るさについて

周囲の明るさに応じて自動でランプが点
灯／消灯します。日中走行中でも周囲の
環境や明るさによって、ヘッドランプが
自動点灯する場合があります。

ライトセンサーについて

センサーの上にものを置いたり、セン
サーをふさぐようなものをフロントウイ
ンドウガラスに貼らないでください。周
囲からの光がさえぎられると、自動点灯・
消灯機能が正常に働かなくなります。

点灯状態

ポジション 周囲が明るいとき 周囲が暗いとき

3 
ヘッドランプ・スモールランプ・
LED デイタイムランニングランプ★

（ P.201）が消灯

ヘッドランプ・スモールランプが消
灯※
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T-Connect ナビゲーションシステム非
装着車

T-Connect ナビゲーションシステム装
着車

ランプ消し忘れ防止機能

パワースイッチを ACCまたは OFF にす
ると、すべてのランプが自動的に消灯し
ます。

再びランプを点灯する場合は、パワース
イッチをONにするか、一度ランプス

イッチを にしてから または

の位置までまわします。

ランプ消し忘れ警告ブザー

パワースイッチがOFFのとき、ヘッドラ
ンプ・尾灯が点灯している状態で運転席
ドアを開けると、ランプ類の消し忘れを
警告するブザーが鳴ります。

オートレベリングシステム★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

通行人や対向車がまぶしくないように、
乗車人数、荷物の量などによる車の姿勢
の変化に合わせて、ヘッドランプの光軸
を自動で調整します。

節電機能

車両の補機バッテリーあがりを防止する
ため、パワースイッチがOFF の状態で
ヘッドランプまたは尾灯が点灯している
場合、節電機能が働き約20分後すべて
のランプが自動消灯します。

パワースイッチをONにすると節電機能
は解除されます。

次のいずれかを行った場合、節電機能は
いったん解除され、再度節電機能が働き
約 20分後すべてのランプが自動消灯し
ます。

ランプスイッチを操作したとき

ドアを開閉したとき

ドアを解錠するとき（おむかえ照明機
能）

ランプスイッチが で車両周辺が暗い
とき、スマートエントリー＆スタートシ
ステムまたはワイヤレスリモコンでドア
を解錠すると、車幅灯が自動で点灯しま
す。

ワイパー連動ヘッドランプ点灯機能

日中での走行時、ランプスイッチが

でワイパーを作動してしばらくする
と、自車が他車から見やすくなるように
ヘッドランプが自動点灯します。※

※トヨタ販売店での設定変更が必要です。

マルチインフォメーションディスプレ
イに「ヘッドランプシステム故障 販売
店で点検してください」が表示された
とき

システムに異常があるおそれがあります。
トヨタ販売店で点検を受けてください。

カスタマイズ機能

ライトセンサーの感度の設定などを変更
できます。（カスタマイズ一
覧： P.449）
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運
転1 ヘッドランプ点灯時ハイビーム

に切りかえ
レバーをもとの位置へもどすとロービー
ムにもどります。

2 レバーを引いているあいだ、ハ
イビームを点灯

ランプが消灯していても、ハイビームが
点灯します。レバーを離すと、ロービー
ムにもどる、または消灯します。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

乗車人数や荷物の量などによる車
の姿勢の変化に合わせて、ヘッド
ランプの光軸を調整することがで
きます。

1 上向きに調整
2 下向きに調整
目盛り設定の目安

注意
補機バッテリーあがりを防止するた
めに

ハイブリッドシステムを停止した状態
でランプ類を長時間点灯しないでくだ
さい。

ハイビームにするには

手動光軸調整ダイヤル★

乗員と荷物の条件 ダイヤル位
置乗員 荷物

運転者 なし 0

運転者と助
手席乗員

なし 0

全乗員 なし 1.5

全乗員
ラゲージ
ルーム満載

時
2.5

運転者
ラゲージ
ルーム満載

時
3.5



204 4-3. ランプのつけ方・ ワイパーの使い方

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

車速に応じて、ハイビームの明
るさと照らす範囲を調整します。
カーブを走行しているとき、進
行方向側をハイビームでより明
るく照らします。
前方車両の周辺を遮光したハイ
ビームを点灯します。（遮光ハイ
ビーム）

前方車両へのまぶしさを緩和しつつ、前
方視界の確保を補助します。

ハイビームで照らす範囲

ロービームで照らす範囲

先行車との距離に応じて、ロー
ビームの照らす範囲を調整しま
す。

1 アダプティブハイビームシステ
ムスイッチを押す

2 ランプスイッチを または
にする

アダプティブハイビームシステムが作動
すると、アダプティブハイビームシステ

AHS（アダプティブハイ
ビームシステム）★

アダプティブハイビームシステ
ムは、フロントウインドウガラ
ス上部に設置された前方カメラ
により前方車両のランプや街路
灯などの明るさを判定し、ヘッ
ドランプの配光を制御します。

警告
安全にお使いいただくために

アダプティブハイビームシステムを過
信しないでください。運転者は常に自
らの責任で周囲の状況を把握し、安全
運転を心がけ、必要に応じて手動でハ
イビームとロービームを切りかえてく
ださい。

アダプティブハイビームシステムの
誤作動を防ぐために

荷物を積み過ぎないでください。

システムの制御

アダプティブハイビームシステ
ムを使うには

A

B
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運
転

ム表示灯が点灯します。

知識
システムの作動条件

次の条件をすべて満たすと、ハイビー
ムが点灯し、システムが作動します。

･ 車速が約 15km/h 以上※

･ 車両前方が暗い
※車速が約 30km/h 以上になると、カー
ブ走行時に進行方向側を明るく照らし
ます。

次の条件をすべて満たすと、前方車両
の位置に応じて遮光ハイビームに切り
かわり、ロービームの照らす範囲を調
整します。

･ 車速が約 15km/h 以上
･ 車両前方が暗い
･ 前方にランプを点灯した車両がいる

次の条件のいずれかのとき、ロービー
ムに切りかわります。

･ 車速が約 12km/h 以下
･ 車両前方が明るい
･ 前方車両の台数が多い
･ 前方車両の動きが速く、その車両にま
ぶしさを与える可能性がある

前方カメラの検知について

次のような状況では、ハイビームが自
動で遮光ハイビームに切りかわらない
場合があります。

･ 見通しの悪いカーブで対向車と突然す
れ違ったとき

･ 他車が前方を横切ったとき

･ 連続するカーブや中央分離帯、街路樹
などで前方車両が見え隠れするとき

･ 前方車両が離れた車線から接近してき
たとき

･ 前方車両が無灯火のとき

前方車両のフォグランプにより、ハイ
ビームが遮光ハイビームに切りかわる
場合があります。

街路灯や信号・広告などの照明、また
は標識・看板などの反射物によりハイ
ビームが遮光ハイビームに切りかわる
場合や切りかわらない場合、または遮
光範囲が変化する場合があります。

次の原因により、遮光範囲の追従速度
やロービームへの切りかえのタイミン
グが変化する場合があります。

･ 前方車両のランプの明るさ
･ 前方車両の動きや向き
･ 前方車両のランプが片側のみ点灯して
いるとき

･ 前方車両が二輪車のとき
･ 道路の状態（勾配やカーブ、路面状況
など）

･ 乗車人数や荷物の量

ヘッドランプの配光制御が運転者の感
覚に合わない場合があります。

自転車などの軽車両は検知しない場合
があります。

次のような状況では、周囲の明るさが
正確に検知されず、ハイビームが歩行
者や前方車両などの迷惑になる場合や、
ロービームが継続する場合があります。
このような場合は、手動でハイビーム
とロービームを切りかえてください。

･ 悪天候時（霧・雪・砂嵐・大雨など）
･ フロントウインドウガラスが汚れてい
るときや、曇っているとき

･ フロントウインドウガラスにひび割れ
や破損があるとき

･ 前方カメラが変形しているときや、汚
れているとき

･ 前方カメラが極端に高温になっている
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とき
･ 周囲にヘッドランプや尾灯などに似た
光があるとき

･ 前方車両のランプが無灯火のときや、
ランプに汚れや変色があったり光軸が
ずれているとき

･ 先行車から水・雪・土埃などの巻き上
げがあるとき

･ 急激な明るさの変化が連続するとき
･ 起伏や段差が多い道路を走行している
とき

･ カーブが多い道路を走行しているとき
･ 車両前方に標識やミラーのように光を
強く反射するものがあるとき

･ コンテナなど、先行車の後部が光を強
く反射するとき

･ 自車のヘッドランプが破損または汚れ
ているとき

･ パンクやけん引などにより車両が傾い
ているとき

･ ハイビームとロービームをひんぱんに
切りかえているとき

･ ハイビームの使用に問題がある、また
は他の運転者・付近の歩行者の迷惑に
なると思われるとき

カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（カスタマイズ一覧： P.442）

ハイビームへの切りかえ
レバーを前方へ押す
アダプティブハイビームシステム表示灯
が消灯し、ハイビーム表示灯が点灯しま
す。

アダプティブハイビームシステムにもど
すには、再度レバーをもとの位置にもど
します。

ロービームへの切りかえ
アダプティブハイビームシステム
スイッチを押す
アダプティブハイビームシステム表示灯
が消灯します。

アダプティブハイビームシステムにもど
すには、再度スイッチを押します。

一時的なロービームへの切りか
え

レバーを手前に引き、もとの位置
にもどす
レバーを引いているあいだはハイビーム
が点灯しますが、レバーがもとの位置に
もどるとしばらくのあいだロービームが
点灯します。その後、再度アダプティブ
ハイビームシステムが作動します。

手動制御に切りかえるには
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運
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

1 オートマチックハイビームス
イッチを押す

AHB（オートマチックハ
イビーム）★

オートマチックハイビームは、
フロントウインドウガラス上部
に設置された前方カメラにより
前方車両のランプや街路灯など
の明るさを判定し、自動的にハ
イビームとロービームを切りか
えます。

警告
安全にお使いいただくために

オートマチックハイビームを過信しな
いでください。運転者は常に自らの責
任で周囲の状況を把握し、安全運転を
心がけ、必要に応じて手動でハイビー
ムとロービームを切りかえてください。

オートマチックハイビームの誤作動
を防ぐために

荷物を積み過ぎないでください。

オートマチックハイビームを使
うには
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2 ランプスイッチを または
にする

オートマチックハイビームが作動すると、
オートマチックハイビーム表示灯が点灯
します。

知識
ハイビームとロービームの自動切りか
え条件

次の条件をすべて満たすと、ハイビー
ムを点灯します。

･ 車速が約 30km/h 以上
･ 車両前方が暗い
･ 前方にランプを点灯した車両がいない
･ 前方の道路沿いの街路灯の光が少ない

次の条件のいずれかのときはロービー
ムが点灯します。

･ 車速が約 25km/h 以下
･ 車両前方が明るい
･ 前方車両がランプを点灯している
･ 前方の道路沿いの街路灯の光が多い

前方カメラの検知について

次の状況では、ハイビームが自動で
ロービームに切りかわらない場合があ
ります。

･ 見通しの悪いカーブで対向車と突然す
れ違ったとき

･ 他車が前方を横切ったとき
･ 連続するカーブや中央分離帯、街路樹
などで前方車両が見え隠れするとき

･ 前方車両が離れた車線から接近してき

たとき
･ 前方車両が無灯火のとき

前方車両のフォグランプにより、ハイ
ビームがロービームに切りかわる場合
があります。

街路灯や信号・広告などの照明、また
は標識・看板などの反射物によりハイ
ビームがロービームに切りかわる場合
や、ロービームが継続する場合があり
ます。

次の原因により、ハイビームとロー
ビームの切りかえのタイミングが変化
する場合があります。

･ 前方車両のランプの明るさ
･ 前方車両の動きや向き
･ 前方車両のランプが片側のみ点灯して
いるとき

･ 前方車両が二輪車のとき
･ 道路の状態（勾配やカーブ、路面状況
など）

･ 乗車人数や荷物の量

ハイビームとロービームが運転者の感
覚に合わず切りかわる場合があります。

自転車などの軽車両は検知しない場合
があります。

次の状況では、周囲の明るさが正確に
検知されず、ハイビームが歩行者や前
方車両などの迷惑になる場合や、ロー
ビームが継続する場合があります。こ
のような場合は、手動でハイビームと
ロービームを切りかえてください。

･ 悪天候時（霧・雪・砂嵐・大雨など）
･ フロントウインドウガラスが汚れてい
るときや、曇っているとき

･ フロントウインドウガラスにひび割れ
や破損があるとき

･ 前方カメラが変形しているときや、汚
れているとき

･ 前方カメラが極端に高温になっている
とき

･ 周囲にヘッドランプや尾灯などに似た
光があるとき
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･ 前方車両のランプが無灯火のときや、
ランプに汚れや変色があったり光軸が
ずれているとき

･ 先行車から水・雪・土埃などの巻き上
げがあるとき

･ 急激な明るさの変化が連続するとき
･ 起伏や段差が多い道路を走行している
とき

･ カーブが多い道路を走行しているとき
･ 車両前方に標識やミラーのように光を
強く反射するものがあるとき

･ コンテナなど、先行車の後部が光を強
く反射するとき

･ 自車のヘッドランプが破損または汚れ
ているとき

･ パンクやけん引などにより車両が傾い
ているとき

･ ハイビームとロービームをひんぱんに
切りかえているとき

･ ハイビームの使用に問題がある、また
はほかの運転者・付近の歩行者の迷惑
になると思われるとき

マルチインフォメーションディスプレ
イに「ヘッドランプシステム故障 販売
店で点検してください」が表示された
とき

システムに異常があるおそれがあります。
トヨタ販売店で点検を受けてください。

ハイビームへの切りかえ
レバーを前方へ押す
オートマチックハイビーム表示灯が消灯
し、ハイビーム表示灯が点灯します。

オートマチックハイビームにもどすには、
再度レバーをもとの位置にもどします。

ロービームへの切りかえ
オートマチックハイビームスイッ
チを押す
オートマチックハイビーム表示灯が消灯
します。

オートマチックハイビームにもどすには、
再度オートマチックハイビームスイッチ
を押します。

一時的なロービームへの切りか
え

レバーを手前に引き、もとの位置
にもどす
レバーを引いているあいだはハイビーム
が点灯しますが、レバーがもとの位置に
もどるとしばらくのあいだロービームが
点灯します。その後、再度オートマチッ
クハイビームが作動します。

手動制御に切りかえるには
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知識
一時的なロービームへの切りかえにつ
いて

ハイビームの使用に問題がある、または
他の運転者・付近の歩行者の迷惑になる
と思われるときに使用します。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

フロントフォグランプ装着車

1 消灯する

2 フロントフォグランプを
点灯する

フォグランプスイッチ★

雨や霧などの悪天候下では、前
方の視界を確保するためにフロ
ントフォグランプを、後続車に
自車の存在を知らせるためにリ
ヤフォグランプを点灯させます。

操作のしかた
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リヤフォグランプ装着車

1 消灯する

2 リヤフォグランプを点灯
する

手を離すと の位置までもどりま
す。
再度操作すると、消灯します。

フロント＆リヤフォグランプ装
着車

1 消灯する

2 フロントフォグランプを
点灯する

3 フロント＆リヤフォグラ
ンプを点灯する

手を離すと の位置までもどりま
す。

再度操作すると、リヤフォグランプのみ
消灯します。

知識
点灯条件

フロントフォグランプ装着車

ヘッドランプまたは車幅灯が点灯してい
るときに使用できます。

リヤフォグランプ装着車

ヘッドランプが点灯しているときに使用
できます。

フロント＆リヤフォグランプ装着車

フロントフォグランプ：ヘッドランプま
たは車幅灯が点灯しているときに使用で
きます。

リヤフォグランプ：フロントフォグラン
プが点灯しているときに使用できます。

リヤフォグランプ★について
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

リヤフォグランプが点灯しているとき
は、メーター内の表示灯が橙色に点灯
します。

雨や霧、雪などで視界が悪いときに後
続車に自分の車の存在を知らせるため
に使用します。視界が悪いとき以外に
使用すると後続車の迷惑になる場合が
あります。必要なとき以外は使用しな
いでください。
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次のように レバーを操作す
ると、ワイパーまたはウォッ
シャーが作動します。
間欠時間調整式ワイパー

1 停止

2 間欠作動（INT）

3 低速作動（LO）

4 高速作動（HI）

注意
補機バッテリーあがりを防止するた
めに

ハイブリッドシステムを停止した状態
でランプ類を長時間点灯しないでくだ
さい。

ワイパー＆ウォッシャー
（フロント）

レバー操作でワイパーの作動を
自動／手動に切りかえたり、
ウォッシャーを作動させたりす
ることができます。

注意
フロントウインドウガラスが乾いて
いるときは

ワイパーを使わないでください。
ガラスを傷付けるおそれがあります。

操作のしかた
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5 一時作動（MIST）

間欠作動を選択しているとき、間
欠時間を調整することができます。

6 間欠ワイパーの作動頻度（増）
7 間欠ワイパーの作動頻度（減）

8 ウォッシャー液を出す
レバーを手前に引くとワイパーと連動し
てウォッシャーが作動します。

雨滴感知式ワイパー

1 停止

2 AUTO モード

3 低速作動

4 高速作動

5 一時作動

を選択しているとき、雨滴
量と車速に応じてワイパーが作動
します。

が選択されているときは、
次のようにツマミをまわして、雨
滴センサーの感度を調整できます。

6 雨滴センサーの感度調整（高）
7 雨滴センサーの感度調整（低）
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8 ウォッシャー液を出す
レバーを手前に引くとワイパーと連動し
てウォッシャーが作動します。

知識
作動条件

パワースイッチがONのとき

音声操作システムでの操作について★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声操作システムを使用して次の操作を
することができます。

フロントワイパーを1回のみ作動

ウォッシャー液を出す（停車中のみ操
作可能）

音声操作システムについては、別冊「ナ
ビゲーション取扱書」または「ナビゲー
ションシステム取扱書」を参照してくだ
さい。

車速による作動への影響

間欠時間調整式ワイパー装着車

低速作動選択時は停車時のみ間欠作動へ
切りかわります。（間欠ワイパーの作動頻
度が最大に調整されているときは、低速
作動を続けます）

雨滴感知式ワイパー装着車

低速作動選択時は停車時のみ間欠作動へ
切りかわります。（雨滴センサーの感度調
整が最高に調整されているときは、低速

作動を続けます）

雨滴感知センサー（雨滴感知式ワイ
パー装着車）

雨滴感知センサーが雨滴量を判定しま
す。

光学センサーを使用しているため、フロ
ントウインドウガラスに朝日や夕日が断
続的にあたるときや、虫などで汚れたと
きに、正しく作動しないことがあります。

パワースイッチがONのときにワイパー

スイッチを にすると、動作確認
のためワイパーが1 回作動します。

雨滴感知センサーの温度が85℃以上ま
たは－ 15℃以下のときは、AUTO作
動しないことがあります。その場合は、
AUTOモード以外でワイパーを使用し
てください。

フロントドア開連動ワイパー停止機能
（雨滴感知式ワイパー装着車）

AUTOモード選択中にシフトレバーが P 
にあり、ワイパーが作動しているとき、
フロントドアを開けるとワイパーの水し
ぶきが車両の近くにいる人にかかるのを
防ぐためにワイパーの作動が停止します。
フロントドアを閉めると作動を再開しま
す。

ウォッシャー液が出ないとき

ウォッシャー液量が不足していないのに
ウォッシャー液が出ないときは、ノズル
のつまりを点検してください。
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次のように スイッチを操作
すると、リヤワイパーが作動しま
す。

1 停止

2 間欠作動

3 通常作動

警告
AUTOモード時のワイパー作動につ
いて（雨滴感知式ワイパー装着車）

AUTO モードでは、センサーにふれた
り、フロントウインドウガラスに振動
があるなどの要因で不意にワイパーが
作動するおそれがあります。ワイパー
で指などを挟まないように注意してく
ださい。

ウォッシャー使用時の警告

寒冷時はフロントウインドウガラスが
暖まるまでウォッシャー液を使用しな
いでください。ウォッシャー液がフロ
ントウインドウガラスに凍り付き、視
界不良を起こして思わぬ事故につなが
り、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

注意
ウォッシャー液が出ないときは

ウォッシャースイッチを操作し続けな
いでください。
ポンプが故障するおそれがあります。

ノズルがつまったときは

ノズルがつまったときはトヨタ販売店
へご連絡ください。
ピンなどで取り除かないでください。
ノズルが損傷するおそれがあります。

補機バッテリーあがりを防止するた
めに

ハイブリッドシステムを停止した状態
でワイパーを長時間作動しないでくだ
さい。

ワイパー＆ウォッシャー
（リヤ）

レバー操作でワイパーを作動さ
せたり、ウォッシャーを作動さ
せたりすることができます。

注意
リヤウインドウガラスが乾いている
とき

ワイパーを使わないでください。
ガラスを傷付けるおそれがあります。

操作のしかた
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4 ウォッシャー液を出す
レバーを前方へ押すとワイパーと連動し
てウォッシャーが作動します。
パノラミックビューモニター装着車は、
カメラ洗浄システムも連動して作動しま
す。カメラ洗浄システムについては、別
冊「ナビゲーションシステム取扱書」を
参照してください。

知識
作動条件

パワースイッチがONのとき

音声操作システムでの操作について★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声操作システムを使用して次の操作を
することができます。

リヤワイパーを 1回のみ作動

ウォッシャー液を出す（停車中のみ操
作可能）

音声操作システムについては、別冊「ナ
ビゲーション取扱書」または「ナビゲー
ションシステム取扱書」を参照してくだ
さい。

ウォッシャー液が出ないとき

ウォッシャー液量が不足していないのに
ウォッシャー液が出ないときは、ノズル
のつまりを点検してください。

バックドア開連動リヤワイパー停止機

能※

※トヨタ販売店での設定変更が必要です。

停車状態でリヤワイパーが作動している
ときにバックドアを開けると、ワイパー
の水しぶきが車両の近くにいる人にかか
るのを防ぐためにワイパーの作動が停止
します。バックドアを閉めると作動を再
開します。

リバース連動機能

フロントワイパーが ・ ・ で作動
中、かつリヤワイパーを作動させていな
いとき、シフトレバーを R の位置にする
と、リヤワイパーが自動で 1 回作動しま
す。

カスタマイズ機能

リバース連動機能などの設定を変更でき
ます。（カスタマイズ一覧： P.450）

注意
ウォッシャー液が出ないとき

ウォッシャースイッチを操作し続けな
いでください。
ポンプが故障するおそれがあります。

ノズルがつまったとき

ノズルがつまったときはトヨタ販売店
へご連絡ください。
ピンなどで取り除かないでください。
ノズルが損傷するおそれがあります。

補機バッテリーあがりを防止するた
めに

ハイブリッドシステムを停止した状態
でワイパーを長時間作動しないでくだ
さい。
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4-4. 給油のしかた

ドアとドアガラスを閉め、パ
ワースイッチをOFF にしてくだ
さい。
燃料の種類を確認してください。

知識
燃料の種類について

無鉛レギュラーガソリン

バイオ混合ガソリン（レギュラー）

バイオ混合ガソリンについて

エタノールの混合率10％以下、または
ETBE の混合率22% 以下のガソリン
（酸素含有率 3.7％以下）を使用すること
ができます。

給油口の開け方

給油する前に

警告
給油するとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと火災を引き起こ
すなど、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがありま
す。

給油前にボデーなどの金属部分にふ
れて体の静電気を除去してください。
除去したあとは給油が完了するまで、
車内にもどったり、他の人やものに
ふれないでください。また、給油口
に静電気を除去していない人を近付
けないでください。
静電気を帯電した人が給油口に近付
くと、放電による火花で燃料に引火
するおそれがあります。

キャップはツマミ部分を持ち、ゆっ
くりと開けてください。また、
キャップをゆるめたときに、“
シュー”という音がする場合は、そ
の音が止まるまでキャップを保持し
てください。
すぐに開けると、気温が高いときな
どに、給油口から燃料が噴き出るお
それがあります。

気化した燃料を吸わないようにして
ください。
燃料の成分には、有害物質を含んで
いるものもあります。

喫煙しないでください。

給油口にノズルを確実に挿入してく
ださい。

継ぎ足し給油をしないでください。

正常に給油できない場合は、スタン
ドの係員を呼んで指示に従ってくだ
さい。

注意
給油するとき

指定のガソリンを使用してください。
指定以外のガソリンや他の燃料（粗悪
ガソリン・軽油・灯油・高濃度バイオ
混合ガソリン※）を使用したり、燃料
をこぼしたりしないでください。
次のような状態になるおそれがありま
す。

エンジンの始動性が悪くなる

エンジンからの異音や振動など
（ノッキング）が発生する

エンジン出力が低下する

排気制御システムが正常に機能しな
い

燃料系部品が損傷する
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1 給油扉オープナースイッチを押
して、給油扉を開ける

2 キャップをゆっくりまわして開
け、ホルダーにはめ込む

知識
給油扉が開かないとき

P.425

キャップを“カチッ”と音がす
るまでまわして閉める
手を離すと、キャップが逆方向に少しも

どります。注意
塗装が損傷する

※エタノール混合率 10%をこえるも
の、または ETBE の混合率22%を
こえるもの

給油口を開けるには

給油口を閉めるには

警告
キャップが正常に閉まらないとき

必ずトヨタ販売店へご連絡ください。
正常に閉まらないキャップをそのまま
使用したり、純正品以外のキャップを
使用すると、火災などを引き起こし、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。
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運
転

4-5. 運転支援装置について

PCS（プリクラッシュセーフ
ティ）
P.223
LTA（レーントレーシングアシ
スト）
P.230
AHS（アダプティブハイビーム
システム）★

P.204
AHB（オートマチックハイビー
ム）★

P.207
RSA（ロードサインアシスト）
P.239
レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き）
P.242
先行車発進告知機能
P.252

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

フロントグリルとフロントウイン
ドウガラスにある 2種類のセン
サーにより、各運転支援装置に必
要な情報を認識します。

レーダー

前方カメラ

Toyota Safety Sense

Toyota Safety Sense は、次
の運転支援装置によって運転者
を補助し、安全で快適なドライ
ブを支援します。

運転支援装置

警告
Toyota Safety Sense について

Toyota Safety Sense は運転者の安
全運転を前提としたシステムであり、
事故被害や運転負荷の軽減に寄与する
ことを目的としています。
本システムは認識性能・制御性能に限
界があります。システムを過信せず、
運転者は常に自らの責任で周囲の状況
を把握し、安全運転を心がけてくださ
い。

前方センサー

警告
レーダーの故障や誤作動を防ぐため
に

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、レーダーが正
常に作動せず、思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

A

B
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警告
レーダーとレーダー専用カバーは常
にきれいにしておく

レーダー

レーダー専用カバー

レーダー前面やレーダー専用カバー前
後面に汚れ・水滴・雪などが付着した
場合は、取り除いてください。
お手入れをする際は、レーダーやレー
ダー専用カバーを傷付けないよう、や
わらかい布を使ってください。

レーダーやレーダー専用カバー周辺
にアクセサリーを付けたり、ステッ
カー（透明なものを含む）などを
貼ったりしない

レーダー周辺への強い衝撃を避ける
レーダー・フロントグリル・フロン
トバンパーに強い衝撃を受けた際は、
必ずトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

レーダーを分解しない

レーダーやレーダー専用カバーを改
造したり、塗装したりしない

次のようなときは、レーダーの再調
整が必要です。詳しくはトヨタ販売
店にご相談ください。

･ レーダー・フロントグリルを脱着や
交換したとき

･ フロントバンパーを交換したとき

A

B

前方カメラの故障や誤作動を防ぐた
めに

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、前方カメラが
正常に作動せず、思わぬ事故につなが
り、重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

フロントウインドウガラスは常にき
れいにしておく

･ フロントウインドウガラス外側に汚
れ・油膜・水滴・雪などが付着した
場合は、取り除いてください。

･ フロントウインドウガラスにガラス
コーティング剤を使用していても、
前方カメラ前部に水滴などが付着し
た場合は、ワイパーでふき取ってく
ださい。

･ フロントウインドウガラス内側の前
方カメラ取り付け部が汚れた場合は、
トヨタ販売店にご相談ください。

フロントウインドウガラスの前方カ
メラ前部（図に示す範囲内）にス
テッカー（透明なものを含む）など
を貼り付けない

フロントウインドウガラス上端から

前方カメラ下端より下約 1cm まで

約 20cm（前方カメラ中心から左

右約 10cm）

A

B
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転

警告
前方カメラ前部のフロントウインド
ウガラスが曇ったり、結露したり、
凍結したりした場合は、エアコンの
機能を使用する（フロントウインド
ウガラスの曇りを取るに
は： P.301, 309）

前方カメラ前部のフロントウインド
ウガラスの水滴をワイパーが正しく
ふき取れないときは、ワイパーゴム
またはワイパーブレードを交換する

フロントウインドウガラスにフィル
ムを貼らない

フロントウインドウガラスに傷・ひ
びなどが生じた場合は、そのまま放
置せずに交換する
フロントウインドウガラスの交換後
は、前方カメラの再調整が必要です。
詳しくはトヨタ販売店にご相談くだ
さい。

前方カメラに液体をかけない

前方カメラに強い光を照射しない

前方カメラのレンズを汚したり、傷
を付けたりしない
フロントウインドウガラス内側を掃
除するときは、ガラスクリーナーが
レンズに付着しないようにしてくだ
さい。また、レンズにはふれないで
ください。
レンズに汚れ・傷がある場合は、
トヨタ販売店にご相談ください。

前方カメラに強い衝撃を加えない

前方カメラの取り付け位置や向きを
変更したり、取りはずしたりしない

前方カメラを分解しない

インナーミラーなどの前方カメラ周
辺部品や天井を改造しない

ボンネット・フロントグリル・フロ
ントバンパーに、前方カメラの視界
をさえぎる可能性のあるアクセサ
リーを取り付けない
詳しくはトヨタ販売店にご相談くだ
さい。

ルーフ上に全長の長い荷物（サーフ
ボードなど）を積むときは、前方カ
メラの視界をさえぎらないようにす
る

ヘッドランプなどのランプ類を改造
しない
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知識
レーダーの取り扱い

マルチインフォメーションディスプレイに警告メッセージが表示されたとき

前方センサーが一時的に作動しない、または異常があるおそれがあります。

次の状況が改善されると警告メッセージが消え、作動可能状態になります。

対処を行っても警告メッセージが表示されたままの場合はトヨタ販売店にご相談ください。

次のときは周囲の環境が前方センサーの作動可能状態になれば警告メッセージが消えま
す。

周囲の環境が改善されたり、しばらく走行したりしても警告メッセージが表示されたまま
の場合はトヨタ販売店にご相談ください。
･ 炎天下や極寒の環境など、レーダー周囲の温度などが作動条件外のとき
･ 暗闇・逆光・雪・霧など、前方カメラが周囲の状況を認識できないとき
･ 車両周辺の状況によってはレーダーが正しく周囲の環境を認識できないとき
その場合には「プリクラッシュセーフティ現在使用できません」が表示されます。

状況 対処法

前方カメラ周辺に汚れや付着
物（曇り、結露、凍結などを
含む）があるとき

ワイパーやエアコンの機能などを使って、汚れや付着
物を取り除く
（フロントウインドウガラスの曇りを取るに
は： P.301, 309）

炎天下や極寒の環境など、前
方カメラ周囲の温度などが作
動条件外のとき

炎天下での駐車時など、前方カメラが高温のときは、
エアコンでカメラ周辺の温度を下げる

特に駐車時に太陽光を反射するサンシェードなどをフ
ロントウインドウガラスに使用すると前方カメラが高
温になりやすくなります。

極寒での駐車時など、前方カメラが低温のときは、エ
アコンで前方カメラ周辺の温度を上げる

ボンネットが開いているとき
や、フロントウインドウガラ
スの前方カメラ前部にステッ
カーが貼り付けられていると
きなど、前方カメラの前方が
さえぎられているとき

ボンネットを閉じる、またはステッカーを剥がすな
ど、前方カメラの視界がさえぎられないようにする

「プリクラッシュセーフティ現
在使用できません」が表示さ
れたとき

レーダーおよびレーダー専用カバーに付着物がないか
確認し、あった場合には取り除く
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システムは次のものを作動対象と
して検出しています。
車両
自転車運転者
歩行者

衝突警報
衝突の可能性が高いとシステムが
判断したとき、“ピピピ・・・”
とブザー音が鳴り、マルチイン
フォメーションディスプレイに
メッセージを表示し、回避操作を
うながします。

プリクラッシュブレーキアシス
ト

衝突の可能性が高いとシステムが
判断したとき、ブレーキペダルが
踏まれる強さに応じてブレーキ力
を増強します。
プリクラッシュブレーキ

衝突の可能性が高いとシステムが
判断したときは、ブレーキが自動
でかかり、衝突回避を支援、ある
いは衝突被害の低減に寄与します。

PCS（プリクラッシュ
セーフティ）

進路上の作動対象（ P.223）
を前方センサーで検出し、衝突
の可能性が高いとシステムが判
断したときに、警報やブレーキ
力制御により運転者の衝突回避
操作を補助します。また、衝突
の可能性がさらに高まったと判
断したときは、自動的にブレー
キを作動させることで、衝突回
避を支援、あるいは衝突被害の
軽減に寄与します。
必要に応じて、プリクラッシュ
セーフティのON／OFFや、警
報タイミングを切りかえること
ができます。（ P.225）

システムの作動対象

機能一覧

警告
安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。
プリクラッシュセーフティを日常の
ブレーキ操作のかわりには絶対に使
用しないでください。本システムは
あらゆる状況で衝突を回避または衝
突の被害を軽減するものではありま
せん。システムに頼ったり、安全を
委ねる運転をしたりすると思わぬ事
故につながり、重大な傷害におよぶ
か、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。
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警告
プリクラッシュセーフティは衝突回
避を支援、あるいは衝突被害の軽減
に寄与することを目的としています
が、その効果はさまざまな条件によ
りかわります。そのため、常に同じ
性能を発揮できるものではありませ
ん。
次の項目をお読みいただき、システ
ムを過信せず安全運転に努めてくだ
さい。

･ 衝突の可能性が高くなくてもシステ
ムが作動するおそれがあるとき： 
P.227

･ システムが正常に作動しないおそれ
があるとき： P.228

お客様ご自身でプリクラッシュセー
フティの作動テストを行わないでく
ださい。
対象（マネキンや段ボールで作動対
象を模したものなど）や状況によっ
てはシステムが正常に作動せず、思
わぬ事故につながるおそれがありま
す。

プリクラッシュブレーキについて

プリクラッシュブレーキが作動した
ときは、強いブレーキがかかります。

プリクラッシュブレーキの作動によ
り車両が停止したときは、約2秒後
にプリクラッシュブレーキが解除さ
れます。必要に応じて運転者自らブ
レーキをかけてください。

プリクラッシュブレーキは運転者の
操作状態によっては作動しません。
運転者がアクセルペダルを強く踏ん
でいたり、ハンドルを操作したりし
ていると、場合によっては運転者の
回避操作とシステムが判断し、プリ
クラッシュブレーキが作動しない場
合があります。

プリクラッシュブレーキ作動中に、
アクセルペダルを強く踏んだり、ハ
ンドルを操作したりすると、場合に
よっては運転者の回避操作とシステ
ムが判断し、プリクラッシュブレー
キの作動が解除されます。

ブレーキペダルを踏んでいるときは、
運転者の回避操作とシステムが判断
し、プリクラッシュブレーキの作動
開始タイミングが遅れる場合があり
ます。

プリクラッシュセーフティをOFF に
するとき

次のときは、システムをOFFにしてく
ださい。
システムが正常に作動せず、思わぬ事
故につながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

けん引されるとき

けん引するとき

トラック・船舶・列車などに積載す
るとき

車両をリフトで上げ、ハイブリッド
システムを始動しタイヤを空転させ
るとき

点検でシャシーダイナモやフリー
ローラーなどを使用するとき

事故などにより、フロントバンパー
やフロントグリルに強い衝撃が加
わったとき

事故や故障で自車の走行が不安定な
とき

オフロード走行やスポーツ走行をす
るとき

タイヤの空気圧が適正でないとき

著しく摩耗したタイヤを装着してい
るとき
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プリクラッシュセーフティの
ON／ OFFを変更する

マルチインフォメーションディス
プレイの 画面（ P.80, 90）
から、プリクラッシュセーフティ
のON（作動）／OFF（非作動）
を変更することができます。
パワースイッチがONになるとシステム
はON になります。

システムをOFFにすると、PCS
警告灯が点灯し、マルチインフォ
メーションディスプレイにメッ
セージが表示されます。

衝突警報の作動タイミングを変
更する

マルチインフォメーションディス

プレイの 画面（ P.80, 90）
から、衝突警報の作動タイミング
を変更することができます。
変更した作動タイミングはパワースイッ
チをOFF にしても継続しますが、プリ
クラッシュセーフティをOFF から ON
の状態にすると「中間」に戻ります。

1 早い
2 中間
初期設定

3 遅い

警告
メーカー指定サイズ以外のタイヤを
装着しているとき

タイヤチェーンを装着しているとき

応急用タイヤやタイヤパンク応急修
理キットを使用しているとき

車両に前方センサーをさえぎるよう
な装備品（除雪装置など）を一時的
に取り付けているとき

プリクラッシュセーフティの設
定変更
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知識
システムの作動条件

プリクラッシュセーフティがON で、前方の作動対象と衝突の可能性が高いとシステム
が判断したときに作動します。
各機能の作動速度は次のとおりです。

衝突警報

プリクラッシュブレーキアシスト

プリクラッシュブレーキ

ただし、次のときシステムは作動しません。

補機バッテリー端子を脱着したあと、しばらく走行するまでのあいだ

シフトレバーが R のとき

VSC OFF 表示灯が点灯しているとき（衝突警報のみ作動可能状態になります）

作動対象の検出

大きさ・輪郭・動きなどから検出します。
周囲の明るさや、作動対象の動き・姿勢・
角度などによっては、作動対象を検出で
きず、システムが正常に作動しないおそ
れがあります。（ P.228）
図は作動対象として検出する対象のイ
メージです。 プリクラッシュブレーキの作動解除

プリクラッシュブレーキ作動中に次の操
作をすると、プリクラッシュブレーキの
作動が解除される場合があります。

アクセルペダルを強く踏み込む

作動対象 自車速度 相対速度

車両 約10 ～ 180km/h 約 10 ～ 180km/h

自転車運転者・歩行者 約10 ～ 80km/h 約 10 ～ 80km/h

作動対象 自車速度 相対速度

車両 約30 ～ 180km/h 約 30 ～ 180km/h

自転車運転者・歩行者 約30 ～ 80km/h 約 30 ～ 80km/h

作動対象 自車速度 相対速度

車両 約10 ～ 180km/h 約 10 ～ 180km/h

自転車運転者・歩行者 約10 ～ 80km/h 約 10 ～ 80km/h
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ハンドルを大きくきる、またはすばや
く操作する

衝突の可能性が高くなくてもシステム
が作動するおそれがあるとき

例えば次のような状況では、システム
が衝突の可能性が高いと判断し、作動
するおそれがあります。

･ 作動対象などのすぐそばを通過すると
き

･ 車線を変更して作動対象などを追いこ
すとき

･ 進路変更時や曲がりくねった道を走行
時など、自車前方の隣車線や路側に作
動対象が存在するとき

･ 作動対象などに急接近したとき
･ 道路脇の作動対象や物体（ガードレー
ル・電柱・木・壁など）などに近付い
たとき

･ カーブ入り口の道路脇に作動対象や物
体などが存在するとき

･ 自車の前方に作動対象との区別がつき
にくい模様・ペイントがあるとき

･ 自車の前方に水・雪・土ぼこりなどの
巻き上げがあるとき

･ 車線変更や右左折している作動対象な
どを追い抜くとき

･ 右左折待ちの作動対象などとすれ違う
とき

･ 作動対象などが自車進路内に入る手前
で停止したとき

･ 路面にうねり・凹凸があるときなど、
車両姿勢が変化しているとき

･ 構造物に囲まれた道（トンネルや鉄橋
など）を走行するとき

･ 自車の前方に金属物（マンホール・鉄
板など）・段差・突起物があるとき

･ 道路上方に物体（道路標識や看板など）
がある場所を走行するとき

･ ETC ゲートや駐車場のゲートなどの開
閉バーに接近したとき

･ 洗車機を使用するとき
･ 自車に覆い被さるような障害物（生い
茂った草・垂れ下がった枝・垂れ幕な
ど）がある場所を走行するとき
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･ 自車の前方に水蒸気や煙などがあると
き

･ 電波の反射が強い物体（大型トラック・
ガードレールなど）の横を走行すると
き

･ テレビ塔・放送局・発電所など、強い
電波やノイズが発生する場所の近くを
走行するとき

システムが正常に作動しないおそれが
あるとき

例えば次のような状況では、前方セン
サーが作動対象を検出できず、システ
ムが正常に作動しないおそれがありま
す。

･ 自車に向かって作動対象が近付いてく
るとき

･ 自車や作動対象がふらついているとき
･ 作動対象が急な動きをしたとき（急ハ
ンドル・急加速・急減速など）

･ 作動対象に急接近したとき
･ 作動対象が自車の中心軸からずれてい
るとき

･ 作動対象が壁やフェンス・ガードレー
ル・マンホール・路面の鉄板、他の車
両などのそばにいるとき

･ 上方に構造物がある場所の下に作動対
象がいるとき

･ 作動対象の一部が他のもので隠れてい

るとき（大きな荷物や傘、またはガー
ドレールなど）

･ 作動対象が複数重なっているとき
･ 作動対象が太陽光などの強い光を反射
しているとき

･ 作動対象の色合いが白系統で、極端に
明るく見えるとき

･ 作動対象の色合いや明るさが背景に溶
け込んでいるとき

･ 作動対象が割り込んできたり、飛び出
してきたりしたとき

･ 自車の前方に水・雪・土ぼこりなどの
巻き上げがあるとき

･ 自車の正面方向から強い光（太陽光や
対向車のヘッドランプ光など）が前方
カメラにあたっているとき

･ 横向き、または自車方向を向いている
前方車両に近付いたとき

･ 前方車両がオートバイのとき
･ 前方車両の全幅が狭いとき（超小型モ
ビリティなど）

･ 前方車両の後端面積が小さいとき（空
荷のトラックなど）

･ 前方車両の後端が低い位置にあるとき
（低床トレーラーなど）

･ 前方車両の最低地上高が極端に高いと
き

･ 前方車両の荷台から荷物がはみ出して
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いるとき
･ 前方車両が特殊な形状のとき（トラク
ター・サイドカーなど）

･ 子供用自転車、大きい荷物を載せた自
転車、2 人以上乗車している自転車、
または特殊な形状の自転車（チャイル
ドシート装着車・タンデム自転車など）

･ 歩行者・自転車運転者の大きさが約
1m 以下、または約 2m 以上のとき

･ 歩行者・自転車運転者の全身の輪郭が
あいまいなとき（レインコート・ロン
グスカートを着用している場合など）

･ 歩行者・自転車運転者が前かがみに
なっている、またはしゃがんでいると
き

･ 歩行者・自転車運転者の移動速度が速
いとき

･ 歩行者がベビーカー・車いす・自転車
などを押しているとき

･ 悪天候（雨・霧・雪・砂嵐など）のと
き

･ 自車の前方に水蒸気や煙などがあると
き

･ 周囲が薄暗い（朝方・夕方など）、また
は周囲が暗い（夜間やトンネル内など）
など、作動対象が背景に溶け込んでい
るとき

･ 周囲の明るさが急激に変化する場所を
走行するとき（トンネルの出入り口な
ど）

･ ハイブリッドシステムを始動したあと、
走行を開始してしばらくのあいだ

･ 右左折中および右左折後の数秒間
･ カーブ走行中およびカーブを曲がり
きってからの数秒間

･ 自車が横すべりしているとき
･ 車両姿勢が変化しているとき

･ ホイールアライメントがずれていると
き

･ ワイパーブレードが前方カメラの視界
をさえぎっているとき

･ 過度な高速走行をしているとき
･ 坂道を走行しているとき
･ 前方センサーの向きがずれているとき

例えば次のような状況では、制動力が
十分に得られず、システムの性能を発
揮できないおそれがあります。

･ ブレーキ性能が十分に発揮できない場
合（ブレーキ部品が極度に冷えている・
過熱している・ぬれているなど）

･ 車両の整備状態（ブレーキ部品・タイ
ヤの摩耗や空気圧など）が良好でない
とき

･ 砂利道やすべりやすい路面を走行して
いるとき

VSC を停止したとき

VSC の作動を停止（ P.290）した
ときは、プリクラッシュブレーキアシ
スト・プリクラッシュブレーキの作動
も停止します。

PCS 警告灯が点灯し、マルチインフォ
メーションディスプレイに「VSC が
Off のためプリクラッシュブレーキも停
止します」が表示されます。
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LTA（レーントレーシング
アシスト）

白（黄）線が整備された道路を
走行中、車線または走路※から
の逸脱の可能性を警告するとと
もに、車線または走路※からの
逸脱を避けるためのハンドル操
作の一部を支援します。また、
レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き）
（ P.242）の作動中は、車線
維持に必要なハンドルの操作を
支援します。

白（黄）線または走路※を前方
カメラで認識します。また、先
行車を前方カメラやレーダーで
認識します。
※アスファルトと草・土・縁石等の境
界

警告
LTAをお使いになる前に

LTAを過信しないでください。LTA
は自動で運転する装置でも前方への
注意を軽減する装置でもないため、
運転者は常に自らの責任で周囲の状
況を把握し、ハンドル操作で進路を
修正し、安全運転を心がけてくださ
い。また、長時間の運転などによる
疲労時は適切に休憩をとってくださ
い。

適切な運転操作をしなかったり、注
意を怠ったりすると、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

LTAを使用しないときは、LTAス
イッチでシステムをOFF にしてくだ
さい。

LTAを使用してはいけない状況

次の状況では、LTAスイッチでシステ
ムをOFF にしてください。思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

雨天時や積雪・凍結などで、すべり
やすい路面を走行しているとき

雪道を走行しているとき

水たまりや雨・雪・霧・砂ぼこりな
どで白（黄）線が見えにくいとき

工事によって規制された車線・仮設
の車線を走行しているとき

工事区間を走行しているとき

応急用タイヤ・タイヤチェーンなど
を装着しているとき

タイヤの残り溝が十分にないとき、
または空気圧が不足しているとき

車両けん引時
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警告
LTA の故障、または誤作動を防ぐた
めに

ヘッドランプを改造したり、ランプ
の表面にステッカーなどを貼ったり
しないでください。

サスペンションなどを改造しないで
ください。交換が必要な場合は、
トヨタ販売店にご相談ください。

ボンネットやグリルの上には、何も
取り付けたり置いたりしないでくだ
さい。また、グリルガード（ブル
バー・カンガルーバーなど）を取り
付けたりしないでください。

フロントウインドウガラスの修理が
必要な場合は、トヨタ販売店にご相
談ください。

機能が正常に作動しないおそれのあ
る状況

次のような状況では、各機能が正しく
作動せず車線から逸脱するおそれがあ
ります。運転者は常に自らの責任で周
囲の状況を把握し、本機能を過信せず
にハンドル操作で進路を修正してくだ
さい。

先行車追従表示中（ P.235）に、
先行車が車線変更したとき（先行車
の動きに合わせて自車も車線変更す
るおそれがあります）

先行車追従表示中（ P.235）に、
先行車がふらついたとき（先行車の
動きに合わせて自車もふらついて走
行しレーンをはみ出すおそれがあり
ます）

先行車追従表示中（ P.235）に、
先行車が車線から逸脱したとき（先
行車の動きに合わせて自車も車線か
ら逸脱するおそれがあります）

先行車追従表示中（ P.235）に、
先行車がレーン内を右、または左に
片寄って走行したとき（先行車の動
きに合わせて自車も片寄って走行し
レーンをはみ出すおそれがあります）

急カーブを走行しているとき

路側物に白（黄）線と見間違えるよ
うな構造物や模様があるとき（ガー
ドレール・反射ポールなど）

分岐・合流路などを走行するとき
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警告
道路の修復で、アスファルト修復後
や白（黄）線の跡が残っているとき

白（黄）線に平行するような影があ
る、または白（黄）線が影の中にあ
るとき

料金所や検札所の手前や交差点など、
白（黄）線がない場所を走行すると
き

白（黄）線がかすれている、または
キャッツアイ（道路鋲）や置き石な
どがあるとき

白（黄）線が砂ぼこりなどで見えな
い、または見えにくくなっていると
き

雨天・雨上がり・水たまりなどぬれ
た路面を走行しているとき

車線が黄色のとき（白線にくらべて
認識率が低下することがあります）

白（黄）線が縁石等の上に引かれて
いるとき

コンクリート路のような明るい路面
を走行しているとき

アスファルトと草・土・縁石等の境
界が不明瞭または直線的でないとき

照り返しなどにより明るくなった路
面を走行しているとき

トンネルの出入口など明るさが急変
する場所を走行しているとき

対向車のヘッドランプ光・太陽光な
どが前方カメラに入射しているとき

坂道を走行しているとき

左右に傾いた道路やうねった道路を
走行しているとき

舗装されていない道路や荒れた道路
を走行しているとき

車線の幅が極端に狭いとき、または
広いとき

重い荷物の積載やタイヤ空気圧の不
足などで、車両が著しく傾いている
とき

先行車との車間距離が極端に短く
なったとき

走行中の路面状況（悪路・道路の継
ぎ目など）により、車両が上下に大
きく揺れているとき

夜間やトンネル内などでヘッドラン
プを点灯していない、またはレンズ
が汚れて照射が弱いときや、光軸が
ずれているとき

横風を受けているとき

周辺車両の走行によって発生する風
の影響を受けているとき

車線変更をした直後、または交差点
を通過した直後

構造・メーカー・銘柄・トレッドパ
ターンが異なるタイヤを使用したと
き

メーカー指定のサイズ以外のタイヤ
を装着しているとき

冬用タイヤなどを装着しているとき

過度な高速走行をしているとき
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車線逸脱警報機能

車両が車線または走路※から逸脱
する可能性がある場合に、マルチ
インフォメーションディスプレイ
の表示および、警報ブザーまたは
ハンドルの振動により注意をうな
がします。
警報ブザーが鳴ったとき、またはハンド
ルに振動があったとき、まわりの道路状
況を確認の上、ハンドルを慎重に操作し
て、白（黄）線または走路※内の中央付
近にもどってください。

BSM装着車：車線逸脱により、となり
の車線を走行中の車両と衝突する可能性
があるとシステムが判断した場合、方向
指示灯の点滅中も車線逸脱警報機能が作
動します。
※アスファルトと草・土・縁石等の境界

車線逸脱抑制機能

車両が車線または走路※から逸脱

する可能性がある場合に、短時間、
小さな操舵力をハンドルに与えて、
車線からの逸脱を避けるために必
要なハンドル操作の一部を支援し
ます。
一定時間ハンドル操作をしなかったり、
ハンドルをしっかり握っていない状態で
の運転が続いたりしたときは、マルチイ
ンフォメーションディスプレイの表示に
より注意喚起が行われ、機能が一時的に
解除されます。

BSM装着車：車線逸脱により、となり
の車線を走行中の車両と衝突する可能性
があるとシステムが判断した場合、方向
指示灯の点滅中も車線逸脱抑制機能が作
動します。
※アスファルトと草・土・縁石等の境界

ふらつき警報機能
車両がふらついて走行していると
きに、警報ブザーおよびマルチイ
ンフォメーションディスプレイの
表示により注意をうながします。

LTAに含まれる機能
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車線維持支援機能
レーダークルーズコントロール
（全車速追従機能付き）と連携し、
現在の車線内を走行するために必
要なハンドル操作の一部を、シス
テムが支援します。
レーダークルーズコントロール（全車速
追従機能付き）が作動していないときは、
車線維持支援機能は作動しません。

渋滞のときなど白（黄）線が見えにくい、
または見えない場合、先行車の軌跡を利
用して先行車に追従する支援を行います。

一定時間ハンドル操作をしなかったり、
ハンドルをしっかり握っていない状態で
の運転が続いたりしたときは、マルチイ
ンフォメーションディスプレイの表示に
より注意喚起が行われ、機能が一時的に
解除されます。

LTA を ONにするには LTA ス
イッチを押す
LTA 表示灯が点灯し、マルチインフォ
メーションディスプレイにメッセージが
表示されます。

OFF にするには、再度スイッチを押しま
す。

いったん LTA を ON／ OFF すると、次
回ハイブリッドシステムを始動したとき
にも、そのままの状態が続きます。

設定のしかた
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LTA 表示灯
表示灯の点灯状態で、システムの作動状
況をお知らせします。
白色に点灯：車線逸脱監視中
緑色に点灯：車線逸脱抑制機能、または
車線維持支援機能によるハンドル操舵支
援が作動中
橙色に点滅：車線逸脱警報中

ハンドル操舵支援の作動表示
マルチインフォメーションディスプレイ
を運転支援機能情報表示画面に切りかえ
ると表示されます。
車線逸脱抑制機能、または車線維持支援
機能によるハンドル操舵支援が作動中で
あることを示しています。
両側点灯：車線維持支援機能によるハン
ドル操舵支援が作動中
片側点灯：車線逸脱抑制機能によるハン
ドル操舵支援が作動中
両側点滅：車線維持支援機能の注意喚起
が作動中

先行車追従表示
マルチインフォメーションディスプレイ
を運転支援機能情報表示画面に切りかえ
ると表示されます。
車線維持支援機能によるハンドル操舵支
援が作動中（先行車に追従中）であるこ
とを示しています。

先行車の動きに合わせて自車も同じ動き
をする場合があります。運転者は常に自
らの責任で周囲の状況を把握し、ハンド
ル操作で進路を修正し、安全運転を心が
けてください。

車線逸脱警報機能表示
マルチインフォメーションディスプレイ
を運転支援機能情報表示画面に切りかえ
ると表示されます。

白線表示の内側が白いとき

システムが白（黄）線または走路※を認
識していることを示しています。車両が
車線から逸脱した場合、逸脱している側
の白線表示が橙色で点滅します。

白線表示の内側が黒いとき

システムが白（黄）線または走路※を認
識できていない、またはシステムが一時
的に解除されていることを示しています。
※アスファルトと草・土・縁石等の境界

マルチインフォメーションディ
スプレイ表示

A

B

C

D
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知識
各機能の作動条件

車線逸脱警報機能

次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。
･ LTA を ONにしているとき
･ 車速が約 50km/h 以上のとき※1

･ システムが白（黄）線または走路※2

を認識しているとき（白［黄］線また
は走路※2 が片側しかないとき、認識
している方向のみ作動します）

･ 車線の幅が約 3 m 以上のとき
･ 方向指示レバーを操作していないとき
（BSM装着車：方向指示灯方向に車両
がいる場合は除く）

･ 急カーブを走行していないとき
･ システムの異常が検知されていないと
き（ P.238）

※1車線維持支援機能が作動中は約
50km/h 以下でも作動します。

※2アスファルトと草・土・縁石等の境界

車線逸脱抑制機能

車線逸脱警報機能の作動条件に加えて、
次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。
･ マルチインフォメーションディスプレ

イの 画面で「操舵支援」を「ON」
に設定しているとき（ P.75, 85）

･ 一定以上の加減速がないとき
･ 車線変更に相当する程度の操舵力でハ
ンドルを操作していないとき

･ ABS・VSC・TRC・PCSが作動して
いないとき

･ TRC または VSC を OFFにしていない
とき

･ 手放し運転に対する注意喚起
（ P.237）が行われていないとき

ふらつき警報機能

次の条件をすべて満たしたとき作動しま

す。
･ マルチインフォメーションディスプレ

イの 画面で「ふらつき検知」を
「ON」に設定しているとき（ P.75, 
85）

･ 車速が約 50 km/h 以上のとき
･ 車線の幅が約 3 m以上のとき
･ システムの異常が検知されていないと
き（ P.238）

車線維持支援機能

次の条件をすべて満たしたとき作動しま
す。
･ LTA を ONにしているとき
･ マルチインフォメーションディスプレ

イの 画面で「操舵支援」を「ON」
かつ「センタートレース」を「ON」に
設定しているとき（ P.75, 85）

･ システムが白（黄）線を認識している
とき、または先行車の軌跡を認識して
いるとき（先行車が二輪車の場合を除
く）

･ レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）が車間制御モードで
作動しているとき

･ 車線の幅が約 3～ 4mのとき
･ 方向指示レバーを操作していないとき
･ 急カーブを走行していないとき
･ システムの異常が検知されていないと
き（ P.238）

･ 一定以上の加減速がないとき
･ 車線変更に相当する程度の操舵力でハ
ンドルを操作していないとき

･ ABS・VSC・TRC・PCS が作動して
いないとき

･ TRC またはVSC を OFF にしていない
とき

･ 手放し運転に対する注意喚起
（ P.237）が行われていないとき
･ 車線中央付近を走行しているとき
･ 車線逸脱抑制機能が作動していないと
き
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機能の一時解除

作動条件（ P.236）が満たされなく
なった場合、一時的に機能が解除され
ますが、ふたたび作動条件が満たされ
ると、自動的に復帰します。

車線維持支援機能作動中に、作動条件
（ P.236）が満たされなくなった場
合、ハンドル振動または“ピピッ”
とブザー音で、一時的に機能が解除さ
れたことをお知らせする場合がありま
す。また、カスタマイズ設定で「警報

手段」を に設定している場合は、ブ
ザーの代わりにハンドル振動でお知ら
せします。

車線逸脱抑制機能／車線維持支援機能
について

車速や車線の逸脱状況・路面状況など
により、車線逸脱抑制機能／車線維持
支援機能の作動を感じなかったり、車
線逸脱抑制機能／車線維持支援機能が
作動しなかったりすることがあります。

これらの各機能によるステアリング制
御は、運転者のハンドル操作によって
修正することができます。

車線逸脱抑制機能の作動テストを行わ
ないでください。

車線逸脱警報機能について

外部の騒音やオーディオの音などによ
り、警報ブザーが聞きとりにくい場合
があります。また、路面状況などによ
り、ハンドルの振動を感じにくい場合
があります。

走路※がはっきり見えない場合、または
直線的でない場合は走路逸脱に対する
警報・制御が作動しない場合がありま
す。

BSM装着車：となりの車線を走行中の
車両と衝突する可能性を判断できない
場合があります。

車線逸脱警報機能の作動テストを行わ
ないでください。

※アスファルトと草・土・縁石等の境界

手放し運転に対する注意喚起について

次の状況では、ハンドル保持をうながす
メッセージと図で示すシンボルがマルチ
インフォメーションディスプレイに表示
され注意喚起を行います。ハンドルを
握ったとシステムが判断すると、注意喚
起を停止します。システムを使用する際
は注意喚起にかかわらず、常にハンドル
をしっかりと握ってください。

システムの作動中に、手放し運転をし
ているとシステムが判断したとき

さらに操作しない状態が続くとブザーが
鳴り、注意喚起が行われ、機能が一時的
に解除されます。運転者のハンドル操作
が小さい状態が続いたときも同様に注意
喚起が行われます。

また、警報手段を に選択している場合
でも、ブザーが鳴ります。

車線維持支援機能作動中にカーブを曲
がりきれず車線から逸脱する可能性が
あるとシステムが判断したとき

車両の状態や路面状況によっては注意喚
起が行われない場合があります。また、
システムがカーブを走行中と判断した場
合は、直線走行時に比べて早いタイミン
グで注意喚起が行われます。

車線逸脱抑制機能による車線逸脱を避
けるためのハンドル操舵支援中に、手
放し運転をしているとシステムが判断
したとき
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さらに、操作しない状態が続きハンドル
操舵支援が行われると、ブザーが鳴り注
意喚起が行われます。ハンドル操舵支援
の回数が増えるごとに、ブザーの継続時
間が長くなります。

また、警報手段を に選択している場合
でも、ブザーが鳴ります。

ふらつき警報機能について

システムの作動中に、車両がふらついて
走行しているとシステムが判断したとき、
ブザーと同時にマルチインフォメーショ
ンディスプレイに休憩をうながすメッ
セージと図で示すシンボルで注意喚起を
行います。

4.2 インチディスプレイ装着車

7インチディスプレイ装着車

車両の状態や路面状況によっては注意喚
起が行われない場合があります。

警告メッセージ

次のメッセージがマルチインフォメー
ションディスプレイに表示され、LTA表
示灯が橙色で点灯した場合は、対処方法
に従って適切に対処してください。また、
その他の警告メッセージが表示されたと
きは、表示された画面の指示に従ってく

ださい。

「LTA 故障 販売店で点検してください」

システムが正常に作動しなくなっている
おそれがあります。
トヨタ販売店で点検を受けてください。

「LTA 現在利用できません」

前方カメラ以外のセンサーの異常により
システムが一時停止しています。いった
ん LTA を OFF にして、しばらくしてか
ら再度、LTA を ON にしてください。

「LTA 現在の車速では使用できません」

車速が LTA の作動可能範囲をこえたた
め、使用できません。車速を落として走
行してください。

カスタマイズ機能

機能の設定を変更することができます。
（ P.80, 90）
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前方カメラまたはナビゲーション
システム（情報を取得した場合）

によって標識を認識すると、マル
チインフォメーションディスプレ
イに表示します。
運転支援機能情報表示画面を選
択したときは、最大3つの標識
を表示できます。（ P.75, 85）

運転支援機能情報表示画面以外
を選択したときは、次のいずれ
かの標識が表示されます。
（ P.75, 85）
･ 最高速度標識
･ 車両進入禁止標識（告知時のみ）

速度制限標識以外を認識した場合、速度
標識の重複表示にてお知らせします。

電光標識も含めて、次の種類の道
路標識を認識します。
ただし、規定外の標識、新しく導入され
た標識は認識されない場合があります。

RSA（ロードサインアシ
スト）

前方カメラまたはナビゲーショ
ンシステム（情報を取得した場
合）を使って特定の道路標識を
認識し、ディスプレイ表示に
よって道路標識の情報を運転者
にお知らせします。

認識した道路標識の制限速度に
対し、運転者が制限速度を超過
して走行、または禁止行為を
行っている等とシステムが判断
した場合に、告知表示およびブ
ザー音もしくはハンドルの振動
で運転者に告知します。

警告
RSAをお使いになる前に

RSA は、道路標識の情報を知らせるこ
とで運転者を支援しますが、運転者自
身の確認や認識を代行するものではあ
りません。安全運転を行う責任は運転
者にあります。常に周囲の状況を把握
し、安全運転に努めてください。

マルチインフォメーションディ
スプレイ表示

認識される道路標識の種類
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※マルチインフォメーションディスプレ
イに、表示されません。

次の状況では、システムが告知表
示で運転者に告知します。
自車の車速がマルチインフォ
メーションディスプレイに表示
されている制限速度より、一定
の速度を超過すると、最高速度
標識の強調やブザーの吹鳴をし
ます。
システムが進入禁止の標識を認
識し、自車が進入禁止区域に進
入したと判定したときには、マ
ルチインフォメーションディス
プレイに表示される車両進入禁
止標識の点滅やブザーの吹鳴を
します。
はみ出し通行禁止標識がマルチ
インフォメーションディスプレ
イに表示されているときに、自
車の追い越しを検出すると、は

み出し通行禁止標識の点滅やハ
ンドル振動をします。

状況によっては、告知表示が正常
に作動しない場合があります。

知識
設定のしかた

P.80, 90

RSA 標識表示

次の状況では、最高速度・はみ出し通行
禁止・車両進入禁止の標識表示が消えま
す。

一定の距離を走行中、新しい標識が認
識されないとき

右左折等により走行する道路が変わっ
たとシステムが判定したとき

終わり標識の下に対象標識を認識した
とき

次の状況では、一時停止の標識表示が消
えます。

標識を通過したとシステムが判定した
とき

右左折等により走行する道路が変わっ
たとシステムが判定したとき

機能が正常に作動しないおそれのある
状況

次のような状況では、システムが正常に
標識を認識できず、正しい標識の表示が
されない場合があります。

前方カメラやセンサー周辺への強い衝
撃などにより、センサーの位置や向き
がずれているとき

汚れ・雪・ステッカー等がフロントウ
インドウの前方カメラの近くにあると
き

悪天候時（霧・雪・砂嵐・大雨など）

強い光（太陽光や対向車のヘッドラン
プ光など）が前方カメラに直接あたっ

最高速度

車両進入禁止

一時停止

はみ出し通行禁止

終わり※

告知機能
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ているとき

標識に汚れ・色あせ・傾きや曲がりが
あるとき

電光標識のコントラストが低いとき

標識の全体または一部が、木・電柱な
どで隠れているとき

前方カメラが標識を認識する時間が短
いとき

運転の状況（曲がる・車線変更等）が
誤って判断されたとき

標識が高速道路の分岐した直後、また
は合流直前の隣の車線にあるとき

先行車の後部分にステッカーが貼って
あるとき

システムが対応している標識と類似し
た標識が認識されたとき

側道の速度標識が前方カメラの認識範
囲内に入ったとき

ロータリー（環状交差路）を走行して
いるとき

重い荷物を積むなど車両が傾いている
とき

十分な光がなかったり、明るさが急激
に変化したりしたとき

トラックなどの車両を対象にした標識
を認識したとき

ナビゲーションシステムの地図情報が
古いとき

ナビゲーションシステムを利用できな
いとき

マルチインフォメーションディスプレ
イとナビゲーションシステムに表示さ
れる最高速度標識が異なる場合があり
ます。

速度制限標識表示

マルチインフォメーションディスプレイ
に最高速度標識が表示されているときに、
パワースイッチをOFFにすると、次回パ

ワースイッチをONにしたときには再度
同じ標識が表示されます。

マルチインフォメーションディスプレ
イに「RSA故障 販売店で点検してく
ださい」が表示されたとき

システムに異常があるおそれがあります。
トヨタ販売店で点検を受けてください。

カスタマイズ機能

一部の機能は、設定を変更することがで
きます。（ P.80, 90）
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メーター表示

マルチインフォメーションディ
スプレイ

設定速度

表示灯

操作スイッチ

車間距離切りかえスイッチ

“+RES” スイッチ

クルーズコントロールメインス
イッチ

キャンセルスイッチ

“-SET” スイッチ

レーダークルーズコント
ロール（全車速追従機能付
き）

アクセルペダルを踏まなくても、
車間制御モードでは、先行車の
車速変化に合わせた追従走行を
行い、自動的に加速・減速・停
止をします。定速制御モードで
は、一定の車速で走行できます。
通信利用型レーダークルーズコ
ントロールは ITS Connect を
装備している車両のみ使用でき
ます。
高速道路や自動車専用道路で使
用してください。
車間制御モード（ P.244）
定速制御モード（ P.247）
通信利用型レーダークルーズ
コントロール（ P.248）

システムの構成部品

A

B

C

警告
安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。システムを過信せず、運転者
は常に自らの責任で周囲の状況を把
握し、安全運転に努めてください。

レーダークルーズコントロール（全
車速追従機能付き）は運転者の操作
の一部を支援し、操作負担を軽減す
るためのシステムで、支援の範囲に
は限りがあります。

次の項目をお読みいただき、システム
を過信せず安全運転に努めてください。

･ センサーが正しく検知しないおそれ
のある先行車： P.251

･ 車間制御モードが正しく作動しない
おそれのある状況： P.251

A

B

C

D

E
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警告
設定速度は、制限速度・交通の流
れ・路面環境・天候などを考慮して
適切に設定してください。設定速度
の確認は、運転者が行う必要があり
ます。

システムが正常に機能していても、
運転者が認識している先行車の状況
とシステムが検知している状況が異
なる場合があります。従って注意義
務・危険性の判断・安全の確保は運
転者が行う必要があります。システ
ムに頼ったり、安全を委ねる運転を
したりすると思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

レーダークルーズコントロール（全
車速追従機能付き）を使わないとき
はクルーズコントロールメインス
イッチでシステムをOFF にしてくだ
さい。

システムの支援内容に関する注意点

システムの支援には限界があるため、
次の点に注意してください。システム
を過信すると思わぬ事故につながり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。

運転者が見る過程での支援内容

レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）は、自車と設定され
た先行車との車間距離を検知するのみ
であり、わき見やぼんやり運転を許容
するシステムでも、視界不良を補助す
るシステムでもありません。

運転者自らが周囲の状況に注意を払う
必要があります。

運転者が判断する過程での支援内容

レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）は、自車と設定され
た先行車との車間距離が適正かどうか
を判断しており、それ以外の判断はし
ません。このため、危険性があるかど
うかなど運転者は自ら安全の判断をす
る必要があります。

運転者が操作する過程での支援内容

レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）は、先行車への追突
を防止する機能はありません。このた
め、危険性があれば運転者自らが安全
を確保する必要があります。

レーダークルーズコントロール（全
車速追従機能付き）を使用してはい
けない状況

次の状況では、レーダークルーズコン
トロール（全車速追従機能付き）を使
用しないでください。適切な制御が行
われず、思わぬ事故につながり、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

歩行者や自転車等が混在している道

交通量の多い道

急カーブのある道

曲がりくねった道

雨天時や、凍結路・積雪路などのす
べりやすい路面

急な下り坂や急で勾配の変化が激し
い坂

急な下り坂では車速が設定速度以上に
なることがあります。

高速道路や自動車専用道路の出入り
口

センサーが正しく検知できないよう
な悪天候時（霧・雪・砂嵐・激しい
雨など）
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車間制御モードでは、レーダーにより車両前方約100m以内の先行車の
有無・先行車との車間距離を判定して、先行車との適切な車間距離を確保
する制御をします。また、車間距離切りかえスイッチを操作して、希望の
車間距離に設定することもできます。
下り坂を走行しているときは、車間距離が短くなることがあります。

定速走行：
先行車がいないとき

運転者が設定した速度で定速走行します。

減速走行ー追従走行：
設定した速度より、遅い先行車が現れたとき

先行車を検知すると自動で減速し、より大きな減速が必要な場合はブレーキがかかりま
す（このとき制動灯が点灯します）。先行車の車速変化に合わせて、運転者の設定した
車間距離になるように追従走行します。十分に減速できない状態で先行車に接近した場
合は、接近警報を鳴らします。

警告
レーダー前面または、前方カメラ前
面に雨滴や雪などが付着していると
き

ひんぱんに加速・減速をくり返すよ
うな交通状況のとき

車両けん引時

接近警報がひんぱんに鳴るとき

車間制御モードでの走行

A

B
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先行車が停止したときは、続いて停止します（制御停車）。先行車の発進
後、“+RES”スイッチを押すか、アクセルペダルを踏むと追従走行にもどります
（発進操作）。自車が発進操作を行わなかった場合は、制御停車を続けます。
約 80km/h 以上で走行中に追い越し車線側へ車線変更する場合、方向指示レバーの操
作と連動して設定速度まで加速することで、追い越しを支援します。

加速走行：
設定した速度より、遅い先行車がいなくなったとき

設定速度まで加速し、定速走行にもどります。

1 クルーズコントロールメインス
イッチを押して、システムを
ON にする

レーダークルーズコントロール表示灯が
点灯し、マルチインフォメーションディ
スプレイにメッセージが表示されます。
OFF にするには再度スイッチを押しま
す。

クルーズコントロールメインスイッチを
1.5 秒以上押し続けると定速制御モード
でシステムがONします。（ P.247）

2 希望の車速（約 30km/h 以上）
までアクセルペダル操作で加速
／減速し、“-SET” スイッチ
を押して速度を設定する

クルーズコントロールセット表示灯が点
灯します。

スイッチを離したときの車速で定速走行

できます。

スイッチで設定速度をかえる
設定速度をかえるには、希望の速
度が表示されるまで“+RES”ス
イッチまたは“-SET”スイッチ
を押します。

1 速度を上げる（車間制御モード
の制御停車中は除く）

2 速度を下げる
微調整：スイッチを押す

C

速度を設定する（車間制御モー
ド）

設定速度をかえる
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大幅調整：スイッチを押し続けて速度を
かえ、希望の速度で手を離す

車間制御モードでは、設定速度は、
次のとおりに増減されます：
微調整：スイッチを押すごとに 1km/h

大幅調整：スイッチを押し続けているあ
いだ、5km/h ずつ

定速制御モード（ P.247）で
は、設定速度は、次のとおりに増
減されます：
微調整：スイッチを押すごとに 1km/h

大幅調整：スイッチを押し続けているあ
いだ連続して変化

アクセルペダルで設定速度を上
げる

1 設定したい車速になるまで、ア
クセルペダルを踏んで加速する

2 “-SET”スイッチを押す

スイッチを押すごとに次のように
車間距離を切りかえます。

1 長い
2 中間
3 短い

先行車がいる場合、先行車マーク も
表示されます。

次の目安を参考に車間距離を選択
してください。
（車速80km/h で走行している場
合）
なお、車速に応じて車間距離は増
減します。また、制御停車時は設
定にかかわらず状況に応じた車間
距離で停車します。

先行車の発進後、“+RES”ス
イッチを押す
先行車の発進後にアクセルペダルを踏ん
でも追従走行に復帰します。

4.2インチディスプレイ装着車

車間距離を変更する（車間制御
モード）

A

車間距離選択の目安（車間制御
モード）

車間距離選択 車間距離

長い 約50m

中間 約40m

短い 約30m

制御停車から追従走行に復帰さ
せる（車間制御モード）
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7 インチディスプレイ装着車

1 制御を解除するには、キャンセ
ルスイッチを押す

ブレーキペダルを踏んだときも解除され
ます。（車間制御モードの制御停車中は、
ブレーキペダルを踏んでも解除されませ
ん）

2 制御を復帰させるには、 
“+RES” スイッチを押す

追従走行中の他車の割り込みなど、
十分な減速ができない状態で先行
車に接近したときは、表示の点滅
とブザーで運転者に注意をうなが
します。その場合は、ブレーキペ
ダルを踏むなど適切な車間距離を
確保してください。

警報されないとき
車間距離が短くても、次のような
場合は警報されないことがありま
す。
先行車と自車の車速が同じか先
行車の方が速いとき
先行車が極端な低速走行をして
いるとき
速度を設定した直後
アクセルペダルを踏んだとき

定速制御モードでは、先行車の車
速変化に合わせた追従走行を行わ
ず、一定の車速で走行します。
レーダーの汚れなどにより、車間
制御モードで走行できない場合の
みご使用ください。
1 クルーズコントロールがOFF
の状態で、クルーズコントロー
ルメインスイッチを1.5 秒以上
押し続ける

クルーズコントロールメインスイッチを
押した直後は、レーダークルーズコント
ロール表示灯が点灯します。その後、ク
ルーズコントロール表示灯に切りかわり
ます。

システムがOFF の状態から操作したと
きのみ、定速制御モードへの切りかえが

制御を解除する・復帰させる

接近警報（車間制御モード）

定速制御モードでの走行
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可能です。

2 希望の車速（約 30km/h 以上）
までアクセルペダル操作で加速
／減速し、“-SET” スイッチ
を押して速度を設定する

クルーズコントロールセット表示灯が点
灯します。

スイッチを離したときの車速で定速走行
できます。

設定速度をかえる（ P.245）

制御を解除する・復帰させる
（ P.247）

通信利用型レーダークルーズコン
トロールは、ITS Connect が装着
されている車両のみ利用できます。
ITS Connect についてはP.254
を参照してください。

このシステムは車間制御モードで
の追従走行中、先行車も通信利用
型レーダークルーズコントロール
に対応している場合に自動的に作
動します。
情報取得

先行車との通信
加減速情報などを取得します。

レーダー
車間距離情報などを取得します。

システム作動について
先行車の加減速の情報を通信で取
得することにより、先行車の加減
速に素早く追従して車間距離や速
度の変動を抑制し、スムーズな追
従走行に寄与します。また、先行
車が認識できなくなった場合は自
動的に車間制御モードに切りかわ
ります。
車間制御モードに比べて、次のよ
うな作動になります。
車間制御モード

通信利用型レーダークルーズコ
ントロール（ITS Connect 装着
車）

A

B
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1 先行車の発進に遅れて気づく
通信利用型レーダークルーズコ
ントロール

1 先行車の発進に素早く気づく
2 スムーズな加速で追従
3 短時間で渋滞解消
通信利用型レーダークルーズコ
ントロールのON/OFF を変更
する

マルチインフォメーションディス
プレイの 画面（ P.75, 85）
から、通信利用型クルーズコント
ロールのON（作動）／OFF（非

作動）を変更することができます。
システム作動時の表示

先行車通信マーク

車間距離表示

通信利用型レーダークルーズコ
ントロールの作動目安

レーダークルーズコントロールの
車間距離設定に応じて本機能の作
動レベルがかわります。
（ P.246）

知識
設定条件について

シフトレバーがD のとき設定できます。

車速が約 30km/h 以上のとき、希望の
設定速度に設定できます。
（ただし車速が約 30km/h 未満で設定
したときは、設定速度が約 30km/h に
設定されます）

車速設定後の加速について

通常走行と同様にアクセルペダル操作で

車間距離設定 作動目安

長い
ゆったりとした加減速に

よる追従走行

中間 中間の追従走行

短い
きびきびとした加減速に

よる追従走行

A

B
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加速できます。加速後、車速が設定速度
にもどります。ただし、車間制御モード
時は先行車との距離を保持するため車速
が設定速度以下になることもあります。

追従走行中の停車制御について

制御停車中に“+RES”スイッチを押
した場合、約 3秒以内に先行車が発進
すれば追従走行にもどります。

先行車に続いて停車したあと約3秒以内
に先行車が発進した場合、追従走行に
もどります。

車間制御モードの自動解除

次のとき、自動的に車間制御モードが解
除されます。

VSC が作動したとき

TRC が一定時間作動したとき

TRC または VSC を OFFにしたとき

センサーが何かでふさがれて正しく検
知できないとき

運転支援装置によるブレーキ制御、出
力抑制が作動したとき
（例：プリクラッシュセーフティ、ドラ
イブスタートコントロール）

パーキングブレーキが作動したとき

急坂路で制御停車したとき

制御停車中に次を検出したとき
･ 運転席シートベルトを着用していない
･ 運転席ドアが開いた
･ 車両が停止したあと約 3分経過した

上記以外の理由で車間制御モードが自動
解除されるときは、システムが故障して
いる可能性があります。トヨタ販売店に
ご相談ください。

定速制御モードの自動解除

次のとき、自動的に定速制御モードが解
除されます。

設定速度より車速が約 16km/h 以上低
下したとき

車速が約 30km/h 未満になったとき

VSC が作動したとき

TRC が一定時間作動したとき

TRC またはVSC を OFF にしたとき

運転支援装置によるブレーキ制御、出
力抑制が作動したとき
（例：プリクラッシュセーフティ、ドラ
イブスタートコントロール）

パーキングブレーキが作動したとき

上記以外の理由で定速制御モードが自動
解除されるときは、システムが故障して
いる可能性があります。トヨタ販売店に
ご相談ください。

通信利用型レーダークルーズコント
ロールについて

本機能によって、車間制御モードの速
度や車間距離設定が変更されることは
ありません。

先行車が通信利用型レーダークルーズ
コントロールに対応していないときは、
本機能は作動しません。

先行車や周囲の車両の走行状態によっ
ては、スムーズな追従走行が行われな
い場合や、自車の速度や先行車との車
間距離に影響がおよぶ場合があります。
必要に応じてブレーキ・アクセルを操
作してください。

通信利用型レーダークルーズコント
ロールが作動しないおそれがある状況

次のような状況では、通信利用型レー
ダークルーズコントロールが作動しない、
または通信利用型レーダークルーズコン
トロールから車間制御モードに切りかわ
る場合があります。

先行車との通信が途絶したとき

センサーが先行車を誤って検知したと
き

トンネルやビル街などで、自車または
先行車のGPS 受信状態や通信状態が
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悪化しているとき

雪道などスリップしやすい路面を走行
しているとき

急な坂道を走行しているとき

追従していた先行車が車線変更などで
離脱したとき

通信していた先行車とのあいだに、通
信利用型レーダークルーズコントロー
ルに対応していない車両が割りこんで
きたとき

ブレーキが作動したとき

ブレーキの作動音が聞こえたり、ブレー
キペダルの踏み応えがかわったりするこ
とがありますが異常ではありません。

レーダークルーズコントロールの警告
メッセージ・警告ブザー

走行操作に関して注意が必要な場合や、
システムに異常が発生したときには、警
告メッセージ・警告ブザーで注意をうな
がします。マルチインフォメーション
ディスプレイに警告メッセージが表示さ
れたときは、表示された画面の指示に
従ってください。（ P.222, 400）

センサーが正しく検知しないおそれの
ある先行車

次のような場合にシステムによる減速が
不十分な場合はブレーキペダルを、加速
が必要な場合はアクセルペダルを、状況
に応じて操作してください。

センサーが正しく車両を検知できず、接
近警報（ P.247）も作動しないおそれ
があります。

先行車が急に割り込んできたとき

先行車が低速で走行中のとき

同じ車線に停車中の車がいるとき

先行車の後部分が小さすぎるとき（荷
物を積んでいないトレーラーなど）

同じ車線を二輪車が走行中のとき

周囲の車より水や雪がまき散らされ、
レーダーの検知のさまたげになる場合

自車の車両姿勢が上向きになる場合
（重い荷物を積んだときなど）

先行車の車高が極端に高いとき

車間制御モードが正しく作動しないお
それのある状況

次の状況では、必要に応じてブレーキペ
ダルで減速（場合によってアクセルペダ
ルを操作）してください。

センサーが正常に車両を検知できず、シ
ステムが正常に作動しないおそれがあり
ます。

カーブや車線幅が狭い道路などを走行
する場合
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ハンドル操作が不安定な場合や、車線
内の自車の位置が一定でない場合

先行車が急ブレーキをかけた場合

道路脇に構造物がある道（トンネル・
橋など）を走行する場合

アクセルペダルを踏んで加速したあと、
車速が設定速度にもどるとき

前の車に続いて停止しているとき
に先行車を認識し続け、先行車が
発進してしばらく進んでも自車が
停止し続けた場合にお知らせしま
す。

知識
作動条件

次のいずれかの条件を満たしたときに作
動します。

シフトレバーがP・R 以外でブレーキペ
ダルを踏んで、停止している、または
シフトレバーがN で停止しているとき

ブレーキホールドが作動中のとき

レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）が作動していて、制
御停車中のとき

先行車が発進していても告知しない場
合があるとき

例えば次のような状況では、前方カメラ

先行車発進告知機能

先行車の発進後、自車が停止し
続けた場合、警告ブザーとマル
チインフォメーションディスプ
レイの表示でお知らせする機能
です。

先行車発進告知機能



253

4

4-5. 運転支援装置について
運
転

とレーダーが対象を検出できず、システ
ムが正常に作動しない場合があります。

自車と先行車の停止位置がずれており、
先行車を正しく認識できないとき

先行車との車間距離が極端に短くなり、
先行車を正しく認識できないとき

坂道やカーブなどにより、先行車を正
しく認識できないとき

先行車の背面形状（けん引をしている
車両や荷物を積んでいないトレーラー、
雪や泥などが大量に付着している車両
など）やボデーカラーなどにより、先
行車を正しく認識できないとき

先行車がオートバイ・自転車などのと
き

先行車の右左折や車線変更などにより、
先行車を認識できなくなったとき

悪天候（雨・霧・雪・砂嵐など）・煙・
水蒸気などにより、先行車を認識でき
ないとき

前方カメラとレーダー前面に雨滴、雪
などが付着し、先行車を正しく認識で
きないとき

前方カメラとレーダー周辺への強い衝
撃などにより、前方カメラとレーダー
の向きがずれ、先行車を正しく認識で
きないとき

プリクラッシュセーフティが一時的に
使用できないときや、故障などにより
PCS 警告灯が点灯しているとき

右左折や車線変更などのために、ハン
ドルを大きくまわしたとき

先行車が発進していなくても告知する
場合があるとき

例えば次のような状況では、先行車が発
進したと判断し、システムが作動する場
合があります。

悪天候（雨・霧・雪・砂嵐など）によ
り、先行車の発進を誤認識したとき

坂道やカーブなどにより、先行車では
ないものを先行車と認識しているとき

前方カメラとレーダー周辺への強い衝
撃などにより、前方カメラとレーダー
の向きがずれ、先行車ではないものを
先行車と認識しているとき

先行車がいない状態での停止時に、交
差点の先にいる車両や自車の正面を横
切る車両などを先行車として認識した
とき

自車と先行車とのあいだに、ほかの車
両が割り込んだり通過したりしたとき

先行車発進告知機能の設定を変更する
には

先行車発進告知機能のON／ OFF

システムの ON／ OFF を切りかえること
ができます。（ P.80）

先行車発進告知機能の告知距離

告知する距離を切りかえることができま
す。（ P.80）
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

安全運転を支援する通知・案
内・注意喚起

ITS Connect は、道路に設置され
たDSSS※用路側装置や通信機を
搭載した車両と無線通信すること
で、見通しが悪い交差点の交通状
況などの情報を受信します。

路側装置

受信した情報は、状況に応じて通
知・案内や注意喚起としてマルチ
インフォメーションディスプレイ
などに表示され、運転者に注意を
うながすことにより安全運転を支
援します。

※DSSS（Driving Safety Support 
Systems）とは、運転者の認知・判
断の遅れや誤りによる交通事故を未然
に防止することを目的とするシステム
で、警察庁が推進しているプロジェク
トです。

通信利用型レーダークルーズコ
ントロール

先行車との通信により受信した加速
／減速情報をレーダークルーズコン
トロールの制御に利用し、よりス
ムーズな追従走行に寄与することで
快適な運転を支援します。詳細は
P.248を参照してください。

知識
ITS Connect 機器に関する情報

本製品は、トロンフォーラム
（www.tron.org）の T-License2.0 に
基づき T-Kernel ソースコードを利用し
ています。

フリー／オープンソースソフトウェア
情報について

本製品はフリー／オープンソースソフト
ウェアを含んでいます。
このようなフリー／オープンソースソフ
トウェアのライセンス情報やソースコー
ドの両方またはどちらか片方は以下の
URL で入手することができます。
https://www.denso.com/global/en/
opensource/v2x/toyota/

ITS Connect★

ITS Connect は、交通情報や
周辺車両の情報を受信すること
により、安全運転や快適な運転
を支援するシステムです。

ITS Connect の概要

A
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本機は、ITS Connect 推進協議会が規
定する相互接続性確認試験に適合して
います。
機種名：DTU-1030
型式認定番号：10008

本システムは、周波数760MHz の電波
を発信するため、お車を海外へ持ち込
んだ場合はその国の関連法規に違反す
る場合があります。

ITS Connect に関するお問い合わせに
ついて

ITS Connect に関するお問い合わせ（機
器の調子・機能・使用方法や道路上の通
信設備の整備計画など）はトヨタ販売店
にお問い合わせください。

警告
安全にお使いいただくために

安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。
ITS Connect はあらゆる状況で安全
運転の支援をするものではありませ
ん。システムに頼ったり、安全を委
ねる運転をしたりすると思わぬ事故
につながり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれが
あります。

ITS Connect は安全運転の支援を目
的として設計していますが、その効
果はさまざまな条件によりかわり、
常に同じ性能を発揮できるものでは
ありません。
「システムが正常に作動しないおそれ
があるとき」（ P.261）をお読み
いただき、システムを過信せず安全
運転に努めてください。

ITS Connect について

次のような状況では、ITS Connect
は作動しません。

･ 交差点にDSSS用路側装置が設置さ
れていないとき

･ 先行車や接近してくる車両に通信機
が搭載されていないとき

交差点に進入する方向によっては、
作動する通知・案内・注意喚起が異
なる場合があります。

右折時注意喚起（DSSS 用路側装置
との通信）について

DSSS用路側装置が設置された交差点
であっても、DSSS用路側装置の種類
や交差点に進入する方向によっては、
対向車のみを検知し、歩行者に対する
注意喚起をしない場合があります。
そのため、注意喚起の表示内容が実際
の交通状況と異なる場合があります。
「割り込み表示による通知・案内・注意
喚起」（ P.256）をお読みいただき、
必ず自らの目視による安全確認を行っ
てください。

右折時注意喚起（通信機を搭載した
車両との通信）・出会い頭注意喚起に
ついて

通信機を搭載した車両が接近してきて
も、地図データと実際の道路状況が異
なるときは、交差点付近であることが
判断できず、注意喚起をしなかったり、
注意喚起の表示内容が実際の交通状況
と異なる場合があります。

注意
ITS Connect 機器取り扱いの注意

ITS Connect 機器は電波法の基準に
適合しています。ITS Connect 機器
に貼り付けられているラベルはその
証明ですのではがさないでください。
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ITS Connect の機能が利用可能な
とき、マルチインフォメーション
ディスプレイに次のアイコンを表
示して通信の接続状態をお知らせ
します。

状況に応じて、次の通知・案内・
注意喚起をマルチインフォメー
ションディスプレイに割り込み表

示します。
ヘッドアップディスプレイ装着
車：右折時注意喚起・赤信号注意
喚起・一時停止注意喚起・出会い
頭注意喚起はヘッドアップディス
プレイにも割り込み表示します。
右折時注意喚起（DSSS用路側
装置との通信）

交差点で右側方向指示灯を点滅さ
せて右折待ちをしているときに、
対向車や歩行者がいるにもかかわ
らず発進しようとしているなど、
対向車や右折先の歩行者を見落し
ている可能性があるとシステムが
判断したときに、ブザーと表示で
注意喚起を行います。
交差点に設置されているDSSS用
路側装置（感知器）の種類によっ
て、注意喚起の表示は次のように
異なります。
対向車および歩行者を感知する
交差点

注意
ITS Connect 機器を分解・改造する
と、法律により罰せられることがあ
ります。

ITS Connect アイコンの見方

アイコン 接続状態

道路に設置されたDSSS
用路側装置から必要な情
報を取得できている

通信機を搭載した車両か
ら必要な情報を取得でき
ている

道路に設置されたDSSS
用路側装置、および通信
機を搭載した車両、両方
から必要な情報を取得で
きている

割り込み表示による通知・案内・
注意喚起
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対向車のみを感知する交差点

･ 注意喚起の表示内容は、実際の
交通状況と異なる場合がありま
す。

･ 一定時間経過後に注意喚起が消
えますが、周囲に車や人がいな
いことを示すものではありませ
ん。
右折時注意喚起（通信機を搭載
した車両との通信）※1, 2

DSSS 用路側装置が設置されてい
ない交差点で、地図データを用い
ることにより、右側方向指示灯を
点滅させて右折待ちをしていると
きに、通信機を搭載した対向車が
いるにもかかわらず発進しようと
しているなど、対向車を見落して
いる可能性があるとシステムが判
断したときに、ブザーと表示で注
意喚起を行います。

･ 注意喚起の表示内容は、実際の

交通状況と異なる場合がありま
す。

･ 一定時間経過後に注意喚起が消
えますが、周囲に車や人がいな
いことを示すものではありませ
ん。

※1T-Connect ナビゲーションシステム
装着車

※2T-Connect ナビキットまたはエント
リーナビキット装着車、かつ ETC2.0
ユニット（ビルトイン）ナビキット連
動タイプ（光ビーコン機能付）装着車

出会い頭注意喚起※1, 2

地図データを用いることにより、
交差点で停車しているときに、右
または左方向から交差点に進入し
てくる車両がいるにもかかわらず
発進しようとしているなど、接近
する右または左方向の車両を見落
している可能性があるとシステム
が判断したときに、ブザーと表示
で注意喚起を行います。

･ 注意喚起の表示内容は、実際の
交通状況と異なる場合がありま
す。

･ 一定時間経過後に注意喚起が消
えますが、周囲に車や人がいな
いことを示すものではありませ
ん。

※1T-Connect ナビゲーションシステム
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装着車
※2T-Connect ナビキットまたはエント
リーナビキット装着車、かつ ETC2.0
ユニット（ビルトイン）ナビキット連
動タイプ（光ビーコン機能付）装着車

赤信号注意喚起
赤信号の交差点手前にさしかかっ
てもアクセルペダルを踏み続けて
いるなど、赤信号を見落している
可能性があるとシステムが判断し
たときに、ブザーと表示で注意喚
起を行います。

信号待ち発進準備案内
赤信号で停車したとき、青信号に
かわるまでの待ち時間の目安を
バー表示で表します。
待ち時間が残り少なくなるとバー
表示が消え、まもなく信号がかわ
ることを表します。
4.2 インチディスプレイ装着車

7インチディスプレイ装着車

緊急車両存在通知
緊急車両（救急車）がサイレンを
鳴らして近辺を走行しているとき
に、ブザーが鳴り、自車に対する
緊急車両のおおよその方向・距
離・進行方向を表示します。
緊急車両の距離と進行方向が表示
されていないときは、自車のすぐ
近くに緊急車両がいることを表し
ます。
4.2インチディスプレイ装着車
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7 インチディスプレイ装着

一時停止注意喚起※1, 2, 3

一時停止の交差点手前にさしか
かってもアクセルペダルを踏み続
けているなど、一時停止を見落し
ている可能性があるとシステムが
判断したときに、ブザーと表示で
注意喚起を行います。

※1T-Connect ナビゲーションシステム
装着車

※2T-Connect ナビキットまたはエント
リーナビキット装着車、かつ ETC2.0
ユニット（ビルトイン）ナビキット連
動タイプ（光ビーコン機能付）装着車

※3一時停止注意喚起について、正常に作
動しないおそれがある状況など、詳し
くは別冊「ナビゲーション取扱書」ま
たは「ナビゲーションシステム取扱
書」を参照してください。

前方停止車両存在案内※1, 2, 3

見通しが悪いカーブの先などで、

渋滞などによって先行車両が停止
または低速で走行しているときに、
ブザーと表示でお知らせします。
4.2インチディスプレイ装着車

7インチディスプレイ装着

※1T-Connect ナビゲーションシステム
装着車

※2T-Connect ナビキットまたはエント
リーナビキット装着車、かつ ETC2.0
ユニット（ビルトイン）ナビキット連
動タイプ（光ビーコン機能付）装着車

※3前方停止車両存在案内について、正常
に作動しないおそれがある状況など、
詳しくは別冊「ナビゲーション取扱
書」または「ナビゲーションシステム
取扱書」を参照してください。

わき道車両存在案内※1, 2, 3

見通しが悪い交差点のわき道に車
両がいるときに、ブザーと表示で
お知らせします。
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4.2 インチディスプレイ装着車

7インチディスプレイ装着車

※1T-Connect ナビゲーションシステム
装着車

※2T-Connect ナビキットまたはエント
リーナビキット装着車、かつ ETC2.0
ユニット（ビルトイン）ナビキット連
動タイプ（光ビーコン機能付）装着車

※3わき道車両存在案内について、正常に
作動しないおそれがある状況など、詳
しくは別冊「ナビゲーション取扱書」
または「ナビゲーションシステム取扱
書」を参照してください。

交差点などで停車しているときに、
通信機を搭載した車両が接近して
くると、通信車両のおおよその方
向を表示します。
接近してくる方向が正面の場合は、右側
方向指示灯を点滅させているときのみ表
示します。

通信車両接近通知の使い方
4.2インチディスプレイ装着車
マルチインフォメーションディ
スプレイで専用の通知画面を表
示しているときに使用すること
ができます。

メーター操作スイッチの または を

押して を選択し、 または

を押して、通知画面を表示してくだ
さい。

車両が停止しているときに表示
が有効になります。車両が完全
に停止していないときは通知さ
れません。
7インチディスプレイ装着車
割込表示の通信車両接近通知を
ONにしているときに、マルチ
インフォメーションディスプレ
イに割り込み表示でお知らせし
ます。
通信車両接近通知の表示設定方
法については、マルチインフォ
メーションディスプレイの

表示設定（ P.93）を参
照してください。

通信車両接近通知



261

4

4-5. 運転支援装置について
運
転

知識
交差点ごとの作動する通知・案内・注
意喚起について

道路に設置されているDSSS 用路側装置
の種類により発信している情報が異なる
ため、交差点によって作動する通知・案
内・注意喚起は異なります。

システムが正常に作動しないおそれが
あるとき

例えば次のような状況などでは、車両
の位置や向きを正しく特定できず、シ
ステムが正常に作動しないおそれがあ
ります。

･ 高いビルや高い街路樹に囲まれている
とき

･ トンネルや高架下を通過しているとき
･ ハイブリッドシステムを始動してから、
しばらく走行するまでのあいだ

例えば次のような状況などでは、正し
く通信ができず、システムが正常に作
動しないおそれがあります。

･ 周囲に大型車が走行しているときなど、
通信がさえぎられたとき

･ 通信を妨害する電波が発せられている
とき

･ DSSS 用路側装置の向きがかわってし
まっているとき

･ DSSS 用路側装置がメンテナンス中や
故障しているとき

･ 他車両の通信機が故障しているとき

右折時注意喚起（DSSS 用路側装置と
の通信）は、次のような状況などでは
正常に作動しないおそれがあります。

･ 交差点内で一旦停止せずに右折しよう
としたとき

･ 周囲の環境や天候、DSSS用路側装置
の劣化などの影響により、対向車や歩
行者の検知性能が低下しているとき

･ 対向車や歩行者が周囲の建物や別の車
両に隠れているとき

･ DSSS 用路側装置の検知範囲外に対向

車や歩行者がいるとき
･ DSSS 用路側装置から受信した情報が
誤っているとき

右折時注意喚起（通信機を搭載した車
両との通信）は、次のような状況など
では正常に作動しないおそれがありま
す。

･ 交差点内で一旦停止せずに右折しよう
としたとき

･ 地図データと実際の道路状況が異なる
ため、交差点付近であることが判断で
きないとき

･ 相手通信車両から受信した情報が誤っ
ているとき

出会い頭注意喚起は、次のような状況
などでは正常に作動しないおそれがあ
ります。

･ 交差点手前で一旦停止せずに通過しよ
うとしたとき

･ 地図データと実際の道路状況が異なる
ため、交差点付近であることが判断で
きないとき

･ 相手通信車両から受信した情報が誤っ
ているとき

赤信号注意喚起は、次のような状況な
どでは正常に作動しないおそれがあり
ます。

･ 遅い速度で走行しているとき
･ 停車しているとき
･ 交差点付近の側道や駐車場内の通路な
ど、DSSS路側装置が設置された道路
と並行する場所を走行しているとき

･ DSSS 用路側装置から受信した情報が
誤っているとき

信号待ち発進準備案内は、次のような
状況などでは正常に作動しないおそれ
があります。

･ 前方の信号機が青信号・黄信号または
矢印信号のとき

･ 青信号にかわるまでの待ち時間が残り
少ないとき

･ 停車していないとき
･ 交差点付近の側道や駐車場内の通路な
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ど、DSSS 路側装置が設置された道路
と並行する場所を走行しているとき

･ DSSS 用路側装置から受信した情報が
誤っているとき

緊急車両存在通知は、次のような状況
などでは正常に作動しないおそれがあ
ります。

･ 緊急車両と自車の距離が一定以上離れ
ているとき

･ 緊急車両が自車から遠ざかる方向に走
行しているとき

･ 立体交差付近を走行しているとき
･ 緊急車両から受信した情報が誤ってい
るとき

通信車両接近通知は、次のような状況
などでは正常に作動しないおそれがあ
ります。

･ 相手通信車両から受信した情報が誤っ
ているとき

マルチインフォメーションディス
プレイの から「車両設定」※1

／ ※2を選択し、「ITS 
Connect」または「クルーズ
（ITS）」を選択することで、次の機
能の設定を変更することができま
す。（ P.80, 90）
※14.2 インチディスプレイ装着車
※27インチディスプレイ装着車

ITS Connect
信号情報

次の機能のON／ OFF を切りかえるこ
とができます。※1（初期設定：ON）

･ 赤信号注意喚起
･ 信号待ち発進準備案内

道路環境情報
次の機能のON／ OFF を切りかえるこ

とができます。※1（初期設定：ON）

･ 一時停止注意喚起※2

･ 右折時注意喚起

･ 出会い頭注意喚起※2

･ 前方停止車両存在案内※2

･ わき道車両存在案内※2

緊急車両通知
緊急車両存在通知のON／ OFF を切り
かえることができます。（初期設定：
ON）

通知感度
次の機能の通知感度（高い／低い）を切
りかえることができます。※3, 4（初期設
定：高い）

･ 赤信号注意喚起

･ 一時停止注意喚起※2

･ 右折時注意喚起

･ 出会い頭注意喚起※2
※1「信号情報」または「道路環境情報」
に含まれる各機能を個別にON／
OFFすることはできません。

※2T-Connect ナビゲーションシステム
装着車

※3各機能の通知感度を個別に変更するこ
とはできません。

※4「高い」に設定すると通知タイミング
が早くなり、「低い」に設定すると通
知タイミングが遅くなります。

クルーズ（ITS）
通信利用型レーダークルーズコン
トロールのON／OFFを切りかえ
ることができます。（初期設定：
ON）

各機能の設定変更
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

メーター操作スイッチ
BSM 機能または RCTA 機能の ON ／ 
OFF を切りかえます。

ドアミラーインジケーター
BSM機能：ドアミラーの死角領域に車
両を検知したとき、または後方からその
死角領域に急速に接近してくる車両を検
知したときは、検知した側のドアミラー
インジケーターが点灯します。検知した
側に方向指示レバーを操作している場合
は、ドアミラーインジケーターが点滅し
ます。
RCTA 機能：自車の右後方または左後方

BSM（ブラインドスポッ
トモニター）★

ブラインドスポットモニターに
は2 つの機能があります。
BSM（ブラインドスポットモ
ニター）機能

運転者による車線変更時の判断
を支援します。
RCTA（リヤクロストラ
フィックアラート）機能

後退時に運転者を支援します。
これらの機能は同じセンサーを
使用します。

警告
BSM機能を安全にお使いいただくた
めに

安全運転を行う責任は運転者にありま
す。常に周囲の状況を把握し、安全運
転に努めてください。

BSM 機能は、ドアミラーの死角領域
に入った車両の存在とその死角領域に
急速に接近してくる車両の存在を運転
者に提供する、補助的なシステムです。
本システムだけで安全な車線変更の可
否を判断できるものではないため、シ
ステムを過信すると思わぬ事故につな
がり、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

状況によっては本システムが有効に機
能しないことがあるため、運転者は自
らの目視とミラーによる安全確認を行
う必要があります。

RCTA機能を安全にお使いいただく
ために

本システムは認識性能・制御性能に限
界があります。システムを過信せず、
運転者は常に自らの責任で周囲の状況
を把握し、安全運転を心がけてくださ
い。

システムの構成部品

A

B
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から接近している車両を検知したときは、
両側のドアミラーインジケーターが点滅
します。

ナビゲーション画面★またはマ
ルチメディアディスプレイ★
（RCTA 機能のみ）

自車の右後方または左後方から接近して
いる車両を検知したときは、ナビゲー
ション画面またはマルチメディアディス
プレイに検知した側のRCTA アイコン
（ P.268）が点灯します。
イラストは両後方から車両が接近してい
る例です。

RCTAブザー（RCTA機能の
み）

自車の右後方または左後方から接近して
いる車両を検知したときは、ブザーが鳴
ります。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

マルチインフォメーションディス
プレイの 画面から、BSM機能 
／ RCTA機能のON（作動）／ 
OFF（非作動）を変更することが
できます。（ P.80, 90）
BSM機能を OFF にすると、BSM OFF
表示灯が点灯します。（ P.66）

RCTA 機能をOFF にすると、RCTA 
OFF 表示灯が点灯します。（ P.66）

パワースイッチがONになるとBSM機
能／ RCTA機能はON（作動）になりま
す。

知識
ドアミラーインジケーターの視認性に
ついて

強い日差しのもとでは、ドアミラーイン
ジケーターが見えづらいことがあります。

RCTAブザー音の聞こえ方について

大音量のオーディオなど大きな音がする
場合、RCTA ブザー音が聞こえづらくな
る場合があります。

マルチインフォメーションディスプレ
イに「BSM現在使用できません 取扱
書を確認ください」または「RCTA　
現在使用できません 取扱書を確認くだ
さい」が表示されたとき

電圧異常やセンサー周辺のリヤバンパー
に氷・雪・泥などが付着していることが
考えられます。（ P.265）
センサー周辺のリヤバンパーの氷・雪・
泥などを取り除けば、正常に復帰します。
また、極めて高温または低温の環境で使
用した場合正常に作動しないことがあり
ます。

マルチインフォメーションディスプレ
イに「BSM 故障　販売店で点検してく
ださい」または「RCTA 故障　販売店
で点検してください」が表示されたと
き

センサーの故障や位置、向きのずれなど
が考えられます。トヨタ販売店にて点検
を受けてください。

カスタマイズ機能

ドアミラーインジケーターの明るさなど
の設定を変更することができます。
（ P.80, 90）

設定のしかた

C

D
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レーダーセンサーの取り扱いについて

BSM機能で検知できる車両
ブラインドスポットモニターは後
側方レーダーセンサーにより隣の
車線を走行する次の車両を検知し、
ドアミラーのインジケーターに
よってその車両の存在を運転者に

警告
システムを正しく作動させるために

ブラインドスポットモニターのセン
サーは、車両リヤバンパー内側に左右
ひとつずつ設置されています。システ
ムを正しく作動させるために次のこと
をお守りください。

センサー周辺のリヤバンパーは常に
きれいにしておく
センサー周辺のリヤバンパーに汚れ
や着雪がある場合、警告表示
（ P.264）とともにシステムが作
動しなくなることがあります。その
場合、汚れや雪を落としたあと、
BSM 機能の作動条件（ P.266）
でしばらく走行してください（目
安：約 10 分）。それでも警告表示が
消えない場合はトヨタ販売店にて点
検を受けてください。

センサー周辺のリヤバンパーへの強
い衝撃を避ける
センサーの位置や向きが少しでもず
れると、車両を正しく検知できなく
なったり、装置が正常に動作しなく
なるおそれがあります。

次のような場合には、必ずトヨタ販売
店にて点検を受けてください。

･ センサーやセンサー周辺に強い衝撃
を受けた

･ センサー周辺のリヤバンパーなどに
傷や凹みがある、一部がはずれてい
る

センサーを分解しない

センサーやセンサー周辺のリヤバン
パーにステッカーを貼ったり、アク
セサリー用品を取り付けたりしない

センサーやセンサー周辺のリヤバン
パーを改造しない

リヤバンパーの塗装修理の際には
トヨタ設定色以外への変更は行わな
いでください

BSM 機能
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知らせます。

ドアミラーに映らない領域（死
角領域）を併走する車両

後方からドアミラーに映らない
領域（死角領域）に急速に接近
してくる車両
BSM機能で検知できる範囲

次の範囲に入った車両を検知しま
す。

検知できる範囲：

車両の両側面について、側面か
ら約 0.5 m 離れた面から約
3.5 m の領域

車両側面から外側に約 0.5mは検知しま
せん。

リヤバンパーから約1 m 前方
の領域

リヤバンパーから約3 m 後方
の領域

リヤバンパーから後方約 3 m 
～ 60 m の領域

自車と他車の速度差が大きいほど、ドア
ミラーインジケーターは他車がより遠く
にいる状況で点灯・点滅します。

知識
BSM機能の作動条件

BSM 機能は、次の条件をすべて満たして
いるときに作動します。

BSM 機能が ON のとき

A

B

A

B

C

D
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シフトレバーが R 以外の位置のとき

車速が約 16 km/h 以上のとき

BSM 機能が車両を検知する条件

BSM 機能は、次のような状況で検知範囲
に入った車両を検知します。

隣の車線を走行する他車に自車が追い
こされるとき

小さい速度差で隣の車線を走行する他
車を追いこすとき

他車が車線変更中に検知範囲に進入す
るとき

システムが検知しない条件

BSM 機能は、次のような車両や車両以外
のものを検知対象としません。

小型のオートバイ・自転車・歩行者な

ど※

対向車

ガードレール・壁・標識・駐車車両な

どの静止物※

同じ車線を走行する後続車※

2つ隣の車線を走行する他車※

自車が大きな速度差で追いこした車両
※状況によっては検知することがありま
す。

システムが正しく作動しないおそれが
ある状況

BSM 機能は、次のような状況では車両
を正しく検知しないおそれがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ 泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき

･ 大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどのぬれた路面を走行するとき

･ 複数台の他車が狭い間隔で連続して接

近するとき
･ 自車と後続車の車間距離が短いとき
･ 検知範囲に入る他車と自車の速度差が
大きすぎるとき

･ 自車と他車の速度差に変化があるとき
･ 検知範囲に入る他車と自車の速度がほ
とんど等しいとき

･ 停止状態から発進した際に、検知範囲
に他車が存在し続けたとき

･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や
道路のくぼみ等を走行しているとき

･ きついカーブや連続したカーブ、起伏
がある場所を走行するとき

･ 車線の幅が広い、もしくは車線の端を
走行するなど、隣の車線の他車が自車
から離れすぎているとき

･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーを装着しているとき

･ 検知範囲に入る他車と自車の高さに差
がありすぎるとき

･ BSM 機能または RCTA 機能をONに
した直後

BSM 機能は、特に次のような状況では
不要な検知が増えることがあります。

･ センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

･ ガードレールや壁などとの距離が短い
状況で、それらが検知範囲に入ったと
き

･ 急勾配の上り・下りが連続した坂道や
道路のくぼみ等を走行しているとき

･ 車線の幅が狭い、もしくは車線の端を
走行するなど、隣の車線以外を走行す
る車両が検知範囲に入ったとき

･ きついカーブや連続したカーブ、起伏
がある場所を走行するとき

･ タイヤがスリップ（空転）していると
き

･ 自車と後続車の車間距離が短いとき
･ 車両後部に自転車キャリアなどのアク
セサリーを装着しているとき

･ 雨や雪を後方に巻き上げているとき
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RCTA機能の作動
RCTA機能はレーダーセンサーに
より自車の右後方または左後方か
ら接近している車両を検知し、ド
アミラーのインジケーターとブ
ザーによってその車両の存在を運
転者に知らせます。

接近車両

接近車両を検知できる範囲

RCTAアイコンの表示
自車の右後方または左後方から接
近している車両を検知したときは、
ナビゲーション画面★またはマル
チメディアディスプレイ★上に次
の表示をします。
例：両方向から車両が接近してい
るとき
バックガイドモニターが表示さ
れているとき

パノラミックビューモニターが
表示されているとき

：RCTA機能が故障していると
きに表示されます。（ P.264）
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

RCTA機能で検知できる範囲
次の範囲に入った車両を検知しま
す。

速度が速い車両に対しては、より
離れた位置で警報ブザーを鳴らし
ます。

RCTA機能

A

B
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例：

知識
RCTA 機能の作動条件

RCTA 機能は、次の条件をすべて満たし
ているときに作動します。

RCTA 機能が ON のとき

シフトレバーが R のとき

自車の車速が約 15 km/h 以下のとき

接近する他車の車速が約8～56 km/h 
のあいだのとき

ブザー音量調整について

マルチインフォメーションディスプレイ
から、ブザー音量を変更することができ
ます。（ P.80, 90）

システムが検知しない車両について

RCTA 機能は、次のような車両や車両以
外のものを検知対象としません。

真うしろから接近する車両

自車の隣の駐車スペースで後退する車
両

障害物のためにセンサーが検知できな
い車両

ガードレール・壁・標識・駐車車両な
どの静止物

小型のオートバイ・自転車・歩行者な
ど

自車から遠ざかる車両

自車の隣の駐車スペースから接近する
車両

センサーと接近車両との距離が近すぎ
る場合

システムが正常に作動しないおそれの
ある状況

RCTA 機能は、次のような状況では車両
を有効に検知しないおそれがあります。

センサーやセンサー周辺への強い衝撃
などにより、センサーの位置や向きが
ずれているとき

泥・雪・氷・ステッカーなどがセン
サーやセンサー周辺のリヤバンパーに
付着したとき

大雨・雪・霧などの悪天候時、水たま
りなどのぬれた路面を走行するとき

複数台の他車が狭い間隔で連続して接
近するとき

車両が高速で接近するとき

センサー付近にけん引フック・バン
パープロテクター・バンパートリム・
サイクルキャリア・除雪装置（スノー
ブラウ）などを取り付けたとき

勾配の変化が激しい坂で後退している
とき

接近車両の速度 警報距離（概
算）

56km/h（速い） 40m

8km/h（遅い） 5.5m

A
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斜めの駐車場から出庫するとき

検知範囲に入る他車と自車の高さに差
がありすぎるとき

炎天下や寒冷時

ローダウンサスペンションや、純正と
異なるサイズのタイヤを取り付けたと
き

車高が極端に変化しているとき（ノー
ズアップ、ノーズダウンなど）

自車が旋回しているとき

旋回しながら車両が近付いてきたとき

衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況

RCTA 機能は、特に次のような状況では
不要な検知が増えることがあります。

駐車場に面した道を車両が走行してい
るとき

車両後方に電波の反射しやすい金属
（ガードレール・壁・標識・駐車車両な
ど）が存在するとき

センサー付近にけん引フック・バン
パープロテクター・バンパートリム・
サイクルキャリア・除雪装置（スノー
ブラウ）などを取り付けたとき

車両が自車の横を通過するとき
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自車の近くで旋回していく移動物が存
在するとき

自車近くに室外機などの回転体がある
とき

センサーに向けてスプリンクラーなど
による水の飛散があったとき

動いているもの（旗・排気ガス・大粒
の雨や雪、路面の雨水など）

ガードレールや壁などとの距離が短い
状況で、それらが検知範囲に入ったと
き

グレーチングや側溝

炎天下や寒冷時

ローダウンサスペンションや、純正と
異なるサイズのタイヤを取り付けたと
き

車高が極端に変化しているとき（ノー
ズアップ、ノーズダウンなど）

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

センサーの位置・種類

フロントコーナーセンサー

フロントセンターセンサー

リヤコーナーセンサー

リヤセンターセンサー

クリアランスソナーの表示のし
かた

壁などの静止物を検知すると、マ
ルチインフォメーションディスプ
レイ・ナビゲーション画面★また

クリアランスソナー

クリアランスソナーは、車両と
壁などの静止物とのおおよその
距離を超音波センサーによって
検知して、メーター内のマルチ
インフォメーションディスプレ
イ・ナビゲーション画面★また
はマルチメディアディスプレイ
★の距離表示とブザー音・音声
案内（T-connect ナビゲーショ
ンシステム装着車のみ）で運転
者にお知らせします。

システムの構成部品

A

B

C

D
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はマルチメディアディスプレイ★
に表示されます。
マルチインフォメーションディ
スプレイの表示

フロントコーナーセンサー作動
表示

フロントセンターセンサー作動
表示※1

リヤコーナーセンサー作動表示
※2

リヤセンターセンサー作動表示
※2

※1シフトレバーが前進の位置にあるとき
に表示されます。

※2シフトレバーが後退の位置にあるとき
に表示されます。

ナビゲーション画面★またはマ
ルチメディアディスプレイ★の
表示

･ シフトレバーが Rのとき
作動対象を検知するとナビゲーション画
面またはマルチメディアディスプレイ上
に自動表示されます。

･ パノラミックビューモニター★が表示
されているとき

作動対象を検知するとパノラミック
ビューモニター画面上に自動表示されま
す。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

マルチインフォメーションディス
プレイの 画面から、クリアラン
スソナーのON（作動）／OFF
（非作動）を変更することができま
す。（ P.80, 90）
クリアランスソナー機能がOFF のとき
は、クリアランスソナーOFF 表示灯
（ P.66）が表示されます。

OFF（非作動）に切りかえて、クリアラ
ンスソナーを停止させた場合、再度、マ
ルチインフォメーションディスプレイの

画面から をON（作動）に切

A

B

C

D

システムを作動させるには
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りかえないとシステムは復帰しません。
（パワースイッチをOFF にしたあとで再
度ONにしても、復帰しません）

知識
作動条件

パワースイッチがONのとき

クリアランスソナー機能がONのとき

車両の速度が約10km/h 以下のとき

シフトレバーがP以外にあるとき

マルチインフォメーションディスプレ
イに「ソナーの汚れを除去してくださ
い」が表示されたとき

クリアランスソナーのセンサーに氷・雪・
泥などが付着していることが考えられま
す。この場合はセンサーの氷・雪・泥な
どを取り除けば、正常に復帰します。

また、低温時にはセンサーの凍結などに
より異常表示が出たり、静止物があって
も検知しないことがあります。氷が溶け
れば、正常に復帰します。

氷・雪・泥がないのに異常表示が出てい
る場合は、センサーの異常が考えられま
すので、トヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

警告
安全にお使いいただくために

本システムは認識性能・制御性能に限
界があります。システムを過信せず、
運転者は常に自らの責任で周囲の状況
を把握し、安全運転を心がけてくださ
い。

システムを正しく作動させるために

必ず次のことをお守りください。
お守りいただかないと、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

センサーに傷を付けたりせずに、常
にきれいにしておいてください。

センサー付近に市販の電装部品（字
光式ナンバープレート・フォグラン
プ・フェンダーポール・無線アンテ
ナなど）を取り付けないでください。

センサー周辺へ衝撃を与えないでく
ださい。衝撃を受けた際はトヨタ販
売店で点検を受けてください。前後
のバンパーやグリルの脱着や交換が
必要な場合はトヨタ販売店にご相談
ください。

改造・分解・塗装をしないでくださ
い。

ライセンスプレートカバーを取り付
けないでください。

適正なタイヤ空気圧を維持してくだ
さい。

クリアランスソナーをOFF にすると
き

次のときはシステムをOFF にしてくだ
さい。クリアランスソナーが正常に作
動しないことがあり、思わぬ事故につ
ながるおそれがあり危険です。

上記の内容が守られないとき

トヨタ純正品以外のサスペンション
を取り付けたとき

洗車時の注意

高圧洗車機を使用して洗車するとき
は、センサー部に直接水をあてない
でください。強い水圧により衝撃が
加わり、正常に作動しなくなるおそ
れがあります。

スチームを使用した洗車機などで洗
車するときは、スチームをセンサー
部に近付けすぎないようにしてくだ
さい。スチームにより、正常に作動
しなくなるおそれがあります。
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マルチインフォメーションディスプレ
イに「クリアランスソナー使用できま
せん」が表示されたとき

大雨などでセンサー表面に水が継続的に
流れている可能性があります。システム
が正常と判断した時に復帰します。

センサーの検知について

センサーの検知範囲は車両前部と後部
のバンパー周辺に限られます。

静止物の形状・条件によって検知でき
る範囲が短くなることや、検知できな
いことがあります。

センサーが静止物に近付きすぎると検
知できないことがあります。

静止物を検知してから、表示が出る
（ブザーが鳴る）までに多少時間がかか
ります。低速走行時の場合でも表示が
出る（ブザーが鳴る）までに、静止物
まで約30cm以内に接近するおそれが
あります。

オーディオ・エアコン使用時は、音楽
やファンの音などにより、ブザーの音
が聞き取りづらくなる場合があります。

他システムのブザーの音などにより本
システムの音が聞き取りづらくなる場
合があります。

システムが正しく検知できないことが
ある静止物

静止物の形状・条件によっては検知でき
る範囲が短くなることや、次のようなも
のは検知しないことがあります。注意し
て運転してください。

針金・フェンス・ロープなどの細いも
の

綿・雪などの音波を吸収しやすいもの

鋭角的な形のもの

背の低いもの

背が高く上部が張り出しているもの

特に人は衣類の種類によっても検知でき
ない場合がありますので、常に目視で確
認してください。

システムが正常に作動しないおそれの
ある状況

次のような状況では、センサーが正常に
作動しないことがあります。

センサーに氷・雪・泥などが付着した
とき（取り除けば、正常に復帰します）

センサー部が凍結したとき（溶ければ、
正常に復帰します）
特に低温時には凍結などにより異常表
示が出たり、壁などの静止物があって
も検知しないことがあります。

センサーを手などで覆ったとき

炎天下や寒冷時

凸凹道・坂道・砂利道・草むら走行時
など

他車のホーン・オートバイのエンジン
音・大型車のエアブレーキ音・他車の
センサーなど超音波を発生するものが
近付いたとき

大雨や水しぶきがかかったとき

センサーに静止物が近付きすぎたとき

超音波を反射しにくい歩行者（例：
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ギャザーやフリルの多いスカートなど）

地面に対して垂直でないもの、車両進
行方向に対して直角でないもの、凹凸
なもの、波打っているものが検知範囲
にあるとき

風が強いとき

霧・雪・砂嵐などの悪天候のとき

作動対象物と車両の間に検知できない
対象物があるとき

車・オートバイ・自転車・歩行者など
の作動対象が車両の横から割り込んだ
り、飛び出してきたとき

衝突などで、センサーの方向がずれた
とき

センサー付近にけん引フック・バン
パープロテクター・バンパートリム・
サイクルキャリア・除雪装置（スノー
ブラウ）などを取り付けたとき

積載状況などにより車高が著しく変化
したとき（ノーズアップ・ノーズダウ
ンなど）

事故や故障で自車の走行が不安定なと
き

タイヤチェーン・応急用タイヤ・タイ
ヤパンク応急修理キットを使用してい
るとき

衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況

次のような状況では、衝突の可能性がな
くてもシステムが作動する場合がありま
す。

狭い道路を走行するとき

垂れ幕や旗やのれん、垂れ下がった枝、
遮断機（踏切のバー・ETC のバー・駐
車場のバーなど）に向かって走行する
とき

地面にわだちや穴がある場合

排水溝などの金属のフタ（グレーチン
グ）走行時

急な登坂路や降坂路を走行するとき

冠水している道路でセンサーに水がか
ぶったとき

センサーに水滴・氷・雪・泥などが付
着したとき（取り除けば、正常に復帰
します）

大雨や水しぶきがかかったとき

霧・雪・砂嵐などの悪天候のとき

風が強いとき

他車のホーン・オートバイのエンジン
音・大型車のエアブレーキ音・他車の
センサーなど超音波を発生するものが
近付いたとき

積載状況などにより車高が著しく変化
したとき（ノーズアップ・ノーズダウ
ンなど）

衝突などで、センサーの方向がずれた
とき

背の高い縁石や直角の縁石に向かって
進んだとき

立体駐車場や工事現場などで柱（H 形
鋼など）の付近を走行するとき

事故や故障で自車の走行が不安定なと
き
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凸凹道・坂道・砂利道・草むら走行時
など

タイヤチェーン・応急用タイヤ・タイ
ヤパンク応急修理キットを使用してい
るとき

静止物を検知できる範囲

約100cm

約 150cm

約 60cm
検知できる範囲は図のとおりです。ただ
し、静止物がセンサーに近付きすぎると
検知できません。

静止物の形状・条件によっては、検知で
きる距離が短くなることや、検知できな
いことがあります。

画面表示
静止物を検知すると、マルチインフォメーションディスプレイ・ナビゲー
ション画面★またはマルチメディアディスプレイ★の作動表示が点灯（一
部、枠が点滅）します。
イラストは説明のための例であり、検知している対象により、画面表示の状態はかわり
ます。
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

静止物までのおおよその距離
･ フロントセンターセンサー：100cm～ 60cm

距離表示の見方

A

B

C
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･ リヤセンターセンサー：150cm～ 60cm

静止物までのおおよその距離：60cm～ 45cm

静止物までのおおよその距離：45cm～ 30cm

静止物までのおおよその距離：30cm～ 15cm

※点灯および枠が遅い点滅

マルチインフォメーション
ディスプレイ

ナビゲーション画面またはマルチメディアディスプレイ

マルチインフォメーション
ディスプレイ

ナビゲーション画面またはマルチメディアディスプレイ

マルチインフォメーション
ディスプレイ

ナビゲーション画面またはマルチメディアディスプレイ

マルチインフォメーション
ディスプレイ※

ナビゲーション画面またはマルチメディアディスプレイ
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静止物までのおおよその距離：15cm以下

※点灯および枠が速い点滅

音声案内とブザー音について
静止物を検知すると、ブザーが鳴
ります。
T-Connect ナビゲーションシステム装
着車は、ブザー音と同時に音声案内を行
います。

静止物との距離が近付くと、ブ
ザーの断続時間が短くなります。
静止物との距離が約 30cm 以
下のとき、ブザーは断続音“ピ
ピピ”から連続音“ピー”に
なります。
複数のセンサーが同時に静止物
を検知しているときは、最も近
い静止物との距離に合わせたブ
ザー音が鳴ります。
ブザー吹鳴後、自動でブザーが
ミュート（消音）されることが
あります。（自動ミュート機能）

知識
ブザー音のミュート（消音）について

自動ミュート（消音）機能：

静止物を検知してブザーが吹鳴している
とき、次の状態になると、ブザーが自動
的に停止します。
･ 検知対象との距離が変化しないとき
（検知対象との距離が約30cm以下の
場合を除く）

･ 検知対象から自車が遠ざかるとき

･ 自車の進路内に静止物がないとき

ただし、ブザーの停止中に新たな静止物
を検知したり、周囲の状況が変化したり
すると、再度ブザーが吹鳴します。

手動操作でミュート（消音）させると
き：

マルチインフォメーションディスプレイ
にミュート可能を示す表示が出ていると

きに、メーター操作スイッチの を押す
と、一時的にブザー音を消すことができ
ます。

ミュート（消音）が解除されるとき：

次のとき、自動的にミュート（消音）が
解除されます。
･ シフトポジションを切りかえたとき
･ 車速が一定以上になったとき
･ クリアランスソナーをOFF にし、再度
ONにしたとき

･ パワースイッチをOFF にし、再度ON
にしたとき

カスタマイズ機能

ブザーの音量を変更することができます。
（ P.80, 90）

マルチインフォメーション
ディスプレイ※

ナビゲーション画面またはマルチメディアディスプレイ
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転パーキングサポートブレーキ

（静止物）
P.284
パーキングサポートブレーキ
（後方接近車両）★
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

P.286

PKSB（パーキングサポー
トブレーキ）

PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）は、駐車時などの低速
走行時に作動対象を検知した場
合、警報と自動ブレーキ制御で
作動対象との衝突被害の軽減に
寄与するシステムです。壁など
の静止物を検知するパーキング
サポートブレーキ（静止物）、後
退時に後方接近車両を検知する
パーキングサポートブレーキ
（後方接近車両）があります。

駐車支援機能

警告
安全にお使いいただくために

システムを過信しないでください。シ
ステムを過信すると思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。必ず車両
周辺の安全を確認しながら運転してく
ださい。

道路状況、車両状態および天候など、
状況によっては作動しない場合があり
ます。

センサー、レーダーでの検知には限界
があります。必ず車両周辺の安全を確
認しながら運転してください。

安全運転を行う責任は運転者にあり
ます。常に周囲の状況を把握し、安
全運転に努めてください。PKSB
（パーキングサポートブレーキ）は作
動対象への衝突を緩和し、衝突被害
軽減に寄与できる場合がありますが、
状況によっては作動しない場合もあ
ります。

PKSB（パーキングサポートブレー
キ）は、完全に車両を停止させるシ
ステムではありません。また、車両
を停止させることができたとしても、
ブレーキ制御は約2秒で解除される
ため、すぐにブレーキペダルを踏ん
でください。

故意に車や壁に向かって走行するな
ど、システムの作動を確認する行為
は大変危険です。絶対におやめくだ
さい。

パーキングサポートブレーキをOFF
にするとき

次のときは、PKSB（パーキングサ
ポートブレーキ）をOFF にしてくださ
い。衝突の可能性がなくてもシステム
が作動する場合があります。
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マルチインフォメーションディス
プレイの 画面から、パーキング
サポートブレーキ（静止物）、パー
キングサポートブレーキ（後方接
近車両）★のON（作動）／ OFF
（非作動）を一括で変更することが
できます。（ P.80, 90）
PKSB システムをOFF した場合、
PKSB OFF 表示灯（ P.66）が点灯し
ます。

OFF（非作動）に切りかえて、PKSB
（パーキングサポートブレーキ）を停止さ
せた場合、再度、マルチインフォメー

ションディスプレイの 画面から

をON（作動）にし、システム作
動状態にしないとPKSB（パーキングサ
ポートブレーキ）は復帰しません。（パ
ワースイッチの操作では復帰しません）
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

警告
点検などで、シャシーローラー・
シャシーダイナモ・フリーローラー
などを使用する場合

船舶・トラックなどへ積載する際の
進入時

ローダウンサスペンションや、純正
と異なるサイズのタイヤを取り付け
た場合

積載状況などにより車高が著しく変
化した場合（ノーズアップ、ノーズ
ダウンなど）

センサー付近にけん引フック・バン
パープロテクター・バンパートリ
ム・サイクルキャリア・除雪装置
（スノーブラウ）などを取り付けたと
き

自走式洗車機を使用する場合

事故や故障で自車の走行が不安定な
とき

オフロード走行やスポーツ走行をす
るとき

タイヤの空気圧が適正でないとき

著しく摩耗したタイヤを装着してい
るとき

タイヤチェーン・応急用タイヤ・タ
イヤパンク応急修理キットを使用し
ているとき

注意
マルチインフォメーションディスプ
レイに「パーキングサポートブレー
キ 現在使用できません」が表示さ
れ、PKSB OFF 表示灯が点灯したと
き

パワースイッチをONにした直後に、
上記表示が出ることがあります。その
場合は周囲を確認しながら注意して走
行してください。一定距離の走行で使
用可能となりますが、使用できない場
合は安全な場所に車を停止し、クリア
ランスソナーセンサーのバンパー周辺
の汚れを取り除いてください。

設定のしかた
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ハイブリッドシステム出力抑制制
御・ブレーキ制御が作動したとき
は、ブザーでお知らせするととも
に、マルチインフォメーション
ディスプレイおよびヘッドアップ
ディスプレイ★・ナビゲーション
画面★またはマルチメディアディ
スプレイ★にメッセージが表示さ
れます。
ハイブリッドシステム出力抑制制御は状
況により、加速制限制御か出力最大抑制
制御のいずれかが作動します。

ハイブリッドシステム出力抑制
制御作動中（加速制限制御）

一定以上の加速をシステムが制限してい
るとき：

マルチインフォメーションディスプレイ
表示：「加速抑制中です」

ヘッドアップディスプレイ表示：表示な
し

ナビゲーション画面またはマルチメディ
アディスプレイ表示：表示なし

PKSB OFF 表示灯：消灯のまま

ブザー：吹鳴なし

ハイブリッドシステム出力抑制
制御作動中（出力最大抑制制御）

通常よりやや強めのブレーキ操作が必要
だとシステムが判断したとき：

マルチインフォメーションディスプレイ
表示：「ブレーキ！」

ヘッドアップディスプレイ表示：「ブレー
キ！」

ナビゲーション画面またはマルチメディ
アディスプレイ表示：「ブレーキ！」

PKSB OFF 表示灯：消灯のまま

ブザー：“ポーン”（単発音）

ブレーキ制御作動中
急ブレーキが必要だとシステムが判断し
たとき：

マルチインフォメーションディスプレイ
表示：「ブレーキ！」

ヘッドアップディスプレイ表示：「ブレー
キ！」

ナビゲーション画面またはマルチメディ
アディスプレイ表示：「ブレーキ！」

PKSB OFF 表示灯：点灯

ブザー：“ポーン”（単発音）

システム作動により車両停止
ブレーキ制御作動後に車両が停止したと
き：

マルチインフォメーションディスプレイ
表示：「アクセルが踏まれています　ブ
レーキを踏み直してください」
アクセルが踏まれていない場合は「ブ
レーキを踏み続けてください」が表示さ
れます。

ヘッドアップディスプレイ表示：「ブレー
キを踏み直してください」
アクセルが踏まれていない場合は「ブ
レーキを踏んでください」が表示されま
す。

ナビゲーション画面またはマルチメディ
アディスプレイ表示：「ブレーキを踏んで
ください」

PKSB OFF 表示灯：点灯
アクセルが踏まれていない場合は消灯の
ままです。

ブザー：“ポーン”（単発音）
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ハイブリッドシステム出力抑制
制御・ブレーキ制御の表示・ブ
ザーについて
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PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）は、衝突の可能性がある
作動対象（壁などの静止物、後方
接近車両★）を検知したとき、ハ
イブリッドシステムの出力を抑制
することにより車速の上昇を抑え
ます（ハイブリッドシステム出力
抑制制御：図2）。また、そのまま
アクセルぺダルを踏み続けた場合
は、ブレーキをかけ減速させます
（ブレーキ制御：図3）。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

図 1（PKSB[ パーキングサポー
トブレーキ ] 非作動時）

ハイブリッドシステム出力

制動力

時間

図2（ハイブリッドシステム出
力抑制制御時）

ハイブリッドシステム出力

制動力

時間

ハイブリッドシステム出力抑制
制御開始（作動対象と衝突の可
能性があるとシステムが判断し
たとき）
図3（ハイブリッドシステム出
力抑制制御かつブレーキ制御時）

ハイブリッドシステム出力

制動力

時間

ハイブリッドシステム出力抑制
制御開始（作動対象と衝突の可
能性があるとシステムが判断し
たとき）

ブレーキ制御開始（作動対象と
衝突の可能性が非常に高いとシ

PKSB（パーキングサポートブ
レーキ）の作動について

A

B

C

A

B

C

D

A

B

C

D

E
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ステムが判断したとき）

知識
PKSB（パーキングサポートブレーキ）
が作動したとき

システム作動により車両が停止した場合、
PKSB（パーキングサポートブレーキ）
が停止して、PKSB OFF 表示灯が点灯し
ます。また、PKSB（パーキングサポー
トブレーキ）が作動した場合でもブレー
キ制御は約 2秒で解除されるため、その
まま発進できます。また、ブレーキペダ
ルを踏んでも解除されるため、再度アク
セルペダルを踏むと発進できます。

PKSB（パーキングサポートブレーキ）
の復帰について

システム作動によりPKSB（パーキング
サポートブレーキ）が停止した場合に、
PKSB（パーキングサポートブレーキ）
を復帰させたい場合は、再度、PKSB
（パーキングサポートブレーキ）をON に
する（ P.280）か、パワースイッチ を
いったんOFF にしてから再度、ONにし
てください。また、進行方向の作動対象
がなくなった状態で車両を走行させたと
き、または車両の進行方向が入れかわっ
た（前進から後退、または後退から前進
に切りかえた）ときはシステムが自動的
に復帰します。

マルチインフォメーションディスプレ
イに「パーキングサポートブレーキ 現
在使用できません」が表示され、
PKSB OFF 表示灯が点灯したとき

同時に「ソナーの汚れを除去してくだ
さい」が表示されている場合は、セン
サー部に氷・雪・泥などが付着してい
ることが考えられます。その場合はセ
ンサーの氷・雪・泥などを取り除けば、
正常に復帰します。センサーの汚れを
取り除いても表示が出るとき、セン
サーが汚れてなくても表示が出るとき
はトヨタ販売店で点検を受けてくださ

い。

同時に「クリアランスソナー使用でき
ません」が表示されている場合は、大
雨などでセンサー表面に水が継続的に
流れている可能性があります。システ
ムが正常と判断した時に復帰します。
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次のようなときに進行方向の静止
物を検知してシステムが作動しま
す。
低速走行時にブレーキペダルを
踏み損なってしまった、または
踏み遅れてしまったとき

アクセルペダルを踏みすぎてし
まったとき

誤ってシフトレバーをD に入れ
前進してしまったとき

P.271

パーキングサポートブレー
キ（静止物）

駐車時や低速走行時において、
壁などの静止物への衝突のおそ
れがあるときや、アクセルペダ
ルの踏み間違いや踏みすぎによ
る急発進、および、シフトレ
バーの入れ間違いによる発進時
に、センサーが前後進行方向の
静止物を検知するとシステムが
作動し、衝突を緩和し衝突被害
低減に寄与します。

システム作動例

センサーの種類

警告
システムを正しく作動させるために

P.273
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知識
パーキングサポートブレーキ（静止物）
の作動開始条件

PKSB OFF 表示灯が点灯（ P.65, 66）
しておらず、次の条件をすべて満たすと
作動します。

ハイブリッドシステム出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をON（作動）にしているとき

･ 車速が約 15km/h 以下
･ 車両進行方向に作動対象となる静止物
があるとき（約 2 ～ 4m 先まで）

･ 衝突回避には、通常よりやや強めのブ
レーキ操作が必要とシステムが判断し
たとき

ブレーキ制御
･ ハイブリッドシステム出力抑制制御作
動中

･ 衝突回避には、急ブレーキ操作が必要
とシステムが判断したとき

パーキングサポートブレーキ（静止物）
の作動終了条件

次のいずれかの条件のときに作動が終了
します。

ハイブリッドシステム出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をOFF（非作動）にしたとき

･ 通常のブレーキ操作で衝突回避が可能
になったとシステムが判断したとき

･ 車両進行方向の作動対象となる静止物
がなくなったとき（約2 ～ 4m 先ま

で）

ブレーキ制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をOFF（非作動）にしたとき

･ ブレーキ制御により車両が停止して約
2秒が経過したとき

･ ブレーキ制御により車両が停止したあ
とに、ブレーキペダルを踏んだとき

･ 車両進行方向の作動対象となる静止物
がなくなったとき（約 2 ～ 4m 先ま
で）

パーキングサポートブレーキ（静止物）
の検知範囲について

パーキングサポートブレーキ（静止物）
の検知範囲は、クリアランスソナーの検
知範囲（ P.276）とは異なります。そ
のため、クリアランスソナーが静止物と
の接近をお知らせしても、パーキングサ
ポートブレーキ（静止物）は作動を開始
していない場合があります。

システムが正常に作動しないおそれの
ある状況

P.274

衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況

P.275

警告
万一、踏切内などでパーキングサ
ポートブレーキ（静止物）が誤って
作動したとき

P.283

洗車時の注意

P.273
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

次のようなときに進行方向の車両
を検知してシステムが作動します。
後退時、近接車両接近中にブ
レーキペダルを踏み損なってし
まった、または踏み遅れてし
まったとき

P.265

知識
パーキングサポートブレーキ（後方接
近車両）の作動開始条件

PKSB OFF 表示灯が点灯（ P.65, 66）
しておらず、次の条件をすべて満たすと
作動します。

ハイブリッドシステム出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をON（作動）にしているとき

･ 車速が約 15km/h 以下
･ 後側方から接近する車両の車速が約
8km/h 以上

･ シフトレバーがRにあるとき
･ 接近車両への衝突回避には、通常より
やや強めのブレーキ操作が必要とシス
テムが判断したとき

ブレーキ制御
･ ハイブリッドシステム出力抑制制御作
動中

･ 接近車両への衝突回避には、急ブレー
キ操作が必要とシステムが判断したと
き

パーキングサポートブレーキ（後方接
近車両）の作動終了条件

次のいずれかの条件のときに作動が終了
します。

ハイブリッドシステム出力抑制制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をOFF（非作動）にしたとき

･ 通常のブレーキ操作で衝突回避が可能
になったとき

･ 自車後側方への接近車両がなくなった
とき

ブレーキ制御
･ PKSB（パーキングサポートブレーキ）
をOFF（非作動）にしたとき

･ ブレーキ制御により車両が停止して約
2秒が経過したとき

･ ブレーキ制御により車両が停止したあ
とに、ブレーキペダルを踏んだとき

パーキングサポートブレー
キ（後方接近車両）★

後側方レーダーセンサーで自車
の右後方または左後方から接近
している車両を検知し、システ
ムが衝突の危険性があると判断
した場合にブレーキ制御をする
ことで、接近車両への衝突を緩
和し衝突被害軽減に寄与します。

システム作動例

センサーの種類

警告
システムを正しく作動させるために

P.265
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･ 自車後側方への接近車両がなくなった
とき

パーキングサポートブレーキ（後方接
近車両）の検知範囲について

パーキングサポートブレーキ（後方接近
車両）の検知範囲は、RCTA の検知範囲
（ P.268）とは異なります。そのため、
RCTA が障害物との接近をお知らせして
も、パーキングサポートブレーキ（後方
接近車両）は作動を開始していない場合
があります。

システムが正常に作動しないおそれの
ある状況

P.269

衝突の可能性がなくてもシステムが作
動する状況

P.270

マルチインフォメーションディ
スプレイ表示

ドライブモードセレクトスイッ
チ

ドライブモードセレクトスイッチを前後
に操作し、マルチインフォメーション
ディスプレイ表示からドライブモードを
選択します。

1 ノーマルモード
燃費性能・静粛性・運動性能のバランス
がよく、通常の走行に適しています。

2 スポーツモード
ハイブリッドシステムの制御により、ア
クセル操作に対する反応を早め、力強い
加速が可能です。また、ステアリングの
フィーリングも変化し、コーナーの多い
道などで、きびきびした走りを楽しみた
いときに適しています。

ドライブモードセレクトス
イッチ

走行・使用状況に合わせて走行
モードを選択できます。

走行モードを選択するには

A

B
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スポーツモード表示灯が点灯します。

3 エコドライブモード
アクセル操作に対する駆動力を穏やかに
すると同時に、エアコン（暖房／冷房）
の作動を抑えます。燃費の向上を意識し
た走行に適しています。
エコドライブモード表示灯が点灯します。

知識
ノーマルモード以外の走行モードに切
りかえたとき（7インチディスプレイ
装着車）

選択した走行モードに従って、マルチイ
ンフォメーションディスプレイの背景色
が変化します。

エコドライブモード時のエアコン作動
について

エコドライブモードは、暖房／冷房の作
動や風量を抑制して、燃費向上を図って
います。空調の効きをよりよくしたいと
きは、次の操作を行ってください。

エコ空調モードをOFFにする
（ P.301, 309）

風量を調整する（ P.301, 308）

エコドライブモードを解除する

走行モードの解除について

スポーツモードは、パワースイッチを 
OFF にすると自動的に解除され、ノー
マルモードにもどります。

ノーマルモード、およびエコドライブ
モードは、 ほかの走行モードに切りかえ
るまで解除されません。（パワースイッ
チをOFF にしても自動では解除されま
せん）

ECB（電子制御ブレーキシステ
ム）

電子制御により、ブレーキ操作に
応じたブレーキ力を発生させます。
ABS（アンチロックブレーキシ
ステム）

急ブレーキ時やすべりやすい路面
でのブレーキ時にタイヤのロック
を防ぎ、スリップを抑制します。
ブレーキアシスト

急ブレーキ時などに、より大きな
ブレーキ力を発生させます。
VSC（ビークルスタビリティコ
ントロール）

急なハンドル操作や、すべりやす
い路面で旋回するときに横すべり
を抑え、車両の姿勢維持に寄与し
ます。
S-VSC（ステアリングアシス
テッドビークルスタビリティコ
ントロール）

ABS ・TRC ・VSC ・EPS を協
調して制御します。
すべりやすい路面などの走行で急
なハンドル操作をした際に、ハン
ドル操作力を制御することで、車

運転を補助する装置

走行の安全性や運転性能を確保
するため、走行状況に応じて次
の装置が自動で作動します。た
だし、これらの装置は補助的な
ものなので、過信せずに運転に
は十分に注意してください。

運転を補助する装置について
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両の方向安定性確保に貢献します。
TRC（トラクションコントロー
ル）

すべりやすい路面での発進時や加
速時にタイヤの空転を抑え、駆動
力確保に貢献します。
アクティブコーナリングアシス
ト（ACA）

旋回中に加速しようとするとき、
内輪にブレーキ制御を行うことで、
車両が外側にふくらむことを抑制
します。
ヒルスタートアシストコント
ロール

上り坂で発進するときに、車が後
退するのを緩和します。
EPS（エレクトリックパワース
テアリング）

電気式モーターを利用して、ハン
ドル操作を補助します。
E-Four（電気式 4WD システ
ム）★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

通常走行からコーナリング時、登
坂時、発進時、加速時や雪や雨な
どですべりやすい路面などさまざ
まな走行状態に応じて、FF（前輪
駆動）走行状態から4WD（4 輪
駆動）走行状態まで自動的に制御
し、安定した操縦性・走行安定性
に寄与します。
緊急ブレーキシグナル

急ブレーキ時に非常点滅灯を自動
的に点滅させることにより、後続
車に注意をうながし、追突される
可能性を低減させます。

セカンダリーコリジョンブレー
キ

SRS エアバッグのセンサーが衝突
を検知して作動したとき、自動的
にブレーキと制動灯を制御するこ
とで、車両を減速させ二次衝突に
よる被害の軽減に寄与します。

知識
TRC・VSC・ABS が作動していると
き

TRC・VSC・ABS が作動しているとき
は、スリップ表示灯が点滅します。

TRC を停止するには

ぬかるみや砂地、雪道などから脱出する
ときに、TRC が作動していると、アクセ
ルペダルを踏み込んでもハイブリッドシ
ステムの出力が上がらず、脱出が困難な
場合があります。

このようなときに を押すことにより、
脱出しやすくなる場合があります。

TRC を停止するには を押す

マルチインフォメーションディスプレイ
に「TRC Off しました」と表示されま
す。
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もう一度 を押すと、システム作動可能
状態にもどります。

TRC と VSC を停止するには

TRC と VSC を停止するには、停車時に

を押し 3 秒以上保持する

VSC OFF 表示灯が点灯し、マルチイン
フォメーションディスプレイに「TRC 
Off しました」と表示されます。※

もう一度 を押すと、システム作動可能
状態にもどります。
※プリクラッシュブレーキアシスト・プ
リクラッシュブレーキも停止します。
PCS 警告灯が点灯し、マルチインフォ
メーションディスプレイにメッセージ
が表示されます。（ P.229）

を押さなくてもマルチインフォメー
ションディスプレイに「TRC Off しま
した」が表示されたとき

TRC が一時的に作動できない状態になっ
ています。表示が継続する場合はトヨタ
販売店にご相談ください。

ヒルスタートアシストコントロールの
作動条件

次のときシステムが作動します。

シフトレバーの位置が P またはN 以外
（前進または後退での上り坂発進時）

車両停止状態

アクセルペダルを踏んでいない

パーキングブレーキがかかっていない

ヒルスタートアシストコントロールの
自動解除

次のいずれかのときシステムが解除され
ます。

シフトレバーを P またはN の位置にし
た

アクセルペダルを踏んだ

パーキングブレーキをかけた

ブレーキペダルから足を離して最大2秒
経過した

ABS・ブレーキアシスト・TRC・
VSC・ヒルスタートアシストコント
ロールの作動音と振動

上記のシステムが作動すると、次のよう
な現象が発生することがありますが、異
常ではありません。

車体やハンドルに振動を感じる

車両停止後もモーター音が聞こえる

ECB の作動音

次のような場合に ECB の作動音が聞こえ
ることがありますが、異常ではありませ
ん。

ハイブリッドシステム始動時や発進直
後、ブレーキペダルをくり返し踏んだ
ときに、エンジンルームから聞こえる
作動音

ブレーキペダルを操作したときに、エ
ンジンルームから聞こえる作動音
（“カチ”、“シュー”、“ジー”
という音）

運転席ドアを開けたときに車両前方か
ら聞こえるブレーキシステムのモー
ター音（“ジー”という音）

ハイブリッドシステム停止後 1 ～ 2 分
後経過時に、エンジンルームから聞こ
える作動音（“カチ”、“
シュー”、“ジー”という音）

アクティブコーナリングアシストの作
動音と振動

アクティブコーナリングアシストが作動
したときに、ブレーキシステムから作動
音や振動が発生することがありますが、
異常ではありません。

EPS モーターの作動音

ハンドル操作を行ったとき、モーターの
音（“ウィーン”という音）が聞こえる
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ことがありますが、異常ではありません。

TRC や VSC の自動復帰について

TRC や VSC を作動停止にしたあと、次
のときはシステム作動可能状態にもどり
ます。

パワースイッチをOFFにしたとき

（TRC のみを作動停止にしている場合）
車速が高くなったとき

ただし、TRC と VSC の作動を停止して
いる場合は、車速による自動復帰はあり
ません。

アクティブコーナリングアシストの作
動条件

次のときシステムが作動します。

TRC・VSC が作動可能状態

旋回中に加速しようとするとき

車両が外側にふくらんでいるとシステ
ムにより判断された

ブレーキを踏んでいない

EPS の効果が下がるとき

停車中か極低速走行中に長時間ハンドル
をまわし続けると、EPS システムのオー
バーヒートを避けるため、EPS の効果が
下がりハンドル操作が重く感じられるよ
うになります。

その場合は、ハンドル操作を控えるか、
停車し、ハイブリッドシステムを停止し
てください。10分程度でもとの状態にも
どります。

緊急ブレーキシグナルの作動条件

次のときシステムが作動します。

非常点滅灯が点滅していないこと

車速55km/h 以上

車両の減速度から急ブレーキだとシス
テムにより判断された

緊急ブレーキシグナルの自動解除

次のいずれかのときシステムが解除され
ます。

非常点滅灯を点滅させた

車両の減速度から急ブレーキではない
とシステムにより判断された

セカンダリーコリジョンブレーキの作
動条件

走行中に SRS エアバッグのセンサーが衝
突を検知して作動したとき。ただし次の
いずれかのとき、システムは作動しませ
ん。

車速が約 10km/h 未満のとき

構成部品が破損したとき

セカンダリーコリジョンブレーキの解
除条件

次のいずれかのとき自動的にシステムが
解除されます。

車速が約 10km/h 未満になったとき

作動して一定時間経過したとき

アクセルペダルを大きく踏み込んだと
き

マルチインフォメーションディスプレイに 4WD システムに関するメッセージが表示
されたとき（4WD車）

それぞれ、次のように対処してください。
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メッセージ 状況

4WD高負荷
走行を控えてください
2WD走行に切替わります

4WDシステムが過熱している
→ しばらくのあいだ安全な場所に停車してくださ
い。

しばらくして表示が消えれば問題ありません。

表示が消えないときは、すみやかにトヨタ販売店で
点検を受けてください。

4WDシステム高温
2WD走行に
切替わりました

過熱のため4WD システムが一時解除され、前輪駆
動走行に切りかわった
→ しばらくのあいだ安全な場所に停車してくださ
い。

しばらくして表示が消えたら、4WD システムが自
動的に復帰します。

表示が消えないときは、すみやかにトヨタ販売店で
点検を受けてください。

4WD システム故障
2WD 走行になります
販売店で点検

4WD システムに異常が発生した
→ すみやかにトヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。

警告
ABSの効果を発揮できないとき

タイヤのグリップ性能の限界をこえ
たとき（雪に覆われた路面を過剰に
摩耗したタイヤで走行するときなど）

雨でぬれた路面やすべりやすい路面
での高速走行時に、ハイドロプレー
ニング現象が発生したとき

ABS が作動することで、制動距離が
通常よりも長くなる可能性があると
き

ABS は制動距離を短くする装置ではあ
りません。特に次の状況では、常に速
度を控えめにして前車と安全な車間距
離をとってください。

泥・砂利の道路や積雪路を走行して
いるとき

タイヤチェーンを装着しているとき

道路のつなぎ目など、段差をこえた
とき

凹凸のある路面や石だたみなどの悪
路を走行しているとき

TRCやVSCの効果を発揮できないと
き

すべりやすい路面では、TRC や VSC
が作動していても、車両の方向安定性
や駆動力が得られないことがあります。
車両の方向安定性や駆動力を失うよう
な状況では、特に慎重に運転してくだ
さい。

アクティブコーナリングアシストの
効果を発揮できないとき

アクティブコーナリングアシストを
過信しないでください。下り坂での
加速中やすべりやすい路面などでは、
アクティブコーナリングアシストが
効かないことがあります。
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警告
アクティブコーナリングアシストが
ひんぱんに作動したときは、ブレー
キ・TRC・VSC を正常に機能させ
るために、アクティブコーナリング
アシストが一時的に作動しないこと
があります。

ヒルスタートアシストコントロール
の効果を発揮できないとき

ヒルスタートアシストコントロール
を過信しないでください。急勾配の
坂や凍った路面ではヒルスタートア
シストコントロールが効かないこと
があります。

ヒルスタートアシストコントロール
はパーキングブレーキのように車を
長時間駐車するための機能ではあり
ませんので、同機能を坂道での駐停
車のために使用しないでください。
思わぬ事故につながるおそれがあり
危険です。

スリップ表示灯が点滅しているとき
は

TRC・ABS・VSC が作動中であるこ
とを知らせています。常に安全運転を
心がけてください。無謀な運転は思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険で
す。表示灯が点滅したら特に慎重に運
転してください。

TRCや VSC をOFF にするときは

TRC や VSCは駆動力や車両の方向安
定性を確保しようとするシステムです。
そのため、必要なとき以外は TRC・
VSC を作動停止状態にしないでくださ
い。TRCや VSC を作動停止状態にし
たときは、路面状況に応じた速度で、
特に慎重な運転を心がけてください。

タイヤまたはホイールを交換すると
きは

4 輪とも指定されたサイズで、同じ
メーカー・ブランド・トレッドパター
ン（溝模様）のタイヤを使用し、推奨
された空気圧にしてください。
（ P.441）
異なったタイヤを装着すると、ABS・
TRC・VSCなど、運転を補助するシ
ステムが正常に作動しません。タイヤ、
またはホイールを交換するときは、
トヨタ販売店に相談してください。

タイヤとサスペンションの取り扱い

問題があるタイヤを使用したり、サス
ペンションを改造したりすると、運転
を補助するシステムに悪影響をおよぼ
し、システムの故障につながるおそれ
があります。

セカンダリーコリジョンブレーキに
ついて

セカンダリーコリジョンブレーキを過
信しないでください。本システムは、
二次衝突による被害の軽減に寄与する
ことを目的としていますが、その効果
はさまざまな条件によりかわります。
システムを過信すると重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。



294 4-6. 運転のアドバイス

4-6. 運転のアドバイス

エコドライブモードを使用すると、
通常にくらべてアクセルペダルの
踏み込みに対するトルクの発生が
ゆるやかになります。また、エア
コン（暖房／冷房）の作動を抑え、
燃費向上につながります。
（ P.287）

メーター内のハイブリッドシステ
ムインジケーターの針をエコエリ
アの範囲に保つことで、より環境
に配慮した走行が可能です。
（ P.69, 73）

信号待ちや渋滞のときなどは、シ
フトレバーをD にしましょう。ま
た、駐車するときは、シフトレ
バーをP にしましょう。シフトレ
バーをN にしても、燃費向上の効
果はありません。N では、ガソリ
ンエンジンが回転していても駆動
用電池は充電されないため、エア
コンなどを使用していると駆動用
電池の残量が低下します。

急加速・急減速を控え、スムー
ズな運転を心がけましょう。ゆ
るやかに加速・減速することで、
より効果的に電気モーターを使
用でき、余分なガソリン消費を
抑えることができます。
加速のくり返しは、駆動用電池
の残量を低下させ、結果、燃費
が悪化するため控えましょう。
走行中、アクセルペダルを少し
もどすことで駆動用電池の残量
を回復させることができます。

減速時は、早めに、ゆるやかなブ
レーキ操作を行いましょう。
減速時に発生する電気エネルギー
をより多く回収することができま
す。

加速・減速のくり返しや、長い信
号待ちは燃費を悪化させます。お
出かけ前に交通情報を確認するな
どして、なるべく渋滞を回避する
ようにしましょう。また渋滞の際
は、ブレーキペダルをゆるめて微
前進し、アクセルペダルをあまり
踏まないようにしましょう。余分
なガソリン消費を抑えることがで
きます。

速度を抑え、一定速度で走行しま
しょう。また、料金所手前では早

ハイブリッド車運転のアド
バイス

環境に配慮した経済的な運転の
ためには、次のことを心がけて
ください。

エコドライブモードの利用

ハイブリッドシステムインジ
ケーターの利用

シフトレバーの操作

アクセルペダル・ブレーキペダ
ルの操作

減速時のブレーキ操作

渋滞

高速道路での運転
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めにアクセルペダルをもどし、ゆ
るやかなブレーキ操作を行いま
しょう。減速時に発生する電気エ
ネルギーをより多く回収すること
ができます。

必要時以外はエアコンスイッチを
OFF にしましょう。余分なガソリ
ン消費を抑えることができます。
夏季：外気温が高いときは、内気
循環モードに設定しましょう。エ
アコンへの負荷が減り燃費向上に
つながります。
冬季：ガソリンエンジン・車室内
が暖まるまで、ガソリンエンジン
が自動停止しないので、燃料を消
費します。また、過剰な暖房を避
けると、燃費向上につながります。

タイヤ空気圧はこまめに点検しま
しょう。タイヤ空気圧が適切でな
いと、燃費の悪化につながります。
また、冬用タイヤは転がり抵抗が
大きいため、乾燥した路面では燃
費の悪化につながります。季節、
道路状況に応じて適切なタイミン
グでタイヤを交換しましょう。

重い荷物が積まれていると、燃費
が悪化します。不要な荷物は、積
んだままにせずに降ろしましょう。
また、大型ルーフキャリアの装着
も重い荷物と同様に燃費の悪化に
つながります。

ガソリンエンジンが冷えていると
きは、ガソリンエンジンの始動／
停止を自動的に行いますので、暖
機運転は必要ありません。
なお短距離走行のくり返しは、暖
機運転のためのガソリンエンジン
始動がひんぱんに行われることに
なりますので、燃費の悪化につな
がります。

エアコンのON／OFF

タイヤ空気圧の点検

荷物

走行前の暖機運転
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次のものはそれぞれ外気温に適
したものをお使いください。

･ エンジンオイル
･ 冷却水
･ ウォッシャー液

補機バッテリーの点検を受けて
ください。
冬用タイヤ（4輪）やタイヤ
チェーン（前 2輪）※を使用し
てください。
タイヤは4輪とも指定サイズで
同一銘柄のものを、タイヤ
チェーンはタイヤサイズに合っ
たものを使用してください。（タ
イヤについて： P.366）

※225/55R19タイヤは、周辺部品と
十分なすき間が確保できないため、タ
イヤチェーンを取り付けないでくださ
い。

知識
タイヤチェーンについて
（225/55R19タイヤ装着車を除く）

取り付け・取りはずし・取り扱い方法に
ついては次の指示に従ってください。

安全に作業できる場所で行う

前 2輪に取り付ける

タイヤチェーンに付属の取り扱い説明
書に従う

取り付け後0.5 ～ 1.0km走行したら締
め直しを行う寒冷時の運転

寒冷時に備えて、準備や点検な
ど正しく処置していただいた上
で適切に運転してください。

冬を迎える前の準備について

警告
冬用タイヤを装着するとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、車両のコント
ロールが不能となり、重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

指定サイズのタイヤを使用する

空気圧を推奨値に調整する

装着する冬用タイヤの最高許容速度
や制限速度をこえる速度で走行しな
い

冬用タイヤを装着する際は、必ず 4
輪とも装着する

タイヤチェーンを装着するとき
（225/55R19タイヤ装着車を除
く）

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、安全に車を運
転することができずに、思わぬ事故に
つながり、重大な傷害におよぶか、最
悪の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

装着したチェーンに定められた制限
速度、もしくは 30km/h のどちらか
低い方をこえる速度で走行しない

路面の凹凸や穴を避ける

急加速・急ハンドル・急ブレーキや
シフト操作による急激なエンジンブ
レーキの使用は避ける

カーブの入り口手前で十分減速して、
車のコントロールを失うのを防ぐ

LTA（レーントレーシングアシスト）
を使用しない
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状況に応じて次のことを行ってく
ださい。
ドアやワイパーが凍結したとき
は無理に開けたり動かしたりせ
ず、ぬるま湯をかけるなどして
氷を溶かし、すぐに水分を十分
にふき取ってください。
フロントウインドウガラス前の
外気取り入れ口に雪が積もって
いるときは、エアコンのファン
を正常に作動させるために、雪
を取り除いてください。
外装ランプ・車両の屋根・タイ
ヤの周辺やブレーキ装置に雪や
氷が付いているときは、取り除
いてください。
乗車する前に靴底に付いた雪を
よく落としてください。

知識
寒冷地用ワイパーブレードについて

降雪期に使用する寒冷地用ワイパーブ
レードは、雪が付着するのを防ぐため
に金属部分をゴムで覆ってあります。

トヨタ販売店で各車指定のブレードを
お求めください。

高速走行時は、通常のワイパーブレー
ドよりガラスがふき取りにくくなるこ
とがあります。その場合には速度を落
としてください。

ゆっくりスタートし、車間距離を
十分にとって控えめな速度で走行
してください。

パーキングブレーキのオート
モードをOFFにしてください。
パーキングブレーキが自動的に
作動し、ブレーキ装置が凍結し
て解除できなくなるおそれがあ
ります。

また、次のシステムの使用は控えてくだ
さい。オートモードをOFF にしていて
も、パーキングブレーキが自動的に作動
します。

･ ブレーキホールドシステム

パーキングブレーキをかけると、
ブレーキ装置が凍結して解除で
きなくなるおそれがあります。
パーキングブレーキはかけずに、
シフトレバーをPに入れて駐車
し、必ず輪止め※をしてくださ
い。
輪止めをしないと、車が動き思
わぬ事故につながるおそれがあ

注意
タイヤチェーンの使用について
（225/55R19タイヤ装着車を除
く）

トヨタ純正タイヤチェーンのご使用を
おすすめします。
トヨタ純正品以外のタイヤチェーンの
中には、使用すると車体にあたり、走
行のさまたげになるおそれがあるもの
もあります。
詳しくはトヨタ販売店にご相談くださ
い。

運転する前に

注意
ガラスに付いた氷を除去するとき

氷をたたいて割らないでください。ガ
ラスがひび割れるおそれがあります。

運転するとき

駐車するとき
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り危険です。
パーキングブレーキがオート
モードのときは、シフトレバー
をPに入れたあとにパーキング
ブレーキを解除してください。
（ P.195）
パーキングブレーキをかけずに
駐車するときは、シフトレバー
をPに入れた状態でシフトレ
バーが動かないことを確認して
ください。
寒冷時にブレーキ部品がぬれた
状態で車を駐車したままにする
と、凍結のおそれがあります。

※輪止めは、トヨタ販売店で購入するこ
とができます。
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5-1. エアコンの使い方
オートエアコン（T-Connect ナビ
ゲーションシステム非装着車）
..................................................300

オートエアコン（T-Connect ナビ
ゲーションシステム装着車）.307

ステアリングヒーター／シートヒー
ター（快適温熱シート）／シート
ベンチレーター ......................316

5-2. 室内灯のつけ方
室内灯一覧.................................319

5-3. 収納装備
収納装備一覧.............................322

ラゲージルーム内装備..............326

5-4. その他の室内装備の使い方
トヨタマルチオペレーションタッチ
（T-Connect ナビゲーションシス
テム装着車）............................329
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DUAL スイッチ

助手席側温度調整スイッチ

運転席側温度調整スイッチ

AUTO スイッチ

OFF スイッチ

リヤウインドウデフォッガー＆ ミラーヒータースイッチ

フロントデフロスタースイッチ

エコ空調スイッチ

風量増スイッチ

風量減スイッチ

吹き出し口切りかえスイッチ

内外気切りかえスイッチ

フロント席集中送風モード（S-FLOW）スイッチ

冷房・除湿スイッチ

温度を調整する
設定温度を上げるときは温度調整
スイッチを右へまわし、下げると

きは左へまわす
冷房・除湿スイッチが押されていない場
合は、送風または暖房で使用できます。

オートエアコン（T-Connect ナビゲーションシステム非
装着車）

設定温度に合わせて吹き出し口と風量を自動で調整します。

エアコン操作スイッチについて

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L

M

N



301

5

5-1. エアコンの使い方
室
内
装
備
・
機
能

風量を切りかえる
風量を増やすときは風量増スイッ
チを押し、減らすときは風量減ス
イッチを押す
OFF スイッチを押すと、ファンが止まり
ます。

吹き出し口を切りかえる
吹き出し口切りかえスイッチを押
す
スイッチを押すたびに次のように吹き出
し口が切りかわります。

1 上半身に送風
2 上半身と足元に送風
3 足元に送風
4 足元に送風・フロントウインド
ウガラスの曇りを取る
内気循環／外気導入を切りかえ
るには

内外気切りかえスイッチを押す
スイッチを押すたびに内気循環／外気導
入が切りかわります。
内気循環を選択しているときは、スイッ
チの表示灯が点灯します。

冷房・除湿機能を使用する
冷房・除湿スイッチを押す
冷房・除湿機能がONのときは、スイッ
チの作動表示灯が点灯します。

エコ空調モード
燃費を優先するため冷房／暖房の
効きを抑えます。
エコ空調スイッチを押す
エコ空調モードがON のときは、スイッ
チの作動表示灯が点灯します。

フロントウインドウガラスの曇
りを取る

フロントデフロスタースイッチを
押す
除湿機能が作動し、風量が増えます。内
気循環にしている場合は、外気導入にし
てください。（自動的に外気導入に切りか
わることがあります）

風量を強くし、設定温度を上げると、よ
り早く曇りを取ることができます。曇り
が取れたら再度フロントデフロスタース
イッチを押すと前のモードにもどります。

フロントデフロスターがON のときは、
スイッチの作動表示灯が点灯します。

リヤウインドウデフォッガー＆
ミラーヒーター

リヤウインドウガラスの曇りを取
るときや、ドアミラーから雨滴や
霜を取るときに使用してください。
リヤウインドウデフォッガー＆ミ
ラーヒータースイッチを押す
リヤウインドウデフォッガー＆ミラー
ヒーターがONのときは、スイッチの作
動表示灯が点灯します。

リヤウインドウデフォッガーとミラー
ヒーターは、約 15分後に自動的にOFF 
になります。
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知識
ガラスの曇りについて

車室内の湿度が高いときはガラスが曇
りやすくなります。その場合は、冷房・
除湿機能をONにすると、吹き出し口
から除湿された風が出るため、効果的
に曇りを取ることができます。

冷房・除湿機能をONからOFF にする
と、ガラスが曇りやすくなります。

内気循環を使うとガラスが曇る場合が
あります。

外気導入・内気循環について

トンネルや渋滞などで、汚れた外気を
車内に入れたくないときや、外気温度
が高いときに冷房効果を高めたい場合
は、内気循環にすると効果的です。

設定温度や室内温度などにより、自動
的に切りかわる場合があります。

外気温度が 0 ℃近くまで下がったとき

冷房・除湿スイッチを押しても除湿機能
が働かない場合があります。

エコドライブモードのエアコン作動に
ついて

エコドライブモードは燃費性能を優先
させるため、空調システムが次のよう
に制御されます。

･ エンジン回転数やコンプレッサーの作
動を制御し、暖房／冷房の能力を抑制
します。

･ オート設定での使用時、ファンの風量
を抑制します。

空調の効きをよりよくしたいときは、
次の操作を行ってください。

･ 風量を調整する
･ エコドライブモードを解除する
（ P.287）
･ エコ空調モードを解除する

エコドライブモード時は自動でエコ空
調モードに切りかわっていますが、そ

の場合でもエコ空調スイッチを押すと
エコ空調モードを解除することができ
ます。

「ナノイーX」※1, 2 について★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

エアコンには「ナノイー」発生装置が搭
載されています。この装置は助手席側の
吹き出し口を通じて、水に包まれた肌や
髪にやさしい弱酸性の「ナノイー」を放
出し、室内を爽やかな空気環境に導きま
す※3。

ファンが作動すると、自動的に「ナノ
イーX」が作動します。

「ナノイーX」の作動中、次の条件で効
果を発揮します。次の条件以外では、
効果が十分に得られない場合がありま
す。

･ 吹き出し口が上半身に送風、上半身と
足元に送風または足元に送風のとき

･ 助手席側の吹き出し口が開いていると
き

「ナノイーX」作動時は、微量のオゾン
が発生し、かすかに臭うことがありま
すが、森林など、自然界に存在する程
度の量なので、人体に影響はありませ
ん。

「ナノイーX」作動中、かすかに作動音
が聞こえることがありますが、故障で
はありません。

･「ナノイーX」が作動するまでに多少時
間がかかることがあります。

･ 作動直後は作動音が大きい場合があり
ます。

※1「nanoe」、「ナノイー」および
「nanoe」マークは、パナソニック株
式会社の商標です。

※2「ナノイー X」とは「ナノイー」発生
装置のことです。

※3温湿度環境、風量・風向きによっては
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「ナノイー」の効果が十分に得られない
場合があります。

換気とエアコンの臭いについて

車室外の空気を車室内に取り入れたい
ときは、外気導入にしてください。

エアコン使用中に、車室内外のさまざ
まな臭いがエアコン装置内に取り込ま
れて混ざり合うことにより、吹き出し
口からの風に臭いがすることがありま
す。

エアコン始動時に発生する臭いを抑え
るために、オート設定での使用時には
エアコン始動直後、しばらく足元から
の送風に切りかわったり、送風が停止
したりする場合があります。

駐車時に自動で外気導入に切りかえる
ことにより駐車中の換気をうながし、
始動時に発生する臭いを緩和します。

エアコンフィルターについて

P.369

カスタマイズ機能

AUTO スイッチを押したとき、除湿機能
を連動させるかどうかなどを設定できま
す。（カスタマイズ一覧： P.453）

1 AUTOスイッチを押す
2 温度を設定する
3 ファンを止めたいときは、OFF
スイッチを押す

風量や吹き出し口を切りかえると、
AUTOスイッチの作動表示灯が消
灯しますが、操作した機能以外の
オート設定は継続します。

知識
オート設定の作動について

風量は温度設定と外気の状態により自動
で調整されるため、AUTO スイッチを押
した直後、温風や冷風の準備ができるま

警告
フロントウインドウガラスの曇りを
防止するために

外気の湿度が非常に高いときにエアコ
ンを低い設定温度で作動させていると
きは、フロントデフロスタースイッチ
を押さないでください。外気とガラス
の温度差でガラスの外側が曇り、視界
をさまたげる場合があります。

リヤウインドウデフォッガー＆ミ
ラーヒーターが作動しているとき

ドアミラーの表面が非常に熱くなりま
す。やけどをするおそれがあるのでふ
れないでください。

「ナノイー X」について★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

このシステムは高電圧の部品を含むた
め、分解・修理はしないでください。
修理が必要な場合は、トヨタ販売店に
お問い合わせください。

注意
補機バッテリーあがりを防ぐために

ハイブリッドシステム停止中は、エア
コンを必要以上に使用しないでくださ
い。

「ナノイー X」の損傷を防ぐために★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

助手席側の吹き出し口の近くでスプ
レーを使用したり、吹き出し口にもの
をはめ込んだり貼ったりしないでくだ
さい。システムが正常に働かなくなる
おそれがあります。

オート設定で使用する
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でしばらく送風が停止する場合がありま
す。

次のいずれかの操作をすると、左
右独立モードがONになります。
DUALスイッチを押す
助手席側の温度調整スイッチで
設定温度を変更する

左右独立モードになり、スイッチの作動
表示灯が点灯します。

作動表示灯が点灯しているときにDUAL 
スイッチを押すと、作動表示灯が消灯し
て左右独立モードがOFF になり、助手
席の設定温度が運転席と同じ設定温度に
なります。

エアコンの送風がフロント席に優
先されるよう、送風を自動的に制
御する機能です。助手席に乗員が
いない場合は、運転席のみへの送
風に切りかわることがあります。
無駄な冷暖房を抑えることで、燃
費の向上に貢献します。
フロント席集中送風モードは、次
のような状況で作動します。
リヤ席に乗員を検知していない
フロントウインドウガラスの曇
り取りが作動していない

作動中は、 が点灯します。

手動でフロント席集中送風モー
ドの作動／非作動を切りかえる

フロント席集中送風モードは、ス
イッチ操作によりフロント席のみ
への送風と全席への送風を切りか
えることができます。このとき、
送風の自動制御は作動しなくなり
ます。

エアコン操作パネルの を押

し、送風を切りかえます。
表示灯が点灯：フロント席のみ
への送風
表示灯が消灯：全席への送風

知識
送風の自動制御について

車室内を快適に保つために、ハイブ
リッドシステム始動直後や外気温に
よっては、乗員がいないシートにも送
風されることがあります。

ハイブリッドシステム始動後に乗員が
車室内を移動した場合や乗降した場合
は、乗員の有無を正しく検知できず、
送風の自動制御は作動しません。

送風の手動制御について

手動でフロント席のみへの送風に切りか
えた場合でも、リヤ席に乗員がいると自
動的に全席に送風されることがあります。

送風を自動制御にもどすには
1 表示灯が消灯している状態でパワース
イッチをOFF にする。

2 60分以上経過後にパワースイッチを
ONにする。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

運転席と助手席の設定温度を
別々に設定するには（左右独立
モード）

フロント席集中送風モード（S-
FLOW）

フロントワイパーデアイサー★
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フロントウインドウガラスとワイ
パーブレードの凍結を防ぐために
使用してください。
フロントワイパーデアイサーがONのと
き、スイッチの作動表示灯が点灯します。

フロントワイパーデアイサーは、約15
分後に自動的にOFF になります。

吹き出し口の位置
吹き出し口の切りかえ設定により、
風が出る位置や風量が変化します。

風向きの調整と吹き出し口の開
閉
フロント

1 風向きの調整
2 吹き出し口を開く
3 吹き出し口を閉じる
リヤ

1 風向きの調整
2 吹き出し口を開く
3 吹き出し口を閉じる

警告
フロントワイパーデアイサーが作動
しているとき

フロントウインドウガラス下部および
フロントピラー横の表面が熱くなって
おり、やけどをするおそれがあるので
ふれないでください。

吹き出し口の配置・操作
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※別途、契約（有料）が必要となります。

駐車中にスマートフォンの T-
Connect 対応スマホアプリを使用
して遠隔でハイブリッドシステム
を始動させ、同時にエアコンを始
動させることができます。
リモートスタート（アプリ）の詳
細については、別冊「ナビゲー
ションシステム取扱書」を参照し
てください。

警告
フロントウインドウガラスの曇り取
りをさまたげないために

吹き出し口をさえぎるようなものを置
かないでください。送風がさえぎられ、
曇りが取れにくくなることがあります。

リモートスタート（アプリ）※
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助手席側温度調整スイッチ

風量増スイッチ

吹き出し口切りかえスイッチ

風量減スイッチ

オプション画面表示スイッチ

運転席側温度調整スイッチ

内外気切りかえスイッチ

オートエアコン（T-Connect ナビゲーションシステム装
着車）

設定温度に合わせて吹き出し口と風量を自動で調整します。
エアコン操作パネルと、トヨタマルチオペレーションタッチのエアコン
操作画面で操作します。

トヨタマルチオペレーションタッチについての詳しい説明はP.329を
参照してください。

エアコン操作スイッチについて

A

B

C

D

E

F

G
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エコ空調スイッチ

DUAL スイッチ

冷房・除湿スイッチ

フロントデフロスタースイッチ

AUTO スイッチ

OFF スイッチ

リヤウインドウデフォッガー＆ ミラーヒータースイッチ

温度を調整する
設定温度を上げるときは、エアコ
ン操作パネルにある温度調整ス
イッチの を押す、またはエアコ
ン操作画面にある温度調整スイッ

チの を選択する

設定温度を下げるときは、エアコ
ン操作パネルにある温度調整ス
イッチの を押す、またはエアコ
ン操作画面にある温度調整スイッ

チの を選択する

スイッチを押し続けるまたは選択し続け
ると、温度が連続して変化します。

冷房・除湿スイッチの作動表示灯が点灯
していない場合は、送風または暖房で使
用できます。

風量を切りかえる
風量を増やすときはエアコン操作
パネルの風量増スイッチを押す、
またはエアコン操作画面の風量増
スイッチを選択する
風量を減らすときはエアコン操作
パネルの風量減スイッチを押す、
またはエアコン操作画面の風量減
スイッチを選択する

エアコン操作パネルのOFF スイッチを
押すと、ファンが止まります。

吹き出し口を切りかえる
エアコン操作画面の吹き出し口切
りかえスイッチを選択する
スイッチを選択するたびに吹き出し口が
切りかわります。

：上半身に送風

：上半身と足元に送風

：足元に送風

：足元に送風・フロントウイン
ドウガラスの曇りを取る
内気循環／外気導入を切りかえ
るには

エアコン操作画面の内外気切りか
えスイッチを選択する
スイッチを選択するたびに内気循環／外
気導入が切りかわります。
内気循環を選択しているときは、スイッ
チの表示灯が点灯します。

冷房・除湿機能を使用する
エアコン操作画面の冷房・除湿ス
イッチを選択する
冷房・除湿機能がONのときは、スイッ
チの作動表示灯が点灯します。

H

I

J

K

L

M

N
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エコ空調モード
燃費を優先するため冷房／暖房の
効きを抑えます。
エアコン操作画面のエコ空調ス
イッチを選択する
エコ空調モードがON のときは、スイッ
チの作動表示灯が点灯します。

フロントウインドウガラスの曇
りを取る

エアコン操作パネルのフロントデ
フロスタースイッチを押す
除湿機能が作動し、風量が増えます。内
気循環にしている場合は、外気導入にし
てください。（自動的に外気導入に切りか
わることがあります）

風量を強くし、設定温度を上げると、よ
り早く曇りを取ることができます。曇り
が取れたら再度フロントデフロスタース
イッチを押すと前のモードにもどります。

フロントデフロスターがON のときは、
スイッチの作動表示灯が点灯します。

リヤウインドウデフォッガー＆
ミラーヒーター

リヤウインドウガラスの曇りを取
るときや、ドアミラーから雨滴や
霜を取るときに使用してください。
エアコン操作パネルのリヤウイン
ドウデフォッガー＆ミラーヒー
タースイッチを押す
リヤウインドウデフォッガー＆ミラー
ヒーターがONのときは、スイッチの作
動表示灯が点灯します。

リヤウインドウデフォッガーとミラー
ヒーターは、約 15分後に自動的にOFF 
になります。

オプション画面を表示するには
エアコン操作画面のオプション画

面表示スイッチを選択する
次の機能のON／ OFF を切りかえるこ
とができます。

機能がONのときは、表示灯が点灯しま
す。

フロント席集中送風モード（S-
FLOW）（ P.313）

前の画面にもどる

知識
ガラスの曇りについて

車室内の湿度が高いときはガラスが曇
りやすくなります。その場合は、冷房・
除湿機能をONにすると、吹き出し口
から除湿された風が出るため、効果的
に曇りを取ることができます。

冷房・除湿機能をONから OFF にする
と、ガラスが曇りやすくなります。

内気循環を使うとガラスが曇る場合が
あります。

外気導入・内気循環について

トンネルや渋滞などで、汚れた外気を
車内に入れたくないときや、外気温度
が高いときに冷房効果を高めたい場合
は、内気循環にすると効果的です。

設定温度や室内温度などにより、自動
的に切りかわる場合があります。

外気温度が 0℃近くまで下がったとき

冷房・除湿スイッチを選択しても除湿機

A

B
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能が働かない場合があります。

エコドライブモードのエアコン作動に
ついて

エコドライブモードは燃費性能を優先
させるため、空調システムが次のよう
に制御されます。

･ エンジン回転数やコンプレッサーの作
動を制御し、暖房／冷房の能力を抑制
します。

･ オート設定での使用時、ファンの風量
を抑制します。

空調の効きをよりよくしたいときは、
次の操作を行ってください。

･ 風量を調整する
･ エコドライブモードを解除する
（ P.287）
･ エコ空調モードを解除する

エコドライブモード時は自動でエコ空
調モードに切りかわっていますが、そ
の場合でもエコ空調スイッチを選択す
るとエコ空調モードを解除することが
できます。

エアコン操作パネルについてご留意い
ただきたいこと

指（指の腹）で操作してください。

操作部の表面にフィルムなどを貼った
り塗装をしたりすると、反応しないこ
とがあります。

ペンなどは反応しません。

操作するときは、他の指などがエアコ
ン操作部にふれないようにしてくださ
い。

連続して操作するときは、確実に指を
離してから操作しなおしてください。

操作部を強く押さないでください。

操作部に水・異物が付着した場合、反
応することがあるため、拭き取ってか
ら操作してください。

エアコン操作パネルが正常に反応しな
いおそれのある状況

手袋などを装着しているとき

操作部の表面にフィルムなどを貼った
り、塗装をしたりしたとき

エアコン操作部が汚れていたり、水な
どが付着していたりするとき

近くにテレビ塔や発電所・ガソリンス
タンド・放送局・大型ディスプレイ・
空港があるなど、強い電波やノイズの
発生する場所にいるとき

無線機や携帯電話などの無線通信機器
を携帯しているとき

エアコン操作部が次のような金属製の
ものに接していたり、覆われたりして
いるとき

･ アルミ箔などの金属の貼られたカード
･ アルミ箔を使用したタバコの箱
･ 金属製の財布やかばん
･ 小銭
･ カイロ
･ CDや DVDなどのメディア

エアコン操作部に触れていたり、手を
近付けたりしている状態でパワース
イッチを ACC または ONにすると、
エアコン操作部が反応しないことがあ
ります。その場合はエアコン操作部か
ら手を離し、約10秒待ってから再度
操作してください。

エアコン操作パネルが反応しにくいと
き

エアコン操作部が汚れていると、反応し
にくい場合があります。エアコン操作部
はこまめに清掃してください。

エアコン操作部を清掃するとき

清掃する際にスイッチが反応することが
あります。パワースイッチをOFFにして
から清掃してください。
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「ナノイーX」※1, 2 について

エアコンには「ナノイー」発生装置が搭
載されています。この装置は助手席側の
吹き出し口を通じて、水に包まれた肌や
髪にやさしい弱酸性の「ナノイー」を放
出し、室内を爽やかな空気環境に導きま
す※3。

ファンが作動すると、自動的に「ナノ
イーX」が作動します。

「ナノイーX」の作動中、次の条件で効
果を発揮します。次の条件以外では、
効果が十分に得られない場合がありま
す。

･ 吹き出し口が上半身に送風、上半身と
足元に送風または足元に送風のとき

･ 助手席側の吹き出し口が開いていると
き

「ナノイーX」作動時は、微量のオゾン
が発生し、かすかに臭うことがありま
すが、森林など、自然界に存在する程
度の量なので、人体に影響はありませ
ん。

「ナノイーX」作動中、かすかに作動音
が聞こえることがありますが、故障で
はありません。

･「ナノイーX」が作動するまでに多少時
間がかかることがあります。

･ 作動直後は作動音が大きい場合があり
ます。

※1「nanoe」、「ナノイー」および
「nanoe」マークは、パナソニック株
式会社の商標です。

※2「ナノイーX」とは「ナノイー」発生
装置のことです。

※3温湿度環境、風量・風向きによっては
「ナノイー」の効果が十分に得られない
場合があります。

換気とエアコンの臭いについて

車室外の空気を車室内に取り入れたい
ときは、外気導入にしてください。

エアコン使用中に、車室内外のさまざ
まな臭いがエアコン装置内に取り込ま
れて混ざり合うことにより、吹き出し
口からの風に臭いがすることがありま
す。

エアコン始動時に発生する臭いを抑え
るために、オート設定での使用時には
エアコン始動直後、しばらく足元から
の送風に切りかわったり、送風が停止
したりする場合があります。

駐車時に自動で外気導入に切りかえる
ことにより駐車中の換気をうながし、
始動時に発生する臭いを緩和します。

エアコンフィルターについて

P.369

エアコン操作パネルのスイッチの反応
を変更するには

次の操作で、スイッチを操作してから反
応するまでの時間を変更できます。

操作中はエアコンの操作はできません。
1 エアコン操作パネルの風量減スイッチ
と AUTOスイッチを約 3秒間同時に
押し続ける

リヤウインドウデフォッガー＆ミラー
ヒータースイッチ・フロントデフロス
タースイッチ・AUTOスイッチの作動表
示灯が点滅します。点滅する作動表示灯
は、現在の設定により異なります。
2 エアコン操作パネルのリヤウインドウ
デフォッガー＆ミラーヒータースイッ
チを押す

スイッチを押すたびに反応するまでの時
間がかわります。リヤウインドウデ
フォッガー＆ミラーヒータースイッチ・
フロントデフロスタースイッチ・AUTO
スイッチの作動表示灯の点滅状態で、現
在の設定を表示します。
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リヤウインドウデフォッガー＆ミラー
ヒータースイッチの作動表示灯

フロントデフロスタースイッチの作動
表示灯

AUTO スイッチの作動表示灯

反応するまでの時間の数字が小さいほど
反応時間が早く、大きいほど遅くなりま
す。

お好みの設定にしたまま約 5秒間ボタン
操作を行わないと、設定が完了します。

設定変更後しばらくのあいだ作動表示灯
がすべて点灯しますが、この間にパワー
スイッチをOFF にしないでください。設
定した内容が取り消されます。

エアコン操作パネルのスイッチ操作音
のON／OFF を切りかえるには

次の操作で、スイッチを押したときの操
作音のON／OFF を切りかえることがで
きます。

操作中はエアコンの操作はできません。
1 エアコン操作パネルの風量増スイッチ
とOFF スイッチを約3秒間同時に押
し続ける

フロントデフロスタースイッチ・AUTO
スイッチの作動表示灯が点滅します。点
滅する作動表示灯は、現在の設定により
異なります。

2 エアコン操作パネルのリヤウインドウ
デフォッガー＆ミラーヒータースイッ
チを押す

スイッチを押すたびに操作音のON／
OFF が切りかわります。フロントデフロ
スタースイッチ・AUTOスイッチの作動
表示灯の点滅状態で、現在の設定を表示
します。

フロントデフロスタースイッチの作動
表示灯

AUTO スイッチの作動表示灯

ONまたはOFF を選択したまま約 5秒間
ボタン操作を行わないと、設定が完了し
ます。

設定変更後しばらくのあいだ作動表示灯
がすべて点灯しますが、この間にパワー
スイッチをOFF にしないでください。設
定した内容が取り消されます。

カスタマイズ機能

AUTOスイッチをONにしたとき、除湿
機能を連動させるかどうかなどを設定で
きます。（カスタマイズ一覧： P.453）

反応するまでの時
間

1 消灯 消灯 点滅

2 消灯 点滅 消灯

3 消灯 点滅 点滅

4 点滅 消灯 消灯

5 点滅 消灯 点滅

A B C

A

B

C

スイッチの操作音

ON 点滅 消灯

OFF 消灯 点滅

警告
フロントウインドウガラスの曇りを
防止するために

外気の湿度が非常に高いときにエアコ
ンを低い設定温度で作動させていると
きは、フロントデフロスタースイッチ
を押さないでください。外気とガラス
の温度差でガラスの外側が曇り、視界
をさまたげる場合があります。

A B

A

B
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1 エアコン操作パネルの AUTO
スイッチを押す

2 温度を設定する
3 ファンを止めたいときは、エア
コン操作パネルのOFF スイッ
チを押す

風量や吹き出し口を切りかえると、
AUTOスイッチの作動表示灯が消
灯しますが、操作した機能以外の
オート設定は継続します。

知識
オート設定の作動について

風量は温度設定と外気の状態により自動
で調整されるため、AUTO スイッチを押
した直後、温風や冷風の準備ができるま
でしばらく送風が停止する場合がありま
す。

次のいずれかの操作をすると、左
右独立モードがONになります。
エアコン操作画面のDUAL ス
イッチを選択する
助手席側の温度調整スイッチで
設定温度を変更する

左右独立モードになり、DUAL スイッチ
の作動表示灯が点灯します。

作動表示灯が点灯しているときにDUAL 
スイッチを選択すると、作動表示灯が消
灯して左右独立モードがOFF になり、
助手席の設定温度が運転席と同じ設定温
度になります。

エアコンの送風がフロント席に優
先されるよう、送風を自動的に制
御する機能です。助手席に乗員が
いない場合は、運転席のみへの送
風に切りかわることがあります。
無駄な冷暖房を抑えることで、燃
費の向上に貢献します。
フロント席集中送風モードは、次
のような状況で作動します。
リヤ席に乗員を検知していない

警告
リヤウインドウデフォッガー＆ミ
ラーヒーターが作動しているとき

ドアミラーの表面が非常に熱くなりま
す。やけどをするおそれがあるのでふ
れないでください。

「ナノイーX」について

このシステムは高電圧の部品を含むた
め、分解・修理はしないでください。
修理が必要な場合は、トヨタ販売店に
お問い合わせください。

注意
補機バッテリーあがりを防ぐために

ハイブリッドシステム停止中は、エア
コンを必要以上に使用しないでくださ
い。

「ナノイーX」の損傷を防ぐために

助手席側の吹き出し口の近くでスプ
レーを使用したり、吹き出し口にもの
をはめ込んだり貼ったりしないでくだ
さい。システムが正常に働かなくなる
おそれがあります。

オート設定で使用する

運転席と助手席の設定温度を
別々に設定するには（左右独立
モード）

フロント席集中送風モード（S-
FLOW）
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フロントウインドウガラスの曇
り取りが作動していない

作動中は、 が点灯します。

手動でフロント席集中送風モー
ドの作動／非作動を切りかえる

フロント席集中送風モードは、ス
イッチ操作によりフロント席のみ
への送風と全席への送風を切りか
えることができます。このとき、
送風の自動制御は作動しなくなり
ます。
エアコン操作画面のオプション画
面から を選択し、送風を切りか
えます。
表示灯が点灯：フロント席のみ
への送風
表示灯が消灯：全席への送風

知識
送風の自動制御について

車室内を快適に保つために、ハイブ
リッドシステム始動直後や外気温に
よっては、乗員がいないシートにも送
風されることがあります。

ハイブリッドシステム始動後に乗員が
車室内を移動した場合や乗降した場合
は、乗員の有無を正しく検知できず、
送風の自動制御は作動しません。

送風の手動制御について

手動でフロント席のみへの送風に切りか
えた場合でも、リヤ席に乗員がいると自
動的に全席に送風されることがあります。

送風を自動制御にもどすには
1 表示灯が消灯している状態でパワース
イッチをOFF にする。

2 60 分以上経過後にパワースイッチを
ONにする。

フロント席集中送風モード作動中は

フロント席集中送風モードの作動により、
運転席のみへ送風を行っているときは、
トヨタマルチオペレーションタッチのエ
アコン操作画面から助手席側温度を調整
できません。

この場合、エアコン操作パネルの助手席
側温度調整スイッチからの操作は可能で
す。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

フロントウインドウガラスとワイ
パーブレードの凍結を防ぐために
使用してください。
フロントワイパーデアイサーがONのと
き、スイッチの作動表示灯が点灯します。

フロントワイパーデアイサーは、約15
分後に自動的にOFFになります。

フロントワイパーデアイサー★

警告
フロントワイパーデアイサーが作動
しているとき

フロントウインドウガラス下部および
フロントピラー横の表面が熱くなって
おり、やけどをするおそれがあるので
ふれないでください。
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吹き出し口の位置
吹き出し口の切りかえ設定により、
風が出る位置や風量が変化します。

風向きの調整と吹き出し口の開
閉
フロント

1 風向きの調整
2 吹き出し口を開く
3 吹き出し口を閉じる
リヤ

1 風向きの調整
2 吹き出し口を開く
3 吹き出し口を閉じる

※別途、契約（有料）が必要となります。

駐車中にスマートフォンの T-
Connect 対応スマホアプリを使用
して遠隔でハイブリッドシステム
を始動させ、同時にエアコンを始
動させることができます。
リモートスタート（アプリ）の詳
細については、別冊「ナビゲー
ションシステム取扱書」を参照し
てください。

吹き出し口の配置・操作

警告
フロントウインドウガラスの曇り取
りをさまたげないために

吹き出し口をさえぎるようなものを置
かないでください。送風がさえぎられ、
曇りが取れにくくなることがあります。

リモートスタート（アプリ）※
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

スイッチを押してシステムのON
／OFF を切りかえる
作動中はスイッチの作動表示灯が点灯し
ます。

知識
作動条件

パワースイッチがONのとき

シートヒータースイッチで操作
するには

1 フロントアームレストをいちば
んうしろにスライドさせる
（ P.339）
2 スイッチを押してシートヒー
ターを作動させる

ステアリングヒーター★／
シートヒーター（快適温熱
シート）★／シートベンチ
レーター★

ステアリングヒーター
ハンドルの左右のグリップ部を
暖めることができます。
シートヒーター

フロントシートの表面を暖める
ことができます。
シートベンチレーター

シート内部に装備されたファン
で換気することにより、フロン
トシート表面の通気をよくする
ことができます。

警告
低温やけどについて

次の方がステアリングヒーター／シー
トヒーターにふれないようにご注意く
ださい。

乳幼児・お子さま・お年寄り・病
人・体の不自由な方

皮膚の弱い方

疲労の激しい方

深酒や眠気をさそう薬（睡眠薬、風
邪薬など）を服用された方

注意
シートヒーター／シートベンチレー
ターの損傷を防ぐために

凹凸のある重量物をシートの上に置い
たり、針金や針などの鋭利なものを突
き刺したりしないでください。

補機バッテリーあがりを防ぐために

ハイブリッドシステムが停止した状態
で使用しないでください。

ステアリングヒーター

シートヒーターを使うには
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作動中は、レベルインジケーター が
黄色に点灯します。

スイッチを押すたびに、作動状態が次の
ように切りかわります。

強（3個点灯）  中（2個点灯） 弱
（1個点灯）  OFF

トヨタマルチオペレーション
タッチで操作するには★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

1 を選択してシート空調画面
を表示する（ P.329）

2 を選択してシートヒーター

を作動させる

作動中は、レベルインジケーター が
赤色に点灯します。

スイッチを選択するたびに、作動状態が
次のように切りかわります。

強（3 個点灯） 中（2 個点灯） 弱
（1 個点灯） OFF

知識
作動条件

パワースイッチがONのとき

シートベンチレータースイッチ
で操作するには

1 フロントアームレストをいちば
んうしろにスライドさせる
（ P.339）
2 スイッチを押してシートベンチ
レーターの作動を切りかえる

作動中は、レベルインジケーター が
緑色に点灯します。

スイッチを押すたびに、作動状態が次の
ように切りかわります。

強（3個点灯）  中（2個点灯） 弱

A

A

警告
異常過熱や低温やけどを防ぐために

シートヒーターを使用するときは次の
ことをお守りください。

長時間連続使用しない

毛布・クッションなどを使用しない

シートベンチレーターを使うに
は

A
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（1個点灯）  OFF

トヨタマルチオペレーション
タッチで操作するには★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

1 を選択してシート空調画面
を表示する（ P.329）

2 を選択してシートベンチ

レーターを作動させる

作動中は、レベルインジケーター が
青色に点灯します。

スイッチを選択するたびに、作動状態が
次のように切りかわります。

強（3 個点灯） 中（2 個点灯） 弱
（1 個点灯） OFF

知識
作動条件

パワースイッチがONのとき

エアコン連動制御モードについて

シートベンチレーターを強で使用してい
るとき、エアコンの風量に応じてシート
ベンチレーターの作動が強くなります。

A
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5-2. 室内灯のつけ方

フロントルームランプ・LEDマップランプ（ P.320, 321）

フロントカップホルダー間接照明

パワースイッチ文字照明（ P.184）

フロントインサイドドアハンドル照明★

フロントドアカーテシランプ

LEDドームランプ（ P.321）

フロントドアスカッフイルミネーション★

フロント足元照明★

アッパーコンソール照明★

フロントコンソール照明

インパネロアイルミ（間接照明）★

ドアミラー足元照明★

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

室内灯一覧

室内灯の位置

A

B

C

D

E

F

G

H

I

J

K

L
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知識
各部照明の自動点灯／消灯について

電子キーの検知・ドアの施錠／解錠・
ドアの開閉・パワースイッチのモード
により、各部の照明が自動的に点灯・
消灯します。（イルミネーテッドエント
リーシステム）

パワースイッチがOFFの場合、室内灯
が点灯したままのときは、約 20分後
に自動消灯します。

室内照明の減光について

次の照明は、シフトレバーを Pから P以
外にすると減光されます。

インパネロアイルミ（間接照明）★

フロント足元照明★

アッパーコンソール照明★

フロントコンソール照明

フロントインサイドドアハンドル照明★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

室内灯の自動点灯について

SRS エアバッグの作動時または後方から
強い衝撃を受けたときは、室内灯が約 20
分間自動で点灯します。

手動操作で消灯することもできますが、
二次災害を防ぐため、安全が確保できる
までは消灯しないことをおすすめします。
（衝撃の度合いや事故の状況によっては点
灯しないことがあります）

LED ランプについて

すべてのランプは、数個の LED で構成さ
れています。もし LEDがひとつでも点灯
しないときは、トヨタ販売店で交換して
ください。

カスタマイズ機能

室内灯の消灯までの時間などを設定でき
ます。（カスタマイズ一覧： P.453）

フロントルームランプ
ランプを点灯・消灯する
LEDドームランプが連動して点灯・消灯
します。

ただし、LEDドームランプスイッチが押
されている状態で、フロントルームラン
プを操作しても連動しません。

調光パノラマルーフ非装着車

調光パノラマルーフ装着車

ドアの開閉に連動してランプの点
灯・消灯を切りかえる

注意
補機バッテリーあがりを防ぐために

ハイブリッドシステムが停止した状態
で、長時間ランプを点灯しないでくだ
さい。

ルームランプを操作するには
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調光パノラマルーフ非装着車

1 ドア連動ON
LED ドームランプもドアの開閉に連動し
て点灯・消灯します。

2 ドア連動OFF
調光パノラマルーフ装着車

1 ドア連動ON
LED ドームランプもドアの開閉に連動し
て点灯・消灯します。

2 ドア連動OFF
LEDドームランプ

ランプを点灯・消灯する
フロントルームランプに連動して LED
ドームランプが点灯・消灯します。

フロントルームランプに連動して点灯し
ているときは、スイッチを押しても消灯
しません。

ランプを点灯・消灯する
調光パノラマルーフ非装着車

調光パノラマルーフ装着車

LEDマップランプを操作するに
は
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5-3. 収納装備

グローブボックス（ P.323）

カードホルダー★（ P.325）

チケットホルダー（ P.325）

ボトルホルダー（ P.325）

コンソールボックス（ P.323）

カップホルダー（ P.324）

オープントレイ（ P.325）
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

収納装備一覧

収納装備の位置

A

B

C

D

E

F

G



323

5

5-3. 収納装備
室
内
装
備
・
機
能

レバーを引いて開ける

ノブを持ち上げてロックを解除し

開ける
フロントアームレストがいちばん前の位
置、またはいちばんうしろの位置にある
ときに開けることができます。
（ P.339）

知識
フロントアームレストについて

P.339

コンソールボックス内のトレイについ
て

引き上げて取りはずすことができます。

取り付けるときは、トレイ裏面の矢印が
車の前方を向くように取り付けてくださ
い。

フロントカップホルダーのスペーサー
を収納することができます。
（ P.324）

警告
収納装備に放置してはいけないもの

メガネ、ライターやスプレー缶を収納
装備内に放置したままにしないでくだ
さい。放置したままでいると、次のよ
うなことが起こるおそれがあり危険で
す。

室温が高くなったときの熱や、他の
収納物との接触などにより、メガネ
が変形やひび割れを起こす

室温が高くなったときにライターや
スプレー缶が爆発したり、他の収納
物との接触でライターが着火したり
スプレー缶のガスがもれるなどして
火災につながる

グローブボックスを使うには

警告
グローブボックスを使用しないとき

グローブボックスを必ず閉じてくださ
い。
急ブレーキや急旋回時などに、開いた
フタに体があたったり、収納していた
ものが飛び出したりして、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。

コンソールボックスを使うには

警告
コンソールボックスを使用しないと
き

コンソールボックスを必ず閉じてくだ
さい。
急ブレーキや急旋回時などに、開いた
フタに体があたったり、収納していた
ものが飛び出したりして、思わぬ事故
につながるおそれがあり危険です。



324 5-3. 収納装備

フロント

リヤ
リヤアームレストを手前に倒す

知識
フロントカップホルダーについて

スペーサーを取りはずすことができま
す。

スペーサーを取りはずすことで、ボトル
ホルダーとして使用することができます。

取りはずしたスペーサーは、コンソー
ルボックスのトレイに収納することが
できます。（ P.323）

注意
コンソールボックス内のトレイにつ
いて

カップホルダーとして使用しないでく
ださい。

カップが倒れ中身ががこぼれたり、ガ
ラス製品が割れたりするおそれがあり
ます。

カップホルダーを使うには

警告
収納してはいけないもの

カップホルダーにはカップや缶以外の
ものを置かないでください。

急ブレーキや事故により落ちてけがを
するおそれがあります。やけどを防ぐ
ために温かい飲み物にはフタを閉めて
おいてください。

フロントカップホルダーを使用する
とき

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、急ブレーキや
急ハンドル時などに収納していたもの
やスペーサーが飛び出し、ペダル操作
のさまたげとなるおそれがあるほか、
思わぬ事故につながるおそれがありま
す。

背の高いカップや缶などを収納する
ときは、スペーサーを取りはずして
ください。
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フロント

リヤ

知識
ボトルホルダーについて

ペットボトルのフタを必ず閉めてから
収納してください。

ペットボトルの大きさ・形によっては
収納できないことがあります。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

おくだけ充電（ワイヤレス充電器）
装着車は、P.335を参照してくだ
さい。

警告
取りはずしたスペーサーは、コン
ソールボックスのトレイに収納して
ください。

ボトルホルダーを使うには

注意
収納してはいけないもの

ボトルホルダーには、ジュースなどが
入っている紙コップ・ガラス製のコッ
プなどを収納しないでください。
ジュースなどがこぼれたり、ガラス製
品が割れたりするおそれがあります。

カードホルダーを使うには★

チケットホルダーを使うには

オープントレイを使うには
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1 バックドアを開ける

2 ストラップを引き上げて、デッ
キボードを折りたたむ

3 デッキボードを持ち上げて、裏
面のフックを取りはずす

警告
収納してはいけないもの

オープントレイにものを置くときは、
次の注意事項を守ってください。急ブ
レーキや急ハンドル時などに収納して
いたものが飛びだし、ペダル操作のさ
またげとなるおそれがあるほか、運転
者の注意力がにぶり、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

転がりやすいものや凹面より高さが
あるものを置かないでください。

トレイの端よりも高くものを積み重
ねないでください。

トレイの端からはみ出してものを置
かないでください。

ラゲージルーム内装備

デッキボードを開けるには
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4 フックをバックドア開口部の上
端またはリヤシートのヘッドレ
ストに引っかけて固定する

デッキボードを持ち上げてフック
を固定する（ P.326）
次のものを収納することができます。

タイヤパンク応急修理キット装
着車

小物など（デッキボックス）★

小物など

停止表示板※

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※停止表示板は、トヨタ販売店で購入す
ることができます。

警告
デッキボードを操作するとき

荷物を載せた状態で操作しないでくだ
さい。指をはさむなど、思わぬ事故に
つながるおそれがあります。

走行中の警告

デッキボードを必ず閉じてください。
急ブレーキや急旋回時などに、収納し
ていたものが飛び出し、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

注意
バックドアを閉めるとき

デッキボードのフックをバックドア開
口部の上端にかけたままにしないでく
ださい。

デッキボードが破損するおそれがあり
ます。

デッキアンダートレイを使うに
は

A

B

C
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応急用タイヤ装着車

小物など

停止表示板※

小物など（デッキボックス）★

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

※停止表示板は、トヨタ販売店で購入す
ることができます。

知識
デッキボックスについて★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

引き上げて取りはずすことができます。

タイヤパンク応急修理キット装着車：
前後に移動させて使用することができ
ます。

停止表示板について

ケースの大きさや形状によっては、収納
できない場合があります。

A

B

C
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5-4. その他の室内装備の使い方

次の各画面をサイド画面に表示し
操作することができます。
画面を切りかえるには、それぞれのス
イッチを選択してください。

サイド画面上で上下にフリック操作する
ことで、各画面に切りかえることもでき
ます。

エアコン操作画面（ P.307）

シートヒーター・シートベンチ
レーター操作画面（ P.317, 
318）

オーディオ操作画面※

エネルギーモニター／燃費画面
（ P.99）

FF 車：設定画面（ P.329）
4WD車：車両情報画面
（ P.80）

※別冊「ナビゲーションシステム取扱書」
を参照してください。

サイド画面を移動するには

または を選択すると、サイ
ド画面の表示を右または左に移動
させることができます。
サイド画面上で左右にフリック操作する
ことで、移動させることもできます。

全画面に表示させるには
エネルギーモニター／燃費画面ま
たは車両情報画面（4WD車のみ）
で または を選択すると、全
画面に表示させることができます。

再度 または を選択することで、サ
イド画面表示にもどすことができます。

サイド画面の設定を変更すること
ができます。
4WD車は、車両情報画面から
「Setting」を選択してください。

トヨタマルチオペレーショ
ンタッチ（T-Connect ナ
ビゲーションシステム装着
車）

トヨタマルチオペレーション
タッチの画面上に、ナビゲー
ション画面とエアコン操作画面
などを同時に表示し、操作する
ことができます。

トヨタマルチオペレーション
タッチの操作については、別冊
「ナビゲーションシステム取扱
書」も併せて参照してください。

各機能を操作・設定するには

A

画面を操作するには

設定を変更するには

B

C

D

E
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スライド操作のON／OFFを
切りかえる

ソフトウェアの情報を表示する

©1982-2013, QNX Software 
Systems Limited. All rights 
reserved.

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

電動サンシェードを開閉するに
は

1 開ける※

2 閉める※

調光パノラマルーフが透過状態のときは、
電動サンシェードが閉まると調光状態に
切りかわり、調光スイッチの作動表示灯
が消灯します。
※途中で停止するときは、スイッチを軽
く押します。

調光パノラマルーフの調光・透
過状態を切りかえるには

調光スイッチを押す
スイッチを押すたびに、調光パノラマ
ルーフの調光・透過状態が切りかわりま
す。

調光パノラマルーフが透過状態のとき、

Copyright

A

B

調光パノラマルーフ★

頭上のスイッチで電動サン
シェードを開閉したり、調光パ
ノラマルーフの調光・透過状態
を切りかえたりすることができ
ます。

電動サンシェード・調光パノラ
マルーフを操作するには
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スイッチの作動表示灯 が点灯します。

電動サンシェードが完全に閉まっている
ときにスイッチを押すと、電動サン
シェードが開き、調光パノラマルーフが
透過状態に切りかわります。

知識
電動サンシェード・調光パノラマルー
フの作動条件

パワースイッチがONのとき

音声操作システムでの操作について★

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

音声操作システムを使用して次の操作を
することができます。

電動サンシェードの開閉

調光パノラマルーフの調光・透過状態
の切りかえ

音声操作システムについては、別冊「ナ
ビゲーション取扱書」または「ナビゲー
ションシステム取扱書」を参照してくだ
さい。

調光パノラマルーフが透過状態のとき

天候や車室内外での光のあたり方に
よっては、調光パノラマルーフに縞模
様（干渉縞）が見えることがあります。

角度によっては、調光パノラマルーフ
が曇って見えることがあります。

外気温が低いとき

調光パノラマルーフの調光・透過状態が
切りかわるまでに時間がかかることがあ
ります。車室内を暖めてから使用してく
ださい。

パワースイッチをOFF にしたとき

調光パノラマルーフが透過状態のときに
パワースイッチをOFF にすると、自動で
調光状態に切りかわります。

調光スイッチの作動表示灯が点滅した
とき

調光パノラマルーフに異常があるおそれ
があります。トヨタ販売店で点検を受け
てください。

車両が強い衝撃を受けたとき

調光パノラマルーフが調光状態に切りか
わり、透過状態へ切りかえることができ
なくなります。トヨタ販売店で点検を受
けてください。

電動サンシェードの挟み込み防止機能

電動サンシェードを閉めるとき、異物
の挟み込みを感知すると、作動が停止
し少し開きます。

挟み込み防止機能が作動したときは、
再度スイッチの“CLOSE”側を押し
ても、完全に反転作動が停止するまで
は閉まる方向に動きません。

電動サンシェードは、周囲の状況や走
行状況により衝撃があった場合、反転
作動することがあります。

電動サンシェードの作動について

短時間に電動サンシェードの開閉をくり
返すと、モーターのオーバーヒート防止
のために作動制限することがあります。

その場合は操作を控えてください。しば
らくするともとの状態にもどります。

A
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電動サンシェードの自動全開／自動全
閉機能が作動しないとき

次の手順で初期化を行ってください。
1 パワースイッチをONにする
2 スイッチの“CLOSE”側を押し続け
る

全閉付近の位置まで閉じ、停止します。
その後、開く方向に作動してから全閉位
置で停止します。

途中でスイッチから手をはなすと、最初
からやり直しとなります。

以上の操作を行っても自動全開／自動全
閉機能が作動しない場合は、トヨタ販売
店で点検を受けてください。

カスタマイズ機能

機能の一部は、設定を変更することがで
きます。（カスタマイズ一覧： P.449）

警告
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと重大な傷害にお
よぶか、最悪の場合死亡につながるお
それがあります。

調光パノラマルーフについて

このシステムは高電圧の部品を含むた
め、分解・修理をしないでください。
修理が必要な場合は、トヨタ販売店に
お問い合わせください。

電動サンシェードを開閉するとき

電動サンシェードを開閉するときは、
乗員の手・腕・頭・首を挟んだり巻
き込んだりしないように注意してく
ださい。

お子さまには、電動サンシェードの
操作をさせないでください。
電動サンシェードに挟まれたり巻き
込まれたりするおそれがあります。

電動サンシェードの挟み込み防止機
能

挟み込み防止機能を故意に作動させ
るため、乗員の手・腕・頭・首など
を挟んだりしないでください。

挟み込み防止機能は、電動サン
シェードが完全に閉まる直前に異物
を挟むと作動しない場合があります。
また、挟み込み防止機能は、スイッ
チを押し続けた状態では作動しませ
ん。指などを挟まないように注意し
てください。

やけどやけがを防ぐために

ルーフの下側と電動サンシェードのす
き間にはふれないでください。手を挟
んでけがをするおそれがあります。ま
た、車を直射日光のあたる場所に長時
間駐車するとルーフの下側が熱くなる
ため、やけどをするおそれもあります。
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1 前方をさえぎるには、バイザー
を下ろす

2 側方をさえぎるには、バイザー
を下ろした状態でフックからは
ずし、横へまわす

カバーをスライドして開ける
カバーを開けるとバニティミラーランプ
が点灯します。

知識
自動消灯について

パワースイッチがOFFの場合、バニティ
ミラーランプが点灯したままのときは、
約 20分後に自動消灯します。

DC12 V/10 A（消費電力
120W）未満の電気製品を使用す
るときの電源としてお使いくださ
い。
コンソールボックスを開け、フタ
を開ける

知識
作動条件

パワースイッチがACCまたは ONのと
き

ハイブリッドシステムを停止するとき

モバイルバッテリーなどの、充電機能を
備えた電気製品をはずしてください。
接続したままにしておくと、ハイブリッ
ドシステムが正常に停止しなくなる場合
があります。

その他の室内装備

サンバイザーを使うには

バニティミラーを使うには

注意
補機バッテリーあがりを防ぐために

ハイブリッドシステムが停止した状態
で、長時間ランプを点灯しないでくだ
さい。

アクセサリーソケットを使うに
は
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

DC5V/2.1A（消費電力10.5W）
の電源としてお使いください。
このUSB端子は充電専用であり
データ転送などは行えません。
また、使用する機器によっては、
正常に充電できない場合がありま
す。ご使用になる機器に付属の取
り扱い説明書もお読みください。
充電用USB端子を使用するには

フタを開ける

知識
充電用USB 端子の作動条件

パワースイッチがACCまたは ONのと
き

充電用USB 端子が正常に働かないおそ
れのある状況

DC5V/2.1A（消費電力10.5W）をこ
える電力を要求する機器を接続したと
き

パソコンと通信を行う機器を接続した
とき

接続機器の電源がOFF のとき（機器に
より異なります）

炎天下に駐車したあとなど、車室内の
温度が高いとき

使用する外部機器について

一部の機器では、充電中に充電がいった
ん停止後、再充電を開始する場合があり
ますが、故障ではありません。

注意
アクセサリーソケットを使用しない
とき

ショートや故障を防ぐために、アクセ
サリーソケットに異物が入ったり、飲
料水などがかかったりしないように、
使用しないときは、フタを閉めておい
てください。

ヒューズが切れるのを防ぐために

DC12 V で最大電流 10A（最大消費
電力120W）以上の電気製品を使用し
ないでください。

補機バッテリーあがりを防ぐために

ハイブリッドシステムが停止した状態
で、アクセサリーソケットを長時間使
用しないでください。

充電用USB端子★を使うには

注意
充電用USB端子の損傷を防ぐために

端子部に異物を入れないでください。

水や液体をかけないでください。

充電用USB端子を使わないときはフ
タを必ず閉じてください。端子部に
異物や液体が入ると故障やショート
の原因になります。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ワイヤレスパワーコンソーシアム
（WPC）によるワイヤレス充電規
格Qi に適合したスマートフォンや
モバイルバッテリーなどの携帯機
器を充電エリアに置くだけで、携
帯機器を充電することができます。
充電エリアより大きい携帯機器に
は本機能を使用できません。また、
携帯機器によっては、正常に作動
しない場合があります。
ご使用になる携帯機器に付属の取
り扱い説明書もお読みください。
「Qi」マークについて

「Qi」、Qi マークは、ワイヤレスパ
ワーコンソーシアム（WPC）の登
録商標です。

「おくだけ充電」マークについて
「おくだけ充電」、「おくだけ充電」
ロゴは、株式会社NTT ドコモの
登録商標です。

各部の名称

電源スイッチ

作動表示灯

充電エリア

充電する
1 電源スイッチを押す
押すごとにONと OFF に切りかわりま

注意
強い力や衝撃を加えないでください。

分解や改造、取りはずしをしないで
ください。

外部機器の損傷を防ぐために

機器を車室内に放置しないでくださ
い。車室内が高温となり、故障の原
因となります。

機器が接続されているときに、外部
機器や外部機器のケーブルを押し下
げたり、不要な力を加えたりしない
でください。

補機バッテリーあがりを防ぐために

ハイブリッドシステムが停止した状態
で、充電用USB 端子を長時間使用し
ないでください。

おくだけ充電（ワイヤレス充電
器）★を使うには

A

B

C
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す。
ONにすると作動表示灯が緑色に点灯し
ます。
ワイヤレス充電器の電源の状態（ON／
OFF）はパワースイッチをOFF にして
も記憶されます。

2 充電エリアに携帯機器を置く
携帯機器の充電面が下になるように置い
てください。
充電中は作動表示灯が橙色に点灯します。
充電が行われないときは、できるだけ充
電エリアの中央付近に携帯機器を置き直
してください。

充電が完了すると作動表示灯が緑色に点
灯します。

再充電機能
充電が完了し、充電停止状態が
一定時間経過すると充電を再開
します。
携帯機器が移動すると、いった
ん充電が停止しますが、ただち
に充電を再開します。

作動表示灯の点灯状況

※携帯機器によっては、充電完了後も表
示灯が橙色に点灯し続ける場合があり
ます。

作動表示灯が点滅したとき
エラーが発生した場合の作動表示
灯の状況と、想定される原因の対
処方法は次のとおりです。
1秒間に1回の点滅をくり返す
（橙色）

作動表示灯 状況

消灯
ワイヤレス充電器の電源
がOFF のとき

緑（点灯）
待機中（充電可能状態）

充電完了時※

橙（点灯）

充電エリアに携帯機器を
置いたとき（携帯機器を
検出中）

充電中

想定される原因 対処方法

車両とワイヤレス
充電器の通信不良

パワースイッチが
ACCのとき：ON
に切りかえてくだ
さい。

パワースイッチが
ONのとき：いっ
たんOFF にしてか
ら、再度ONにし
てください。

上記の方法でも作
動表示灯が点滅し
たままのときは、
トヨタ販売店へお
問い合わせくださ
い。
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3 回連続の点滅をくり返す（橙
色）

4回連続の点滅をくり返す（橙
色）

知識
使用条件

パワースイッチが ACCまたは ONのと
き

使用できる携帯機器について

ワイヤレス充電規格Qi 準拠機器を使用
できます。ただし、すべてのQi 準拠機
器と互換性を保証しているものではあ
りません。

携帯電話やスマートフォンをはじめと
する携帯機器を対象とした 5W以下の
低電力給電を対象としています。

携帯機器にカバーやアクセサリーを付
けるとき

携帯機器に、「Qi」非対応のカバーやアク
セサリーを付けた状態で充電しないでく
ださい。カバーやアクセサリーの種類に
よっては充電できない場合があります。
充電エリアに携帯機器を置いても充電が

行われないときは、カバーやアクセサ
リーをはずしてください。

充電中にAMラジオにノイズが入るとき

ワイヤレス充電器の電源をOFF にして、
ノイズが低減するか確認してください。
ノイズが低減する場合は、充電中にワイ
ヤレス充電器の電源スイッチを約2秒間
押し続けることで、充電の周波数を切り
かえてノイズを低減することができます。
また、その際、作動表示灯が橙色に 2回
点滅します。

充電中の留意事項

車室内に電子キーを検出できない場合
は、充電することができません。ドア
の開閉時は、一時的に充電が停止する
ことがあります。

充電中は、ワイヤレス充電器と携帯機
器が温かくなりますが、異常ではあり
ません。充電中に携帯機器が温かく
なったときは、携帯機器側の保護機能
により、充電が停止することがありま
す。この場合、携帯機器の温度が十分
に下がってから、再度、充電を行って
ください。

携帯機器の使用状況により満充電にな
らないことがありますが、故障ではあ
りません。

ワイヤレス充電器の近くで携帯電話を
使用すると、通話感度や通信速度が低
下することがあります。

作動中の音について

電源スイッチを押して電源をONにした
ときや、携帯機器を検出中は“ジー”
と作動音がしますが、異常ではありませ
ん。

清掃について

P.360

想定される原因 対処方法

異物検知：
携帯機器と充電エ
リアのあいだに異
物がある

携帯機器と充電エ
リアのあいだにあ
る異物を取り除い
てください。

携帯機器のずれ：
充電エリアの中央
付近から携帯機器
がずれている

携帯機器を充電エ
リアの中央付近に
置き直してくださ
い。

想定される原因 対処方法

ワイヤレス充電器
内の温度上昇

いったん充電を停
止し、しばらく
待ってから充電を
開始してください。
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取り扱い上の注意を記載したラベルに
ついて

ワイヤレス充電器の運転席側にラベルが
貼り付けてありますので、ラベルの指示
に従って正しい取り扱いをしてください。

警告
運転中の注意

携帯機器を充電する場合、安全のため、
運転者は運転中に携帯機器本体の操作
をしないでください。

電波がおよぼす影響について

植込み型心臓ペースメーカー、植込み
型両心室ペーシングパルスジェネレー
タおよび植込み型除細動器などの医療
用電気機器を装着されている方は、ワ
イヤレス充電器のご使用にあたっては
医師とよくご相談ください。ワイヤレ
ス充電器の動作が医療用電気機器に影
響を与えるおそれがあります。

故障ややけどを防ぐために

次のことをお守りください。
お守りいただかないと装置の故障や損
傷、発火、発熱によるやけどにつなが
るおそれがあります。

充電中に、充電エリアと携帯機器の
あいだに金属物を挟まない

飲用水などが入った容器をワイヤレ
ス充電器の上に置かない

充電エリアや携帯機器にアルミなど
のシールや金属製のものを貼り付け
ない

布などをかぶせて充電しない

指定された携帯機器以外は充電しな
い

分解や改造、取りはずしをしない

強い力や衝撃をかけない

注意
機能が正常に働かないおそれのある
状況

次のような場合は正常に充電しない場
合があります。

携帯機器が満充電

充電エリアと携帯機器のあいだに異
物がある

充電により、携帯機器の温度が高温
になっている

携帯機器の充電面を上にして置いた

携帯機器の置き場所が充電エリアか
らずれている

近くにテレビ塔や発電所・ガソリン
スタンド・放送局・大型ディスプレ
イ・空港があるなど、強い電波やノ
イズの発生する場所にいるとき

携帯機器が、次のような金属製のも
のに接していたり、覆われたりして
いるとき

･ アルミ箔などの金属の貼られたカー
ド

･ アルミ箔を使用したタバコの箱

･ 金属製の財布やかばん

･ 小銭

･ カイロ

･ CDや DVDなどのメディア
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フロント
ノブを持ち上げてロックを解除し、
アームレストをスライドする

リヤ
手前に倒して使用する

天井に取り付けられているアシス
トグリップは、走行中にシートに
座っている状態で体を支えるとき
にお使いください。

注意
近くで電波式ワイヤレスリモコンを
使用しているとき

また、上記以外で、充電が正常に行わ
れない、または、作動表示灯が点滅し
たままのときは、ワイヤレス充電器の
異常が考えられます。トヨタ販売店へ
お問い合わせください。

故障やデータ破損を防止するために

充電中に、充電エリアにクレジット
カード・ETC カードなどの磁気カー
ドや非接触型 IC カード、磁気記録メ
ディアなどを近付けると、磁気の影
響によりデータが消えるおそれがあ
ります。また、腕時計などの精密機
器を近付けると、こわれたりするお
それがありますので、近付けないで
ください。

携帯機器は車室内に放置しないでく
ださい。炎天下など車室内が高温と
なり、故障の原因になります。

補機バッテリーあがりを防止するた
めに

ハイブリッドシステムを停止した状態
で、ワイヤレス充電器を長時間使用し
ないでください。

アームレストを使うには

警告
フロントアームレストをスライドさ
せるとき

“カチッ”と音がして固定されると
ころまでスライドさせてください。

固定されていないとフロントアームレ
ストが突然動き、けがをするおそれが
あります。

注意
アームレストの破損を防ぐために

過度の負荷をかけないでください。

アシストグリップを使うには
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リヤドアの上にあるアシストグ
リップには、コートフックが付い
ています。

警告
アシストグリップについて

乗降時やシートから立ち上がるときな
どに使用しないでください。

注意
アシストグリップの破損を防ぐため
に

破損を防ぐために、アシストグリップ
に過度の負荷をかけないでください。

コートフックを使うには

警告
コートフックへかけてはいけないも
の

ハンガーや他の硬いもの、鋭利なもの
をかけないでください。

SRS カーテンシールドエアバッグがふ
くらんだときにそれらのものが飛び、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合死
亡につながるおそれがあります。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

パワースイッチ（ P.184）

AC100V スイッチ

アース端子

コンセント

1 パーキングブレーキがかかって
いることを確認し、ブレーキペ
ダルをしっかり踏みながらパ

ワースイッチを押す
（ P.184）
2 READYインジケーターが点灯
したことを確認し、AC100V
スイッチを押す

AC100Vスイッチ上の作動表示灯が点
灯し、使用可能な状態になります。

AC100Vスイッチを押すたびにコンセ
ントのON／ OFF が切りかわります。

フタを開けて電気製品の電源プラ
グをコンセントの奥までしっかり
挿し込む
アース線のある電気製品を使用するとき
は、アース線をアース端子に接続してく
ださい。また、接地極付きプラグのある
電気製品を使用するときは、市販の変換
アダプターを使用してアース線をアース
端子に接続してください。

アクセサリーコンセント★

車内において、AC100Vで最
大消費電力 1500W以下の電気
製品を使うときの電源としてお
使いください。

各部の名称

コンセントをONするとき

A

B

C

D

電気製品の電源プラグを接続す
るとき



342 5-4. その他の室内装備の使い方

次の手順をお守りください。
1 使用している電気製品の電源を
OFFにする

2 AC100V スイッチを押して
OFFにする

3 コンセントから電源プラグを取
りはずす

4 コンセントのフタを閉める

知識
使用条件

READYインジケーターが点灯している
とき

アイドリングストップ条例について

駆動用電池の残量減少などにより、自動
でエンジンが始動し、充電を行います。
一部の自治体では、駐車または停車中に
エンジンを始動した場合、条例にふれる
可能性があります。アセサリーコンセン
トの使用については関係する自治体に確
認した上で、適切に使用してください。

アクセサリーコンセントに接続する電
気製品について

すべてのコンセントに接続されている電

気製品の消費電力の合計が AC100V で
最大 1500W 以下となるよう、電気製品
を使用してください。使用する電気製品
によっては、大きな電流が流れ、瞬間電
力が規定容量をこえる場合があります。
規定容量をこえる電気製品を使用すると
コンセントの保護機能が働き使用できな
くなりますが、故障ではありません。た
だし、次の点について注意が必要です。

使用する電気製品によっては、テレビ
やラジオに雑音が入ることがあります。

各電気製品の取り扱い説明書に記載さ
れている注意事項に従ってください。

一般的な電気製品の多くは、自動車内
での使用が想定されていません。車室
内で電気製品を使用すると、次のよう
な問題が発生する場合があります。

･ 走行中の振動による電気製品の故障
･ 車室内の温度変化※ による電気製品の
故障または作動不良

･ 車室内が平らではないため、設置が不
安定になり、正常に作動しない

※天候・季節・使用環境などによっては、
車室内が極端な高温または低温になる
ことがあります。

アクセサリーコンセントについて

コンセントは車室内で電気製品を使用
するための装備です。

コンセントを使用中、リヤシート付近
から冷却用ファンの音がすることがあ
りますが、異常ではありません。

正しく作動しないおそれがある電気製
品

次のような AC100Vの電気製品は、消
費電力が 1500W以下でも正常に作動し
ないおそれがあります。

起動時の電力が大きい電気製品

取り扱い説明書などに記載されている
消費電力よりも大きな供給電力を必要
とする電気製品

コンセントをOFF するとき
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精密なデータ処理をする計測機器

きわめて安定した電力供給を必要とす
る電気製品

タイマー設定する機器など、コンセン
トの出力が連続して必要な電気製品

コンセントが使用できないとき

AC100V スイッチを押しても作動表示灯
が点灯しない場合、保護機能が働いてい
ることが考えられます。
この場合、まず次の処置を行ってくださ
い。

電気製品の電源プラグを抜き、コンセ
ントの使用電力合計が 1500W以下に
なっているかを確認し、再度 AC100V
スイッチを押してください。

電気製品の電源プラグを抜き、製品自
体が故障していないかを確認して、再
度 AC100V スイッチを押してくださ
い。

駆動用電池の残量を確認してください
（ P.99）。残量が少ない場合は、シフ
トレバーを Pにして、駆動用電池の残
量を回復させ、再度AC100V スイッ
チを押してください。

炎天下に放置した直後など、車内が高
温になっている場合は、車両を日陰な
どへ移動したり、エアコンを使用する
などして車内温度を下げ、しばらくし
てから再度、AC100Vスイッチを押し
てください。

特に外気温が低いときは、駆動用電池
を保護するためコンセントを使用でき
ないことがあります。その場合は、し
ばらく走行して駆動用電池を暖めてか
ら使用してください。

以上の処置を行ってもコンセントが使用
できない場合は、トヨタ販売店で点検を
受けてください。

電源周波数について

工場出荷時、車両側の電源周波数は、

50Hz に設定されています。
コンセントと電源周波数が異なる電気製
品を使用しないでください。
誤作動や故障などの原因になるおそれが
あります。
電気製品によっては、電源周波数の切り
かえ（50／ 60Hz）機能があるので、
車両と電気製品の電源周波数を同じにし
てください。
車両側の電源周波数切りかえが必要な場
合は、トヨタ販売店にご相談ください。

警告
安全にお使いいただくために

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、思わぬ事故の
原因となり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

走行中、次のような場合は、電気製
品を使用しないでください。また、
電気製品を確実に固定できない状態
で使用しないでください。

･ わき見運転など、安全運転のさまた
げになる場合（テレビ・ビデオ・
DVDなど）

･ 急ブレーキをかけたときや衝突した
ときなどに、固定の不完全な電気製
品の転倒・落下による事故や、発熱
により火災・やけどなどのおそれが
ある場合（トースター・電子レン
ジ・電熱器・ポット・コーヒーメー
カーなど）

･ ペダルの下に電気製品が入り込み、
ブレーキペダルが踏めなくなるおそ
れがある場合（ドライヤー・AC ア
ダプター・マウスなど）
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警告
窓を閉めたまま、蒸気が出る電気製
品を使用しないでください。ガラス
が曇って視界が悪化し、運転に支障
が出るなどのおそれがあります。ま
た、他の電装品に悪影響をおよぼす
おそれがあります。やむを得ず使用
するときは、車両を停車した状態で
窓を開けて使用してください。

故障した電気製品を使用しないでく
ださい。コンセントが使用できなく
なるおそれがあります。

ぬれた手で電気製品の電源プラグを
抜き挿ししたり、ピンなどをコンセ
ントに挿したりしないでください。
また、コンセントに雨水・飲料水・
雪などが付着した場合は乾燥させて
から使用してください。

アース線のある電気製品を使用する
ときは、アース線をアース端子に接
続してください。また、接地極付き
プラグのある電気製品を使用すると
きは、市販の変換アダプターを使用
してアース線をアース端子に接続し
てください。

コンセントへは電源プラグ本体を
持って抜き挿しをしてください。
プラグの刃にふれないようにしてく
ださい。また、コードを引っ張って
電源プラグを抜くと、電源プラグや
コードが損傷するおそれがあります。

電源プラグはコンセントにいっぱい
まで確実に挿し込んでください。
電源プラグが半挿しの状態にならな
いようにしてください。また、電源
プラグに荷重がかからないようにし
てください。

コンセントの改造・分解・修理など
はしないでください。修理について
はトヨタ販売店にご相談ください。

お子さまにコンセントをさわらせな
いでください。

コンセントにほこりやゴミが付着し
ないようにしてください。また、定
期的にコンセントを掃除してくださ
い。

電気製品の電源プラグをコンセント
に挿し込んでもゆるいときは、コン
セントを交換してください。交換に
ついてはトヨタ販売店にご相談くだ
さい。

駐車中または停車中に使用するとき

次のことをお守りください。お守りい
ただかないと、思わぬ事故の原因にな
るおそれがあります。

パーキングブレーキをしっかりとか
けて、シフトレバーを Pにしている
ことを確認してください。

電気製品を使用中に、READYイン
ジケーターが点灯した状態のまま車
両から離れないでください。

ボンネットが閉まっていることを確
認してください。
状況によっては、エンジンが自動で
始動するため排気管付近に近付いた
り、荷物を置いたりしないでくださ
い。また、エンジンルーム内に顔や
手を近付けないでください。ラジ
エーター冷却用のファンが急にまわ
りだすことがあります。ファンの回
転部分にふれたり、近付いたりする
と、手や着衣（特にネクタイ・ス
カーフ・マフラーなど）が巻き込ま
れるおそれがあります。

燃えやすいものの近くで停車しない
でください。
過熱した排気管で発火するおそれが
あります。
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警告
車庫内など換気が悪い場所や囲まれ
た場所（雪が積もった場所）などで
は、酸素欠乏や排気ガスの充満、滞
留を防ぐため、給排気を可能とする
関連装置などを適切に設置して、使
用してください。

給排気設備のない車庫内など換気が
悪い場所や給排気設備のない囲まれ
た場所（雪が積もった場所）などで
は、酸素欠乏のおそれや排気ガスが
充満したり、滞留したりするおそれ
があるため、使用しないでください。
（ P.34）

車両をカーカバーなどで覆った状態
で使用しないでください。

暖房器具などの電気製品を使用して、
車中で泊まることはやめてください。

災害などによる非常時に電力が必要
なときは非常時給電システムのご使
用をおすすめします。（ P.347）

接続する電気製品について

使用する電気製品に付属の取り扱い
説明書や、製品に記載されている注
意事項を必ずお守りください。

電源プラグや電気製品が故障してい
るときは使用しないでください。

特に外気温が低いときや高いときは、
故障や作動不良になる可能性があり
ます。

水平設置が必要な電気製品は、正常
に作動しない可能性があります。

防水仕様の電気製品を除き、雨や水
のかかる場所、湿気の多い場所では
使用しないでください。

水没や浸水した、またそのおそれの
ある電気製品は使用しないでくださ
い。

車両の状態によっては、一時的に給
電機能が停止することがあるため、
医療機器は使用しないでください。

注意
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、正常に作動し
なかったり、車両や電気製品が損傷し
たりするおそれがあります。

ショートや故障を防ぐために

車内のトリムの近くやシートの上な
どで、トースターなどの熱気を出す
電気製品を使用しないでください。
熱により溶損や焼損のおそれがあり
ます。

熱などに弱い電気製品を車内で使用
しないでください。
炎天下での駐車時の熱などにより、
電気製品が故障するおそれがありま
す。

コンセントと電源周波数が異なる電
気製品を使用しないでください。誤
作動や故障などの原因になるおそれ
があります。特に、電子レンジは使
用中に発熱するおそれがあります。

コンセントを使用しないときは、フ
タを閉めてください。
コンセントに異物が入ったり、飲料
水などがかかったりすると、故障し
たり、ショートしたりするおそれが
あります。
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注意
コンセントに、二股などの分岐用コ
ンセントを複数接続しないでくださ
い。コードが発熱する可能性があり
ます。異常な発熱を感じたらただち
に使用を中止してください。

コードリールを使う場合、コードが
発熱する可能性がありますので、
コードはリールからすべて引き出し
てご使用ください。

電源コードやコンセントに異常な発
熱を感じたら直ちに使用を中止して
ください。

特に外気温が高いとき

炎天下に放置した直後など、車内が高
温になっている場合は、車両を日陰な
どへ移動したり、エアコンを使用する
などして車内温度を下げ、しばらくし
てから、パワースイッチをOFF にし、
はじめから操作をやり直してください。

特に外気温が低いとき

特に外気温が低いときは、駆動用電池
を保護するためコンセントを使用でき
ないことがあります。その場合は、エ
アコンを使用し駆動用電池をあたため
てから使用してください。

電気製品の電源プラグをコンセント
に接続するとき

電源プラグをコンセントに接続する前
に、電気製品の電源がOFF になってい
ることを確認してください。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

パワースイッチ（ P.184）

AC100V スイッチ

アース端子

コンセント

給電作業は、次の内容をよくお読

みいただいた上で、正しい手順に
沿って行ってください。
パーキングブレーキがかかって
いること
シフトレバーがP の位置にある
こと
パワースイッチがOFF になって
いること
システム作動中はエンジンが作
動するおそれがあるので、車庫
内等、換気の悪い場所を避け、
換気のよい場所に駐車すること
地面が固く平らな場所に駐車す
ること

輪止めの使用をおすすめします。輪止め
はトヨタ販売店で購入することができま
す。

給電中はオートアラームを設定
することができません。盗難を
防ぐために、車内やラゲージ
ルーム内に貴重品などを放置し
ないこと
ボンネットが閉まっていること

1 ブレーキペダルを踏まずに、パ
ワースイッチをONにする
（ P.187）

ブレーキペダルを踏んだまま、パワース
イッチを押し、READY インジケーター
が点灯した場合、非常時給電システムは

非常時給電システム★

災害などによる非常時に電力が
必要なとき、車両の走行機能を
停止した状態で、AC100V で
消費電力の合計が 1500W 以下
の電気製品を使用することがで
きるシステムです。

システムの構成部品

給電作業をする前に

A

B

C

D

非常時給電システムを起動する
とき
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使用できません。

2 READY インジケーターが点灯
していないことを確認し、
AC100V スイッチを3回連続
で押す

AC100V スイッチ上の作動表示灯が点
灯し、マルチインフォメーションディス
プレイに非常時給電モードの表示がされ
起動が完了します。

AC100V スイッチを押す間隔が 1秒以
上あいた場合、マルチインフォメーショ
ンディスプレイの表示がされないときが
あります。この場合は、はじめから操作
をやり直してください。

AC100V スイッチを4回以上連続で押
した場合、非常時給電システム起動直後、
停止することがあります。この場合は、
はじめから操作をやり直してください。

フタを開けて電気製品の電源プラ

グをコンセントの奥までしっかり
挿し込む
コンセントはラゲージルーム内にありま
す。

アース線のある電気製品を使用するとき
は、アース線をアース端子に接続してく
ださい。また、接地極付きプラグのある
電気製品を使用するときは、市販の変換
アダプターを使用してアース線をアース
端子に接続してください。

電気製品が接続されていることがわかる
ように窓からコードを出すことをおすす
めします。その場合は、図で示すように
接続されたコードにたるみをもたせ、異
常な張りが発生しないようにしてくださ
い。

窓ガラスを上昇させるときはパワーウィ
ンドウスイッチで自動全閉を行わずに上
昇させ、コードを窓枠とガラスで挟み込
まないようにすき間を確保してください。
（ P.172）

次の手順をお守りください。
1 使用している電気製品の電源を
OFF にする

電気製品の電源プラグを接続す
るとき

非常時給電システムを停止する
とき
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2 AC100V スイッチを押して
OFFにする

3 コンセントから電源プラグを取
りはずす

4 コンセントのフタを閉める
5 パワースイッチをOFF にする

知識
アイドリングストップ条例について

駆動用電池の残量減少などにより、自動
でエンジンが始動し、充電を行います。
一部の自治体では、駐車または停車中に
エンジンを始動した場合、条例にふれる
可能性があります。非常時給電システム
の使用については関係する自治体に確認
した上で、適切に使用してください。

非常時給電システムについて

AC100Vで消費電力の合計が1500W
以下の電気製品を使用してください。
規定容量をこえる電気製品を使用する
と、保護機能が働き、給電機能が停止
することがあります。

コンセントの使用中、使用する電気製
品によっては、大きな電流が流れ、瞬
間電力が 1500Wをこえるときがあり
ます。この場合、保護機能が働き、給
電機能が停止することがあります。

消費電力が大きな電気製品（ホットプ
レートなど）の中には、コンセントを
単独で使うことを必須としているもの
があります。その場合、ほかの電気製
品と併用しないでください。

複数の電気製品に給電する場合、電気
製品によっては正常に作動しない可能
性があります。その場合は、単独で電
気製品を使用してください。

コンセントの使用中、使用する電気製
品によっては、テレビやラジオに雑音
が入ることがあります。

コンセントを使用中、リヤシート付近

から冷却用ファンの音がすることがあ
りますが、異常ではありません。

長時間給電直後には、動力性能や燃費
などが一時的に悪化することがありま
すが、異常ではありません。

正しく作動しないおそれがある電気製
品

次のような AC100Vの電気製品は、消
費電力の合計が 1500W以下でも正常に
作動しないおそれがあります。

起動時の電力が大きい電気製品

取り扱い説明書などに記載されている
消費電力よりも大きな供給電力を必要
とする電気製品

精密なデータ処理をする計測機器

きわめて安定した電力供給を必要とす
る電気製品

タイマー設定する機器など、コンセン
トの出力が連続して必要な電気製品

非常時給電システムが使用できないと
き

給電機能が使用できないとき

AC100V スイッチを押しても作動表示
灯が点灯しない場合、保護機能が働いて
いることが考えられます。
この場合、まず次の処置を行ってくださ
い。
･ 電気製品の電源プラグを抜き、消費電
力の合計が 1500W以下になっている
かを確認し、パワースイッチをOFF に
し、はじめから操作をやり直してくだ
さい。

･ 電気製品の電源プラグを抜き、製品自
体が故障していないかを確認して、パ
ワースイッチをOFF にし、はじめから
操作をやり直してください。

マルチインフォメーションディスプレ
イに非常時給電モードの表示がされて
いない場合、まず次の処置を行ってく
ださい。
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･ 駆動用電池の残量を確認してください
（ P.99）。残量が少ない場合は、駆動
用電池の残量を回復させ、パワース
イッチをOFF にし、はじめから操作を
やり直してください。

･ 車内が高温になると、給電システムを
保護するため給電機能が停止すること
があります。その場合は、車両を日陰
などへ移動したり、エアコンを使用す
るなどして車内温度を下げながら使用
してください。

･ 炎天下に放置した直後など、車内が高
温になっている場合は、車両を日陰な
どへ移動したり、エアコンを使用する
などして車内温度を下げ、しばらくし
てからパワースイッチをOFF にし、は
じめから操作をやり直してください。

･ 特に外気温が低いときは、駆動用電池
を保護するため給電機能が使用できな
いことがあります。その場合は、エア
コンを使用し駆動用電池をあたためて
から使用してください。

マルチインフォメーションディスプレ
イに下記のメッセージが表示されたと
き

･「燃料の残量低下により給電停止しまし
た」
燃料が少なくなったため、非常時給電
モードを停止しました。燃料を給油後、
再度非常時給電モードを起動すること
が可能になります。ガソリンスタンド
で給油することをおすすめします。

･「シフトポジション切りかえにより給電
停止しました」
シフトレバーが P から切りかわったた
め、非常時給電モードを停止しました。
パワースイッチをOFFにし、はじめか
ら操作をやり直してください。

以上の処置を行っても非常時給電システ
ムが使用できない場合は、トヨタ販売店
で点検を受けてください。

非常時給電システムの使用中

スマートエントリー＆スタートシステ

ムでドアを施錠・解錠することはでき
ません。

電子キーでドアの施錠・解錠をするこ
とはできません。メカニカルキーのみ
でドアの施錠・解錠ができます。
（ P.425）

ドアの開閉などにより、ブザーが鳴っ
たり、マルチインフォメーションディ
スプレイに「キーが見つかりません 
キーの所在を確認してください」と表
示されたりすることがあります。電子
キーを携帯していることを確認してく
ださい。

給電中に周囲が暗くなると、自動で
ヘッドランプなどが点灯します。ラン
プを消灯したいときは、P.200を参照
してください。

電源周波数について

工場出荷時、車両側の電源周波数は、
50Hz に設定されています。
コンセントと電源周波数が異なる電気製
品を使用しないでください。誤作動や故
障などの原因になるおそれがあります。
電気製品によっては、電源周波数の切り
かえ（50／ 60Hz）機能があるので、
車両と電気製品の電源周波数を同じにし
てください。
車両側の電源周波数切りかえが必要な場
合は、トヨタ販売店にご相談ください。
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警告
安全にお使いいただくために

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、思わぬ事故の
原因となり、重大な傷害におよぶか、
最悪の場合死亡につながるおそれがあ
ります。

コンセントは、照明器具などの電気
製品と直接接続して使用するもので
あり、家屋などへ電気を供給する発
電機として使用しないでください。
また、家屋などに設置されている非
常時の給電システム（外部電源と接
続ができる専用設備、外部電源から
の供給回路が電力会社からの電気配
線と分離されている設備など）に使
用する場合は、当該システムの製造
業者または販売業者にご相談くださ
い。

非常時給電システムの使用中はパー
キングブレーキをしっかりとかけて、
シフトレバーをPから切りかえない
でください。

非常時給電システムの使用中は車両
から離れないでください。また、給
油や洗車は行わないでください。

非常時給電システムの使用中は、お
子さまや介護を必要とする方、ペッ
トを車内に残さないでください。エ
アコンを使用していても、システム
の自動停止等により室内が高温、ま
たは低温になる場合があり、熱中
症・脱水症状・低体温症になるおそ
れがあります。

車外に電源コードを引いて使用する
場合は、雨水の浸入などに注意して
ください。コンセントに雨水が付着
した場合は、乾燥させてから使用し
てください。電源コードをドアなど
に挟まないように注意してください。

落雷の可能性がある天候のときは給
電を行わないでください。給電中、
雷に気付いたときは給電を停止して
ください。

故障した電気製品を使用しないでく
ださい。コンセントが使用できなく
なるおそれがあります。

ぬれた手で電気製品の電源プラグを
抜き挿ししたり、ピンなどをコンセ
ントに挿したりしないでください。
また、コンセントに雨水・飲料水・
雪などが付着した場合は乾燥させて
から使用してください。

アース線のある電気製品を使用する
ときは、アース線をアース端子に接
続してください。また、接地極付き
プラグのある電気製品を使用すると
きは、市販の変換アダプターを使用
してアース線をアース端子に接続し
てください。

コンセントへは電源プラグ本体を
持って抜き挿しをしてください。
プラグの刃にふれないようにしてく
ださい。また、コードを引っ張って
電源プラグを抜くと、電源プラグや
コードが損傷するおそれがあります。

電源プラグはコンセントにいっぱい
まで確実に挿し込んでください。
電源プラグが半挿しの状態にならな
いようにしてください。また、電源
プラグに荷重がかからないようにし
てください。

コンセントの改造・分解・修理など
はしないでください。修理について
はトヨタ販売店にご相談ください。

お子さまにコンセントをさわらせな
いでください。



352 5-4. その他の室内装備の使い方

警告
コンセントにほこりやゴミが付着し
ないようにしてください。また、定
期的にコンセントを掃除してくださ
い。

電気製品の電源プラグをコンセント
に挿し込んでもゆるいときは、コン
セントを交換してください。交換に
ついてはトヨタ販売店にご相談くだ
さい。

ボンネットが閉まっていることを確
認してください。状況によっては、
エンジンが自動で始動するため排気
管付近に近付いたり、荷物を置いた
りしないでください。また、エンジ
ンルーム内に顔や手を近付けないで
ください。ラジエーター冷却用の
ファンが急にまわりだすことがあり
ます。ファンの回転部分にふれたり、
近付いたりすると、手や着衣（特に
ネクタイ・スカーフ・マフラーなど）
が巻き込まれるおそれがあります。

燃えやすいものの近くで停車しない
でください。
過熱した排気管で発火するおそれが
あります。

車庫内など換気が悪い場所や囲まれ
た場所（雪が積もった場所）などで
は、酸素欠乏や排気ガスの充満、滞
留を防ぐため、給排気を可能とする
関連装置などを適切に設置して、使
用してください。

給排気設備のない車庫内など換気が
悪い場所や給排気設備のない囲まれ
た場所（雪が積もった場所）などで
は、酸素欠乏のおそれや排気ガスが
充満したり、滞留したりするおそれ
があるため、使用しないでください。
（ P.34）

車両をカーカバーなどで覆った状態
で使用しないでください。

暖房器具などの電気製品を使用して
車中に泊まる際は、十分注意してく
ださい。
給電システムの自動停止などにより、
電気製品が意図せず停止するおそれ
があります。

車外に電源コードを引き出して使用
する場合は、誤って車両を発進させ
ないようにご注意ください。

傾いた場所や坂道などに停めて使用
しないでください。
使用中に車両を移動させたり、傾け
たりしないでください。

接続する電気製品について

使用する電気製品に付属の取り扱い
説明書や、製品に記載されている注
意事項を必ずお守りください。

電源プラグや電気製品が故障してい
るときは使用しないでください。

特に外気温が低いときや高いときは、
故障や作動不良になる可能性があり
ます。

水平設置が必要な電気製品は、正常
に作動しない可能性があります。

防水仕様の電気製品を除き、雨や水
のかかる場所、湿気の多い場所では
使用しないでください。

水没や浸水した、またそのおそれの
ある電気製品は使用しないでくださ
い。

車両の状態によっては、一時的に給
電機能が停止することがあるため、
医療機器は使用しないでください。

注意
次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、正常に作動し
なかったり、車両や電気製品が損傷し
たりするおそれがあります。
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注意
ショートや故障を防ぐために

車内のトリムの近くやシートの上な
どで、トースターなどの熱気を出す
電気製品を使用しないでください。
熱により溶損や焼損のおそれがあり
ます。

熱などに弱い電気製品を車内で使用
しないでください。
炎天下での駐車時の熱などにより、
電気製品が故障したりするおそれが
あります。

コンセントと電源周波数が異なる電
気製品を使用しないでください。誤
作動や故障などの原因になるおそれ
があります。特に、電子レンジは使
用中に発熱するおそれがあります。

コンセントを使用しないときは、フ
タを閉めてください。
コンセントに異物が入ったり、飲料
水などがかかったりすると、故障や、
ショートのおそれがあります。

コンセントに、二股などの分岐用コ
ンセントを複数接続しないでくださ
い。コードが発熱する可能性があり
ます。異常な発熱を感じたらただち
に使用を中止してください。

コードリールを使う場合、コードが
発熱する可能性がありますので、
コードはリールからすべて引き出し
てご使用ください。

電源コードやコンセントに異常な発
熱を感じたら、ただちに使用を中止
してください。

非常時給電システムの使用中

長時間給電をするときは、エンジン始
動中に排気管から水が出ることがあり
ますが、異常ではありません。

特に外気温が高いとき

炎天下に放置した直後など、車内が
高温になっている場合は、車両を日
陰などへ移動したり、エアコンを使
用するなどして車内温度を下げ、し
ばらくしてから、パワースイッチを
OFF にし、はじめから操作をやり直
してください。

給電システムを保護するため給電機
能が停止することがあります。その
場合は車両を日陰などへ移動したり、
エアコンを使用するなどして車内温
度を下げながら使用してください。

特に外気温が低いとき

駆動用電池を保護するため、給電機
能が使用できないことがあります。
その場合は、エアコンを使用し駆動
用電池をあたためてから使用してく
ださい。

排気管の中にある水が凍り、エンジ
ンが始動しにくくなったり、排気管
からにおいを発生する場合がありま
す。その場合は、いったん給電作業
を中断して15分から30分ほど走
行してください。
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注意
電気製品の電源プラグをコンセント
に接続するとき

電源プラグをコンセントに接続する前
に、電気製品の電源がOFF になってい
ることを確認してください。

非常時給電システムを使用したあと、
走行させるとき

非常時給電モードを停止してからハイ
ブリッドシステムを始動してください。



6
355

6

お
手
入
れ
の
し
か
た

お手入れのしかた

6-1. お手入れのしかた
外装の手入れ.............................356

内装の手入れ.............................359

6-2. 簡単な点検・部品交換
ボンネット.................................362

ガレージジャッキ .....................364

ウォッシャー液の補充..............365

タイヤについて .........................366

タイヤ空気圧について..............368

エアコンフィルターの交換......369

駆動用電池冷却用吸入口／フィル
ターの清掃 ..............................371

ワイパーゴムの交換..................374

電子キーの電池交換..................377

ヒューズの点検 •交換..............379

外装のランプの交換..................382



356 6-1. お手入れのしかた

6-1. お手入れのしかた

水を十分かけながら、車体・足
まわり・下まわりの順番に上か
ら下へ汚れを洗い落とす
車体はスポンジやセーム皮のよ
うなやわらかいもので洗う
汚れがひどいときはカーシャン
プーを使用し、水で十分洗い流
す
水をふき取る
水のはじきが悪くなったときは、
ワックスがけを行う

ボデーの表面の汚れを落としても水が玉
状にならないときは、車体の温度が冷え
ているときにワックスをかける。（およそ
体温以下を目安としてください）

なお、ボデーコート・ホイール
コート・ガラスコートなど、
トヨタケミカル商品を施工された
場合は、お手入れ方法が異なりま
す。詳しくはトヨタ販売店にお問
い合わせください。

知識
セルフリストアリングコート★について

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

お車のボデーには、洗車などによる小さ
なすり傷を自然に復元する、傷付きにく
い塗装を使用しています。

新車時から 5 ～ 8 年のあいだ、効果が

持続します。

傷が復元するまでの時間は、傷の深さ
や周囲の温度により変化します。
なお、お湯をかけて塗装を温めると、
復元するまでの時間が短くなる場合が
あります。

鍵や硬貨などによる深い傷は復元でき
ません。

成分にコンパウンド（磨き粉）が含ま
れるワックス類は使用しないでくださ
い。

自動洗車機を使うとき

お車を洗う前に：
･ ドアミラーを格納する
･ パワーバックドア★を停止する

走行前は必ずドアミラーを復帰状態にも
どしてください。

ブラシで車体などに傷が付き、塗装を
損なうことがあります。

洗車機によっては、リヤスポイラーが
引っかかり洗車できない場合や傷付い
たり、破損したりするおそれがありま
す。

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

高圧洗浄機を使うとき

室内に水が入るおそれがあるため、ノズ
ルの先端をドアやガラスの開閉部に近付
けすぎたり、同じ場所に連続してあてた
りしないでください。

スマートエントリー＆スタートシステ
ムについて

電子キーを携帯して洗車などで水をドア
ハンドルにかけた場合、施錠／解錠動作
をくり返すことがあります。その場合は
次のような処置をして、洗車などをして
ください。

電子キーを車両から 2m 以上離れた場
所に保管する（電子キーの盗難に注意

外装の手入れ

お手入れは、部位や素材にあっ
た適切な方法で実施してくださ
い。

手入れの作業要領
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してください）

電子キーを節電モードに設定し、ス
マートエントリー＆スタートシステム
の作動を停止する（ P.128）

ホイール・ホイールキャップについて

中性洗剤を使用し、早めに汚れを落と
してください。

洗剤を使用したあとは放置せずに水で
十分洗い流してください。

塗装の損傷を防ぐため、次のことを必
ずお守りください。

･ 酸性・アルカリ性および研磨剤の入っ
た洗剤を使用しない

･ 硬いブラシを使用しない
･ 夏場の走行後や駐車後でホイールが熱
いときは、洗剤を使用しない

ブレーキパッドやディスクローターに
ついて

水にぬれた状態のまま駐車しておくと、
錆びて貼り付くことがあります。洗車後
は低速で走行し、ブレーキを数回かけて
乾燥させてから駐車してください。

バンパーについて

研磨剤入りの洗剤でこすらないようにし
てください。

フロントドアガラスの撥水コーティン
グ★について

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

撥水効果を長持ちさせるため、次のこと
に注意してください。

フロントドアガラス表面の泥などの汚
れを落とす

汚れは早めにやわらかい湿った布など
で清掃する

コンパウンド（磨き粉）が入ったガラ
スクリーナーやワックスを使用しない

金属製の道具で霜取りをしない

メッキ部品のお手入れについて

メッキ部品の汚れが落ちにくい場合は、
次の方法でお手入れをしてください。

中性洗剤を水で約5％に薄めてやわらか
い布に含ませふき取る

乾いたやわらかい布で表面の水分をふ
き取る

油分を含んだ汚れはアルコール系
ウェットティッシュなどで油を浮かせ
てからふき取る

警告
洗車をするときは

エンジンルーム内に水をかけないでく
ださい。
電気部品などに水がかかると、車両火
災につながるおそれがあり危険です。

フロントウインドウガラスを清掃す
るときは（雨滴感知式ワイパー装着
車）

ワイパースイッチをOFF にしてくださ
い。

AUTO モードになっていると、次のよ
うなときにワイパーが不意に作動し、
指などを挟み重大な傷害を受けたり、
ワイパーブレードなどを損傷するおそ
れがあります。

OFF

AUTO

雨滴センサー上部のフロントウイン
ドウガラスに手でふれたとき

A

B
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警告
水分を含んだ布などを雨滴センサー
に近付けたとき

フロントウインドウガラスに衝撃を
与えたとき

車内から雨滴センサー本体にふれる
などして衝撃を与えたとき

排気管について

排気管は排気ガスにより高温になりま
す。洗車などでふれる場合は、十分に
排気管が冷めてからにしてください。
やけどをするおそれがあります。

ブラインドスポットモニター★につ
いて

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

リヤバンパーの塗装に傷が付くと、シ
ステムが正常に作動しなくなるおそれ
があります。トヨタ販売店にご相談く
ださい。

注意
塗装の劣化や車体・部品（ホイール
など）の腐食を防ぐために

次のような場合は、ただちに洗車し
てください。

･ 海岸地帯を走行したあと

･ 凍結防止剤を散布した道路を走行し
たあと

･ コールタール・花粉・樹液・鳥のふ
ん・虫の死がいなどが付着したとき

･ ばい煙・油煙・粉じん・鉄粉・化学
物質などの降下が多い場所を走行し
たあと

･ ほこり・泥などで激しく汚れたとき

･ 塗装にベンジンやガソリンなどの有
機溶剤が付着したとき

塗装に傷が付いた場合は、早めに補
修してください。

ホイール保管時は、腐食を防ぐため
に汚れを落とし、湿気の少ない場所
へ保管してください。

ランプの清掃

注意して洗ってください。有機溶剤
や硬いブラシは使用しないでくださ
い。
ランプを損傷させるおそれがありま
す。

ランプにワックスがけを行わないで
ください。
レンズを損傷するおそれがあります。

フロントグリルの清掃

次のことをお守りください。お守りい
ただかないと、フロントグリルの表面
を損傷するおそれがあります。

硬いブラシは使用せず、やわらかい
もので洗ってください。

汚れを落とすときは中性洗剤を使用
し、ワックスなどの油脂類・ガラス
クリーナーなどのアルコール類は使
用しないでください。

洗車後は、洗剤が残らないように水
をかけて洗い流してください。

高圧洗浄機を使用するときは

洗車時に高圧洗浄機でカメラやカメ
ラ周辺に直接水をあてないでくださ
い。

高い水圧により衝撃が加わり、装置が
正常に作動しなくなるおそれがありま
す。

エンブレム裏に搭載されているレー
ダーに直接水をかけないでください。
部品故障の原因になるおそれがあり
ます。
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掃除機などでほこりを取り除き、
水またはぬるま湯を含ませた布
でふき取る
汚れが落ちない場合は、中性洗
剤を水で約1 % にうすめてや
わらかい布に含ませふき取る
水を浸した布を固くしぼり、表
面に残った洗剤・水分をふき取
る

知識
カーペットの洗浄について

カーペットは常に乾いた状態を保つこと
をおすすめします。洗浄には、市販の泡
タイプクリーナーがご利用になれます。

スポンジまたはブラシを使用して泡を
カーペットに広げ、円を描くように塗り
込んでください。直接水をかけたりせず、
ふき取ってから乾燥させてください。

シートベルトの取り扱いについて

刺激の少ない洗剤とぬるま湯で、布やス
ポンジを使って洗ってください。シート
ベルトのすり切れ・ほつれ・傷などを定
期的に点検してください。

スーパーUV カットガラス★について
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

ドアガラスが汚れているときは、早め
に水またはぬるま湯を含ませた布で軽
くふいて清掃してください。

注意
ノズルの先端を、下記部品の結合部
やブーツ類（ゴムまたは樹脂製のカ
バー）、コネクタ類に近づけすぎない
でください。

高い水圧がかかることにより、部品が
損傷するおそれがあります。

･ 駆動系部品

･ ステアリング部品

･ サスペンション部品

･ ブレーキ部品

モール、バンパーなど樹脂部分は変
形、損傷するおそれがあるため、洗
浄ノズルと車体との距離を30cm 以
上離してください。また、同じ場所
へ連続して水をあてないでください。

フロントウインドウガラス下部へ連
続して水をあてないでください。エ
アコンの空気取り入れ口があり、エ
アコンが正常に作動しなくなるおそ
れがあります。

高圧洗浄機で車両の下まわりを洗浄
しないでください。

内装の手入れ

お手入れは、部位や素材に合っ
た適切な方法で実施してくださ
い。

車内の手入れをするには
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ドアガラスの汚れがひどいときは、ド
アガラスの開閉をくり返さないでくだ
さい。

警告
車両への水の浸入

床・ラゲージルーム内・駆動用電池
冷却用吸入口など、車内に水をかけ
たり液体をこぼしたりしないでくだ
さい。（ P.58）駆動用電池や電気
部品などに水がかかると、故障や車
両火災につながるおそれがあり危険
です。

SRS エアバッグの構成部品や配線を
ぬらさないでください。（ P.28）
電気の不具合により、エアバッグが
作動したり、正常に機能しなくなり、
重大な傷害におよぶか、最悪の場合
死亡につながるおそれがあります。

おくだけ充電（ワイヤレス充電器）★

（ P.335）をぬらさないでくださ
い。
発熱によるやけど、または感電によ
り重大な傷害におよぶか、最悪の場
合死亡につながるおそれがあります。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

内装の手入れをするときは（特にイ
ンストルメントパネル）

艶出しワックスや艶出しクリーナーを
使用しないでください。インストルメ
ントパネルがフロントウインドウガラ
スへ映り込み、運転者の視界をさまた
げ思わぬ事故につながり、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につなが
るおそれがあります。

注意
清掃するとき使用する溶剤について

変色・しみ・塗装はがれの原因にな
るため、次の溶剤は使用しないでく
ださい。

･ シート以外の部分：ベンジン・ガソ
リンなどの有機溶剤や酸性またはア
ルカリ性の溶剤・染色剤・漂白剤

･ シート部分：シンナー・ベンジン・
アルコール・その他のアルカリ性や
酸性の溶剤

艶出しワックスや艶出しクリーナー
を使用しないでください。インスト
ルメントパネルやその他内装の塗装
のはがれ・溶解・変形の原因になる
おそれがあります。

床に水がかかると

水で洗わないでください。
オーディオやフロアカーペット下にあ
る電気部品に水がかかると、車の故障
の原因になったり、ボデーが錆びるお
それがあります。

フロントウインドウガラスの内側を
掃除するときは

前方カメラのレンズに、ガラスクリー
ナーが付着しないようにしてください。
また、レンズにはふれないでください。
（ P.219）

リヤウインドウガラスの内側を掃除
するときは

熱線やアンテナを損傷するおそれが
あるため、ガラスクリーナーなどを
使わず、熱線やアンテナにそって水
またはぬるま湯を含ませた布で軽く
ふいてください。

熱線やアンテナを引っかいたり、損
傷させないように気を付けてくださ
い。
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★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

水で湿らせたやわらかい布また
は合成セーム皮で汚れをふき取
る
乾いたやわらかい布で表面に
残った水分を完全にふき取る

知識
サテン仕上げ金属コーティング部分の
お手入れについて

表面に本物の金属層を使用していますの
で、普段のお手入れが大切です。汚れた
まま長い間放置すると、汚れが落ちにく
くなります。

掃除機などでほこりや砂を取り
除く
うすめた洗剤をやわらかい布に
含ませ、汚れをふき取る

ウール用の中性洗剤を水で約 5 % にう
すめて使用してください。

水を浸した布を固くしぼり、表

面に残った洗剤をふき取る
乾いたやわらかい布で表面の水
分をふき取り、風通しのよい日
陰で乾燥させる

知識
本革部分のお手入れの目安

品質を長く保つため、年に 2回程度の定
期的なお手入れをおすすめします。

掃除機などでほこりを取り除く
中性洗剤を水で約1%にうすめ
てやわらかい布に含ませふき取
る
水を浸した布を固くしぼり、表
面に残った洗剤・水分をふき取
る

注意
スーパーUV カットガラス★を清掃
するときは

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ドアガラスを清掃するときは、コンパ
ウンドまたは研磨剤入り用品（ガラス
クリーナー・洗剤・ワックスなど）を
使用しないでください。コーティング
を損傷させるおそれがあります。

サテン仕上げ金属コーティング★
部分の手入れをするには

本革部分の手入れをするには

注意
革の傷みを避けるために

皮革の表面の劣化や損傷を避けるため
に次のことをお守りください。

革に付着したほこりや砂はすぐに取
り除く

直射日光に長時間さらさないように
する
特に夏場は日陰で車を保管する

ビニール製・プラスチック製・ワッ
クス含有のものは、車内が高温にな
ると革に張り付くおそれがあるため、
革張りの上に置かない

合成皮革部分の手入れをするに
は
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1 ボンネット解除レバーを引く
ボンネットが少し浮き上がります。

2 レバーを引いてボンネットを開
ける

3 ボンネットステーをステー穴に
挿し込む

知識
補機バッテリーについて

この車両の補機バッテリーはラゲージ
ルーム（運転席側）のラゲージサイド
トレイ内にあり、エンジンルームには
搭載されていません。

補機バッテリーがあがってしまったと
きは、エンジンルーム内にある救援用
端子を使用して、処置を行います。
（ P.427）

ボンネット

ボンネットを開けるには

警告
走行前の確認

ボンネットがしっかりロックされてい
ることを確認してください。
ロックせずに走行すると、走行中にボ
ンネットが突然開いて、重大な傷害に
およぶか、最悪の場合死亡につながる
おそれがあります。

修理・車検・整備点検をする場合は

整備モードに切りかえる必要がありま
すので、必ずトヨタ販売店にご相談く
ださい。高電圧システムを使用してい
るため、取り扱いを誤ると、重大な傷
害におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。
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警告
けがを防ぐために

走行後のエンジンルーム内は高温に
なっています。熱くなった部品にさわ
るとやけどなどの重大な傷害を受ける
おそれがあります。

エンジンルーム点検後の確認

エンジンルーム内に工具や布を置き忘
れていないことを確認してください。
点検や清掃に使用した工具や布などを
エンジンルーム内に置き忘れていると、
故障の原因になったり、また、エンジ
ンルーム内は高温になるため車両火災
につながるおそれがあり危険です。

ボンネットを閉めるときは

ボンネットを閉めるときは、手などを
挟まないように注意してください。
重大な傷害を受けるおそれがあり危険
です。

ボンネットステーをステー穴に挿し
込んだあとは

ボンネットが頭や体の上に落ちてこな
いように、正しく挿し込まれているか
確認してください。

補機バッテリーの取り扱いについて

P.362

注意
ボンネットへの損傷を防ぐために

ボンネットを閉めるときは、体重をか
けるなどして強く押さないでください。
ボンネットがへこむおそれがあります。

ボンネットを閉めるときは

ボンネットステーをステー穴から取り
はずし、クリップに正しくもどしてく
ださい。
ステーを正しくもどさない状態でボン
ネットを閉めると、ボンネットやス
テーが損傷するおそれがあります。
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フロント側

リヤ側ガレージジャッキ

ガレージジャッキを使用すると
きは、ガレージジャッキに付属
の取り扱い説明書に従って、安
全に作業してください。
ガレージジャッキを使用して車
両を持ち上げるときは、正しい
位置にガレージジャッキをセッ
トしてください。
正しい位置にセットしないと、
車両が損傷したり、けがをした
りするおそれがあります。

ジャッキポイントの位置を確認す
る
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液面が LOWの位置まで低下した
ら、ウォッシャー液を補充してく
ださい。

知識
ゲージの使い方

ウォッシャー液の膜が張っているゲージ
の穴部の位置を確認して、ウォッシャー
液の残量を判断します。

残量がゲージの先端から 2つめの穴部よ
り下まわった（LOWの位置まで低下し
た）ら、ウォッシャー液を補充してくだ
さい。

現在の液量

ウォッシャー液の補充

補充するには

A

警告
ウォッシャー液を補充するとき

ハイブリッドシステムが熱いときやハ
イブリッドシステムが作動していると
きは、ウォッシャー液を補充しないで
ください。
ウォッシャー液にはアルコール成分が
含まれているため、ハイブリッドシス
テムなどにかかると出火するおそれが
あり危険です。

注意
ウォッシャー液について

ウォッシャー液のかわりに、せっけん
水やエンジン不凍液などを入れないで
ください。塗装にしみが付くことや、
ポンプが故障してウォッシャー液が出
なくなるおそれがあります。

ウォッシャー液のうすめ方

必要に応じて水でうすめてください。
水とウォッシャー液の割合は、ウォッ
シャー液の容器に表示してある凍結温
度を参考にしてください。
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タイヤは次の項目を点検してくだ
さい。
点検方法は別冊「メンテナンス
ノート」を参照してください。
タイヤ空気圧

空気圧の点検は、タイヤが冷えていると
きに行ってください。

タイヤの亀裂・損傷の有無
タイヤの溝の深さ
タイヤの異常摩耗（極端にタイ
ヤの片側のみが摩耗していたり、
摩耗程度が他のタイヤと著しく
異なるなど）の有無

知識
タイヤ空気圧について

タイヤの指定空気圧は、運転席側のタイ
ヤ空気圧ラベルで確認することができま
す。

前輪：230kPa（2.3kg/cm2）※

後輪：230kPa（2.3kg/cm2）※

応急用★：420kPa（4.2kg/cm2）※

※タイヤが冷えているときの空気圧

★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

タイヤ関連の部品を交換するとき

タイヤ・ディスクホイール・ホイール取
り付けナットを交換するときは、トヨタ
販売店にご相談ください。

タイヤについて

タイヤの点検は、法律で義務付
けられています。日常点検とし
て必ずタイヤを点検してくださ
い。
タイヤの摩耗を均等にし寿命を
のばすために、タイヤローテー
ション（タイヤ位置交換）を
5,000kmごとに行ってくださ
い。

タイヤの点検項目
警告

点検・交換時について

必ず次のことをお守りください。
お守りいただかないと、駆動系部品の
損傷や不安定な操縦特性により、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。

タイヤはすべて同一メーカー・同一
銘柄・同一トレッドパターンで、摩
耗差のないタイヤを使用する

メーカー指定サイズ以外のタイヤや
ホイールを使用しない

ラジアルタイヤ・バイアスベルテッ
ドタイヤ・バイアスプライタイヤを
混在使用しない

サマータイヤ・オールシーズンタイ
ヤ（マッド＆スノータイヤ）・冬用タ
イヤ（スタッドレスタイヤ）を混在
使用しない

他の車両で使用していたタイヤを使
用しない
以前どのように使用されていたか不
明のタイヤは使用しない
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図で示すようにタイヤのローテー
ションを行います。
タイヤの摩耗状態を均一にし、寿命をの
ばすために、トヨタは定期点検ごとのタ
イヤローテーションをおすすめします。

前側

警告
異常があるタイヤの使用禁止

異常があるタイヤをそのまま装着して
いると、走行時にハンドルをとられた
り、異常な振動を感じることがありま
す。また、次のような事態になり、思
わぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

破裂などの修理できない損傷を与え
る

車両が横すべりする

車両の本来の性能（燃費・車両の安
定性・制動距離など）が発揮されな
い

異常があるホイールの使用禁止

亀裂や変形などがあるホイールは使用
しないでください。走行中にタイヤの
空気が抜けて、思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

タイヤ交換時の注意

ねじ部にオイルやグリースを塗らない
でください。ナット部を締めるときに
必要以上に締め付けられ、ボルトが破
損したり、ディスクホイールが損傷す
るおそれがあります。またナットがゆ
るみホイールが落下して、重大な事故
につながるおそれがあります。オイル
やグリースがねじ部に付いている場合
はふき取ってください。

注意
走行中に空気もれが起こったら

走行を続けないでください。
タイヤまたはホイールが損傷すること
があります。

悪路走行に対する注意

段差や凹凸のある路上を走行するとき
は注意してください。
タイヤの空気が抜けて、タイヤのクッ
ション作用が低下します。また、タイ
ヤ・ホイール・車体などの部品も損傷
するおそれがあります。

タイヤローテーションをするに
は

A
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知識
タイヤ空気圧が適正でない場合

適切に調整されていないタイヤ空気圧で
走行すると、次のようなことが起こる場
合があります。

燃費の悪化

乗り心地や操縦安定性の低下

摩耗によるタイヤ寿命の低下

安全性の低下

ひんぱんにタイヤ空気圧が低下する場合
は、トヨタ販売店でタイヤの点検を受け
てください。

タイヤ空気圧の点検のしかた

タイヤ空気圧の点検の際は、次のことを
お守りください。

タイヤが冷えているときに点検する

タイヤ空気圧ゲージを必ず使用する
タイヤの外観だけでは空気圧が適正か
どうか判断できません。

走行後はタイヤの発熱により空気圧が
高くなります。異常ではありませんの
で減圧しないでください。

荷物を積んだり、多人数で乗車すると
きは荷重を不均等にかけないようにす
る

タイヤ空気圧について

タイヤの空気圧を適正に維持す
るために、タイヤの空気圧点検
を月に1回以上実施してくださ
い。

警告
タイヤの性能を発揮するために

適正なタイヤ空気圧を維持してくださ
い。

タイヤ空気圧が適正に保たれていない
と、次のようなことが起こるおそれが
あり、重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

過度の摩耗

偏摩耗

操縦安定性の低下

タイヤの過熱による破裂

タイヤとホイールのあいだからの空
気もれ

ホイールの変形、タイヤの損傷

走行時にタイヤが損傷する可能性の
増大（路上障害物、道路のつなぎ目
や段差など）

注意
タイヤ空気圧の点検・調整をしたあ
とは

タイヤのバルブキャップを確実に取り
付けてください。

バルブキャップをはずしていると、ほ
こりや水分がバルブに入り空気がもれ、
タイヤの空気圧が低下するおそれがあ
ります。
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1 パワースイッチをOFF にする
2 グローブボックスを開き、ダン
パーステーのピンをはずす

3 グローブボックス側面を内側に
押して上部のツメを片側ずつは
ずし、グローブボックスを支え
ながらゆっくりと全開させる

4 グローブボックスがいっぱいま
で開いた状態から、少しだけ持

ち上げた位置で手前に引き、グ
ローブボックス下部の結合部を
はずす

軽く引いても結合部がはずれない場合は、
無理に引っ張らず、持ち上げる量を微調
整しながら手前に引いてください。

5 フィルターカバーのロックをは
ずし（ ）、ツメからフィル
ターカバーを抜き（ ）、フィ
ルターカバーを取りはずす

6 フィルターケースを取りはずす

エアコンフィルターの交換

エアコンを快適にお使いいただ
くために、エアコンフィルター
を定期的に交換してください。

交換するには

A

B
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7 フィルターケースからフィル
ターを取りはずし、新しいフィ
ルターと交換する

「 UP」マークの矢印が上を向くよう
に取り付けます。

8 取り付けるときは、取りはずし
たときと逆の手順で取り付ける

知識
エアコンフィルターの交換について

エアコンフィルターは次の時期を目安に
交換してください。
20000km[10000km※1] ごと、ただ
し 12ヶ月をこえないこと※2

※1大都市や寒冷地など、交通量や粉じん
の多い地区

※2芳香剤などの使用により脱臭寿命が著
しく低下する場合があります。エアコ
ンの臭いが気になりだしたらフィル
ターを交換してください。

エアコンの風量が減少したときは

フィルターの目詰まりが考えられますの
で、フィルターを交換してください。

注意
エアコンを使用するときの注意

フィルターを装着せずにエアコンを
使用すると、故障の原因になること
があります。必ずフィルターを装着
してください。

フィルターは、交換するタイプです。
水洗いやエアブローによる清掃はし
ないでください。

グローブボックスを取りはずすとき

必ず指定の手順（ P.369）に従って
取りはずしてください。正しい方法で
取りはずさないと、グローブボックス
下部の結合部が破損するおそれがあり
ます。

フィルターカバーの損傷を防ぐため
に

フィルターカバーを取りはずす際に
フィルターカバーのツメに無理な力が
加わらないように注意してください。
ツメが損傷すおそれがあります。
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掃除機などを使用して吸入口／
フィルターのほこりを取り除く
必ず吸引してほこりを取り除いてくださ
い。エアガンなどを使用すると、ほこり
が押し込まれてしまいます。（ P.373）

次の要領で吸入口カバーを取りは
ずして、フィルターを清掃してく
ださい。
1 パワースイッチをOFF にする

2 プラスドライバーを使用してク
リップを取りはずす

3 吸入口カバーを取りはずす
吸入口カバーを手前に引いて、図で示す
8ヶ所のツメを右端からはずし、吸入口
カバーを手前に引いて取りはずします。

4 フィルターを取りはずす
吸入口カバーのツメからフィルター中央
部（4ヶ所）をはずします。

吸入口カバーのツメ 部をはずしてか

ら 部をはずし、フィルターを取りは

駆動用電池冷却用吸入口／
フィルターの清掃

燃費性能の低下を防ぐために、
駆動用電池冷却用吸入口にほこ
りがたまっていたり、目づまり
したりしていないか、定期的に
点検してください。ほこりがた
まっているときやマルチイン
フォメーションディスプレイに
「駆動用電池の冷却部品のメンテ
ナンス必要 取扱書を確認」が表
示されたときは、次の要領で清
掃してください。

吸入口の清掃

ほこりを取り除ききれないとき
は

A

B
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ずします。

5 掃除機などでほこりを吸い込
み、フィルターを清掃する

フィルターの清掃と併せて、吸入口カ
バーにたまったほこりも掃除機などで清
掃してください。

6 吸入口カバーにフィルターを取
り付ける

フィルターを吸入口カバーのツメ 部

に取り付けてから 部を取り付けます。

フィルター中央部（4ヶ所）を吸入口カ
バーのツメに取り付けます。

フィルターがずれたり変形したりしてい
ないことを確認してください。

7 吸入口カバーを取り付ける
吸入口カバーの左端のツメを挿し込み、
図で示す 8ヶ所のツメを取り付けてくだ
さい。

8 クリップを取り付ける

知識
定期的な清掃が必要なとき

お車の仕様頻度が高い場合や、大都市や
寒冷地などの交通量や粉じんの多い地区
でお車を使用される場合は、25,000 

B

A
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km ごとを目安にフィルターを清掃してく
ださい。

吸入口の清掃について

吸入口／フィルターにほこりがたまる
などして目づまりした状態で走行し続
けると、駆動用電池の冷却に悪影響を
およぼします。駆動用電池の入出力に
制限がかかるなどすると、電気モー
ターでの走行距離が短くなり、燃費性
能の低下につながります。吸入口にほ
こりなどがたまらないよう、定期的に
点検・清掃をしてください。

誤った取り扱いをすると、吸入口のカ
バーまたはフィルターが損傷するおそ
れがあります。ご自身での清掃に不安
がある場合は、トヨタ販売店にご相談
ください。

マルチインフォメーションディスプレ
イに「駆動用電池の冷却部品のメンテ
ナンス必要 取扱書を確認」が表示され
たときは

吸入口カバーを取りはずして、フィル
ターを清掃してください。（ P.371）

清掃したあとは、ハイブリッドシステ
ムを始動してマルチインフォメーショ
ンディスプレイの警告メッセージが消
えたことを確認してください。始動後
に警告メッセージが再び表示され、表
示が消えるまでに 20分ほど走行が必
要な場合があります。しばらく走行し
ても消えないときは、トヨタ販売店で
点検を受けてください。

警告
吸入口の清掃をするときは

水や液体などで清掃しないでくださ
い。駆動用電池などに水がかかると、
故障や車両火災につながるおそれが
あり危険です。

清掃前に必ずパワースイッチをOFF 
にしてハイブリッドシステムを停止
してください。

吸入口カバーを取りはずすときは

吸入口のそばにサービスプラグがあり
ます。サービスプラグは絶対にさわら
ないでください。（ P.56）

注意
吸入口の清掃をするときは

必ず掃除機などで吸引してほこりを取
り除いてください。

エアガンなどを使用するとほこりが押
し込まれてしまい、駆動用電池の性能
が低下したり、故障の原因になったり
するおそれがあります。

車両の故障を防ぐために

吸入口カバーを取りはずしたときは、
吸入口に水や異物などが入らないよ
うに注意する

取りはずしたフィルターは損傷しな
いよう、慎重に取り扱う
フィルターが損傷した場合は、
トヨタ販売店で新しいフィルターに
交換してください。

清掃後は、必ずフィルターと吸入口
カバーをもとどおりに取り付ける

この車両用のフィルター以外のもの
を吸入口に取り付けたり、フィル
ターを取りはずした状態で車を使用
したりしない
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フロントワイパーブレードの脱
着

1 フック部 を持ってワイパー
アームを起こす

2 図のようにマイナスドライバー
を挿し込んで、ストッパーを起
こす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

3 ワイパーブレードをスライドさ
せ、ワイパーアームから取りは
ずす

注意
マルチインフォメーションディスプ
レイに「駆動用電池の冷却部品のメ
ンテナンス必要 取扱書を確認」が表
示されたときは

警告メッセージが表示されている状態
（駆動用電池に入出力の制限がかかった
状態）で走行を続けると、駆動用電池
の故障の原因になる場合があります。
警告メッセージが表示されたときは、
すみやかに清掃してください。

ワイパーゴムの交換

ワイパーゴムを交換する際は、
次の要領で作業を行ってくださ
い。

フロントワイパー

A
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取り付けるときは、取りはずしたときと
逆の手順で取り付けます。

ワイパーゴムの交換
1 ワイパーゴムを引っ張り、ワイ
パーブレードのツメをストッ
パーからはずし、そのまま引き
抜く

ストッパー

ツメ
2 引き抜いたワイパーゴムから金
属プレート2枚を取りはずし、
新しいワイパーゴムに付けかえ
る

金属プレートの切り欠きと反りの方向が、
もとどおりになっていることを確認して

ください。

3 ストッパーがない側を先にし
て、ワイパーゴムをワイパーブ
レードに挿入する

4 ワイパーブレードのツメで、ワ
イパーゴムのストッパーを確実
に固定する

1 “カチッ”と音がしてツメの
かみ合いがはずれる位置までワ
イパーブレードを起こし、ワイ
パーアームからワイパーブレー
ドを取りはずす

2 ワイパーブレードのストッパー
からワイパーゴムを引き出し、
そのまま引き抜く

ワイパーブレードのツメとツメの中央付
近を軽く握って押すとワイパーゴムが浮

A

B

リヤワイパー
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き上がり、引き抜きやすくなります。

3 引き抜いたワイパーゴムから金
属プレート2枚を取りはずし、
新しいワイパーゴムに付けかえ
る

4 ワイパーブレード中央部のツメ
を通してワイパーゴムを挿入
し、3つのツメに通したらス
トッパーからはみ出させ、残っ
た 1つのツメに通す

ワイパーゴムにウォッシャ液を少量塗布
すると、溝に入れやすくなります。

5 ワイパーブレードのツメがワイ
パーゴムの溝に入っているか確
認する

ワイパーゴムの溝にワイパーブレードの
ツメが入っていない場合は、ワイパーゴ
ムをつまみ、数回スライドすると溝に入
れることができます。

ワイパーゴムの中央部を軽く持ち上げる
と、スライドさせやすくなります。

6 ワイパーブレードを取り付ける
ときは、1と逆の手順で取り付
ける

ワイパーブレードを取り付けたあとは、
接続部が確実にロックされていることを
確認してください。

知識
ワイパーブレード・ワイパーゴムの取
り扱いについて

誤った取り扱いをすると、ワイパーブ
レード、またはワイパーゴムが損傷する
おそれがあります。ご自身でのワイパー
ブレード・ワイパーゴムの交換に不安が
ある場合は、トヨタ販売店にご相談くだ
さい。
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知識
電子キーの電池が消耗していると

次のような状態になります。

スマートエントリー＆スタートシステ
ム・ワイヤレス機能が作動しない

作動距離が短くなる

交換をするには、次のものを準備
してください。
マイナスドライバー
小さいマイナスドライバー
リチウム電池：CR2450

知識
リチウム電池CR2450 の入手

電池はトヨタ販売店・時計店およびカメ
ラ店などで購入できます。

1 ロックを解除してメカニカル
キーを抜く

注意
ワイパーアームを起こすときは

ワイパーアームのフック部を持って
引き上げてください。ワイパーブ
レードのみを持って引き上げるとブ
レードが変形するおそれがあります。

ワイパーを立てた状態でワイパーを
作動させないでください。ワイパー
がボンネットに干渉したり、ワイ
パーが倒れたりして傷が付くおそれ
があります。

損傷を防ぐために

ワイパーゴムを交換するときは、ツ
メの破損に注意してください。

ワイパーブレードからワイパーアー
ムを取りはずしたあとはウインドウ
ガラスが傷付かないように、ウイン
ドウガラスとワイパーアームのあい
だに布などを挟んでください。

無理にワイパーゴムを引き出して、
ワイパーゴムの金属プレートが変形
しないようにしてください。

電子キーの電池交換

電池が消耗しているときは、新
しい電池に交換してください。

事前に準備するもの

電池を交換するには
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2 カバーをはずす
傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

3 消耗した電池を取り出す
カバーをはずしたときに、上側のカバー
に電子キーのモジュールが貼り付き、電
池面が隠れている場合があります。この
場合、電子キーのモジュールをひっくり
返し、図のように電池が見える状態で作
業してください。

新しい電池は、＋極を上にして取り付け
ます。

4 取り付けるときは、取りはずし
たときと逆の手順で取り付ける

警告
電子キーの電池について

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

誤って電池を飲み込まないように注
意してください。化学熱傷のおそれ
があります。

電子キーにはコイン電池もしくはボ
タン電池が使われています。電池を
飲み込むと、わずか2時間で重度の
化学熱傷を引き起こし、重大な傷害
におよぶか、最悪の場合死亡につな
がるおそれがあります。

新しい電池および取りはずした電池
は、お子さまにさわらせないでくだ
さい。

カバーがしっかり閉まらない場合は
そのまま使用せず、お子さまの手の
届かない場所に保管し、トヨタ販売
店で点検を受けてください。

誤って電池を飲み込んだ、または体
の一部に入れてしまった場合は、す
ぐに医師の診察を受けてください。

電池の爆発や可燃性の液体またはガ
スの漏れを防ぐために

同じタイプの電池と交換してくださ
い。異なったタイプの電池を使用す
ると、電池が爆発するおそれがあり
ます。

極端に温度の高いところや、高度が
高く極端に気圧が低いところに電池
を持ち込まないでください。

電池を燃やしたり、つぶしたり、
切ったりしないでください。
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1 パワースイッチをOFFにする
2 ヒューズボックスを開ける
エンジンルーム（運転席側）

ツメ と を押してロックを完全には
ずしてから、カバーを持ち上げます。

エンジンルーム（助手席側）

ツメ と を押してロックを完全には
ずしてから、カバーを持ち上げます。

注意
電池を交換するときは

適切なサイズのマイナスドライバーを
使用してください。無理な力がかかる
と、カバーが変形したり破損したりす
るおそれがあります。

交換後、正常に機能させるために

次のことを必ずお守りください。

ぬれた手で電池を交換しない
錆の原因になります。

電池以外の部品に、ふれたり動かし
たりしない

電極を曲げない

ヒューズの点検 •交換

ランプがつかないときや電気系
統の装置が働かないときは、
ヒューズ切れが考えられます。
ヒューズの点検を行ってくださ
い。

ヒューズの点検・交換をするに
は

A B

A B
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助手席足元
足元のカバーを取りはずします。

ラゲージルーム
デッキボードを引き上げます。
（ P.326）

3ケ所ツメを引いてはずし、デッキサイ
ドボードを取りはずします。

6ケ所ツメを引いてはずし、補機バッテ
リーカバーを取りはずします。

ツメを押してロックをはずし、カバーを
持ち上げます。

3 ヒューズを引き抜く
ヒューズはずしでヒューズを引き抜くこ
とができます。

4 ヒューズが切れていないか点検
する

ヒューズボックスの表示に従い、規定容
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量のヒューズに交換します。

正常

ヒューズ切れ

知識
ヒューズを交換したあと

カバーを取り付けるときは、ツメを
しっかり取り付けてください。

交換してもランプ類が点灯しないとき
は、ランプを交換してください。
（ P.382）

交換しても再度ヒューズが切れる場合
は、トヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

補機バッテリーからの回路に過剰な負
荷がかかると

配線が損傷を受ける前にヒューズが切れ
るように設計されています。

ランプなどの電装部品を交換するとき

この車両に指定されているトヨタ純正品
のご使用をおすすめします。一部の電装
部品は過電流を防止する専用回路に接続
されているため、この車両指定のトヨタ
純正品以外は使用できない場合がありま
す。

A

B

警告
車の故障や、車両火災を防ぐために

次のことをお守りください。
お守りいただかないと、車の故障や火
災、けがをするおそれがあります。

規定容量以外のヒューズ、または
ヒューズ以外のものを使用しないで
ください。

必ずトヨタ純正ヒューズか同等品を
使用してください。

ヒューズやヒューズボックスを改造
しないでください。

注意
ヒューズを交換する前に

ヒューズが切れた原因が電気の過剰負
荷だと判明したときは、トヨタ販売店
で点検を受けてください。

エンジンルームのヒューズボックス
の損傷を防ぐために

ヒューズボックスを開けるときは、ツ
メのロックを完全にはずしてからカ
バーを持ち上げてください。ツメが損
傷するおそれがあります。
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知識
LED ランプについて

すべてのランプは、数個の LED で構成さ
れています。もし LED がひとつでも点灯
しないときは、トヨタ販売店で交換して
ください。

レンズ内の水滴と曇り

レンズ内の一時的な曇りは、機能上問題
ありません。ただし、次のようなときは、
トヨタ販売店にご相談ください。

レンズ内側に大粒の水滴が付いている

ランプ内に水がたまっている

ランプなどの電装部品を交換するとき

P.381

外装のランプの交換

外装のランプが点灯しないとき
は、トヨタ販売店で交換してく
ださい。
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7-1. まず初めに

非常点滅灯（ P.385）を点滅
させながら、車を路肩に寄せ停
車します。

非常点滅灯は、故障などでやむを得ず路
上駐車する場合、他車に知らせるため使
用します。

高速道路や自動車専用道路では、
次のことに従う

1 同乗者を避難させる

2 車両の50m以上後方（ ）
に発炎筒（ P.385）と停止表
示板を置くか、停止表示灯を使
用する

･ 見通しが悪い場合はさらに後方
に置いてください。

･ 発炎筒は、燃料もれの際やトン
ネル内では使用しないでくださ

い。

3 その後、ガードレールの外側な
どに避難する

知識
停止表示板・停止表示灯について

高速道路や自動車専用道路でやむを得
ず駐停車する場合は、停止表示板また
は停止表示灯の表示が、法律で義務付
けられています。

停止表示板

停止表示灯

停止表示板のご購入については、
トヨタ販売店にお問い合わせください。

故障したときは

故障のときはすみやかに次の指
示に従ってください。

対処のしかた

A
A

B
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スイッチを押す
すべての方向指示灯が点滅します。
もう一度押すと消灯します。

知識
非常点滅灯について

ハイブリッドシステム停止中（READY 
インジケーターが点灯していないとき）
に、非常点滅灯を長時間使用すると、
補機バッテリーがあがるおそれがあり
ます

SRS エアバッグの作動時または後方か
ら強い衝撃を受けたときは、非常点滅
灯が自動で点滅します。
非常点滅灯スイッチを 2 回押すか、約
20 分経過すると消灯します。（衝撃の
度合いや事故の状況によっては点滅し
ないことがあります）

1 助手席足元の発炎筒を取り出す

2 本体をまわしながら抜き、本体
を逆さにして挿し込む

3 先端のフタを取り、すり薬
で発炎筒の先端をこすり、

着火させる
必ず車外で使用してください。
着火させる際は、筒先を顔や体に向けな

非常点滅灯（ハザードラン
プ）

故障などでやむを得ず路上駐車
する場合、他車に知らせるため
に使用してください。

点滅させるには

発炎筒

高速道路や踏切などでの故障・
事故時に非常信号用として使用
します。（トンネル内や可燃物の
近くでは使用しないでください）
発炎時間は約 5分です。非常点
滅灯と併用してください。

発炎筒を使うには

A
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いでください。

知識
発炎筒の交換について

本体に表示してある有効期限が切れる前
に、トヨタ販売店でお求めください。有
効期限が切れると、着火しなかったり、
炎が小さくなる場合があります。

1 ブレーキペダルを両足でしっか
りと踏み続ける

ブレーキペダルをくり返し踏まないでく
ださい。通常より強い力が必要となり、
制動距離も長くなります。

2 シフトレバーをNに入れる
シフトレバーがNに入った場合

3 減速後、車を安全な道路脇に停
める

4 ハイブリッドシステムを停止す
る
シフトレバーがNに入らない場
合

3 ブレーキペダルを両足で踏み続
け、可能な限り減速させる

4 パワースイッチを 2 秒以上押し
続けるか、素早く3 回以上連続
で押してハイブリッドシステム
を停止する

5 車を安全な道路脇に停める

警告
発炎筒を使用してはいけない場所

次の場所では、発炎筒を使用しないで
ください。
煙で視界が悪くなったり、引火するお
それがあるため危険です。

トンネル内

ガソリンなど可燃物の近く

発炎筒の取り扱いについて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、重大な傷害を
受けるおそれがあり危険です。

使用中は、発炎筒を顔や体に向けた
り、近付けたりしない

発炎筒は、お子さまにさわらせない

車両を緊急停止するには

万一、車が止まらなくなったと
きの非常時のみ、手順に従って
車を停止させてください。

車を停止するには
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知識
緊急停止したときは

補機バッテリーの消費電力を抑えるため
にエアコンなどの一部機能の作動を制限
することがあります。

ドアを開けることができる場合、
ドアを開けて車外に出てくださ
い。
ドアを開けることができない場
合、パワーウインドウスイッチ
でドアガラスを開けて避難経路
を確保してください。
ドアガラスが開けられる場合、
窓から車外に出てください。
水没によりドアおよびドアガラ
スを開けることができない場合、
落ち着いて車内外の水圧差がな
くなるまで車内が浸水するのを
待ってからドアを開けて車外に
出てください。

車外の水位がドア高さの半分を超えると、
水圧で車内からドアを開けることができ
なくなります。

知識
水位がフロアを超えると

水位がフロアを超えて時間が経過すると、
電気装置が損傷し、パワーウインドウが
作動しなくなったり、エンジンやモー
ターが停止し、車が移動できなくなるお
それがあります。

警告
走行中にやむを得ずハイブリッドシ
ステムを停止するとき

走行中にハイブリッドシステムを停止
してもハンドルやブレーキの操作は可
能ですが、補機バッテリーの残量や使
用状況によっては、車両が停止する前
にハンドルの操作力補助がなくなり、
ハンドル操作が困難になるおそれがあ
るため、車のコントロールがしにくく
なり危険です。ハイブリッドシステム
を停止する前に、十分に減速するよう
にしてください。

水没・冠水したときは

この車両は水深が深い道路を走
行できるように設計されていま
せん。冠水路または冠水のおそ
れがある道路は、走行しないで
ください。車両が水没や漂流す
ることが予想される場合は、車
内に留まると危険です。落ち着
いて次のように対処してくださ
い。
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緊急脱出用ハンマー※の使用について

合わせガラスは、緊急脱出用ハンマーで
割ることができません。

この車両のドアガラスに合わせガラスは
使用されていません。
※詳しくはトヨタ販売店にお問い合わせ
ください。

警告
走行中の警告

冠水路または冠水のおそれがある道路
は、走行しないでください。車両が故
障して動かなくなり、水没や漂流から
死亡につながるおそれがあります。
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7-2. 緊急時の対処法

けん引について

けん引は、できるだけトヨタ販
売店または専門業者にご依頼く
ださい。
その場合は、レッカー車または、
車両運搬車を使用することをお
すすめします。
やむを得ず他車にロープでけん
引してもらう場合は、車両積載
車までの移動など、できるだけ
短距離にとどめてください。

警告
次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、重大な傷害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

レッカー車でけん引するとき

FF 車

必ず前輪を持ち上げるか、4輪とも持
ち上げた状態で運搬してください。前
輪が地面に着いた状態でけん引すると、
駆動系部品が破損したり、モーターが
回転することにより発電され、故障や
破損の状態によっては火災が発生する
おそれがあります。

4WD車

4輪とも持ち上げた状態で運搬してく
ださい。タイヤが地面に着いた状態で
けん引すると、駆動系部品の破損や、
車が台車から飛び出したり、モーター
が回転することにより発電され、故障
や破損の状態によっては火災が発生す
るおそれがあります。

他車にけん引してもらうときの運転
について

けん引フックやロープに過剰な負荷
をかける急発進などを避けてくださ
い。
けん引フックやロープが破損し、そ
の破片が周囲の人などにあたり、重
大な傷害を与えるおそれがあります。

パワースイッチをOFF にしないでく
ださい。
ハンドルがロックされ、ハンドル操
作ができなくなるおそれがあります。

けん引フックを車両に取り付けると
き

指定の位置にしっかりと取り付けてく
ださい。
指定の位置にしっかり取り付けていな
いとけん引時にフックがはずれるおそ
れがあります。
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次の場合は、駆動系の故障が考え
られるため、トヨタ販売店または
専門業者へご連絡ください。
ハイブリッドシステムの異常を
示す警告メッセージが表示され、
車が動かない
異常な音がする

前向きにけん引するときは（FF
車）

パーキングブレーキを解除する

オートモードをOFFにしてください。
（ P.195）

前向きにけん引するときは
（4WD車）

台車を使用して後輪を持ち上げる

注意
車両の損傷を防ぐために

他車にけん引してもらうときは次の
ことを必ずお守りください。

･ ワイヤーロープは使用しない

･ 速度 30km/h 以下、距離は車両積載
車までの移動など、できるだけ短距
離にとどめる

･ 前進方向でけん引する

･ サスペンション部などにロープをか
けない

この車両で他車やボート（トレー
ラー）などをけん引しないでくださ
い。

長い下り坂でけん引するときは

FF 車

レッカー車で前輪を持ち上げるか、4
輪とも持ち上げた状態でけん引してく
ださい。レッカー車でけん引しないと、
ブレーキが過熱し効きが悪くなるおそ
れがあります。

4WD車

レッカー車で 4 輪とも持ち上げた状態
でけん引してください。レッカー車で
けん引しないと、ブレーキが過熱し効
きが悪くなるおそれがあります。

緊急用フックについて

次のことを必ずお守りください。お守
りいただかないと、装置の変形や車両
の損傷などにつながるおそれがありま
す。

やむを得ない場合以外は使用しない
でください。

緊急用フックで他車をけん引しない
でください。

けん引の前に販売店への連絡が
必要な状況

レッカー車でけん引するとき
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うしろ向きにけん引するときは

台車を使用して前輪を持ち上げる

車両運搬車で輸送するときは、図
の場所で固縛する

鎖やケーブルなどを使用して車両
を固縛する場合は図に黒く示す角
度が 45°になるように固縛する

上記の方法で固縛できない場合は、
タイヤ固縛ベルトを使用してくだ
さい。

他車にけん引してもらうときは、
けん引フックを取り付ける必要が
あります。手順に従って取り付け
てください。
1 ラゲージルーム内のホイール
ナットレンチ、けん引フックを
取り出す（ P.406, 417）

注意
レッカー車でけん引するとき

車両の損傷を防ぐために図のような
レッカー車ではけん引しないでくださ
い。

FF 車

4WD 車

車両運搬車を使用するとき

注意
車両運搬車に車を固縛するとき

ケーブル等を過度に締め付け過ぎない
でください。車両の損傷につながるお
それがあります。

他車にけん引してもらうとき
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2 マイナスドライバーを使ってフ
タをはずす

傷が付くのを防ぐため、マイナスドライ
バーの先端に布などを巻いて保護してく
ださい。

3 けん引フックを穴に挿し込んで
まわし、軽く締める

4 ホイールナットレンチや金属の
固い棒などを使い確実に取り付
ける

5 車体に傷が付かないようにロー
プをけん引フックにかける

車体に傷が付かないように注意してくだ

さい。また、前進方向でけん引してくだ
さい。

6 ロープの中央に白い布を付ける
布の大きさ：
0.3m平方（30cm 30cm）以上

25m 以内

5m 以内

白い布

けん引方向
7 運転者はけん引される車両に乗
り、ハイブリッドシステムを始
動する

ハイブリッドシステムが始動しないとき
は、パワースイッチをONにしてくださ
い。

8 けん引される車両のシフトレ
バーをNにしてから、パーキン
グブレーキを解除する

オートモードをOFFにしてください。
（ P.195）

けん引中は、ロープがたるまないよう、
減速時なども前の車の速度に合わせてく
ださい。

シフトレバーがシフトできないとき
は： P.191

A

B

C

D



393

7

7-2. 緊急時の対処法
万
一
の
場
合
に
は

知識
けん引フックの使用目的

けん引フックはけん引してもらうときに
使うものであり、他車をけん引するため
のものではありません。

他車にけん引してもらうときに

ハイブリッドシステムが停止していると
ブレーキの効きが悪くなったり、ハンド
ル操作が通常より重くなったりします。

ホイールナットレンチについて

ラゲージルームに搭載されています。
（ P.406, 417）

緊急用フックについて

雪の吹きだまりなどでスタックして走行
できなくなったとき、やむを得ず他車に
引っ張り出してもらうために使用するこ
とができます。他車をけん引することは
できません。

緊急用フックA
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ブレーキ警告灯（警告ブザー）

ブレーキ警告灯（警告ブザー）

充電警告灯※

※メッセージと一緒にマルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

高水温警告灯（警告ブザー）※

※メッセージと一緒にマルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

警告灯がついたときは

警告灯が点灯または点滅したままの場合は、落ち着いて次のように対処
してください。なお、点灯・点滅しても、その後消灯すれば異常ではあ
りません。ただし、同じ現象が再度発生した場合は、トヨタ販売店で点
検を受けてください。

警告灯・警告ブザーへの対応

警告灯 警告内容・対処方法

（赤色）

ブレーキ液の不足
ブレーキ系統の異常

→ ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してく
ださい。走行を続けると危険です。

警告灯 警告内容・対処方法

（黄色）

パーキングブレーキシステムの異常
電子制御ブレーキシステムの異常
回生ブレーキシステムの異常

→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

充電系統の異常
→ ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してく
ださい。

警告灯 警告内容・対処方法

エンジン冷却水の高温異常
→ ただちに安全な場所に停車し、対処方法（ P.432）に
従ってください。
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油圧警告灯（警告ブザー）※

※メッセージと一緒にマルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

エンジン警告灯

SRS エアバッグ／プリテンショナー警告灯

ABS ＆ブレーキアシスト警告灯

パワーステアリング警告灯（警告ブザー）

警告灯 警告内容・対処方法

エンジンオイル圧力の異常
→ ただちに安全な場所に停車し、トヨタ販売店へ連絡してく
ださい。

警告灯 警告内容・対処方法

ハイブリッドシステムの異常
エンジン電子制御システムの異常
電子制御スロットルの異常

→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

SRS エアバッグシステムの異常
プリテンショナー付きシートベルトシステムの異常

→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

ABS の異常
ブレーキアシストの異常

→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

（赤色／黄色）

EPS（エレクトリックパワーステアリング）の異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。
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PCS 警告灯（警告ブザー）

LTA表示灯（警告ブザー）

クリアランスソナーOFF 表示灯（警告ブザー）

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅または点灯）

警告ブザーが鳴った場合：
プリクラッシュセーフティの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告ブザーが鳴らない場合：
プリクラッシュセーフティが一時的、または対処を行うまで
作動停止している
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。（ P.222, 403）

プリクラッシュセーフティがOFF、またはVSC（ビークル
スタビリティコントロール）システムが停止しているときも
点灯します。
→ P.229

警告灯 警告内容・対処方法

（橙色）

LTA（レーントレーシングアシスト）の異常
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。（ P.238）

警告灯 警告内容・対処方法

クリアランスソナーの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

センサー部の汚れなどによりシステムが一時的に使用できな
い
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。（ P.273, 400）
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PKSB OFF 表示灯（警告ブザー）

RCTA OFF 表示灯★（警告ブザー）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

スリップ表示灯

警告灯 警告内容・対処方法

ブザーが鳴った場合：
PKSB（パーキングサポートブレーキ）の異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

ブザーが鳴らなかった場合：
センサー部の汚れなどによりシステムが一時的に使用できな
い
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。（ P.283, 400）

警告灯 警告内容・対処方法

RCTA（リヤクロストラフィックアラート）の異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

レーダーセンサー周辺のリヤバンパー（ P.265）に汚れや
付着物がある
→ マルチインフォメーションディスプレイに表示されている
メッセージの指示に従ってください。（ P.264, 400）

警告灯 警告内容・対処方法

VSC システムの異常
TRC システムの異常
ヒルスタートアシストコントロールシステムの異常

→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。
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ブレーキオーバーライドシステム／ドライブスタートコントロール／
PKSB警告灯（警告ブザー）※

※メッセージと一緒にマルチインフォメーションディスプレイに表示されます。

ブレーキホールド作動表示灯（警告ブザー）

パーキングブレーキ表示灯

警告灯 警告内容・対処方法

ブレーキオーバーライドシステム

アクセルペダルとブレーキペダルが同時に踏まれたことによ
りブレーキオーバーライドシステムが作動
→ アクセルペダルを離し、ブレーキペダルを踏んでくださ
い。

ブレーキオーバーライドシステムの異常（警告ブザー）
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

ドライブスタートコントロール

アクセルペダルを踏んだ状態でシフト操作が行われたことに
よりドライブスタートコントロールが作動（警告ブザー）
→ ただちにアクセルペダルを離してください。

ドライブスタートコントロールの異常（警告ブザー）
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

PKSB

PKSB（パーキングサポートブレーキ［静止物］）が作動し
た（ P.284）
→ 表示された画面の指示に従ってください。

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

ブレーキホールドシステムの異常
→ ただちにトヨタ販売店で点検を受けてください。

警告灯 警告内容・対処方法

（点滅）

パーキングブレーキが完全にかかっていない、または解除さ
れていない可能性がある
→ パーキングブレーキスイッチを再度操作してください。

パーキングブレーキが解除されていないときは点灯します。
解除後、消灯すれば正常です。
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燃料残量警告灯

運転席・助手席シートベルト非着用警告灯（警告ブザー※）

※運転席・助手席シートベルト非着用警告ブザー：
運転席・助手席シートベルト非着用のまま車速が一定以上になると、警告ブザーが一
定時間断続的に鳴ります。

リヤ席シートベルト非着用警告灯※1（警告ブザー※2）

※1リヤ席の乗員の有無に関わらず、リヤ席ドアが開閉された場合にも一定時間点灯し
ます。

※2リヤ席シートベルト非着用警告ブザー：
リヤ席シートベルト非着用（いずれかのシートベルト脱着により、リヤ席シートベ
ルト非着用警告灯が点灯している状態）のまま車速が一定以上になると、警告ブ
ザーが一定時間断続的に鳴ります。

知識
警告ブザーについて

状況によっては、外部の騒音やオーディ
オの音などにより、ブザー音が聞こえな
い場合があります。

シートベルト非着用警告灯の乗員検知
センサーの作動について

助手席に乗員がいなくても、シートに
荷物などを置くと、センサーが重量を
検知して警告灯が点滅することがあり
ます。

助手席に座布団などを敷くと、セン

サーが乗員を検知せず警告灯が作動し
ないことがあります。

パワーステアリング警告灯／警告ブ
ザーについて

補機バッテリーの充電が不十分な場合、
または一時的に電圧が下がった場合に警
告灯が点灯し、警告ブザーが鳴ることが
あります。

このとき、補機バッテリーの消費電力を
抑えるためにエアコンのなど一部機能の
作動を制限することがあります。

警告灯 警告内容・対処方法

燃料の残量が約 8.3L 以下になった
→ 燃料を補給する

警告灯 警告内容・対処方法

運転席・助手席シートベルトの非着用
→ シートベルトを着用する

警告灯 警告内容・対処方法

リヤ席シートベルトの非着用
→ シートベルトを着用する



400 7-2. 緊急時の対処法

知識
警告メッセージについて

文中の警告メッセージの表示は、使用状
況や車両の仕様により実際の表示と異な
る場合があります。

各部の操作に関するメッセージが表示
されたときは

アクセルペダル・ブレーキペダルの操
作に関するメッセージが表示されたと
き

･ PCS（プリクラッシュセーフティ）や
レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）などの運転支援シス
テムの作動中、ブレーキ操作に関する
警告メッセージが表示される場合があ

警告
警告灯の点灯や警告ブザーの吹鳴に
合わせて、マルチインフォメーショ
ンディスプレイに警告メッセージが
表示されたとき※

メッセージの内容に従って対処してく
ださい。お守りいただかないと、重大
な傷害におよぶか、最悪の場合死亡に
つながるおそれがあります。
※警告灯は赤色と黄色が、警告ブザー
は単発音と断続音があります。

パワーステアリング警告灯が点灯し
たとき

黄色に点灯したときは操作力補助が制
限され、赤色に点灯したときは操作力
補助がなくなるため、ハンドル操作が
非常に重くなることがあります。
ハンドル操作が通常より重いときは、
ハンドルをしっかりと持ち、通常より
強く操作してください。

警告メッセージが表示され
たときは

マルチインフォメーションディ
スプレイには、システムの故障
や誤った操作をしたときの警告、
メンテナンスが必要であること
をお知らせするメッセージが表
示されます。メッセージが表示
されたときは、メッセージの内
容に従って対処してください。

処置後に再度メッセージが表示
されたときは、トヨタ販売店へ
ご連絡ください。
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ります。
メッセージが表示されたときは、必ず
減速、または画面で指示された操作を
行ってください。

･ ブレーキオーバーライドシステムが作
動したときに、警告メッセージが表示
されます。（ P.177, 403）

･ ドライブスタートコントロール・パー
キングサポートブレーキが作動したと
きに、警告メッセージが表示されます
（ P.182, 279）。
画面の指示に従って対処してください。

パワースイッチの操作に関するメッ
セージが表示されたとき

正しい手順で始動操作をしていないとき
や、誤操作の可能性があるときなどに、
パワースイッチの操作に関するアドバイ
スが表示されます。
画面の指示に従って操作し直してくださ
い。

シフトレバーの操作に関するメッセー
ジが表示されたとき

誤ったシフトポジションの選択や、停車
中の意図せぬ車両の動き出しなどを防止
するため、シフトレバーの操作が指示さ
れることがあります。
その場合は、画面の指示に従ってシフト
ポジションを変更してください。

各部の開閉状態や、消耗品の補充など
に関するメッセージ・画像が表示され
たとき

画面の表示、または警告灯で指示された
部位を確認し、開いているドアを閉めた
り、消耗品を補充したりするなどの対処
を行ってください。

販売店での点検をうながすメッセージ
が表示されたときは

警告メッセージで名称が表示されたシス
テム、または部位などに問題が発生して
います。

すみやかにトヨタ販売店で点検を受けて

ください。

取扱書の確認をうながすメッセージが
表示されたときは

「エンジン冷却水高温」が表示されたと
きは、対処方法に従ってください。
（ P.432）

「BSM 現在使用できません」が表示さ
れたときは、対処方法に従ってくださ
い。（ P.264）

「RCTA 現在使用できません」が表示さ
れたときは、対処方法に従ってくださ
い。（ P.264）

次のメッセージが表示されたときは、
故障している可能性があります。ただ
ちにトヨタ販売店で点検を受けてくだ
さい。

･「ハイブリッドシステム故障」
･「エンジン系故障」
･「バッテリー系故障」
･「アクセル系故障」
･「スマートエントリー＆スタートシステ
ム故障」

次のメッセージが表示されたときは、
ただちに安全な場所に停車し、トヨタ
販売店へ連絡してください。走行を続
けると危険です。

･「エンジン油圧不足」
･「故障のためブレーキ力が低下」

次のメッセージがマルチインフォメー
ションディスプレイに表示されたとき
は、ガス欠の可能性があります。安全
な場所に停車し、燃料残量を確認して
ください。燃料残量が少ない場合は、
すみやかに給油してください。

･「ハイブリッドシステム停止」
･「エンジン停止」

「駆動用電池の冷却部品のメンテナンス
必要 取扱書を確認」が表示されたとき
は、冷却用の吸入口／フィルターが目
づまりしている、冷却用の吸入口がふ
さがれている、またはダクトにすき間
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があるなどが考えられますので、次の
対処方法に従ってください。

･ 駆動用電池冷却用吸入口／フィルター
が汚れている場合は、P.371 を参考に
清掃を行ってください。

･ 駆動用電池冷却用吸入口／フィルター
が汚れていないのにメッセージが表示
されたときは、トヨタ販売店で点検を
受けてください。

「補機バッテリー（始動用）充電不足 取
扱書確認ください」が表示されたとき
は、次の対処方法に従ってください。

･ 数秒後※に表示が消えたときは：
約 15 分以上、ハイブリッドシステム
が作動した状態を保持し、補機バッテ
リーを充電してください。

･ 表示が消えないときは：
「補機バッテリーがあがったときは」
（ P.427）の手順でハイブリッドシス
テムを始動してください。

※約 6 秒間表示されます。

「補機バッテリ－充電システム異常 安全
な場所に停車し取扱書を確認」が表示
されたときは

充電系統が故障している可能性がありま
す。安全を確認した上で、すみやかに道
路脇に停車してください。メッセージが
表示されているときは、補機バッテリー
の消費電力を抑えるためにエアコンなど
の一部機能の作動を制限することがあり
ます。

「駆動用電池保護が必要 N レンジの使
用を控えてください」が表示されたと
きは

シフトレバーがN のときにメッセージが
表示されることがあります。

シフトレバーがN では充電できないた
め、停車するときはシフトレバーをP に
してください。

「ハイブリッドシステム高温 出力制限中
です」が表示されたときは

負荷の高い走行状況（例えば、長い上り
坂の走行中や、後退方向での登坂中など）
のときにメッセージが表示される場合が
あります。

対処方法： P.432

「駆動用電池保護が必要 P レンジにし
て再始動してください」が表示された
ときは

一定時間シフトレバーがN になっている
ため、駆動用電池の残量が低下したとき
にメッセージが表示されます。

車両を動かす場合は、シフトレバーを P
にして、ハイブリッドシステムを再始動
してください。

「N レンジです アクセルを緩めて 希望
レンジに切りかえてください」が表示
されたときは

シフトレバーがNで、アクセルペダルを
踏んだときにメッセージが表示されます。

アクセルペダルから足を離し、シフトレ
バーをD または R にしてください。

「停車時はブレーキを踏んでください」
が表示されたときは

上り坂などでの停車時にアクセルペダル
を踏んで車両を保持するとメッセージが
表示される場合があります。

そのままの状態を続けるとハイブリッド
システムが過熱するおそれがあります。

アクセルペダルから足を離し、ブレーキ
ペダルを踏んでください。

「バッテリー保護のため自動で電源を
off しました」が表示されたときは

自動電源OFF 機能が作動したときに表示
されます。
この場合、次回のハイブリッドシステム
始動時に、約 5 分間ハイブリッドシステ
ムが作動した状態を保持し、補機バッテ



403

7

7-2. 緊急時の対処法
万
一
の
場
合
に
は

リーを充電してください。

「エンジンオイル量不足 補充するか、交
換してください」が表示されたときは

エンジンオイルが不足しているときに
メッセージが表示されます。エンジンオ
イル量を点検し、オイルを補給してくだ
さい。

また、傾斜路などに停車したときに表示
される場合があります。水平な路面に移
動し、メッセージが表示されるか確認し
てください。

「アクセルとブレーキが両方踏まれてい
ます」が表示されたとき

アクセルペダルとブレーキペダルが同時
に踏まれているため、ブレーキオーバー
ライドシステムが作動しています。
（ P.177）
アクセルペダルから足を離し、ブレーキ
ペダルを踏んでください。

前方カメラの異常を示すメッセージが
表示されたときは

メッセージに表示された異常が解消され
るまで、以下のシステムは作動しない可
能性があります。（ P.222, 394）

PCS（プリクラッシュセーフティ）

LTA（レーントレーシングアシスト）

AHS（アダプティブハイビームシステ
ム）★

AHB（オートマチックハイビーム）★

RSA（ロードサインアシスト）

レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）

先行車発進告知機能
★：グレード、オプションなどにより、装
備の有無があります。

レーダーの異常を示すメッセージが表
示されたときは

メッセージに表示された異常が解消され

るまで、以下のシステムは作動しない可
能性があります。（ P.222, 394）

PCS（プリクラッシュセーフティ）

LTA（レーントレーシングアシスト）

レーダークルーズコントロール（全車
速追従機能付き）

先行車発進告知機能

「クルーズコントロール一時使用不可 取
扱書を確認ください」 が表示されたとき
は

レーダークルーズコントロール（全車速
追従機能付き）のシステムが一時的、ま
たは対処を行うまで使用できません。（要
因および対処方法： P.222）

「クルーズコントロール現在使用できま
せん」が表示されたときは

レーダークルーズコントロール（全車速
追従機能付き）のシステムが一時的に使
用不可と判断されています。しばらく走
行してからレーダークルーズコントロー
ル（全車速追従機能付き）を再度設定し
てください。

警告ブザーについて

P.399

警告
警告灯の点灯や警告ブザーの吹鳴に
合わせて、マルチインフォメーショ
ンディスプレイに警告メッセージが
表示されたときは

P.400
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地面が固く平らで安全な場所に
移動する
パーキングブレーキをかける
シフトレバーをPにする
ハイブリッドシステムを停止す
る

注意
「補機バッテリー（始動用）充電不足 
取扱書確認ください」がひんぱんに
表示されるときは

補機バッテリーが劣化している可能性
があります。その状態で放置しておく
と、補機バッテリーあがりを起こすお
それがあるため、トヨタ販売店で補機
バッテリーの点検を受けてください。

「駆動用電池の点検を販売店で受けて
ください」が表示されたときは

駆動用電池の点検・交換時期になった
ことをお知らせしています。すみやか
にトヨタ販売店で点検を受けてくださ
い。

駆動用電池の点検を受けないまま車
を使用し続けると、ハイブリッドシ
ステムを始動することができなくな
ります。

万一、ハイブリッドシステムが始動
できなくなったときは、ただちに
トヨタ販売店へご連絡ください。

パンクしたときは（タイヤ
パンク応急修理キット装着
車）

タイヤパンク応急修理キット装
着車には、応急用タイヤが搭載
されていません。
タイヤがパンクしたときは、タ
イヤパンク応急修理キットで応
急修理することができます。釘
やネジなどが刺さった程度の軽
度なパンクを応急修理できます
（パンク補修液1本につき、応急
修理できるタイヤは 1本です）。
パンクしたタイヤの損傷状況に
より、応急修理キットでは応急
修理できない場合があります。
（ P.405）
タイヤパンク応急修理キットに
よる応急修理は、一時的な処置
です。できるだけ早くタイヤを
修理・交換してください。

警告
タイヤがパンクしたとき

パンクしたまま走行しないでください。
短い距離でも、タイヤとホイールが修
理できないほど損傷したり、思わぬ事
故につながるおそれがあり危険です。

応急修理する前に
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非常点滅灯を点滅させる
（ P.385）
パワーバックドア装着車はパ
ワーバックドアの設定をOFF に
する（ P.126）
タイヤの損傷程度を確認する

釘やネジなどが刺さっている場合のみ、
タイヤを応急修理してください。

･ タイヤに刺さっている釘やネジなどは
抜かないでください。抜いてしまうと
穴が大きくなりすぎ、応急修理ができ
なくなることがあります。

･ パンク補修液がもれないようにするた
め、パンク箇所がわかっている場合は、
パンク箇所が上になるように車両を移
動してください。

知識
応急修理キットで修理できないパンク

次の場合は、応急修理キットでは応急修
理できません。トヨタ販売店にご連絡く
ださい。

タイヤ空気圧が不十分な状態で走行し
てタイヤが損傷しているとき

タイヤ側面など、接地面以外に穴や損
傷があるとき

タイヤがホイールから明らかにはずれ
ているとき

タイヤに4mm以上の切り傷や刺し傷が
あるとき

ホイールが破損しているとき

2本以上のタイヤがパンクしているとき

1本のタイヤに2箇所以上の切り傷や刺
し傷があるとき

補修液の有効期限が切れているとき
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けん引フック

ジャッキハンドル

ホイールナットレンチ

ジャッキ※

※ジャッキの使い方（ P.419）

タイヤパンク応急修理キット

タイヤパンク応急修理キット・工具の搭載位置

A

B

C

D

E
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ボトル

速度制限ラベル

コンプレッサー

空気圧計

電源スイッチ

電源プラグ

ホース

空気逃がしキャップ

知識
応急修理キットについて

パンク補修液ボトル1本でタイヤ1本を
1回応急修理できます。使用したパン
ク補修液の交換は、トヨタ販売店にご
相談ください。コンプレッサーは、く
り返し使用できます。

外気温度が-30℃～60℃のときに使用
できます。

応急修理キット搭載車両の装着タイヤ
専用です。指定タイヤサイズ以外のタ
イヤや、他の用途には使用しないでく
ださい。

パンク補修液が衣服に付着すると、シ
ミになる場合があります。

パンク補修液がホイールやボデーに付
着した場合、放置すると取れなくなる
おそれがあります。ぬれた布などです
みやかにふき取ってください。

応急修理キット作動中は、大きな音が
しますが故障ではありません。

タイヤ空気圧の点検や調整には使用し
ないでください。

応急修理キットの点検について

パンク補修液の有効期限の確認は定期
的に行ってください。有効期限はボト
ルに表示されています。

有効期限が切れたパンク補修液は使用
しないでください。応急修理キットに
よる修理が正常にできない場合があり
ます。

有効期限が切れる前に交換してくださ
い。交換については、トヨタ販売店に
ご相談ください。

補修液を廃棄するときは

補修液には環境に有害な物質が含まれて
います。補修液のボトル、および補修液
の廃棄が必要な際は、トヨタ販売店、ま

タイヤパンク応急修理キットの
内容／各部の名称

A

A

B

C

D

E



408 7-2. 緊急時の対処法

たは都道府県知事の許可を受けた、専門
の廃棄物処理業者に処理をご依頼くださ
い。

1 デッキボードを開く
（ P.326）

2 デッキボックス★を取りはずす

3 応急修理キットを取り出す

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

ジャッキをゆるめて取りはずす

警告
タイヤがパンクしているときは

タイヤがパンクした状態で走行を続け
ないでください。
短い距離でもパンクしたタイヤで走行
すると、タイヤおよびホイールが損傷
し修理できなくなります。パンクした
状態で走行を続けると、タイヤ側面に
円周状の溝ができる場合があります。
この状態で応急修理キットを使用する
と、タイヤが破裂する危険があります。

応急修理キットについて

応急修理キットは指定の位置に収納
してください。
急ブレーキ時などに応急修理キット
が飛び出して破損し、思わぬ事故に
つながるおそれがあり危険です。

応急修理キットはお客様の車専用で
す。他の車には使わないでください。
他の車に使うと思わぬ事故につなが
るおそれがあり危険です。

指定タイヤサイズ以外のタイヤや他
の用途には使用しないでください。
パンク修理が完全に行われず、思わ
ぬ事故につながるおそれがあり危険
です。

パンク補修液について

誤って飲み込むと健康に害がありま
す。その場合はできるだけたくさん
の水を飲み、ただちに医師の診察を
受けてください。

もし目に入ったり、皮膚に付着した
りした場合には、水でよく洗い流し
てください。それでも異常を感じた
ときは、医師の診察を受けてくださ
い。

タイヤパンク応急修理キットを
取り出すには

ジャッキを取り出すには
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締まる

ゆるむ
ジャッキを収納するときは、ジャッキを
締めてトレイへ押し付けてください。

1 応急修理キットをビニール袋か
ら取り出す

ボトルに同封されているラベルは指定の
位置へ貼り付けます。（手順 10へ）

2 コンプレッサーからホースを取
りはずし、電源プラグを取り出
す

3 ボトルをコンプレッサーに接続
する

図のように、ボトルをまっすぐコンプ
レッサーに挿入・接続し、ボトルのツメ
が穴に隠れていることを確認してくださ

い。

4 ホースをボトルに取り付ける
図のように、ボトルにホースがしっかり
接続しているか確認してください。

応急修理するときは

A

B
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5 パンクしたタイヤのバルブから
バルブキャップを取りはずす

6 ホースをのばし空気逃がし
キャップを取りはずす

空気逃がしキャップは再度使用するため、
なくさないように保管してください。

7 ホースをパンクしたタイヤのバ
ルブに接続する

ホース先端を時計まわりにまわしてしっ
かりと最後までねじ込みます。

8 コンプレッサーのスイッチが
OFF であることを確認する

9 コンプレッサーの電源プラグを
アクセサリーソケットに挿し込
む（ P.333）

10運転席から見やすい位置に、付
属のラベルを貼り付ける

11タイヤの指定空気圧を確認する
運転席側の空気圧ラベルで確認すること
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ができます。（ P.366）

12ハイブリッドシステムを始動す
る（ P.184）

13コンプレッサーのスイッチを
ONにし、パンク補修液と空気
を充填する

14空気圧が指定空気圧になるまで
空気を充填する

一時的に空気圧計が300～
400kPa（3.0 ～ 4.0kg/
cm2）まで上昇し、徐々に減少
します。

スイッチをONにしてから約1
～5分程度で実際の空気圧にな
ります。

空気圧を確認するときは、コンプレッ
サーのスイッチをOFF にしてください。
空気の入れすぎに注意して、指定空気圧
になるまで充填・確認をくり返してくだ
さい。

充填までに必要な時間は、約 5～ 20分
です（外気温により異なります）。25分
以上充填しても指定空気圧にならない場
合は、応急修理できません。コンプレッ
サーのスイッチをOFF にして、トヨタ
販売店にご連絡ください。

空気を入れすぎたときは、指定空気圧に
なるまで空気を抜いてください。

A

B
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（ P.366, 413）

15コンプレッサーのスイッチが
OFFであることを確認した上
で、アクセサリーソケットから
電源プラグを抜き、タイヤのバ
ルブからホースを取りはずす

ホースを取りはずすときにパンク補修液
がもれる可能性があります。

16バルブキャップを応急修理した
タイヤのバルブに取り付ける

17ホース先端に空気逃がしキャッ
プを取り付ける

空気逃がしキャップを取り付けないとパ
ンク補修液がもれ、車や衣服などが汚れ
る可能性があります。

18いったん、ボトルとコンプレッ
サーを接続したままラゲージ
ルームに収納する

19タイヤ内のパンク補修液を均等
に広げるために、ただちに約
5km、速度80km/h 以下で安
全に走行する

20走行後、平坦な場所に停車して
再度、応急修理キットを接続す
る

ホースを接続する前に、空気逃がし

キャップを取りはずしてください。

21コンプレッサーのスイッチを数
秒間ONにしてから再度OFF
し、空気圧を確認する

空気圧が130kPa（1.3kg/
cm2）未満の場合：応急修理で
きません。トヨタ販売店にご連
絡ください。

空気圧が130kPa（1.3kg/
cm2）以上、指定空気圧未満の
場合：手順 22へ

空気圧が指定空気圧
（ P.366）の場合：手順 23
へ

22コンプレッサーのスイッチを
ONにして指定空気圧まで空気
を充填し、再度約 5km走行後
にあらためて手順 20から実施
する

A

B

C
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23ホース先端に空気逃がしキャッ
プを取り付ける

空気逃がしキャップを取り付けないとパ
ンク補修液がもれ、車や衣服などが汚れ
る可能性があります。

24ボトルとコンプレッサーを接続
したままラゲージルームに収納
する

25急ブレーキ・急加速・急ハンド
ルを避け、走行距離が約
100km以内、80km/h 以下
の速度で、トヨタ販売店まで慎
重に運転する

タイヤの修理・交換、応急修理キットの
処理についてはトヨタ販売店にご相談く
ださい。
トヨタ販売店でタイヤを修理・交換する
ときに、パンク補修液注入済みであるこ
とを必ずお伝えください。

知識
空気を入れすぎてしまったとき

1 タイヤからホースを取りはずす
2 ホース先端に空気逃がしキャップを取
り付け、キャップの突起部をタイヤの
バルブに押しあて、空気を抜く

3 ホースから空気逃がしキャップを取り
はずし、ホースを再接続する

4 コンプレッサーのスイッチを数秒間
ONにし、OFF にしてから空気圧計
を確認する

指定空気圧より低いときは、再度、コン
プレッサーのスイッチをONにし、指定
空気圧になるまで空気を充填してくださ
い。

応急修理後のタイヤのバルブについて

応急修理キットを使用したときは、タイ
ヤのバルブを新品に交換してください。

警告
パンクしたタイヤを応急修理すると
き

車両を安全で平坦な場所に停止させ
てください。

走行直後、ホイールやブレーキまわ
りなどにはふれないでください。
走行直後のホイールやブレーキまわ
りは高温になっている可能性がある
ため手や足などがふれると、やけど
をするおそれがあります。

タイヤを車両に取り付けた状態で、
バルブとホースをしっかりと接続し
てください。ホースの接続が不十分
な場合、空気がもれたり、パンク補
修液が飛散したりするおそれがあり
ます。
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警告
空気充填中にホースがはずれると、
圧力でホースが暴れ大変危険です。

空気充填後は、ホースを取りはずす
ときや空気を抜くときにパンク補修
液が飛散する場合があります。

作業手順に従って応急修理を行って
ください。手順どおりに行わないと
パンク補修液が噴出する場合があり
ます。

破裂の危険があるので、応急修理
キットの作動中は補修中のタイヤか
ら離れてください。タイヤに亀裂や
変形が発生している場合、ただちに
コンプレッサーのスイッチをOFF に
し、修理を中止してください。

応急修理キットは、長時間作動させ
るとオーバーヒートする可能性があ
ります。40分以上連続で作動させ
ないでください。

応急修理キットが作動すると部分的
に熱くなります。使用中または使用
後の取り扱いには注意してください。
ボトルとコンプレッサー接続箇所付
近の金属部分は特に熱くなるのでふ
れないでください。

速度制限ラベルは指定位置以外に貼
らないでください。ハンドルのパッ
ド部分などのSRSエアバッグ展開
部に貼ると、SRS エアバッグが正常
に作動しなくなるおそれがあります。

補修液を均等に広げるための運転に
ついて

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、車両のコント
ロールが不能となり、重大な傷害を受
けたり、最悪の場合死亡事故につなが
るおそれがあります。

低速で慎重に運転してください。特
にカーブや旋回時には注意してくだ
さい。

車がまっすぐ走行しなかったり、ハ
ンドルをとられたりする場合は、運
転を中止し、次のことを確認してく
ださい。

･ タイヤを確認してください。タイヤ
がホイールからはずれている可能性
があります。

･ 空気圧を確認してください。
130kPa（1.3kg/cm2）未満の場
合は、タイヤが大きなダメージを受
けている可能性があります。

注意
応急修理をするとき

タイヤに刺さった釘やネジを取り除
かずに応急修理を行ってください。
取り除いてしまうと、応急修理キッ
トでは応急修理ができなくなる場合
があります。

応急修理キットに防水機能はありま
せん。降雨時などは、水がかからな
いようにして使用してください。

砂地などの砂ぼこりの多い場所に直
接置いて使用しないでください。砂
ぼこりなどを吸い込むと、故障の原
因になります。

応急修理キットは倒れた状態では正
常に作動しません。必ず立ててご使
用ください。

応急修理キットについて

応急修理キットはDC12V専用です。
他の電源での使用はできません。

応急修理キットにガソリンがかかる
と、劣化するおそれがあります。ガ
ソリンがかからないようにしてくだ
さい。
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注意
応急修理キットはビニール袋に入れ
て砂ぼこりや水を避けて収納してく
ださい。

応急修理キットは指定の位置に収納
し、お子さまが誤って手をふれない
ようご注意ください。

分解・改造などは絶対にしないでく
ださい。また、空気圧計などに衝撃
を与えないでください。故障の原因
になります。
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地面が固く平らで安全な場所に移動する
パーキングブレーキをかける
シフトレバーをPにする
ハイブリッドシステムを停止する
非常点滅灯を点滅させる（ P.385）
パワーバックドア装着車はパワーバックドアの設定をOFFにする
（ P.126）

パンクしたときは（応急用タイヤ装着車）

パンクしたタイヤを、備え付けの応急用タイヤと交換してください。
（タイヤについての詳しい説明はP.366 を参照してください）

警告
タイヤがパンクしたとき

パンクしたまま走行しないでください。
短い距離でも、タイヤとホイールが修理できないほど損傷したり、思わぬ事故につな
がるおそれがあり危険です。

ジャッキで車体を持ち上げる前に
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けん引フック

ジャッキハンドル

ホイールナットレンチ

応急用タイヤ

ジャッキ

工具とジャッキの位置

A

B

C

D

E

警告
ジャッキの使用について

次のことをお守りください。
ジャッキの取り扱いを誤ると、車が落
下して重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

備え付けのジャッキは、お客様の車
にしか使うことができないため、他
の車に使ったり他の車のジャッキを
お客様の車に使用したりしない

ジャッキはタイヤ交換・タイヤ
チェーン取り付け・取りはずし以外
の目的で使用しない

車を持ち上げるときは、ジャッキの
上または下にものを置かない

ジャッキはジャッキセット位置に正
しくかける

車内に人を乗せたまま車を持ち上げ
ない
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1 デッキボードを開く
（ P.326）

2 デッキボックス★を取りはずす

3 ジャッキをゆるめて取りはずす

締まる

ゆるむ
ジャッキを収納するときは、ジャッキを
締めてトレイへ押し付けてください。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

1 収納ボックスを取り出す

2 留め具をはずし、応急用タイヤ
を取り出す

警告
車を持ち上げるときは、タイヤ交換
できる高さ以上に上げない

ジャッキで支えられている車の下に
体を入れない

車がジャッキで支えられている状態
で、ハイブリッドシステムを始動し
たり車を走らせない

車の下にもぐり込んで作業する場合
は、ジャッキスタンドを使用する

車を下げるときは、周囲に人がいな
いことを確認し、人がいるときは声
をかけてから下げる

ジャッキを取り出すには

応急用タイヤを取り出すには

警告
応急用タイヤを収納するとき

ボデーと応急用タイヤとのあいだに、
指などを挟まないように注意してくだ
さい。

A

B
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1 輪止め※をする

※輪止めは、トヨタ販売店で購入するこ
とができます。

2 ナットを少し（約1回転）ゆる
める

3 ジャッキの 部を手でまわし
て、ジャッキの溝をジャッキ
セット位置にしっかりかける

4 ジャッキハンドルとホイール
ナットレンチを図のように組み
合わせる

5 タイヤが地面から少し離れるま
で、車体を上げる

6 ナットすべてを取りはずし、タ
イヤを取りはずす

タイヤを直接地面に置くときは、ホイー
ルの意匠面に傷が付かないよう意匠面を

パンクしたタイヤを交換するに
は

パンクしたタイヤ 輪止めの位置

左前輪 右側後輪うしろ

右前輪 左側後輪うしろ

左後輪 右側前輪前

右後輪 左側前輪前

A
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上にします。

1 ホイール接触面の汚れをふき取
る

ホイール接触面が汚れていると、走行中
にナットがゆるみ、タイヤがはずれるお
それがあります。

2 応急用タイヤを取り付け、タイ
ヤががたつかない程度まで手で
ナットを仮締めする

アルミホイールから応急用タイヤにかえ

るときは、ナットのテーパー部（ ）

がホイールのシート部（ ）に軽くあ

警告
タイヤ交換について

走行直後、ディスクホイールやブ
レーキまわりなどにはふれないでく
ださい。
走行直後のディスクホイールやブ
レーキまわりは高温になっているた
め、タイヤ交換などで手や足などが
ふれると、やけどをするおそれがあ
ります。

次のことをお守りいただかないと
ナットがゆるみ、ホイールがはずれ
落ち、重大な傷害におよぶか、最悪
の場合死亡につながるおそれがあり
ます。

･ ホイールの交換後はすぐに103N・
m（1050kgf・cm）の力でナット
を締める

･ タイヤの取り付けには、使用してい
るホイール専用のナットを使用する

･ ボルトやナットのねじ部や、ホイー
ルのボルト穴につぶれや亀裂などの
異常がある場合は、トヨタ販売店で
点検を受ける

･ ナットを取り付けるときは、必ず
テーパー部を内側にして取り付ける。

パワーバックドア装着車のタイヤ交
換について

タイヤ交換などをする際は、パワー
バックドアの作動（ P.126）を停止
してください。停止しないと、誤って
パワーバックドアを作動させたときに
バックドアが動き、指や手を挟んでけ
がをするおそれがあります。

応急用タイヤを取り付けるには

A

B
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たるまでまわします。

アルミホイールからアルミホイールにか
えるときは、ナットの座金（ ）がホ

イール（ ）にあたるまでまわします。

3 車体を下げる

4 図の番号順でナットを 2、3度
しっかり締め付ける

締め付けトルク：

103N・m（1050kgf・cm）

5 すべての工具・ジャッキ・パン
クしたタイヤを収納する

知識
応急用タイヤについて

タイヤの側面に TEMPORARY USE 
ONLYと書かれています。応急用にの
み使用してください。

空気圧を必ず点検してください。
（ P.441）

応急用タイヤを装着しているとき

応急用タイヤ装着中は、標準タイヤ装着
時にくらべ車高が低くなる場合がありま
す。段差を乗りこえるときはご注意くだ
さい。

雪道・凍結路で前輪がパンクしたとき
1 後輪を応急用タイヤと交換する
2 パンクした前輪をはずした後輪と交換
する

3 タイヤチェーンを前輪に装着する

A

B

警告
応急用タイヤを使用するとき

お客様のお車専用になっているため、
他の車には使用しないでください。

同時に2つ以上の応急用タイヤを使
用しないでください。



422 7-2. 緊急時の対処法

警告
できるだけ早く通常のタイヤと交換
してください。

急加速・急ハンドル・急ブレーキや
シフト操作による急激なエンジンブ
レーキの使用は避けてください。

摩耗限度（トレッドウェアインジ
ケーターまたはスリップサイン）を
こえて使用しないでください。

応急用タイヤ装着中は

正確な車両速度が検出できない場合が
あり、次のシステムが正常に作動しな
くなるおそれがあります。

･ ABS

･ ブレーキアシスト

･ VSC

･ TRC

･ EPS

･ AHB（オートマチックハイビーム）
★

･ AHS（アダプティブハイビームシス
テム）★

･ PCS（プリクラッシュセーフティ）

･ LTA（レーントレーシングアシスト）

･ レーダークルーズコントロール（全
車速追従機能付き）

･ BSM（ブラインドスポットモニ
ター）★

･ ナビゲーションシステム★

･ バックガイドモニター★

･ パノラミックビューモニター★

･ クリアランスソナー

･ PKSB（パーキングサポートブレー
キ）

また、4WDシステム★は、性能が十分
に発揮できないばかりでなく、駆動系
部品に悪影響を与えるおそれがありま
す。
★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

応急用タイヤ使用時の速度制限

応急用タイヤを装着しているときは、
80km/h 以上の速度で走行しないでく
ださい。
応急用タイヤは、高速走行に適してい
ないため、思わぬ事故につながるおそ
れがあり危険です。

ジャッキや工具を使用したあとは

走行前に正しい位置に格納されている
か確認してください。正しく格納され
ていないと、事故や急ブレーキの際、
重大な傷害につながるおそれがあり危
険です。

注意
応急用タイヤ装着中の注意

応急用タイヤ装着中は、標準タイヤ装
着時にくらべ車高が低くなる場合があ
ります。段差を乗りこえるときは注意
してください。

応急用タイヤ使用時のタイヤチェー
ン装着

応急用タイヤには、タイヤチェーンを
装着しないでください。
タイヤチェーンが車体側にあたり、走
行に悪影響をおよぼすおそれがありま
す。
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次の原因が考えられます。
電子キーが正常に働いていない
可能性があります。（ P.425）

燃料が入っていない可能性があ
ります。
給油してください。
イモビライザーシステムに異常
がある可能性があります。
（ P.60）

ステアリングロックシステムに
異常がある可能性があります。
電子キーの電池切れやヒューズ
切れなど、電気系統異常の可能
性があります。異常の種類に
よっては、ハイブリッドシステ
ムを一時的な処置で始動するこ
とができます。（ P.423）

次の原因が考えられます。
補機バッテリーあがりの可能性
があります。（ P.427）

補機バッテリーのターミナルが
ゆるんでいる可能性があります。
（ P.362）

次の原因が考えられます。
補機バッテリーあがりの可能性
があります。（ P.427）
補機バッテリーのターミナルが
はずれている可能性があります。
（ P.362）
対処の方法がわからないとき、あ
るいは対処をしてもハイブリッド
システムが始動できないときは、
トヨタ販売店にご連絡ください。

通常のハイブリッドシステム始動
操作でハイブリッドシステムが始
動しないときは、次の手順でハイ
ブリッドシステムが始動する場合
があります。
緊急時以外は、この方法で始動さ
せないでください。
1 パーキングブレーキがかかって
いることを確認するため、パー
キングブレーキスイッチを引く
（ P.194）

メーター内のパーキングブレーキ表示灯
が点灯します。

2 シフトレバーがPの位置にある
ことを確認する

3 パワースイッチを ACCにする
4 ブレーキペダルをしっかり踏ん
でパワースイッチを約15秒以
上押し続ける

ハイブリッドシステムが始
動できないときは

ハイブリッドシステムが始動で
きない原因は状況によって異な
ります。次の状況の中であては
まるものを確認し、適切に対処
してください。

正しいハイブリッドシステムの
始動方法（ P.184）に従って
も始動できない

室内灯・ヘッドランプが暗い／
ホーンの音が小さい、または鳴
らない場合

室内灯・ヘッドランプが点灯し
ない／ホーンが鳴らない場合

緊急時の始動について
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上記の方法でハイブリッドシステ
ムが始動しても、システムの故障
が考えられます。ただちにトヨタ
販売店で点検を受けてください。

キーをなくしたときは

キーナンバープレートに打刻さ
れたキーナンバーと残りのキー
から、トヨタ販売店でトヨタ純
正品の新しいキーを作ることが
できます。
キーナンバープレートは車の中
以外の安全な場所（財布の中な
ど）に保管してください。

注意
電子キーを紛失したとき

電子キーを紛失した状態で放置すると、
盗難の危険性が極めて高くなります。
車両に付属している残りの電子キーを
すべてお持ちの上、ただちにトヨタ販
売店にご相談ください。
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1 ラゲージルーム内のカバーをマ
イナスドライバーを使って取り
はずす

カバーを取りはずすときは、傷が付くの
を防ぐため、マイナスドライバーの先端
に布などを巻いて保護してください。

2 レバーを引く

知識
電子キーが正常に働かないとき

車両カスタマイズ機能でスマートエン
トリー＆スタートシステムの設定を確
認し、非作動になっている場合には、
作動可能に設定変更してください。
（ P.446）

電子キーが節電モードに設定されてい
ないことを確認してください。
設定されている場合は解除してくださ
い。（ P.128）

電子キーの機能が停止している可能性
があります。（ P.129）

メカニカルキー（ P.108）を
使って次の操作ができます。（運転
席ドアのみ）

給油扉が開かないときは

給油扉オープナースイッチを押
しても給油扉が開かないときは、
次の手順で給油扉を開けること
ができます。

給油扉を開くには

電子キーが正常に働かない
ときは

電子キーと車両間の通信がさま
たげられたり（ P.129）、電子
キーの電池が切れたときは、ス
マートエントリー＆スタートシ
ステムとワイヤレスリモコンが
使用できなくなります。このよ
うな場合、次の手順でドアを開
けたり、ハイブリッドシステム
を始動したりすることができま
す。

注意
スマートエントリー＆スタートシス
テムの故障などで販売店に車両を
持っていくとき

車両に付属しているすべての電子キー
をお持ちください。

ドアを施錠・解錠するには
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1 全ドア施錠
2 全ドア解錠

知識
キー連動機能

1 ドアガラスが閉まる（まわし続け

る）※

2 ドアガラスが開く（まわし続ける）※

※トヨタ販売店での設定変更が必要です。

1 シフトレバーがPの状態でブ
レーキペダルを踏む

2 スイッチが付いている側を表に
して、電子キーでパワースイッ
チにふれる

電子キーを認識するとブザーが鳴り、
ONへ切りかわります。

車両カスタマイズ機能でスマートエント
リー＆スタートシステムの設定が非作動
になっているときは、ACCへ切りかわ
ります。

3 ブレーキペダルをしっかりと踏
み込んで、マルチインフォメー
ションディスプレイに

※1 ／  ※2 が表

示されていることを確認する
※14.2 インチディスプレイ装着車
※27 インチディスプレイ装着車

4 パワースイッチを短く確実に押
す

処置をしても作動しないときは、
トヨタ販売店にご連絡ください。

知識
ハイブリッドシステムの停止方法

通常のハイブリッドシステムの停止方法

警告
メカニカルキーを使ってドアガラス
を操作するとき

ドアガラスに人が挟まれるおそれがな
いことを確認してから操作してくださ
い。またお子さまには、メカニカル
キーによる操作をさせないでください。
お子さまや他の人がドアガラスに挟ま
れたり巻き込まれたりするおそれがあ
ります。

ハイブリッドシステムを始動す
るには
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と同様に、パーキングブレーキをかけ、
シフトレバーを Pにしてパワースイッチ
を押します。

電子キーの電池交換

ここで説明しているハイブリッドシステ
ムの始動方法は一時的な処置です。電池
が切れたときは、ただちに電池の交換を
おすすめします。（ P.377）

オートアラームについて

メカニカルキーで施錠した場合、オート
アラームが設定されません。なお、オー
トアラーム設定中にメカニカルキーで解
錠すると、警報が鳴りますのでご注意く
ださい。（ P.61）

パワースイッチのモードの切りかえ

ハイブリッドシステム始動方法の手順 3
で、ブレーキペダルから足を離してパ
ワースイッチを押すと、ハイブリッドシ
ステムが始動せず、スイッチを押すごと
にモードが切りかわります。（ P.187）

ブースターケーブルと12 V の
バッテリー付き救援車があれば、
次の手順に従って、ハイブリッド
システムを始動させることができ
ます。
1 電子キーを携帯していることを
確認する

ブースターケーブル接続時、場合によっ
ては、オートアラームが作動し自動的に
ドアが施錠されます。（ P.62）

2 ボンネットを開けて
（ P.362）、ヒューズボックス
のカバーをはずす

ツメ と を押してロックを完全には

補機バッテリーがあがった
ときは

補機バッテリーがあがった場合、
次の手順でハイブリッドシステ
ムを始動することができます。

ハイブリッドシステムを再始動
するには

A B
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ずしてから、カバーを持ち上げます。 3 ヒューズボックス内の救援用端
子のカバーを開ける

4 赤色のブースターケーブルを自車の救援用端子 につなぎ、もう一方
の端を救援車のバッテリーの＋端子 につなぐ。その後、黒色のブー
スターケーブルを救援車のバッテリーの－端子 につなぎ、もう一方
の端を未塗装の金属部 につなぐ

救援用端子（自車）

バッテリーの＋端子（救援車）

バッテリーの－端子（救援車）

未塗装の金属部（図に示すような固定された部分）
5 救援車のエンジンをかけ、回転
を少し高めにして、約 5分間自
車の補機バッテリーを充電する

6 パワースイッチがOFF の状態
でいずれかのドアを開閉する

7 救援車のエンジン回転を維持し
たまま、パワースイッチをいっ
たんONにしてからハイブリッ
ドシステムを始動する

A

B

C

D

A

B

C

D
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8 READYインジケーターが点灯
することを確認する

点灯しない場合はトヨタ販売店にご連絡
ください。

9 ハイブリッドシステムが始動し
たら、ブースターケーブルをつ
ないだときと逆の順ではずす

10救援用端子カバーを閉じ、
ヒューズボックスのカバーをも
とどおりに取り付ける

ハイブリッドシステムが始動して
も、早めにトヨタ販売店で点検を
受けてください。

知識
補機バッテリーあがり時の始動につい
て

この車両は、押しがけによる始動はでき
ません。

補機バッテリーあがりを防ぐために

ハイブリッドシステムが停止している
ときは、ランプやエアコンの電源を
切ってください。

渋滞などで長時間止まっているときは、
不必要な電装品の電源を切ってくださ
い。

補機バッテリーがあがってしまったと
き

コンピューターに記憶されている情報
が消去されます。補機バッテリーがあ
がったときはトヨタ販売店で点検を受
けてください。

初期設定が必要な機能があります。
（ P.455）

補機バッテリー端子をはずすとき

補機バッテリー端子をはずすと、コン
ピューターに記憶されている情報が消去
されます。補機バッテリー端子をはずす

ときは、トヨタ販売店にご相談ください。

補機バッテリーについて

P.362

補機バッテリーの充電について

補機バッテリーの電力は、車両を使用し
ていないあいだも、一部の電装品による
消費や自然放電のために、少しずつ消費
されています。そのため、車両を長時間
放置すると、補機バッテリーがあがって
ハイブリッドシステムが始動できなくな
るおそれがあります。（補機バッテリーは
ハイブリッドシステムの作動中に自動で
充電されます）

補機バッテリーあがり時や取りはずし
時などは

補機バッテリー脱着直後はスマートエ
ントリー＆スタートシステムによるド
アの解錠ができない場合があります。
解錠できなかった場合は、ワイヤレス
リモコン、またはメカニカルキーで解
錠・施錠を実施してください。

補機バッテリー脱着後、最初の始動操
作でハイブリッドシステムを始動でき
なかった場合は、電子キーが正常に働
かないときの手順（ P.426）で、始
動操作を行ってください。2 回目以降
のハイブリッドシステム始動は正常に
動作しますので、問題ではありません。

車両は常にパワースイッチの状態を記
憶しています。補機バッテリーあがり
時、補機バッテリー脱着後は、補機
バッテリーをはずす前の状態に車両は
復帰します。補機バッテリーを脱着す
る際は、パワースイッチをOFF にして
から行ってください。補機バッテリー
あがり前のパワースイッチの状態が不
明の場合、補機バッテリー接続時は特
に注意してください。

補機バッテリーを交換するとき

欧州規格バッテリーを使用してくださ
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い。

交換前と同一のケースサイズ（LN2）、
20時間率容量（20HR）が同等
（55Ah）以上、かつ性能基準値
（CCA）が同等（345A）以上の補機
バッテリーを使用してください。

･ ケースサイズが異なると、補機バッテ
リーが正しく固定されません。

･ 20 時間率容量が小さいと、車両を使用
していない期間が短い期間であっても
補機バッテリーがあがって、ハイブ
リッドシステムの始動ができなくなる
おそれがあります。

一括排気タイプのカルシウムバッテ
リーを使用してください。

取っ手の付いている補機バッテリーを
使用してください。
取っ手が付いていない補機バッテリー
を使用すると、補機バッテリーを取り
出しにくくなります。

交換後は、補機バッテリーの排気穴に
次のものを確実に取り付けてください。

･ 排気ホースは、交換前の補機バッテ
リーに取り付けられているものを使用
し、車両穴部と確実に接続されている
ことを確認してください。

･ 排気穴栓は、交換した補機バッテリー
に付属のもの、または交換前の補機
バッテリーに取り付けられているもの
を使用してください。（交換する補機
バッテリーによっては、排気穴がふさ
がれたものもあります）

詳しくは、トヨタ販売店にご相談くださ
い。

排気穴

排気ホース

車両穴部

警告
補機バッテリー端子をはずすとき

必ず－端子を先にはずしてください。
＋端子を先にはずすと、＋端子が周辺
の金属部分にふれた場合、火花が発生
し火災につながるおそれがあるほか、
感電し重大な傷害におよぶか、最悪の
場合死亡につながるおそれがあります。

補機バッテリーの引火または爆発を
防ぐために

補機バッテリーから発生する可燃性ガ
スに引火して爆発するおそれがあり危
険ですので、火や火花が発生しないよ
う、次のことをお守りください。

ブースターケーブルは正しい端子ま
たは接続箇所以外に接続しない

＋端子に接続したブースターケーブ
ルの先を付近のブラケットや未塗装
の金属部に接触させない

ブースターケーブルは＋側と－側の
端子を絶対に接触させない

補機バッテリー付近では、喫煙した
りマッチやライターなどで火を起こ
さない

補機バッテリーの取り扱いについて

補機バッテリー内には有毒で腐食性の
ある酸性の電解液が入っており、また
関連部品には鉛または鉛の混合物を含
んでいるので、取り扱いに関し、次の
ことを必ずお守りください。

補機バッテリーを取り扱うときは保
護メガネを着用し、液（酸）が皮
膚・衣服・車体に付着しないように
する

A

B

C
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警告
必要以上、顔や頭などを補機バッテ
リーに近付けない

誤ってバッテリー液が体に付着した
り目に入ったりした場合、ただちに
大量の水で洗い、すぐに医師の診察
を受ける
また、医師の診察を受けるまで、水
を含ませたスポンジや布を患部にあ
てておく

誤ってバッテリー液を飲み込んだ場
合、多量の水を飲んで、すぐに医師
の診察を受ける

補機バッテリーの支柱・ターミナ
ル・その他の関連部品の取り扱い後
は手を洗う

お子さまを補機バッテリーに近付け
ない

補機バッテリーあがりの処置をした
あと

早めにトヨタ販売店で補機バッテリー
の点検を受けてください。
補機バッテリーが劣化している場合、
そのまま使い続けると補機バッテリー
から異臭ガスが発生し、乗員に健康障
害をおよぼすおそれがあり危険です。

補機バッテリーを交換するときは

補機バッテリーの交換については、
トヨタ販売店にご相談ください。

交換後は、交換した補機バッテリー
の排気穴に排気ホースと排気穴栓を
確実に取り付けてください。正しく
取り付けられていないと、可燃性ガ
スが車内に侵入したり、引火して爆
発するおそれがあり危険です。

注意
ブースターケーブルの取り扱いにつ
いて

ブースターケーブルを接続したり、取
りはずすときは、冷却ファンなどに巻
き込まれないように十分注意してくだ
さい。

救援用端子について

この車の救援用端子は、他の車から応
急的に補機バッテリーを充電するため
のものです。この救援用端子を使用し
て、他の車のバッテリーあがりを救援
することはできません。
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水温計の針がレッドゾーンに
入ったり、マルチインフォメー
ションディスプレイに「エンジ
ン冷却水高温」が表示されたと
き

1 安全な場所に停車し、エアコン
をOFF にしてから、ハイブ
リッドシステムを停止する

2 蒸気が出ている場合：
蒸気が出なくなったことを確認
してから、注意してボンネット
を開ける
蒸気が出ていない場合：
注意してボンネットを開ける

3 ハイブリッドシステムが十分に
冷えてから、ラジエーターコア

部（放熱部）やホースなどから
の冷却水もれを点検する

ラジエーター

ファン
多量の冷却水もれがある場合は、ただち
にトヨタ販売店に連絡してください。

4 冷却水の量がリザーバータンク
の“FULL”（上限）と
“LOW”（下限）のあいだに
あるかを点検する

リザーバータンク

“FULL”（上限）

“LOW”（下限）
5 冷却水が不足している場合は、
冷却水を補給する

冷却水がない場合は、応急措置として水
を補給してください。

応急措置として水を補給した場合は、で
きるだけ早くトヨタ販売店で点検を受け

オーバーヒートしたときは

次のような場合は、オーバー
ヒートの可能性があります。
水温計（ P.68, 72）の針が
レッドゾーンに入ったり、ハ
イブリッドシステムの出力が
低下する（スピードが出ない
など）
マルチインフォメーション
ディスプレイに「エンジン冷
却水高温　安全な場所に停車
して取扱書を確認してくださ
い」または「ハイブリッドシ
ステム高温出力制限中です」
が表示される
エンジンルームから蒸気が出
る

対処するには

A

B

A

B

C
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てください。

6 ハイブリッドシステムを始動
し、エアコンを作動させてラジ
エーター冷却用のファンが作動
しているか、およびラジエー
ターコアやホースなどから冷却
水もれがないことを再度確認す
る

ハイブリッドシステムが冷えた状態での
始動直後は、エアコンをONにすること
でファンが作動します。ファンの音や風
で確認してください。わかりにくいとき
は、エアコンのON・OFF をくり返して
ください。
（ただし、氷点下となる寒冷時はファンが
作動しないことがあります）

7 ファンが作動していない場合：
すぐにハイブリッドシステムを
停止し、トヨタ販売店に連絡す
る
ファンが作動している場合：
最寄りのトヨタ販売店で点検を
受ける

8 マルチインフォメーションディ
スプレイの「エンジン冷却水高
温」表示を確認する

表示が消えていない場合：
すぐにハイブリッドシステムを停止し、
トヨタ販売店に連絡してください。
表示が消えてる場合：
最寄りのトヨタ販売店で点検を受けてく
ださい。

マルチインフォメーションディ
スプレイに「ハイブリッドシス
テム高温出力制限中です」が表
示されたとき

1 安全な場所に停車する
2 ハイブリッドシステムを停止
し、注意してボンネットを開け
る

3 ハイブリッドシステムが十分に
冷えてから、ラジエーターコア
部（放熱部）やホースなどから
の冷却水もれを点検する

多量の冷却水もれがある場合は、ただち
にトヨタ販売店に連絡してください。

ラジエーター

ファン
4 冷却水の量がリザーバータンク
の“FULL”（上限）と
“LOW”（下限）のあいだに
あるかを点検する

A

B
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リザーバータンク

“FULL”（上限）

“LOW”（下限）
5 冷却水が不足している場合は、
冷却水を補給する

冷却水がない場合は、応急措置として水
を補給してください。

応急措置として水を補給した場合は、で
きるだけ早くトヨタ販売店で点検を受け
てください。

6 ハイブリッドシステムを停止し
てから5 分以上経過したあと
で、ハイブリッドシステムを始
動し、マルチインフォメーショ
ンディスプレイを確認する

表示が消えない場合：
ハイブリッドシステムを停止してトヨタ
販売店に連絡してください。

表示が消えている場合：
ハイブリッドシステムの温度が低下した
ため、通常走行が可能です。ただし、そ
のあともひんぱんに表示される場合は、
トヨタ販売店に連絡してください。

A

B

C

警告
エンジンルームを点検しているとき

次のことを必ずお守りください。
お守りいただかないと、やけどなどの
重大な傷害を受けるおそれがあります。

エンジンルームから蒸気が出ている
場合は、蒸気が出なくなるまでボン
ネットを開けないでください。エン
ジンルーム内が高温になっています。

ハイブリッドシステムの停止後は、
READYインジケーターが消灯して
いることを確認してください。ハイ
ブリッドシステムが作動していると、
ガソリンエンジンが自動的に動き出
したり、ガソリンエンジンが停止し
ていても、冷却ファンが急にまわり
出すことがあります。ファンなどの
回転部分にふれたり、近付いたりす
ると、手や着衣（特にネクタイ・ス
カーフ・マフラーなど）が巻き込ま
れたりして、重大な傷害を受けるお
それがあり危険です。

ハイブリッドシステムおよびラジ
エーターが熱い場合は、冷却水リ
ザーバータンクのキャップや、ラジ
エーターのキャップを開けないでく
ださい。
高温の蒸気や冷却水が圧力によって
噴き出すおそれがあります。

注意
冷却水を入れるとき

ハイブリッドシステムが十分に冷えて
からゆっくり入れてください。
ハイブリッドシステムが熱いときに急
に冷たい冷却水を入れると、ハイブ
リッドシステムが損傷するおそれがあ
ります。
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1 パーキングブレーキをかけシフ
トレバーを Pにして、ハイブ
リッドシステムを停止する

2 前輪周辺の土や雪などを取り除
く

3 前輪の下に木や石などをあてが
う

4 ハイブリッドシステムを再始動
する

5 シフトレバーをDまたはRに
入れ、パーキングブレーキを解
除して注意しながらアクセルペ
ダルを踏む

知識
脱出しにくいとき

を押して TRC を OFFにしてくださ
い。

注意
冷却系統の故障を防ぐために

次のことをお守りください。

異物（砂やほこりなど）を冷却水に
混入させない

市販の冷却水添加剤を使用しない

スタックしたときは

ぬかるみや砂地・雪道などでタ
イヤが空転したり埋まり込んで
動けなくなったときは次の方法
を試みてください。

脱出するには
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警告
脱出するとき

前進と後退をくり返してスタックから
脱出する場合、他の車・ものまたは人
との衝突を避けるため周囲に何もない
ことを確認してください。
スタックから脱出するとき、車が前方
または後方に飛び出すおそれがありま
すので、特に注意してください。

シフトレバーを操作するとき

アクセルペダルを踏み込んだまま操作
しないように気を付けてください。
車が急発進し、思わぬ事故につながる
おそれがあり危険です。

注意
トランスミッションやその他の部品
への損傷を避けるために

タイヤが空転するのを避け、必要以
上にアクセルペダルを踏まないでく
ださい。

上記の方法で脱出できなかった場合、
けん引による救援が必要です。
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8-1. 仕様一覧

※エタノールの混合率10% 以下または、ETBE の混合率22% 以下のガソリン（酸
素含有率 3.7% 以下）を使用することができます。

※エンジンオイルの容量は交換する際の目安です。オイル量の確認は、エンジンを暖機
後に停止し、5 分以上経過してからレベルゲージで行ってください。

指定エンジンオイル
API 規格 SP/RC、SN PLUS/
RC、SN/RCか、ILSAC規格に
合致したオイルをご使用ください。

0W-16は、新車時に工場充填さ
れている推奨オイルであり、 優れ
た省燃費性能を発揮できます。
0W-16 が入手困難な場合は、

メンテナンスデータ（指定燃料・オイル量など）

使用するオイルや液類の品質により、お車の寿命は著しく左右されま
す。
トヨタ車には、最も適したトヨタ純正オイル・液類（以下、「指定銘柄」
といいます）のご使用をおすすめします。
指定銘柄以外を使用される場合は、指定銘柄に相当する品質のものをご
使用ください。

燃料

指定燃料 容量 [L]（参考値）

･ 無鉛レギュラーガソリン

･ バイオ混合ガソリン（レギュラー）※
55

エンジンオイル

指定銘柄
容量 [L]（参考値※）

オイルのみ交
換

オイルとオイル
フィルター交換

推奨：

トヨタ純正モーターオイル SP 0W-16
ー API SP/RC, ILSAC GF-6B, SAE 0W-16

適合：

トヨタ純正モーターオイルSP 0W-20
ー API SP/RC, ILSAC GF-6A, SAE 0W-20

トヨタ純正モーターオイル SP 5W-30
ー API SP/RC, ILSAC GF-6A, SAE 5W-30

4.2 4.5



439

8

8-1. 仕様一覧
車
両
情
報

0W-20、5W-30 もご使用いただ
けます。
なお、ILSAC規格合格油の缶には
ILSAC CERTIFICATION（イル
サックサーティフィケーション）
マークが付いています。

API マーク

ILSAC CERTIFICATIONマー
ク
エンジンオイル推奨粘度

下記図に基づき、外気温に適した
粘度のものをご使用ください。

オイル粘度について（例として
0W-16で説明します）：
･ 0W-16の 0Wは、低温時のエ
ンジン始動特性を示しています。
Wの前の数値が小さいほど冬場
や寒冷時のエンジン始動が容易
になります。

･ 0W-16の 16は、高温時の粘
度特性を示しています。
粘度の高い（数値が大きい）オ
イルは、高速または高負荷走行
に適しています。

※交換が必要な際はトヨタ販売店にご相談ください。

A

B

ラジエーター

指定銘柄
容量 [L]（参考値）

エンジン
パワーコント
ロールユニット

トヨタ純正スーパーロングライフクーラント

凍結保証温度

濃度 30％　　－12℃
濃度 50％　　－35℃

6.0 1.6

トランスミッション

指定銘柄 容量 [L]（参考値※）

トヨタ純正オートフルード WS 3.9
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※交換が必要な際はトヨタ販売店にご相談ください。

ブレーキフルード

ブレーキペダル

※エンジン回転時に、300N（30.5kgf）の踏力をかけたときの床板とのすき間の最
小値

注意
トランスミッションフルードについて

指定銘柄以外のフルードを使用すると、振動・異音の発生や、故障などの原因になる
おそれがあります。

リヤディファレンシャル（リヤ電動モーター［4WD車のみ］）

指定銘柄 容量［L］（参考値※）

トヨタ純正オートフルード WS 1.7

注意
リヤディファレンシャルフルードについて

指定銘柄以外のフルードを使用すると、振動・異音の発生や、故障などの原因になる
おそれがあります。

ブレーキ

指定銘柄

トヨタ純正ブレーキフルード2500H-A

項目 基準値 [mm]

遊び 1 ～ 6

踏み込んだときの床板とのすき間※ 146

ウォッシャータンク

容量 [L]（参考値）

寒冷地仕様車を除く 2.5

寒冷地仕様車 4.8
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サイズ・空気圧

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

ホイールナット締め付けトルク

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

タイヤ・ホイール

タイヤサイズ ホイールサイズ

タイヤが冷えているときの空
気圧 kPa（kg/cm2）

前輪 後輪

標準
タイヤ

225/65R17 102H 17  7 J 230（2.3） 230（2.3）

225/60R18 100H 18  7 J 230（2.3） 230（2.3）

225/55R19 99V 19  7 J 230（2.3） 230（2.3）

応急用
タイヤ★

T165/80D17 104M 17  4 T 420（4.2）

トルク［N・m（kgf・cm）］

標準タイヤ
103（1050）

応急用タイヤ★

車両仕様

名称 型式 エンジン
電動機型式

駆動方式
フロント リヤ

HARRIER
AXUH80 A25A-FXS

（2.5L ガソリン）
3NM

FF（前輪駆動）

AXUH85 4NM 4WD（4輪駆動）
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8-2. カスタマイズ機能

マルチメディアディスプレイで
設定するには

1 MENU ボタンを押し、「設定・
編集」を選択する

2「設定・編集」画面の「車両」
を選択する

3「車両カスタマイズ」を選択す
る

4 設定を変更したいカテゴリーを
選択する

5 一覧表示された中から設定を変
更する項目を選択する

6 機能の作動内容を選択する
作動・非作動を変更できる機能では、「す
る」（作動）・「しない」（非作動）を選択
します。

音量やセンサーの感度などを変更できる
機能では、「＋」または「－」を選択して
レベルを調整します。

マルチインフォメーションディ
スプレイで設定するには
4.2 インチディスプレイ装着車

1 メーター操作スイッチの ま
たは を押して を選択する

2 メーター操作スイッチの ま
たは を押して変更する項目
を選択する

3 ON／OFF を切りかえる機能
では、メーター操作スイッチの
を押してご希望の設定に切

りかえる
4 詳細設定が可能な機能では、

を押し続けて設定画面を表
示する

詳細設定の方法は、各画面ごとに異なり
ます。画面に表示されているアドバイス
文を参考に設定を行ってください。

前の画面にもどる、もしくは設定を終了

する場合は、 スイッチを押します。

7 インチディスプレイ装着車

1 メーター操作スイッチの ま
たは、 を押して を選択す
る

2 メーター操作スイッチの ま
たは を押して変更する項目
を選択する

ユーザーカスタマイズ機能

お車に装備されている各種の機
能は、ご希望に合わせてトヨタ
販売店で作動内容を変更するこ
とができます。また、マルチメ
ディアディスプレイ・マルチイ
ンフォメーションディスプレイ
の操作により設定を変更するこ
とができる機能もあります。
機能によっては、他の機能と連
動して設定がかわるものもあり
ます。詳しくはトヨタ販売店へ
お問い合わせください。
T-Connect サービスご契約のお
客様は、マイカーカスタマイズ
機能（T-Connect 対応 スマホ
アプリのご利用またはトヨタ販
売店へのご依頼）により、遠隔
で設定変更ができます。
遠隔での設定変更が可能な項目
に関しては T-Connect 対応ス
マホアプリでご確認ください。

設定を変更するには
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3 ON／OFF を切りかえる機能
では、メーター操作スイッチの
を押してご希望の設定に切

りかえる
4 詳細設定が可能な機能では、

を押し続けて設定画面を表
示する

詳細設定の方法は、各画面ごとに異なり
ます。画面に表示されているアドバイス
文を参考に設定を行ってください。

前の画面にもどる、もしくは設定を終了

する場合は、 スイッチを押します。

知識
カスタマイズ設定を行うとき

安全な場所に停車し、パーキングブレー
キをかけ、シフトレバーを P にしてくだ
さい。また、補機バッテリーあがりを防

ぐため、ハイブリッドシステムが作動し
ている状態で操作を行ってください。

機能によっては、他の機能と連動して設定がかわるものもあります。詳し
くはトヨタ販売店へお問い合わせください。
マルチメディアディスプレイで設定変更可能
マルチインフォメーションディスプレイで設定変更可能
トヨタ販売店で設定変更可能
先読みエコドライブ★（ P.53）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

オートアラーム（ P.61）

警告
カスタマイズ設定を行うとき

ハイブリッドシステムが作動した状態
で操作を行うため、車庫内など囲まれ
た場所では、十分に換気をしてくださ
い。換気をしないと、排気ガスが充満
し、排気ガスに含まれる一酸化炭素
（CO）により、重大な健康障害におよ
ぶか、最悪の場合死亡につながるおそ
れがあります。

注意
カスタマイズ設定を行うとき

補機バッテリーあがりを起こす可能性
がありますので、確実にハイブリッド
システムが作動している状態で実施し
てください。

車両カスタマイズ設定一覧

機能の内容 初期設定 変更後

先読みエコドライブ する しない ○

機能の内容 初期設定 変更後

メカニカルキーを使って解錠したと
きのアラーム解除

しない する ○

A

B

C

A B C

A B C
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メーター・マルチインフォメーションディスプレイ（ P.68, 72, 75, 
85）

機能の内容※1 初期設定 変更後

言語 日本語 英語 ○

単位 km/L L/100km ○

EVインジケーター あり（自動点灯） なし ○

デジタル車速※2 あり なし ○

ガジェット表示選択※2 なし

平均車速

○走行距離

走行時間

ドライブインフォタイプ※2 リセット間
始動後※3

○
給油後※4

エコアクセルガイド※5 あり なし ○

燃費グラフ※5
リセット後平均

燃費
始動後平均燃費

○
給油後平均燃費

オーディオ表示※5 表示 非表示 ○

エネルギーモニター※5 表示 非表示 ○

4WD作動状態表示※5. 6 表示 非表示 ○

ドライブインフォ項目選択（上
段）※5

走行距離
平均車速

○
走行時間

ドライブインフォ項目選択（下
段）※5

走行時間
平均車速

○
走行距離

今回の走行※5 エコジャッジ
ドライブイン

フォ
○

割込表示 あり なし ○

MID 消灯 表示 非表示 ○

提案サービス あり
あり

（停車中のみ） ○ ○
なし

A B C
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車
両
情
報

※1機能についての詳しい説明はP.80, 90 を参照してください。
※27 インチディスプレイ装着車のみ
※3「始動後」を選択しても、平均燃費の表示は変更されません。
※4「給油後」を選択するとガジェットが非表示になります。
※54.2 インチディスプレイ装着車のみ
※64WD車のみ

ヘッドアップディスプレイ★（ P.95）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※T-Connect ナビゲーションシステム装着車

ドアロック（ P.109, 425）

周囲の明るさにより、メーターの照
度を自動減光するためのセンサーの
感度調節

0 -2～ +2 ○

周囲の明るさにより、減光したメー
ターなどの照度をもとにもどすため
のセンサーの感度調節

0 -2～ +2 ○

機能の内容 初期設定 変更後

ヘッドアップディスプレイ表示 あり なし ○

タコメーター切りかえ
ハイブリッドシ
ステムインジ
ケーター

タコメーター
○

表示なし

ナビゲーション表示※ あり なし ○

運転支援表示 あり なし ○

オーディオ表示 あり なし ○

機能の内容 初期設定 変更後

メカニカルキーによる解錠
1回で全ドア解

錠

1回で運転席ド
ア解錠、連続2
回で全ドア解錠

○

車速感応オートドアロック あり なし ○ ○

シフトレバーを P以外にしたとき
の全ドア施錠
（シフト操作連動ドアロック）

なし あり ○ ○

機能の内容※1 初期設定 変更後 A B C

A B C

A B C
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スマートエントリー＆スタートシステム、ワイヤレスドアロック共通
（ P.108, 127）

スマートエントリー＆スタートシステム（ P.127）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※解錠されるドアの選択を「運転席のみ解錠」にしたときに設定できます。

シフトレバーを Pにしたときの全
ドア解錠
（シフト操作連動アンロック）

あり なし ○ ○

運転席を開けたときの全ドア自動解
錠
（運転席ドア開連動アンロック）

なし あり ○ ○

機能の内容 初期設定 変更後

作動の合図（非常点滅灯） あり なし ○ ○

作動の合図（ブザー音量調整） レベル5
OFF

○ ○
レベル 1～ 7

解錠後、ドアを開けなかったときの
自動施錠までの時間

30秒
60 秒

○
120秒

半ドア警告ブザー あり なし ○

機能の内容 初期設定 変更後

スマートエントリー＆スタートシス
テム

あり なし ○ ○

解錠されるドアの選択 全席解錠 運転席のみ解錠 ○

連続ロック操作の有効回数 2回 無制限 ○

全席解錠までのドアハンドル保持時
間※

非作動

1.5 秒

○2秒

2.5 秒

降車オートロック機能 なし あり ○

パワーバックドア閉作動中降車オー
トロック機能★

なし あり ○

パワースイッチ文字照明 あり なし ○

機能の内容 初期設定 変更後 A B C

A B C

A B C
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8-2. カスタマイズ機能
車
両
情
報

ワイヤレスドアロック（ P.108）

パワーバックドア★（ P.114）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※1作動開始時のブザーを非吹鳴にすることはできません。

機能の内容 初期設定 変更後

ワイヤレス機能 あり なし ○

解錠時の操作
1回で全ドア解

錠

1回で運転席ド
ア解錠、連続2
回で全ドア解錠

○ ○

ドアが施錠されている状態で

を操作したときのドアロック
解錠作動（パワーバックドア装着
車）（ P.117）

なし

あり（全ドア解
錠）

○
あり（バックド
アのみ解錠）

機能の内容 初期設定 変更後

パワーバックドア機能 あり なし ○ ○

車内のスイッチを押してパワーバッ
クドアを開くときの操作

1 回押し続ける 1 回押し 〇

ワイヤレスリモコンの を押し
てパワーバックドアを開くときの操
作

1 回押し続ける

1 回押し

〇2 回押し

非作動

ブザー音量 レベル3
レベル 1

○ ○
レベル 2

パワーバックドア作動中のブザー吹
鳴※1

なし あり ○

パワーバックドア全開時の開度 5

1～ 4

○お好みの位置
（高さ）※2

バックドアを引き下げたときの自動
閉作動

あり なし ○

バックドアオープンスイッチを押し
たときの自動開作動

あり なし ○

ハンズフリーパワーバックドア★の
作動

あり なし ○

A B C

A B C
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※2バックドア下部のスイッチ操作で設定します。（ P.126）

ポジションメモリー★（ P.136）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

パワーイージーアクセスシステム★（ P.136）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

ドアミラー（ P.169）

パワーウインドウ（ P.172）

機能の内容 初期設定 変更後

メモリーコール機能と連動するドア
の選択

運転席ドア 全ドア ○

ヘッドレストと車両天井との干渉防
止機能（メモリー位置呼び出し時）

あり なし ○

機能の内容 初期設定 変更後

降車時の運転席シート前後移動量 標準
なし

○ ○
少なめ

降車時のステアリング移動 チルトのみ

全て作動

○
テレスコピック

のみ

なし

機能の内容 初期設定 変更後

オート電動格納作動
ドアの施錠・解
錠と連動

なし
○パワースイッチ

と連動

機能の内容 初期設定 変更後

メカニカルキー連動開機能 なし あり ○

メカニカルキー連動閉機能 なし あり ○

ワイヤレスリモコン連動開機能 なし あり ○

ワイヤレスリモコン連動閉機能 なし あり ○

ワイヤレスリモコン連動開閉作動の
合図（ブザー）

あり なし ○

窓開警告制御 あり なし ○

A B C

A B C

A B C

A B C
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8-2. カスタマイズ機能
車
両
情
報

調光パノラマルーフ★（ P.330）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

ランプ（ P.200）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

ランプ自動点灯・消灯システム（ P.200）

アダプティブハイビームシステム★（ P.204）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※オートマチックハイビームとして作動します。（ P.207）

機能の内容 初期設定 変更後

パワースイッチOFF 時の透過状態
／調光状態の記憶

なし あり ○

機能の内容 初期設定 変更後

LED デイタイムランニングランプ★ あり なし ○

ランプ消し忘れ防止ブザー あり なし ○

おむかえ照明機能の制御 あり なし ○

機能の内容 初期設定 変更後

ライトセンサーの感度調整
（コンライト感度調整）

-2 -1 ～ 2 ○ ○

ランプ消し忘れ防止機能の作動タイ
ミング

パワースイッチ
をOFF で作動

運転席ドアを開
けると作動

○

ワイパー連動ヘッドランプ点灯機能 なし あり ○

機能の内容 初期設定 変更後

アダプティプハイビームシステム あり なし※ ○

車速に応じた、ハイビームの明るさ
と照らす範囲の調整

約 15km/h か
ら作動

約 30km/hか
ら作動

○
約 40km/hか
ら作動

カーブを走行しているとき、進行方
向側のハイビームを明るく照らす

あり なし ○

先行車との距離に応じた、ロービー
ムの照らす範囲の調整

あり なし ○

A B C

A B C

A B C

A B C
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ワイパー＆ウォッシャー（リヤ）（ P.215）

ドライブスタートコントロール（ P.182）

※「なし」に変更しても、パワースイッチをON にするたびに「あり」にもどります。

PCS（プリクラッシュセーフティ）（ P.223）

※パワースイッチをON にすると設定を「なし」にしても「あり」にもどります。

LTA（レーントレーシングアシスト）（ P.230）

機能の内容 初期設定 変更後

バックドア開連動リヤワイパー停止
機能（ P.216）

しない する ○

ウォッシャー液を噴射したときのリ
ヤワイパー作動

する しない ○

リバース連動機能（ P.216） 1回のみ作動
しない

○
連続作動

機能の内容 初期設定 変更後

後退速度の抑制制御 あり なし※ ○

機能の内容 カスタマイズ設定

PCS（プリクラッシュセーフティ）
機能※

あり／なし ○

警報感度 早い／中間／遅い ○

機能の内容 カスタマイズ設定

車線維持支援機能（センタートレー
ス）

あり／なし ○

操舵支援 あり／なし ○

警報手段 ハンドルの振動／警告ブザー ○

警報感度 高／普通 ○

ふらつき検知 あり／なし ○

ふらつき検知感度 高／普通／低 ○

A B C

A B C

A B C

A B C
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車
両
情
報

RSA（ロードサインアシスト）（ P.239）

先行車発進告知機能（ P.252）

ITS Connect ★（ P.254）

※機能についての詳しい説明は P.254 を参照してください
★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

BSM（ブラインドスポットモニター）★（ P.263）

機能の内容 カスタマイズ設定

RSA（ロードサインアシスト）機
能

あり／なし ○

制限速度超過告知
告知表示のみ／告知表示とブザー

／なし
○

制限速度超過の告知車速 2km/h ／ 5km/h／ 10km/h ○

追い越し禁止告知
告知表示のみ／告知表示とハンド

ルの振動／なし
○

その他の告知（進入禁止告知）
告知表示のみ／告知表示とブザー

／なし
○

機能の内容 カスタマイズ設定

先行車発進告知機能 あり／なし ○

告知距離 近い／中間／遠い ○

機能の内容※ 初期設定 変更後

信号情報の表示 あり なし ○

道路環境情報の表示 あり なし ○

緊急車両存在通知 あり なし ○

通知感度 高 低 ○

通信利用型レーダークルーズコント
ロール

あり なし ○

機能の内容 初期設定 変更後

ブラインドスポットモニター機能 あり なし ○

ドアミラーインジケーターの明るさ 明るい 暗い ○

A B C

A B C

A B C

A B C
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★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

RCTA（リヤクロストラフィックアラート）★（ P.263）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。
※クリアランスソナーのブザー音量と連動しています。

クリアランスソナー（ P.271）

※RCTA（リヤクロストラフィックアラート）作動時のブザー音量と連動しています。

PKSB（パーキングサポートブレーキ）（ P.279）

接近車両を知らせるタイミング（感
度）

普通

早い

○
遅い

死角領域の車両
のみ検知

機能の内容 初期設定 変更後

RCTA（リヤクロストラフィックア
ラート）機能

あり なし ○

RCTA（リヤクロストラフィックア
ラート）作動時のブザー音量※

レベル2
レベル 1

○
レベル 3

機能の内容 初期設定 変更後

クリアランスソナー機能 あり なし ○

ブザー音量※ レベル2
レベル 1

○
レベル 3

機能の内容 初期設定 変更後

PKSB（パーキングサポートブレー
キ）機能

あり なし ○

機能の内容 初期設定 変更後 A B C

A B C

A B C

A B C
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車
両
情
報

エアコン（ P.300, 307）

リヤシートリマインダー（ P.111）

イルミネーション（ P.319）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

知識
車両カスタマイズについて

「車速感応式自動ドアロック」と「シフトレバーをP以外にしたときの全ドア施錠」を
両方とも「あり」にした場合次のように作動します。

･ シフトレバーを P以外にすると全ドア施錠されます。
･ 全ドア施錠された状態で発進した場合、車速感応式自動ドアロックは作動しません。
･ 発進前にいずれかのドアロックを解錠してから発進した場合は、車速感応式ドアロッ
クが作動します。

スマートエントリー＆スタートが「しない」の場合、「解錠ドアの選択」の設定はで

機能の内容 初期設定 変更後

AUTO スイッチがONのとき、連
動して外気導入と内気循環を自動的
に切りかえる

する しない ○ ○

AUTO スイッチをONにしたとき、
A/C スイッチが連動してONにな
る

する しない ○ ○

機能の内容 初期設定 変更後

リヤシートリマインダー する しない ○

機能の内容 初期設定 変更後

ドアの開閉後に点灯している室内灯
が自動で消灯するまでの時間
（室内照明消灯時間調節）

15秒

OFF

○ ○7.5 秒

30 秒

パワースイッチOFF 後の室内灯自
動点灯機能

あり なし ○

ドアを解錠したときの室内灯自動点
灯

あり なし ○

電子キーを携帯して車両に近付いた
ときの室内灯自動点灯

あり なし ○

車室内足元照明★の点灯 あり なし ○

A B C

A B C

A B C
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きません。

解錠後にドアを開けなかったときの自動施錠が作動した合図は、「作動の合図（非常
点滅灯）」・「作動の合図音量（ブザー音量の調整）」の設定に依存します。
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車
両
情
報

8-3. 初期設定

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

初期設定が必要な項目

次の項目は補機バッテリーを再接続したり、メンテナンスを行ったあと
などに、システムを正しく作動させるために初期設定が必要です。

設定が必要な項目

項目 初期設定が必要なとき 参照先

パワーバックドア★
･ 補機バッテリーの充電・
交換後の再接続時

･ ヒューズ交換時
P.122

パワーウインドウ
正常に働かないとき

P.172

電動サンシェード★ P.330

バックガイドモニター★ ･ 補機バッテリーの充電・
交換後の再接続時

･ ヒューズ交換時

別冊「ナビゲーションシス
テム取扱書」パノラミックビューモニ

ター★
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アルファベット順さくいん .....462

五十音順さくいん ....................463



458 こんなときは（症状別さくいん）

1-1. こんなときは（症状別さくいん）

こんなときは（症状別さくいん）

メカニカルキーをなくした場合、
トヨタ販売店でトヨタ純正の新
しいメカニカルキーを作ること
ができます。（ P.424）
電子キーをなくすと盗難の危険
性が極めて高くなるため、ただ
ちにトヨタ販売店にご相談くだ
さい。（ P.424）

キーの電池が消耗、または電池
が切れていませんか？
（ P.377）
パワースイッチがONになって
いませんか？
施錠するときは、パワースイッ
チをOFF にしてください。
（ P.187）
電子キーを車内に置き忘れてい
ませんか？
施錠するときは、電子キーを携
帯していることを確認してくだ
さい。
電波状況により、機能が正常に

働いていない可能性があります。
（ P.129）

チャイルドプロテクターがか
かっていませんか？
チャイルドプロテクターがか
かっていると車内からは開きま
せん。いったん車外から開けて、
チャイルドプロテクターを解除
してください。（ P.113）

ブレーキペダルをしっかりと踏
みながらパワースイッチを押し
ていますか？（ P.184）
シフトレバーはPになっていま
すか？（ P.190）
キーが車内の検知される場所に
ありますか？（ P.128）
ステアリングロックされていま
せんか？（ P.185）
キーの電池が消耗、または電池
が切れていませんか？
このときは、一時的な方法でハ
イブリッドシステムを始動する
ことができます。（ P.426）
補機バッテリーがあがっていま
せんか？（ P.427）

お困りの際は、トヨタ販売店に
ご連絡いただく前にまず次のこ
とを確認してください。

施錠／解錠／ドアの開閉ができ
ない

キーをなくした

施錠・解錠できない

リヤドアが開かない

故障かな？と思ったら

ハイブリッドシステムが始動で
きない
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盗難防止のため、自動的にロッ
クされます。（ P.185）

ウインドウロックスイッチが押
されていませんか？
ウインドウロックスイッチが押
されていると、運転席以外のパ
ワーウインドウは操作できなく
なります。（ P.174）

一定時間ACCまたはON（ハイ
ブリッドシステムが作動してい
ない状態）にしておくと、自動
電源OFF 機能が作動します。
（ P.187）

警告音が鳴りだしたときは、「車
から音が鳴ったときは（音さく
いん）」（ P.460）をご確認く
ださい。

警告灯や警告メッセージが表示
されたときは、P.394、400
をご確認ください。

タイヤパンク応急修理キット装
着車
車を安全な場所に停め、タイヤ
パンク応急修理キットでパンク
したタイヤを応急修理してくだ
さい。（ P.404）
応急用タイヤ装着車
車を安全な場所に停め、パンク
したタイヤを応急用タイヤに交
換してください。（ P.416）

ぬかるみ・砂地・雪道などで動
けなくなったときの脱出方法を
試してください。（ P.435）

ハイブリッドシステムを停止し
たあとにハンドルがまわせなく
なった

パワーウインドウスイッチを操
作してもドアガラスが開閉しな
い

パワースイッチが自動的に OFF
になった

警告音・アラーム・ホーンが鳴り
だした

警告灯や警告メッセージが表示
されたとき

トラブルが発生した

タイヤがパンクした

立ち往生した
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1-3. 車から音が鳴ったときは（音さくいん）

車から音が鳴ったときは（音さくいん）

※ドアを解錠する、またはパワースイッ
チをACCまたは ONにするか、ハイ
ブリッドシステムを始動すると、警報
を解除することができます。

次の状況のとき、車の状態や誤
操作などをお知らせするために
警告音が鳴ります。

車に乗るとき／降りるとき

状況 原因 詳細

解錠したとき

盗難防止装置
（オートアラー
ム）が作動した
※

P.61

ドアを開閉した
とき

シフトレバーが
P以外になって
いる

P.400

盗難防止装置
（オートアラー
ム）が作動した
※

P.61

ハイブリッドシ
ステムを停止し
たとき

電子キーの電池
残量が少なく
なっている

P.377

施錠しようとし
たとき（施錠で
きないとき）

いずれかのドア
が確実に閉まっ
ていない

P.128

電子キーを車内
に置き忘れてい
る

P.400

走行しているとき

状況 原因 詳細

走り出したとき

いずれかのド
ア・ボンネット
が確実に閉まっ
ていない

P.113

パーキングブ
レーキが解除さ
れていない

P.196

シートベルトを
着用していない
※

P.399

シフトダウンし
たとき

シフトダウン制
限をこえて操作
した

P.193

ブレーキペダル
を踏んだとき
（きしみやひっ
かき音）

ブレーキパッド
が摩耗している
おそれがある

P.179

先行車に接近し
たとき

レーダークルー
ズコントロール
（全車速追従機
能付き）を使用
している

P.247

前方の障害物と
衝突しそうに
なったとき

PCS（プリク
ラッシュセーフ
ティ）が作動し
た

P.223

車線から逸脱し
そうになったと
き

LTA（レーン
トレーシングア
シスト）を使用
している

P.233
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※助手席に荷物を置いている場合にもブ
ザーが鳴ることがあります。

★：グレード、オプションなどにより、
装備の有無があります。

制限速度より一
定の速度を超過
したとき RSA（ロード

サインアシス
ト）が作動した

P.240はみ出し通行禁
止の道路で追い
越しをかけたと
き

障害物との距離
が近付いたとき

クリアランスソ
ナーが作動した

P.271

後退時に左右か
らの車を検知し
たとき

RCTA（リヤク
ロストラフィッ
クアラート）★

が作動した

P.268

状況 原因 詳細

対向車や右折先
の歩行者がいる
ときに右折しよ
うとしたとき

ITS Connect 
★が作動した

P.254

左右から交差点
に進入する車が
いるときに発進
しようとしたと
き

赤信号の交差点
に進入しそうに
なったとき

緊急車両（救急
車）がサイレン
を鳴らして近辺
を走行している
とき

一時停止の交差
点に停止せず進
入しそうになっ
たとき

見通しの悪い
カーブの先など
で先行車両が停
止または低速で
走行していると
き

見通しが悪い交
差点のわき道に
車両がいるとき

状況 原因 詳細
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アルファベット順さくいん
A/C
（エアコン）......................300, 307
ABS
（アンチロックブレーキシステム）
....................................................288

ACA
（アクティブコーナリングアシスト）
....................................................289

AHB
（オートマチックハイビーム）..207
AHS
（アダプティブハイビームシステム）
....................................................204

BSM
（ブラインドスポットモニター）
....................................................263

EDR
（イベントデータレコーダー）........7
E-Four
（電気式4WDシステム）.........289
EV
（エレクトリックビークル）......189
FF
（フロントエンジンフロントドライ
ブ）..............................................441

HUD
（ヘッドアップディスプレイ）.....95
ILSAC CERTIFICATION
（イルサックサーティフィケーショ
ン）..............................................438

ISOFIX
（アイソフィックス／イソフィック
ス）.................................................37

LED
（ライトエミッティングダイオード）
....................................................382

LTA
（レーントレーシングアシスト）
....................................................230

PCS
（プリクラッシュセーフティ）..223
PKSB
（パーキングサポートブレーキ）
....................................................279

RCTA
（リヤクロストラフィックアラート）
....................................................263

RSA
（ロードサインアシスト）.........239
SRS
（サプリメンタルレストレイントシ
ステム）.........................................28

S-VSC
（ステアリングアシステッドビーク
ルスタビリティコントロール）288

Toyota Safety Sense
トヨタセーフティーセンス......219

TRC
（トラクションコントロール）289, 
435

VSC
（ビークルスタビリティコントロー
ル）..............................................288
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五十音順さくいん
あ

アースポイント（補機バッテリーあがり
の処置）.............................................427
アームレスト......................................339
ITS Connect.....................................254
アウターミラー（ドアミラー）.........169
RCTA .....................................................263
格納のしかた..........................................170

操作.........................................................169
BSM .......................................................263
ミラーヒーター...........................301, 309

アクセサリーコンセント...................341
アクセサリーソケット.......................333
アクセサリーモード ..........................187
アクティブコーナリングアシスト
（ACA）..............................................289
アシストグリップ ..............................339
アダプティブハイビームシステム
（AHS）..............................................204
アラーム
オートアラーム.........................................61

音さくいん .............................................460
警告ブザー ..................................394, 400

アンチロックブレーキシステム（ABS）
...........................................................288
ABS ＆ブレーキアシスト警告灯 ........395

アンテナ
スマートエントリー＆スタートシステム
..............................................................127

い

イージークローザー（バックドア）.120
EV走行比率..........................................88
EVドライブモード............................189
イグニッションスイッチ（パワースイッ
チ）.....................................................184
自動電源OFF 機能................................187

車両を緊急停止するには ......................386
モード切りかえ......................................187

位置交換（タイヤローテーション）.367
イベントデータレコーダー（EDR）......7
イモビライザーシステム......................60
イルミネーテッドエントリーシステム
..........................................................320
インジケーター（表示灯）....................66
ハイブリッドシステムインジケーター69, 
73, 98

READY ..................................................184

インテリアランプ（室内灯）.............319
インナーミラー..................................143

う

ウインカー（方向指示灯）.................193
方向指示レバー......................................193

ランプの交換..........................................382

ウインドウ
ウォッシャー...............................212, 215
パワーウインドウ..................................172

リヤウインドウデフォッガー....301, 309

ウインドウロックスイッチ...............174
ウインドシールドデアイサー304, 314
ウォーニングランプ（警告灯）.65, 394
ウォッシャー
液の補充 .................................................365

スイッチ ......................................212, 215
タンク容量..............................................440
冬の前の準備・点検..............................296

動けなくなったときは（スタック）.435
雨滴感知式ワイパー ..........................212
運転
雨の日の運転..........................................176

運転を補助する装置..............................288
寒冷時の運転..........................................296
正しい運転姿勢.........................................23

手順.........................................................176
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ハイブリッド車運転のアドバイス.......294

運転支援機能情報表示画面..........79, 89
運転席シートベルト非着用警告灯 ...399

え

エアコン...................................300, 307
「ナノイー」..................................302, 311

エコ空調モード...........................301, 309
オートエアコン...........................300, 307
曇り取り（フロントガラス）.....301, 309
曇り取り（リヤウインドウ）.....301, 309

フィルターの清掃..................................369

エアバッグ.............................................28
SRS エアバッグ警告灯........................395

改造・廃棄 ................................................33
作動条件 ....................................................29
正しい姿勢 ................................................23

配置............................................................28

AHS（アダプティブハイビームシステ
ム）.....................................................204
AHB（オートマチックハイビーム）207
S-FLOW ..................................304, 313
エネルギーモニター .............................99
LED デイタイムランニングランプ..201
エレクトリックパワーステアリング
（EPS）..............................................289
機能.........................................................289

パワーステアリング警告灯 ..................395

エンジン
イモビライザーシステム .........................60
エンジン警告灯......................................395

オーバーヒート......................................432
緊急時の停止方法..................................386
ハイブリッドシステムが始動できない423

ハイブリッドシステムの始動方法.......184
パワースイッチ（イグニッションスイッチ
／エンジンスイッチ）.........................184

ボンネット .............................................362

エンジンオイル..................................438
冬の前の準備・点検..............................296
メンテナンスデータ..............................438

油圧警告灯..............................................395
容量.........................................................438

エンジンスイッチ（パワースイッチ）
..........................................................184
自動電源OFF 機能................................187
車両を緊急停止するには ......................386
モード切りかえ......................................187

エンジンフード（ボンネット）.........362
開け方 .....................................................362
警告音 .....................................................113

エンジンルーム..................................362
エンジンルームから蒸気が出ている...432

お

オイル（エンジンオイル）.................438
応急用タイヤ
空気圧 .....................................................441
交換方法 .................................................416

オーディオ連携画面 .....................80, 89
オートアラーム.....................................61
オートエアコン.......................300, 307
オートドアロック・アンロック機能113
オートマチックハイビーム（AHB）207
オートレベリングシステム（ヘッドラン
プ）.....................................................202
オーバーヒート..................................432
オープナー
給油扉 .....................................................218

バックドア..............................................115
ボンネット..............................................362

オープントレイ..................................325
オープントレイ照明 ..........................319
おくだけ充電（ワイヤレス充電器）.335
お子さまを乗せるとき
ウインドウロックスイッチ...................174
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お子さまの安全のために .........................36
シートベルトの着用.................................26
ステアリングヒーター／シートヒーターに

関する警告 ..........................................316
チャイルドシート.....................................37
チャイルドシートの取り付け .................37
チャイルドプロテクター ......................113

電動サンシェードに関する警告...........332
発炎筒の取り扱いに関する警告...........386
パワーウインドウに関する警告...........173

補機バッテリーに関する警告 ..............430

オドメーター.................................68, 72
ODO TRIP スイッチ.......................70, 74

か

カーテンシールドエアバッグ..............28
カードホルダー..................................325
カーペット
洗浄.........................................................359
フロアマットの取り付け方 .....................22

外気温度表示.................................68, 72
回生ブレーキ.........................................52
外装のランプ
交換.........................................................382

ガス欠になったとき .............................56
カスタマイズ機能 ..............................442
型式 .....................................................441
カップホルダー..................................324
カメラ
前方カメラ .............................................219
デジタルインナーミラー（前後方録画機能

付）........................................................159

ガラスの曇り取り
フロントウインドウガラス .......301, 309

リヤウインドウガラス...............301, 309

ガレージジャッキ ..............................364
冠水路走行..........................................181

寒冷時の運転......................................296

き

キー .....................................................106
キーナンバープレート ..........................106
キーの構成..............................................106
キーレスエントリー...................108, 127

キーをなくした......................................424
正常に働かない......................................425
施錠・解錠ができない ..........................425
電子キー .................................................106

電池が切れた...............................377, 425
ハイブリッドシステムが始動できない423
メカニカルキー......................................108

ワイヤレスリモコン..............................108

キーレスエントリー
スマートエントリー＆スタートシステム

..............................................................127
ワイヤレスドアロック ..........................108

きしみやひっかき音が聞こえる（ブレー
キパッドウェアインジケーター）..179
キックセンサー..................................119
給油 .....................................................217
給油扉が開かない..................................425

給油のしかた..........................................217
燃料.........................................................438

緊急時シートベルト固定機構..............26
緊急始動機能（ハイブリッドシステム）
..........................................................423
緊急時の対処
オーバーヒートした..............................432

キーの電池が切れた...................377, 425
キーをなくした......................................424
警告灯がついた......................................394

警告メッセージが表示された...............400
けん引 .....................................................389
故障したときは......................................384

車両を緊急停止する..............................386
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水没・冠水したときは..........................387
スタックした..........................................435
電子キーが正常に働かない ..................425

ハイブリッドシステムが始動できない423
発炎筒.....................................................385
パンクした ..................................404, 416
補機バッテリーがあがった ..................427

緊急停止システム .................................58
緊急ブレーキシグナル.......................289

く

空気圧（タイヤ）................................441
クーラー...................................300, 307
区間距離計（トリップメーター）68, 72
ODO TRIP スイッチ.......................70, 74

駆動用電池.............................................51
警告メッセージ.........................................58

充電について.............................................52
搭載位置 ....................................................55
冷却用吸入口.............................................58
冷却用吸入口の清掃..............................371

曇り取り
フロントデフロスター...............301, 309
ミラーヒーター...........................301, 309

リヤウインドウデフォッガー ...301, 309

クラクション（ホーン）.....................143
クリアランスソナー ..........................271
クリアランスランプ（車幅灯）.........200
ランプスイッチ......................................200
ランプの交換..........................................382

クリップ
フロアマット.............................................22

クルーズコントロール
レーダークルーズコントロール（全車速追

従機能付き）.........................................242

グローブボックス ..............................323

け

警音器（ホーン）................................143
計器類（メーター）.......................68, 72
マルチインフォメーションディスプレイ

.........................................................75, 85
メーター ............................................68, 72

警告灯 ....................................................65
RCTA OFF表示灯................................397
ABS＆ブレーキアシスト ....................395
SRSエアバッグ....................................395
LTA表示灯 ............................................396

エンジン .................................................395
クリアランスソナーOFF 表示灯.........396
高水温 .....................................................394

シートベルト非着用..............................399
充電.........................................................394
スリップ表示灯......................................397

ドライブスタートコントロール...........398
燃料残量 .................................................399
パーキングブレーキ表示灯...................398
パワーステアリング..............................395

PKSB OFF表示灯 ...............................397
PKSB .....................................................398
PCS ........................................................396

プリテンショナー..................................395
ブレーキ .................................................394
ブレーキオーバーライドシステム.......398

ブレーキホールド作動表示灯...............398
油圧.........................................................395

警告ブザー
RCTA .....................................................263

LTA.........................................................233
クリアランスソナー..............................278
高水温 .....................................................394

シートベルト非着用..............................399
シフトダウン制限..................................193
衝突警報（PCS）...................................223



467五十音順さくいん

接近警報（レーダークルーズコントロー
ル）........................................................247
手放し運転警告（LTA）........................237

ドライブスタートコントロール...........398
パーキングブレーキ未解除走行時.......196
パワーステアリング..............................395
半ドア.....................................................111

半ドア走行時..........................................113
PKSB.....................................................281
PCS........................................................396

ブレーキ .................................................394
ブレーキオーバーライドシステム.......398
ブレーキホールド..................................398

ボンネット開..........................................113
油圧.........................................................395
リバース .................................................190

警告メッセージ..................................400
警告メッセージ表示画面..............84, 94
化粧ミラー（バニティミラー）.........333
けん引
けん引のしかた......................................389

こ

交換
キーの電池 .............................................377
タイヤ.....................................................416
ヒューズ .................................................379

ランプ.....................................................382
ワイパーゴム..........................................374

工具（ツール）.........................406, 417
降車オートロック機能.......................109
航続可能距離..... 77, 79, 86, 89, 102
後退速度の抑制制御（ドライブスタート
コントロール）..................................182
後退灯（バックアップランプ）
ランプの交換..........................................382

高電圧部位.............................................55

コーションラベル.................................55
コートフック......................................340
コンセント
アクセサリーコンセント ......................341

コンソールボックス ..........................323
コンライト（自動点灯・消灯装置）.200

さ

サービスプラグ.....................................55
サイドエアバッグ.................................28
サイド方向指示灯..............................193
方向指示レバー......................................193
ランプの交換..........................................382

サイドミラー（ドアミラー）.............169
RCTA .....................................................263
格納のしかた..........................................170
操作.........................................................169

BSM .......................................................263
ミラーヒーター...........................301, 309

三角表示板（停止表示板）.................384
サンシェード
ルーフ .....................................................330

サンバイザー......................................333

し

シート ......................................133, 134
シートヒーター......................................316
シートベンチレーター ..........................316

正しい運転姿勢.........................................23
チャイルドシート.....................................37
調整..............................................133, 134

手入れ .....................................................359
パワーイージーアクセスシステム.......136
ヘッドレスト..........................................140
ポジションメモリー..............................137

メモリーコール機能..............................138

シートヒーター..................................316
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シートベルト.........................................25
お子さまの着用.................................25, 26
緊急時シートベルト固定機構 .................26

高さ調節 ....................................................27
正しく着用するには.................................26
着け方・はずし方.....................................26
手入れ.....................................................359

妊娠中の方の着用.....................................25
非着用警告灯..........................................399

シートベルト非着用警告灯...............399
シートベルトプリテンショナー..........27
機能............................................................27
プリテンショナー警告灯 ......................395

シートベンチレーター.......................316
事故が発生したとき（ハイブリッドシス
テムの注意）........................................56
室内灯..................................................319
始動のしかた......................................184
シフトポジション ..............................190
シフトレバー......................................190
シフトポジションの切りかえ ..............190
シフトレンジの切りかえ ......................192
リバース警告ブザー..............................190

シフトロックシステム.......................191
締め付けトルク（ホイール）..420, 441
ジャッキ
ガレージジャッキ..................................364

車載ジャッキ....................327, 406, 417

ジャッキハンドル ........327, 406, 417
車幅灯..................................................200
ランプスイッチ......................................200
ランプの交換..........................................382

車両型式..............................................441
車両仕様（スペック）.........................438
車両情報表示画面 .........................80, 89
車両接近通報装置 .................................53
車両データの記録 ....................................7
車両を緊急停止するには...................386

充電用USB端子...............................334
収納装備..............................................322
瞬間燃費..............................77, 86, 102
仕様（車両仕様）................................441
衝撃感知ドアロック解除システム...110
初期化 .................................................455
電動サンシェード..................................332

パワーウインドウ..................................172
パワーバックドア..................................122

初期設定..............................................455
助手席シートベルト非着用警告灯...399

す

水温計 ............................................68, 72
スイッチ
EVドライブモード ...............................189
イグニッション......................................184

ウインドウロック..................................174
ウォッシャー...............................212, 215
AHS（アダプティブハイビームシステム）
..............................................................204

AHB（オートマチックハイビーム）....207
LTA.........................................................234
ODO TRIP........................................70, 74

シート調整..............................................133
シートヒーター......................................316
シートベンチレーター ..........................317

車間距離切りかえ（レーダークルーズコン
トロール）.............................................246
ステアリングヒーター ..........................316
調光パノラマルーフ..............................330

TRC OFF ...............................................289
デジタルインナーミラー ......................144
電動サンシェード..................................330

ドアミラー..............................................169
ドアロック..............................................112
ドライブモードセレクト ......................287

パーキングブレーキ..............................194
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ハザードランプ......................................385
バックドアオープン...................116, 118
パワー.....................................................184

パワーウインドウ..................................172
パワーバックドア..................................117
非常点滅灯（ハザードランプ）.............385
VSC OFF...............................................289

フォグランプ..........................................210
ブレーキホールド..................................198
フロントワイパーデアイサー ...304, 314

方向指示レバー......................................193
ホーン（警音器）....................................143
ポジションメモリー..............................137

メーター操作.....................................76, 85
ランプ.....................................................200
リヤウインドウデフォッガー ...300, 307
レーダークルーズコントロール...........242

ワイパー ......................................212, 215
ワイヤレス充電器（おくだけ充電）.....335

スタック..............................................435
ステアリングアシステッドビークルスタ
ビリティコントロール（S-VSC）.288
ステアリングヒーター.......................316
ステアリングホイール（ハンドル）.142
位置調整 .................................................142
ステアリングヒーター..........................316
パワーイージーアクセスシステム.......136

ポジションメモリー..............................137
メーター操作スイッチ.....................76, 85
メモリーコール機能..............................138

ステアリングロック ..........................185
ストップランプ（制動灯）
ランプの交換..........................................382

スノータイヤ（冬用タイヤ）.............296
スペアタイヤ（応急用タイヤ）
空気圧..........................................366, 441

交換方法 .................................................416

スペック（車両仕様）.........................438

スマートエントリー＆スタートシステム
..........................................................127
アンテナの位置......................................127

カスタマイズ設定..................................442
緊急始動機能..........................................423
警告ブザー..............................................128
警告メッセージ......................................400

作動範囲 .................................................128
正常に働かないとき..............................425
節電機能 .................................................128

電波がおよぼす影響について...............132
ドアの解錠・施錠..................................109
ハイブリッドシステムの始動...............184

バックドアの解錠・施錠 ......................115

スモールランプ（車幅灯）.................200
ランプスイッチ......................................200
ランプの交換..........................................382

せ

清掃
アルミホイール......................................357

外装.........................................................356
カメラ .....................................................159
シートベルト..........................................359

内装.........................................................359
フロントグリル......................................358
レーダーセンサー.......................219, 265

制動灯
ランプの交換..........................................382

セカンダリーコリジョンブレーキ...289
積算距離計（オドメーター）........68, 72
ODO TRIPスイッチ .......................70, 74

セキュリティインジケーター......60, 61
接近警報（レーダークルーズコントロー
ル）.....................................................247
設定画面.........................................80, 90
先行車発進告知機能 ..........................252
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センサー
雨滴感知センサー..................................214
キックセンサー......................................119

クリアランスソナー..............................271
前方カメラ .............................................219
デジタルインナーミラー ......................159
ドアハンドル..........................................109

パワーバックドア..................................120
BSM（ブラインドスポットモニター）265
ライトセンサー......................................201

レーダーセンサー.......................219, 265

洗車 .....................................................356
前照灯（ヘッドランプ）.....................200
オートレベリングシステム ..................202
手動光軸調整ダイヤル..........................203
ライトセンサー......................................201
ランプ消し忘れ防止機能 ......................202

ランプスイッチ......................................200
ランプの交換..........................................382

そ

走行情報表示画面 .........................77, 86
走行モード（ドライブモード）.........287

た

ターンシグナルランプ（方向指示灯）
...........................................................193
方向指示レバー......................................193

ランプの交換..........................................382

タイヤ..................................................366
応急用タイヤ..........................................416

空気圧.....................................................368
交換..............................................366, 416
チェーン .................................................296
点検.........................................................366

パンクしたときは.......................404, 416
パンク応急修理キット..........................404

冬用タイヤ..............................................296
ホイールサイズ......................................441
ローテーション（位置交換）.................367

タイヤが空まわりする（スタックした）
..........................................................435
タイヤチェーン..................................296

ち

チェーン（タイヤチェーン）.............296
チャイルドシート.................................37
ISOFIX ロアアンカレッジでの取り付け48

シートベルトでの固定 .............................46
選択方法 ....................................................37

チャイルドプロテクター...................113
駐車ブレーキ（パーキングブレーキ）
..........................................................194
操作.........................................................194

冬季の注意..............................................297
パーキングブレーキ表示灯...................398
ブレーキ警告灯......................................394
未解除走行時警告ブザー ......................196

調光パノラマルーフ ..........................330

つ

通信利用型レーダークルーズコントロー
ル.......................................................248
ツール（工具）.........................406, 417

て

提案サービス機能.........................84, 94
停止表示板（三角表示板）.................384
ディスプレイ
トヨタマルチオペレーションタッチ...329
ヘッドアップディスプレイ......................95
マルチインフォメーションディスプレイ

.........................................................75, 85
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デイタイムランニングランプ...........201
手入れ
アルミホイール......................................357

外装.........................................................356
カメラ.....................................................159
シートベルト..........................................359
デジタルインナーミラー（前後方録画機能

付）........................................................159
内装.........................................................359
フロントグリル......................................358

レーダーセンサー.......................219, 265

テールランプ（尾灯）.........................200
ランプスイッチ......................................200

ランプの交換..........................................382

デジタルインナーミラー（前後方録画機
能付）.................................................144
デッキアンダートレイ.......................327
デッキボード......................................326
デフォッガー（リヤウインドウデフォッ
ガー）......................................301, 309
電気式4WDシステム（E-Four）....289
電気モーター.........................................51
点検基準値（メンテナンスデータ）.438
電子キー..............................................106
作動範囲 .................................................128
正常に働かないとき..............................425
節電機能 .................................................128

電池が切れた..........................................377

電池交換（キー）................................377
電動サンシェード ..............................330
電動パーキングブレーキ...................194
操作.........................................................194
冬季の注意 .............................................297

パーキングブレーキ表示灯 ..................398
ブレーキ警告灯......................................394
未解除走行時警告ブザー ......................196

と

ドア
オートドアロック・アンロック機能...113
降車オートロック機能 ..........................109

衝撃感知ドアロック解除システム.......110
スマートエントリー＆スタートシステム
..............................................................127

チャイルドプロテクター ......................113
ドアガラス..............................................172
ドアロックスイッチ..............................112
バックドア..............................................114

ロックレバー..........................................112
ワイヤレスリモコン..............................109

ドアミラー..........................................169
RCTA .....................................................263
格納のしかた..........................................170
操作.........................................................169

BSM .......................................................263
ミラーヒーター...........................301, 309

ドアミラー足元照明 ..........................319
ランプの交換..........................................382

盗難防止装置
イモビライザーシステム .........................60
オートアラーム.........................................61

ドームランプ......................................321
時計 ................................................68, 72
トップテザーアンカレッジ..................49
トヨタマルチオペレーションタッチ329
ドライブインフォメーション..............80
ドライブスタートコントロール
後退速度の抑制制御..............................182

ドライブモードセレクトスイッチ...287
トラクションコントロール（TRC）289
トランスミッション ..........................190
シフトダウン制限警告ブザー...............193
操作.........................................................191
メンテナンスデータ..............................439



472 五十音順さくいん

トリップメーター .........................68, 72
ODO TRIP スイッチ.......................70, 74

な

内装
収納装備 .................................................322
手入れ.....................................................359

「ナノイー X」...........................302, 311

に

ニーエアバッグ.....................................28
荷物
積むときの注意......................................183
荷室内装備 .............................................326

ぬ

ぬかるみにはまった（スタック）.....435

ね

燃費
エネルギーモニター.................................99
瞬間燃費 .................................77, 86, 102
燃費グラフ ........................................77, 86

燃費情報 ............................................77, 86
平均燃費 .................................77, 86, 102

燃費画面.................................................99
燃料 .....................................................438
給油.........................................................217
種類.........................................................438

燃料残量警告灯......................................399
容量.........................................................438

燃料計.............................................68, 72

は

パーキングサポートブレーキ（PKSB）

..........................................................279
後方接近車両..........................................286
静止物 .....................................................284

パーキングブレーキ ..........................194
操作.........................................................194
冬季の注意..............................................297
パーキングブレーキ表示灯...................398

ブレーキ警告灯......................................394
未解除走行時警告ブザー ......................196

排気ガス.................................................34
ハイビーム（ヘッドランプ）.............203
AHS（アダプティブハイビームシステム）
..............................................................204

AHB（オートマチックハイビーム）....207
ランプスイッチ......................................200
ランプの交換..........................................382

ハイブリッドシステム .........................51
EVドライブモード ...............................189
運転のアドバイス..................................294
エネルギーモニター.................................99

オーバーヒート......................................432
回生ブレーキ.............................................52
ガス欠になったとき.................................56

緊急始動機能..........................................423
緊急時の停止方法..................................386
緊急停止システム.....................................58
駆動用電池冷却用吸入口 .........................58

高電圧部位.................................................55
サービスプラグ.........................................55
事故が発生したとき.................................56

始動できないときは..............................423
始動方法 .................................................184
車両接近通報装置.....................................53

充電............................................................52
注意............................................................55
特徴............................................................51

特有の音と振動.........................................52
パワー（イグニッション）スイッチ...184
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補機バッテリーがあがった ..................427
メンテナンス・修理・廃車するとき......53

ハイブリッドシステムインジケーター
............................................. 69, 73, 98
ハイマウントストップランプ
ランプの交換..........................................382

ハザードランプ（非常点滅灯）.........385
緊急ブレーキシグナル..........................289
スイッチ .................................................385
ランプの交換..........................................382

挟み込み防止機能
電動サンシェード..................................331
パワーウインドウ..................................172

パワーバックドア..................................120

発炎筒..................................................385
バックアップランプ（後退灯）
ランプの交換..........................................382

バックドア..........................................114
イージークローザー..............................120
オープンスイッチ.......................116, 118

キックセンサー......................................119
バックドアハンドル..............................119
パワーバックドア..................................117

ハンズフリーパワーバックドア...........119

バッテリー（駆動用電池）
警告メッセージ.........................................58
充電について.............................................52

搭載位置 ....................................................55
冷却用吸入口.............................................58
冷却用吸入口の清掃..............................371

バッテリー（補機バッテリー）
充電警告灯 .............................................394
搭載位置 ....................................................55

補機バッテリーがあがった ..................427
補機バッテリーを交換する ..................429

バニティ（化粧用）ミラー...............333
バニティミラーランプ.......................333
バルブ（電球）

交換要領（外装のバルブ）....................382

パワーイージーアクセスシステム...136
パワーウインドウ..............................172
ウインドウロックスイッチ...................174
閉めることができないときは...............172
初期化 .....................................................172
操作.........................................................172

ドアロック連動ドアガラス開閉機能...173
挟み込み防止機能..................................172
巻き込み防止機能..................................172

パワーコントロールユニット..............55
パワースイッチ..................................184
自動電源OFF 機能................................187

車両を緊急停止するには ......................386
モード切りかえ......................................187

パワーステアリング ..........................289
EPS ........................................................289

パワーステアリング警告灯...................395

パンクした
応急用タイヤ装着車..............................416

タイヤパンク応急修理キット装着車...404

番号灯（ライセンスプレートランプ）
..........................................................200
ランプスイッチ......................................200
ランプの交換..........................................382

ハンズフリーパワーバックドア.......119
ハンドル（ステアリングホイール）.142
位置調整 .................................................142
ステアリングヒーター ..........................316
パワーイージーアクセスシステム.......136

ポジションメモリー..............................137
メーター操作スイッチ .....................76, 85
メモリーコール機能..............................138

ひ

ビークルスタビリティコントロール
（VSC）..............................................288
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ヒーター
オートエアコン...........................300, 307
シートヒーター......................................316

ステアリングヒーター..........................316
ミラーヒーター...........................301, 309

非常時給電システム ..........................347
非常点滅灯（ハザードランプ）.........385
スイッチ .................................................385
ランプの交換..........................................382

尾灯（テールランプ）.........................200
ランプスイッチ......................................200
ランプの交換..........................................382

ヒューズ..............................................379
表示灯.....................................................66
日よけ（サンバイザー）.....................333
ヒルスタートアシストコントロール289

ふ

ブースターケーブルのつなぎ方.......427
フォグランプ......................................210
スイッチ .................................................210

ランプの交換..........................................382

ブザー
RCTA .....................................................263

LTA.........................................................396
音さくいん .............................................460
クリアランスソナー..............................278

高水温.....................................................394
シートベルト非着用警告 ......................399
シフトダウン制限警告..........................193
衝突警報（PCS）...................................223

接近警報（レーダークルーズコントロー
ル）........................................................247
手放し運転警告（LTA）........................238

ドライブスタートコントロール...........398
パーキングブレーキ未解除走行時警告196
パワーステアリング..............................395

半ドア警告 .............................................111

半ドア走行時警告..................................113
PKSB .....................................................281
PCS ........................................................396

ブレーキ .................................................394
ブレーキオーバーライドシステム.......398
ブレーキホールド..................................398
油圧.........................................................395

リバース警告..........................................190

フック
コートフック..........................................340

フロアマット固定フック .........................22

フューエルリッド（給油口）.............217
給油扉が開かない..................................425

給油のしかた..........................................217

冬の前の準備（寒冷時の運転）.........296
冬用タイヤ..........................................296
ブラインドスポットモニター（BSM）
..........................................................263
プリクラッシュセーフティ（PCS）223
機能.........................................................223

PCS警告灯............................................396

ブレーキ
回生ブレーキ.............................................52

緊急ブレーキシグナル ..........................289
パーキングブレーキ..............................194
ブレーキ警告灯......................................394
ブレーキホールド..................................198

メンテナンスデータ..............................440

ブレーキアシスト..............................288
ABS＆ブレーキアシスト警告灯.........395

機能.........................................................288

ブレーキ付近からキーキー音が聞こえる
..........................................................179
ブレーキフルード..............................440
ブレーキホールド..............................198
フロアマット.........................................22
フロント足元照明..............................319
フロントカップホルダー照明...........319
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フロントシート..................................133
シートヒーター......................................316
シートベンチレーター..........................316

正しい運転姿勢.........................................23
調整.........................................................133
手入れ.....................................................359
ヘッドレスト..........................................140

ポジションメモリー..............................137
メモリーコール機能..............................138

フロントフォグランプ.......................210
スイッチ .................................................210
ランプの交換..........................................382

フロント方向指示灯 ..........................193
方向指示レバー......................................193
ランプの交換..........................................382

へ

平均車速..............................80, 86, 102
平均燃費..............................77, 86, 102
ヘッドアップディスプレイ..................95
運転支援システム表示.............................97

外気温度表示.............................................99
設定............................................................96
ハイブリッドシステムインジケーター..98

ポジションメモリー..............................137
メモリーコール機能..............................138
割り込み表示.............................................98

ヘッドランプ......................................200
手動光軸調整ダイヤル..........................203
ライトセンサー......................................201
ランプ消し忘れ防止機能 ......................202

ランプスイッチ......................................200
ランプの交換..........................................382

ヘッドランプオートレベリングシステム
...........................................................202
ヘッドレスト......................................140
ベンチレーター（シートベンチレーター）

..........................................................316

ほ

ホイール
交換（タイヤ）........................................416
メンテナンスデータ..............................441

ホイールナットレンチ ...........406, 417
方向指示灯..........................................193
方向指示レバー......................................193
ランプの交換..........................................382

ホーン（警音器）................................143
補機バッテリー
充電警告灯..............................................394
搭載位置 .................................................362

補機バッテリーがあがった...................427
補機バッテリーを交換する...................429

ポジションメモリー ..........................137
保証 ...........................................................8
ボトルホルダー..................................325
ボンネット（エンジンフード）.........362
開け方 .....................................................362

警告音 .....................................................113

ま

microSD カード...............................155
マップランプ......................................321
マルチインフォメーションディスプレイ
.....................................................75, 85
運転支援機能情報表示 .....................79, 89
エネルギーモニター..............................100
オーディオ連携.................................80, 89

警告メッセージ......................................400
車両情報表示.....................................80, 89
設定....................................................80, 90
走行情報表示.....................................77, 86

提案サービス機能.............................84, 94
メーター操作スイッチ .....................76, 85
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メニューアイコン.............................76, 86

み

ミラー
インナーミラー......................................143
デジタルインナーミラー ......................144
ドアミラー .............................................169

バニティミラー......................................333
補助確認装置..........................................170
ミラーヒーター...........................301, 309

め

メーター（計器類）.......................68, 72
ODO TRIP スイッチ.......................70, 74
警告灯.............................................65, 394

警告メッセージ......................................400
ハイブリッドシステムインジケーター69, 
73, 98

表示灯........................................................66
ヘッドアップディスプレイ .....................95
マルチインフォメーションディスプレイ

.........................................................75, 85
メーター操作スイッチ.....................76, 85

メカニカルキー..................................108
メニューアイコン .........................76, 86
メモリーコール機能 ..........................138
メンテナンスデータ ..........................438

も

モーター（電気モーター）....................55
モーターでの走行（EVドライブモード）
...........................................................189

ゆ

ユーザーカスタマイズ機能...............442
雪道ですべって動けない（スタックした）

..........................................................435
油脂類 .................................................438

よ

4WD作動状態表示......................80, 89

ら

ライセンスプレートランプ（番号灯）
..........................................................200
ランプスイッチ......................................200
ランプの交換..........................................382

ラゲージルーム..................................326
ラゲージルームランプ ...........116, 120
ラジエーター
オーバーヒート......................................432

メンテナンスデータ..............................439

ランプ
インテリアランプ..................................319

AHS（アダプティブハイビームシステム）
..............................................................204
AHB（オートマチックハイビーム）....207

交換.........................................................382
室内灯 .....................................................319
ドームランプ..........................................321
非常点滅灯（ハザードランプ）.............385

フロントフォグランプ ..........................210
ヘッドランプ（前照灯）........................200
方向指示灯（ターンシグナルランプ／ウイ

ンカー）................................................193
マップランプ..........................................321
ライトセンサー......................................201

ランプ消し忘れ防止機能 ......................202
リヤフォグランプ..................................210
ルームランプ..........................................320

ランプ消し忘れ防止機能...................202
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り

リヤアームレスト ..............................339
リヤウインドウデフォッガースイッチ
................................................301, 309
リヤクロストラフィックアラート
（RCTA）...........................................263
リヤシート..........................................134
リヤ席シートベルト非着用警告灯 ...399
リヤフォグランプ ..............................210
スイッチ .................................................210
ランプの交換..........................................382

リヤ方向指示灯..................................193
方向指示レバー......................................193
ランプの交換..........................................382

る

ルームミラー（インナーミラー）.....143
ルームランプ......................................320

れ

冷却水
冬の前の準備..........................................296

メンテナンスデータ..............................439

冷却装置（ラジエーター）
オーバーヒート......................................432

メンテナンスデータ..............................439

レーダークルーズコントロール（全車速
追従機能付き）..................................242
接近警報 .................................................247

レーダー .................................................219

レーントレーシングアシスト（LTA）
...........................................................230
警告メッセージ......................................238
操作.........................................................234

レバー
シフト.....................................................190

ハンドル位置調整..................................142
方向指示 .................................................193
ボンネット解除......................................362

ロック（ドア）........................................112
ワイパー ......................................212, 215

ろ

ロードサインアシスト（RSA）........239
録画データ..........................................150
ロック
ウインドウロック..................................174

スマートエントリー＆スタートシステム
..............................................................127
チャイルドプロテクター ......................113

ドア.........................................................109
バックドア..............................................114
ワイヤレスリモコン..............................108

わ

ワイパー&ウォッシャー ......212, 215
ウォッシャー液の補充 ..........................365

フロント .................................................212
フロントワイパーデアイサー....304, 314
リヤ.........................................................215
ワイパーゴムの交換..............................374

ワイパーブレード（寒冷地用）.........297
ワイヤレス充電器（おくだけ充電）.335
ワイヤレスリモコン ..........................108
作動の合図..............................................110
操作.........................................................108
電池の交換..............................................377

半ドア警告ブザー..................................111

ワックス..............................................356
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次の装備は、別冊「ナビゲーション取
扱書」または「ナビゲーションシス
テム取扱書」をお読みください。
･ナビゲーション
･オーディオ＆ビジュアル
･音声操作システム
･バックガイドモニター
･パノラミックビューモニター
･ ETC2.0 システム
･ハンズフリー
･ T-Connect
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ガソリンスタンドでの情報

給油や交換などの際に必要になる項目をまとめてあります。

ボンネットフック（ P.362）
パワーバックドアスイッチ★（ P.117）
給油扉オープナースイッチ（ P.218）
給油口（ P.218）
タイヤ空気圧（ P.441）
ボンネット解除レバー（ P.362）

★：グレード、オプションなどにより、装備の有無があります。

燃料の容量（参考値） 55L

燃料の種類

･ 無鉛レギュラーガソリン
･ バイオ混合ガソリン（レギュラー）※
※エタノールの混合率10%以下、または ETBEの
混合率 22％以下のガソリン（酸素含有率 3.7%
以下）を使用することができます。

タイヤが冷えていると
きの空気圧 P.441

エンジンオイル容量
（参考値）

オイルのみ交換時：4.2 L
オイルとオイルフィルター交換時：4.5 L

エンジンオイルの種類

トヨタ純正モーターオイル
推奨：
･ SP 0W-16 (API SP/RC, ILSAC GF-6B, SAE 0W-16)
適合：
･ SP 0W-20 (API SP/RC, ILSAC GF-6A, SAE 0W-20)
･ SP 5W-30 (API SP/RC, ILSAC GF-6A, SAE 5W-30)

A

B

C

D

E

F
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